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まえがき

学長 阿部正和

東京慈患会氏科大学教育・(ti[・究年報の 1985年版』通算第5号）が刊行されました。嬉しく思い

ます。この年報の編集に携わった松田 誠編集委員長（まじめ編集委員各位， さらに編集の実務を

精）］的に担当された富井武寛常勤顧問を1まじめ大学事務長坂戸伯志氏，一般用度課長土l.lJ喜一郎

氏，他の皆さんに厚くお礼を中し 1：げます。

この年報の I:IJ行は，大学の削w.fi年を記念して 1981年度（昭和56年度）から始められたもの

であります。その應味するところは第 1に，大学の各教室・研究室における 1年間の教育・ liJf

究業禎の主要なものを記録として残し，学内の全教員がお1]．いに他の教室・研究室の教育・研究

の実l}辺を知って1頁＜こと，そして第2に，国内の他の教育・研究機関の方々に，私たちの大学に

おける教育・研究の現状を知って頂くということでした。そしてこのことは大学のひとつの義務

てあり，使命であると考・えたのてあります。これまでも各教室あるい1ま研究室ごとに， 1年間の研

究業績を立/JRな品録としてflj行しておられます。今やこのことは慣行にすらなっていますが，大

学全体としては晶録が仔在しなかったことを残念に思っていました。たまたま創立面年という記

念すへき時期に際会したのを機会に，大学としての教育・研究年報の刊行が論議されるようになっ

たのであります。・部には，それば不可能であろうという意見もありましたが，敢えてこのこと

に挑戦したのでありました。そして第 1号が完成しました。それは 1982年（昭和57年） 12月l

日のことてあります。この事業ぱ，それ以来，大学の皆様の御協力を得て軌道に乗りました。こ

うしてこの度，通算第 5号の I1Jりをみるに全ったのであります。

先年， ローマ法王ヨハネ・パウロニ世が来日された時，広島で平和アピールを発表されました。

その中でしばしは使われた言虻，それは「過去を振り返ること 1ま将来に対して責任を担うことで

ある」という言英でありました。私（ま， この言葉に強い感銘を受けたのであります。教育・研究

につし、ても， このことぱ当てしままるでしょう。過去 1年，果たして私たち1ま何を為してきたかを

賑り返り将米への展清を試みること 1ま，意義深いことたと思います。

William Osler先生は，思考・ (thinking)と行動 caction)のよし習慣を若いうちに身につける

ことが，教育・研究を推進する卜で， きわめて重要であることをいつも強調されました。そして

自ら生桂をとおして，病気の舟1（明に向けて学究的探求心の涵提に努められたのであります。教育

にしても研究にしても，習慣形成1よ重要です。私たちぱ，いつまでも学びつづける情熱をもった

学徒でありたいと念願するの1よとなたでも同じでしょう。やはり， よい習慣の形成が大事なので

あります。その習慣の産物が，よき教育の実行名となり，よき研究の推進者となるのたと信して

し、ます。

この年報の I:IJ行に意義をあまり認めないで，教宇の業績の執筆に熱意を悌かさない）jがあるや

に聞いております。今後ぱ人学の教育・研究の進展のためにこの事業に積極的に協）Jして頂くよ

うお願し、し、たします。

東京慈恵会松科大学教育・研究年報の 1985 年版（昭和 6(）年度版〗の完成を改めて喜ふととも

に， この年報が今後も継続的に 11J行され，そして1j意義に活用されることを心から祈り，かつ希
望する次第であります。

1986年（昭和61年） 8月



凡 例

●各教室・研究室にお願いした研究の年間報告については，残念ながら，その頁数を制限せざる

を得なかった。

研究概要については， 3,200字以内。

研究業績については， I原著論文 30編以内，

II総説 10編以内， III学会発表20編以内，

IV著書5冊以内， Vその他5編以内，以上とした。

●教室スタッフの氏名と専攻研究領域の欄は専任講師以上とした。従って，教授，助教授も専任

者のみとした。

●表紙にある 1985は昭和60年度（昭和60年4月より昭和61年3月まで）を意味しているが，昭

和60年と誤られる可能性もあるので，まぎらわしいときには年号を入れた。

●雑誌名の略記，文中の外国語単語の大文字，小文字，等については一定にすることができなかっ

た。

●本号から，研究業績の中に「その他」という項を加え，学内・学外共同研究等を加えた。

●索引の項で，各教室，各研究室の略名を下記の通りとした。

第 1 解剖学・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔 1 解〕 皮膚科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 皮 〕

第2解剖学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔2 解〕 放射線医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（ 放 〕

第 3 解剖学・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔 3 解〕 第1外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 1 外〕

第 1 生理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 1 生〕 第2外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔2 外〕

第 2 生理学·・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔 2 生〕 青戸病院外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔青 外〕

医化学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔医 化〕 第三病院外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔三病外〕

栄養学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔栄 養〕 整形外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔整 形〕

第 1薬理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 l 薬〕 脳神経外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔脳 外〕

第 2 薬理学・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔 2 薬〕 形成外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔形 成〕

第1.第2病理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔病 理〕 心臓外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...〔心 外〕

第 1細菌学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 1 細〕 産婦人科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔産 婦〕

第2細菌学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔2 細〕 泌尿器科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 泌 〕

衛生学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 衛 〕 眼科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 眼 〕

公衆衛生学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔公 衛〕 耳鼻咽喉科学..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（耳 鼻〕

法医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔法 医〕 麻酔科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔麻 酔〕

寄生虫学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔寄 生〕 リノヽ ビリテーショ ン科・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 リハ 〕

臨床検査医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔臨 検〕 歯科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 歯 〕

第 1内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 1 内〕 附属研究部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔附 研〕

第2内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔2 内〕 共同利用研究部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔共 研〕

第3内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔3 内〕 実験動物研究部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔実 動〕

第 4 内科学・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔 4 内〕 宇宙医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔宇 宙〕

青戸病院内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔青 内〕 医用エンジニアリング・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 ME 〕

第三病院内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔三病内〕 体力医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔体 力〕

精神神経科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔精 神〕 情報処理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔情 報〕

IJヽ児科学・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・〔4ヽ 児〕
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学事報 告

教学委員長 石川栄世

1. 本学の沿革

明治 14年5月1日高木兼寛先生が京橋区鎗屋町

11番地に成医会講習所を開設して西欧の医学を教

授した。これが本学のはじめである。

明治24年 9月7日に東京慈恵医院医学校が設立

許可され，同 36年6月私立東京慈恵医院医学専門学

校となった。我が国で最初に認可された私立医学専

門学校である。

大正 10年 10月19日旧学制の大学令により東京

慈恵会医科大学への昇格が許可された。

終戦後私立学校法が施行され財団法人東爪慈恵

会医科大学（ま昭和26年3月法人名が学校法人慈恵

大学と改められ，翌 27年4月学制改革により新制の

大学となった。

昭和31年3月大学院医学研究科博七課程の設置

が認可され，同 35年 1月20日には医学進学課程の

設置が認可され校舎を調布市国領に建設し，同年 4

月より進学課程の教育がはじまった。

第五代学長矢崎芳夫

第六代学長樋ロ ー成

第じ代学長名取證二

第八代学長阿部正和昭和 57年 12月就任

3.卒業者

本年度卒業試験に合格して医学士の称けを認可さ

れ，卒業証書を授与された者は，松島雅人以ド 127名

で男[• 113名，女子 14名である。

明治 14年，本学創立以来の卒業者総数は 10.160 

名となった。

4. 教職員ならびに学生数

昭和 61年 2月1日現在の教員・研究者数は専門課

程 1,777名，進学課程40名である。

その内訳は次の通りである。

本学は，高木兼寛先生が成医会講習所を開設して

から昭和55年をもって建学創立 100年を迎え記念

行事が盛大に挙行された。同年5月創設縁りの地，中

央区銀座 4丁目（当時の京橋区鏑屋町 11番地）に本

学発祥之地の記念碑が建立され， さらに百年史が編

纂刊行された。

また，創立 100年記念事業の一環として進学課程

構内に樋口体育館，水泳プールが新設され，専門課

程には研究棟として大学 2号館が昭和 56年9月に

新築落成した。

昭和59年 12月には進学課程図書館が増築落成し 生517名，進学課程学生245名，総計 836名である。

た。

5. 教授，助教授の委嘱

昭和 60年度における教授，助教授の委嘱は次の通

りである。

教授委嘱

山下 廣第 1解剖学

イ＿i川 博第2解剖学

昧恵 乙賓青戸病院外科学

伊坪喜八郎 第二病院外科学

2. 歴代校長ならびに学長

初代校長高木兼寛明治 14年5月就仔

第二代校長実吉安純

初代学長金杉英互郎

第二代学長高木喜寛

第三代学長永山武美

第四代学長寺田 正中

専門課程 進学課程

名榜教授 17名 教 授 8名

教 授 85名 助教授 4名

助教授 81名 講 師 27名

講 師 386名 助 手 1名

助 手 857名

専攻生 49名

研究生 88名

医 員 214名

一般職員は 2,856名，

以上教職員総計は 4,673名である。

昭和 60年度学生数は大学院生 74名，専門課程学
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蔵原惟治 ドイツ語

教授（定員外）委嘱

田中 貞第 1病理学

藤沢 冽第 1内科学

内田 豊耳綽咽喉科学

客員教授委嘱

中村浩一大学直属

磯晃二郎第 1細菌学

松本文夫第2内科学

助教授委載

町田 勝彦臨床検査医学

渡辺橙次郎 第1内科学

石川正昭第 1外科学

鈴木博昭青戸病院外科学

神田行雄皮府科学

栗原邦弘形成外科学

堀内二彦眼科学

白幡雄一耳鼻咽喉科学

佐藤尚孝英 語

助教授（派遣中）委嘱

川村忠夫第 1内科学

河井啓三第 1外科学

堤 紀夫産婦人科学

なお，昭和60年3月31日付で定年により退任さ

れた徳留三俊，吉村不二夫，久志本常孝の 3氏に名

誉教授の称号を，また同日付で客員教授を退任され

た森田 茂氏に，あらためて客員教授の称号を，昭

和60年4月1日付でそれぞれお贈りした。

6. 慈大賞，基礎賞，臨床賞

毎卒業時，成績最優秀学生に授与される慈大賞は，

前年度までに42名が授与され，本年度は松島雅人に

授与された。また基礎および臨床の各成績最優秀の

学生に授与される基礎賞および臨床賞は，前年度ま

でに 99名が授与され，本年度の基礎賞は松島雅人，

本郷賢・・に，臨床賞は北村正敬に授与された。

なお同窓会賞は田村徹太郎に授与された。

7. 進学課程

第25回進学課程修了式は卒業式と同時に行われ，

進学課程修了者，松井香興子以下 120名は専門課程

に進学した。

進学課程の成績最優秀者に授与される教養賞は松

井香典子に授与された。

また同窓会賞は越智殿子に．父兄会賞は萩原千患

子にそれぞれ授与された。

8. 大学院修了者

昭和60年3月～昭和61年2月までの大学院修了

者は29名で，大学院設置以来の修了者総数は477名

である。

9. 学位受領者

昭和60年3月～昭和61年2月までの学位受領者

ぱ大学院修了者を含め 100名で，現在までに医学博

士の学位を授与された総数は 4.357名である。

10. 解剖体数

昭和60年 10月28日第81回解剖祭が増上寺にお

いて行われた。前回の解剖祭から 1年間の解剖体数

は，病理解剖468体，司法解剖と行政解剖を合わせ

た法医解剖 78体．学生教育の教材として系統解剖

59体，計605体である。現在までの本学取り扱い総

解剖体数は 19,889体である。

11. 附属病院

大正 11年2月1日東京病院が本学の附属病院と

なった。その後昭和21年7月青戸分院が葛飾区青戸

に開設され，翌22年4月には東京慈恵会医院が貸与

されて附属病院となった。昭和27年1月には都下狛

江の第三病院が本学附属病院第三分院となった。

附属病院の増改築は，本院の第 1号館（現D棟）第

3号館が増改築されたあと，昭和43年3月に附属病

院本館が完成した。昭和60年7月には建築中であっ

た附属病院新館 (E棟）が竣工落成した。

本院の病床数は本館，病院2号館等の改修工事が

終了すると 1,070床前後になる予定である。

また，計画中であった附属柏病院は昭和62年4月

の開設を目標に現在建築中である。

青戸病院では本館の落成に次いで別館が完成し，

建築中であった第2別館も昭和60年7月に落成した。

青戸病院の現在の病床数は386床である。

第三病院は，本館の新築に始まり，別館，中央棟

が完成，さらに森田療法棟が落成している。第三病

院の病床数は現在559床である。

したがって本院の本館等の改修工事が終了した時

点での本院，分院合わせた総病床数は2,015床前後

になる予定である。

なお昭和61年4月より青戸分院，第三分院の名称

は，附属青戸病院，附属第三病院に変更された。

大学附属病院の初代院長は高木喜寛教授であり，

現在の附属病院院長は丸毛英二教授である。

以上をもって学事関係一般の報告とする。
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カリキュラムの変遷と現状

進学課程

進学課程のカリキュラムぱ，本課程開設以来数次

にわたる改定を経て，昭和52年度から現行カリキュ

ラムの基調が定着した（この間の詳細な経緯につい

ては， 1981年度教育・研究年報に就いて承知された

い）。以来小規模の改善は行われたが，基本線は変わ

ることなく今日に継承されている。

本課程カリキュラムの特色の一つである人文・社

会科学系科目の選択必修制 (5科H20単位以上履

修）についても， 2年次学生必修の一般教養演習 (1

単位）とともに維持され，今年度は人文系に「日本

食生活史」が加えられいっそう充実した内容となっ

た。専任教授以外の担当者は下記の通りでそれぞれ

特徴ある講義が行われている。

人文系

哲学 （幾徳工業大学教授，伊藤一美）

心理学 （成城大学文芸学部教授，岡本奎六）

歴史 （青山学院大学文学部教授，気賀健生）

文化人類学 （放送大学教授，祖父江孝男）

人文地理学 （立正大学教養部教授，井出策夫）

日本食生活史 （日本風俗史学会理事，乎田萬里遠）

社会系

社会学 （早稲田大学文学部教授，外木典夫）

経済学 （東洋大学経済学部教授，菊浦重雄）

社会思想史 （早稲田大学教育学部教授，松田 寛）

教学委員長 原田萬

社会保障論 （早稲田大学政経学部教授，安藤哲吉）

カリキュラム委員会の答申に基づき，昭和60年度

に実施された改善の主なものは，固定履修科目中の

自然科学系諸学科についてその内容を具体的に示す

名称を用いたことである。生物物理化学は今年度は

開講せず，従来の基礎国語は国語概説・表現法に改

められ通年開講とし， したがって単位数も 4単位と

なった。それらについては資料として一覧表を付し

た。（次頁参照）

さらにカリキュラム実施面での今年度の大きな特

徴は，医学概論を阿部学長が直接担当され， とかく

目的意識が曖昧だといわれる新入学生に対し，大学

の施設およひ病院の業務実態の見学と相侯ち早い機

会に医学に対する認識を賦与するとの開設目的が

いっそう明瞭となった。

カリキュラムの維持．改善のための常設研究組織

としてのカリキュラム委員会の発足については，前

年度の年報に触れられている。現在の委員会は，新

津教授を委員長とし，戸澤・蔵原各教授．丹羽•佐

藤各助教授および原田（邦）講師の 6名によって構

成され，委員会に1ま教学委員長も陪席し．年度初め

に設定したテーマについて随時討論を重ね研究成果

を上げている。

専門課程

教学委員長 石川栄世

近年， うつりゆく社会情勢に伴い医学教育の改革 教育の対象となる学生の資質と彼らが育った環境

が盛んに唱えられている。技術的な事柄（よ別として， （ま時代とともに変わりつつあることは確かである。

良い医師を育てる点においては，昔も今も変わりは 政府はおくればせながら，いろいろの分野の“賢人”

なく，むしろ従来尊重されていた ethicalあるいは よりなる臨教審を設置し，教育のあり方，また今後

moralの面が見失われてきたのではないかと思われ どうすべきであるかを討議している。しかしながら，

てならない。医学教育の改革というよりその見疸し 難問題があまりにも多く，抜本的改革は望めそうに

であり，また反省でもある。 もない。
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進学課程昭和60年度開講科目および履修単位一覧表

選択履修科目

人文科学系

国文学 4 

哲学 4 

心理学 4 

歴史 4 

文化人類学 4 

人文地理学 4 

H本食生活史 4 

社会科学系

法学 I 4 
社会学

経済学 4 

社会思想史 4 

社会保障論 4 

k,；じから 5科目 20粕位以上選択履修

般教養演習

前期開講科目 (2学年）

後期開講科目 (2学年）

1単位以上選択股修

各1

幼いころから塾に通い“知識”俊先の試験また試

験を経てぎた学生を，私共がどう受け入れるか

ここより教える糸口を求めるべきであろう。

臨床系カリキュラムの改訂： 61年度の専門課程 l

年生から臨床系カリキュラムの全面改訂がおこなわ

れることになっている。

昭和 54年度の専門課程 1年生から適用されてき

たいわゆる「新カリキュラム」は，それ以来小修正

が加えられてきたが，臨床系実習を中心とした改善

すべき問題が多く提起されている。その一つとして

あげられるのはベッドサイド教育期間の延長とその

内容の充実である。現在臨床系カリキュラム検討小

固定囮修科目

人文科学系

国語概説・表現法 (1学年） I 4 

自然科学系

数学

線型代数学 (1学年） 4 

微分積分学 (1学年） 4 

統 計 学 (2学年前期） 2 

統計学演習 (2学年） 1 

物理学

力学・物性 (1学年） 4 

電磁気学 (1学年後期） 2 

現代物理学 (2学年） 4 

物理学実験実習 2 

化学

有機化学 (1学年） 4 

物理化学 (2学年） 4 

生体物質化学 (2学年前期） 2 

化学実習 2 

生物学

細胞生物学 (1学年） 4 

動物牛理学 (2学年） 4 

動物形態学 (2学年前期） 2 

生物学実習 2 

遺 伝 学 (2学年後期） 2 

医学概論 (1学年前期） 2 

医 史 学 (2学年後期） 2 

外国語系

英語 10 

ドイツ語 ］0 

ラテソ語 (2学年後期） 1 

保健体育系

保健体育講義

保健体育実技 I ~ 
委員会において慎重に討議されており，現行のベッ

ドサイド 30週を 6週増やし， 36週にする案が最も

有力であり，望ましい。臨床実習をより有意義にす

るためには，それに入る前の臨床医学系の講義と基

本的実習また実習後の「まとめ」としての臨床講

義総合講義 CPCなど，臨床医学に関連した講義

が計画されている。臨床実習の充実をはかるため増

える時間数は必然的に他のソースより求めることに

なり，講義に使われている時間，また従来の試験（中

間および進級）期間の短縮が考えられる。

カリキュラム特別検討会：第 4回カリキュラム特

別検討会が 7月23日， 24日の両日におこなわれた。
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進学課程 l名．専門課程基礎系 9名，臨床系 12名の

参加者と，タスクフォース 4名．コーシネーター2名

の計 28名により，望ましい教授学習についての討

議 1教授単位の作業テーマの作成，また実際のカリ

キュラムの作成をおこなった。

指導教員間の教学教育についての意見交換の「場」

は意外に少なく， このような検討会はかかる「場」を

炉えるものと思う。

教学委員と学生会委員との懇話会：本年度の第 l

回が7月2l::lに， また第2回が 11月18日に開かれ

た。年間を通じての学生会の活動が報告された。次

いでカリキュラム，溝義，テキスト作製，学生の使

えるスペース拡張などについて学生の要望が出さ

れ，教学委員との間で．活発な議論がかわされた。

本学においては，学生部長と学生委員との懇活会

が定期的に開かれている。そこで（ま教学を中心とし

た情報が伝えられ， また学生の要望が聞かれる。学

生部長は教学委員会で学生に関する諸問題を提起

し，委員間て議論され，そして善処される。教学に

直接関係しない問題は，学生部長，また必要な場合

は教学委員会として，助言を与えるか，あるいぱ諸

手続きをとることもある。

学生病院実習： 60年の春および夏の休暇を利用

して専門課程 3年と 4年の学生ぱ大学脈遣病院．教

室関連病院，また学生が個人的に交渉し受け入れら

れた病院で病院実習をおこなった。また 61年の春1こ

ぱ阿部学」との尽力により，家庭医実背が加えられた。

休暇中の病院実習を希望する学生が年々増えてい

ることは好ましいことである。かかる実習はベッド

サイド教育を補強する意味において，また医師とぱ

どのような立場におかれているかを自ら知る意味に

おいても軍要である。

医師国家試験：第 79回医師国家試験は， 4月6, 7 

日の両日におこなわれた。従来，春・秋の 2回おこ

なわれてきた国試は，本年より年 1回となる。試験

問題の一部（約 10%）にプール制が採用され．出題

栂焦の改訂もおこなわれ，国試の大きなひとつの転

換期を迎えた。

問題形式は従来の多肢選択形式に変わりはない

が，問題数が増え，一般問題 240題，臨床実地問題

80 題の合計•320 題となった。

本年， 117名（新卒 112名）が受験し， 107名（新

卒106名）が合格した。全体の合格率は 91.5%であ

るが，新卒合格率ぱ 94.6%で，国立(93.1%），公立

(93.0%）と比較して遜色のない成績である。しかし

ながら． 120名の本学入学者がストレートに卒業し．

そのまま国試にも合格するものは，最近 5年間でぱ

ほぼ80%である。この実態を十分認識して，その対

策を検討する必要がある。

大 学 院

大学院委員長 阿部正和

東京慈恵会医科大学の大学院制度について出数

年間にわたり大学院委員会および研究科委員会にお

いて協議が重ねられ，昭和 60年 (1985年〉 4月1日

より新しい大学院制度が発足した。これはわが国の

医学系大学院のなかでも，きわめて特徴的であり，ま

た注目されている制度てある。この新しい大学院の

設立経過や制度の内容については，昭和 59年度

(1984年）の東京慈恵会医科大学教育・研究年報に記

載してあるので参照されたい。

大学院委員会は，阿部正和学長（委員長），丸じ英

．．病院長石川栄批教学委員長，亀HI治男・林 伸

-.桜井健骨各教授より構成されている。

ここでは，昭和 6(）年度の経過に関するおもな1i項
を記載する。

1. 昭和 60年度入学者選抜および入学生

l) 入学試験：出願期間は昭和 60年 3月1日か

ら3月15日まで。昭和 60年 3月19日に午前小論文

および外国語（英・独または英•仏語），午後身体検

有および面接試験が行われた。

2) 入学生および派遣科： 8名が受験して全員合

格した。昭和 60年度大学院生の氏名（派遣教室）〔選

択カリキュラムの再派遣教室Jは，次の如くである。
島田 貴（第2解剖学）〔第2解剖学〕

松藤 T•弥 （栄蓑学） （栄養学J
ーこ河 義→ （第 1細菌学）〔第 1細苗学〕

II羽 謙＿．． （第 3内科学）〔附属研形態研〕

武田 浮史 （青戸分院内科学）〔附属研形態研〕

藤崎康人 （第 1外科学）〔第2薬理学〕
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今村恭子 （整形外科学）〔第 1細菌学〕

尾上 尚志 （脳神経外科学）〔栄養学J

2. 昭和 60年度のおもな行事

昭和60年4月10日に大学院入学式を行い， 4月

11日および 12日に共通カリキュラムについてのオ

リニンテーションが行われた。共通カリキュラムは

4月15日より 7月 10日にわたって 3カ月間実施さ

れたが，その間毎週水曜日の午後は，学外招待者セ

ミナーが行われた。 7月15日より昭和61年3月31

日までは，再派遣教室において選択カリキュラムを

履修した。

3. 昭和 60年度のカリキュラム

1) 共通カリキュラム

4月 10日に放射線障害防止法第32条による教育

訓練として放射線安全取り扱いの講義を受けた。 4

月11日より 7月12日まで， 8名の大学院生は4名

ずつの 2班に分かれ，それぞれ，情報処理（情報処

理研究室）2週間，アイソトープ（アイソトープ研究

室） 2週間，超微形態学（附属研究部形態研究室） 4 

週間，化学分析（附属研究部機能研究室）4週間の実

習によるカリキュラムを履修した。各研究室の指導

教員は熱意をもって指導にあたり，各大学院生はき

わめて熱心に各課程を履習した。履修状況や今後の

カリキュラム，運営に関する参考意見などは，7月15

日に行われた大学院委員会委員共通カリキュラム

指導教員および大学院生の懇談会において話し合わ

れた。なお，大学院生から提出された共通カリキュ

ラムのレポートも内容の充実した， レベルの高い立

派なものであった。

2) 学外講師による招待セミナー

共通カリキュラムの期間中，毎週水曜日の午後学

外の著名な医学者を招き，大学院 1年生のためのセ

ミナーを開催した。午後 1時30分より 2時 30分ま

でレクチャーがあり， とくに講師が研究にとりくん

だ動機自分の経てきた道，研究に対する考え方な

どを中心に講話があり，次いで午後4時30分まで討

論が行われた。これには大学院2~4年生や関心のあ

る教室員も参加したが，きわめて格調の高いまた

惑銘深いセミナーであった。開催された月日，招待

者，セミナーの課題は，次の如くである。

(1) 4月24日 河合忠教授（自治医大臨床病

理）：血漿蛋白研究の歩み

(2) 5月8日 松本武四郎客員教授（慈恵医大）：

網内系概念誕生の背景とその後の変遷

(3) 5月22日 入沢宏教授（岡崎国立共同研

究機構•生理学研究所・高次神経性調節部門）：循環

生理学への道

(4) 5月29日 村松正賓教授（東大医学部・第一

生化学）：臨床から分子生物学へ

(5) 6月5日 小暮久也教授（東北大学医学部神

経内科）：臨床医学における進化論の意義—脳の

エネルギー代謝とミトコンドリアの起源—

(6) 6月12日 渡部傾主任研究員（都立アイ

ソトープ総合研究所研究部）：細胞核と染色体の基

本構造を追って一~細胞損傷の基礎から応用ヘ―•―

(7) 6月19日 開原成允教授（東大医学部中央

医療情報部）：医師の生涯教育のための情報システ

ム

(8) 6月26日 堀原ー教授（筑波大学臨床医

学系外科学） ：臨床研究について考える一―—臨床外

科から理論外科へ，そしてさらに臨床外科へ

(9) 7月3日 中野健司教授（北里大学医学部実

験動物学）：動物実験と実験動物

3) 選択カリキュラム

昭和60年7月15日から昭和61年3月31日ま

で，大学院 1年生8名は，本学基礎医学講座および

基礎系研究施設において，将来の研究に直接必要な

技術と知識を修得するための選択カリキュラムを履

修した。大学院学生8名と選択カリキュラムのため

の再派遣教室名は前記の如くである。なお，今村恭

子は事情により，昭和61年 1月31日付で退学し，第

1細茜学教室の専攻生となった。

4. 昭和 60年度 (1985年度）大学院報告事項

本年度大学院委員会で審議し，あるいは研究科委

員会に報告したおもな事項は，次の如くである。

1) 研究科委員会に提出する学位請求論文の予備

審査， とくに主論文が共著論文である場合の提出可

否の審議

2) 昭和60年度日本育英会奨学金希望者中より

推鷹する者の選考

3) 日本学術振興会特別研究員応募者中より推薦

する者の選考

4) 同窓会基金による海外派遣補助金応募者中よ

り推薦する者の選考

5) 昭和61年度学内・学外共同研究費補助につい

ての審議と決定 (191頁参照）
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医学情報センターの年間報告

専 門 課 程

センター長 望 月 幸 夫

図 書 館

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報センター助教授）

1. 年間実績

l) 蔵書冊数

単 行 書 雑 誌 年間増滅
年度末総数

和 洋 和 洋 増 減

冊 冊 冊 冊 冊 冊 冊

39,717 34,776 43,335 62,629 180,457 5,727 450 

力 レ ン／ ト廷n、し

和 洋

種 種

1,004 882 

2) 図書購入費及び製本費

製 本 費
単行書購入費 雑誌購人費 計

金 額 冊 数

円 円 円 円 冊

15. 438. 35'0 45,161,640 60,600,000 6,538,700 3,763 

3) 図書館利用状況

館外貸出冊数 1| 
相互利用件数 複写サービス

文献検索

貸 借 件 数 枚 数
サービス

冊 件

41.072 22,117 2,419 65,550 531,910 1,443 

2. 主な事項 区市ケ谷）を会場として開催された（海外 252名．国

(1) 第 5回国際医学図書館会議 (5ICML)への 内 313名参加）。本学の裏田助教授がプログラム委員

協力と参加 長を担当。裏田．山崎（助手），山田（司書）が論文

9月 30日より 10月 4日の問．日本大学会館（新宿 を発表。
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(2) 業務の改善

「医学情報センター利用案内」（センター4部門の

総合案内）の作成，製本様式の改善，国内学会雑誌

の直接購人の検討と準備，受入雑誌の再評価，図書

の利用者による評価（感想記入用紙添付）の試行，「旧

版」表示の実施，視聴覚資料所蔵目録（標本館）を

はじめとする実務的な諸データベースの作成（パー

ソナルコンピュータ三菱Multi16)，その他。・

3. 論文

Urata. K. and lwanami. K. (日本国際医療団） ： 

Towards a multilateral collaboration of medical 

libraries in Southeast Asian countries. In : Medical 

Libraries -One World : Resources, Cooperation, Ser-

vices; 5th International Congress on Medical Librar-

ianship, 1985. Tokyo. 〔Proceedings.1: 769-774 

(1985)〕

裏田和夫：今後の日本医学図書館協会のあり方を探

る．医学図書館． 33(1): 84-85 (1986) 

山崎茂明：図書館学関係の雑誌ー外国編ー．薬学図書

館． 30: 93-104 (1985) 

山崎茂明，斎藤えりか，裏田和夫，藍沢茂雄（第 2病理）：

目でみる東京慈恵会医科大学雑誌の歴史．慈恵医大誌．

100: 1347-1358 (1985) 

Yamazaki, S.: Referee systems of Japanese 

biomedical journals. In : Medical Libraries -One 

World : Resources, Cooperation, Services ; 5th Inter-

national Congress on Medical Librarianship, 1985, 

Tokyo. (Proceedings. 1: 818-823 (1985)〕

Yamada, S. and Yamazaki, S. : A recent trend of 

interlibrary loan activities in the member libraries of 

Japan Medical Library Association. In: Medical 

Libraries -One World : Resources, Cooperation, Ser-

vices; 5th International Congress on Medical Librar-

ianship, 1985, Tokyo. 〔Proceedings.1 : 808-812 

(1985)〕

標 本 館

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏Hi 和夫（医学情報センクー助教

授）

1. 実物標本

1) 教育用標本整備

写図と文章による解説作成作業を開始。解剖学標

本について第 3解剖学加藤助教授（標本館委員）の

指導により約 30点を作成，樋口卵巣腫瘍コレクショ

ンについて（ま産婦人科学伊藤助教授（標本館委員）の

指導により，分類別に解説を付した。

2. 視聴覚資料・機器

l) 目録のデータベース作成

図書館との協力によりパーソナルコソピュータ三

菱 Multi16を利用し作成，ビデオプログラムに関し

てはほぽ完了。

2) 26インチテレビの設置

3. 総合展示

11月25日より 12月7日までの間，生涯教育セン

ター主催の大学夏期セミナーから題材を求め，テー

マ「消化管出血ー現状と対策」として実施。参加教

宅：第 1内科学，第 2外科学，小児科学，輸血部。

2) 標本陳列数（マクロ標本のみ）

室 名 標本の種類 点数

液浸標本 826 
鋳型・乾燥標本 237 
パック標本 6 

教育用標本＇奉
包理標本 15 

(I日総展示室） 法医学標本 28 
生薬標本 229 
医動物標本 501 
樋LI卵果腫瘍 318 
コレクション

液浸標本 168 
鋳型・乾媒標本 28 

標本供覧室
歴代教授剖検 71 

模 刑・十J． 11 

疾患装具モデル 56 
四肢立体モデル 13 

発生学モデル 52 
モデル標本宰

人体模型モデル 7 (|l lスライド＇表）
中枢神経模型 1 

合 JI 2,567 

3) 新規標本製作数

アクリルフラスチック液浸梼本

修理棟本

アクリル樹脂包埋標本

3

1

3

 

8
2
3
 

ムロ 9, 1 107 
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3) 所蔵資料数

資 料 所蔵点数
年間増加
点数

ピデオカセット・テープ 356本 49本：

スライド・テープ付 71本

カセット・テープ 43本

16mmフィルム 727本 63本

スライド 297組 10組

トーキースライド 45組

問答用トーキースライト今 18組

レントゲンフィルム透し図集 70 IHl 

医学図譜集 8冊

4) 所蔵機器数

機 器 所蔵点数 1
年間増加
点数

ビデオ装置

スライドプロジェクター

スライドビュアー

8mm映写機

16mm映写機

トーキースライド映写機

問答｝廿トーキースライド映写機

テーブレコーダー

HITAC•MINI コンピュータ

単眼顕微鏡

双眼顕微鏡

ティスカッシ aン顕微鏡

実体顕微鏡

スクリーン／

シャーカステン

手術器具

ーヽ
↓
じ
U
J
 

841 

6 6 

1 

25 

5 

4 

2 

2 

4 

7教室

史料室・写真室

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報センター助教授）

〔史料室〕

久志本常孝理事に史料室の運営に関し相談できることとなった。

専任職員が他へ異動となり，当室業務を図書館に含めて運営することとした。

1. 利用状況

利用件数 合 計

学内 26件 410名
展 ニ7,-·— 室 35件 649名

学外 9イfl・: 239名

学内 1件
資料閲覧 2件

学外 1件

学内 9件
資料貸出 11件

学外 2件

学内 2件
資料検索 4件

学外 2件

2. 所蔵35mm映画のピデオ変換 テオ変換することを開始し，終了分は以下の通りで

本学創立 50周年（昭和8年）前後の状況の記録映 ある。慈恵大学 50周年記念式典の様子，慈大予科の

画 (35mm) 17本が法人事務局より移管された。ビ 巻，慈大学部の巻。
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〔写真室〕

1. 年間実績

X-P線画 肉眼標本 患者病変部 顕微鏡写真 公式行事 計

件 数 2,660件 41件 96件 20件 13件 2,830件

モノクロ・ネ ガ 1,089枚 1,089枚

” ポ ；ヽ； 3,224枚 3,224枚

” スライド 6,667枚 6,667枚

プルー・ポ ジ 793枚 793枚

” スライド 3,185枚 3,185枚

R.  カラー 2,173枚 307枚 604枚 165枚 3,249枚

バナコピー 6,742枚 6,742枚

撮 影 料 23枚 23枚

公 式 行 事 743枚 743枚

合 計 23,896枚 307枚 604枚 165枚 743枚 25,715枚

治療室とするため， これにかわる撮影室が確保され

2. 業務の一時休止 るまで， 3月19日より患者病変部の撮影業務を休止

患者病変部撮影に使用していた撮影室を救急患者 することとした。

進学課程図書館

進学課程図書館長 藤城敏幸

図書館長：藤城敏幸（物理学教授） (3) 年間図書受入数 1,709冊

業務責任者：畑中治郎右エ門（進学課程図書館係長） 和書 1,456冊

洋書 253冊

進学課程図書館の管理運営は，①運営委員会（任 (4) 年間雑誌受入数 90種

期2年）：野本浩智教授，戸澤満智子教授，花岡柄雄 和雑誌 70種

助教授，鈴木暁之講師，常盤博子講師，②図書委員 洋雑誌 20種

会（任期 1年）： 1年生 (4名）， 2年生(4名），③職 2) 図書購入予算 6,845,090円

員：司書 (2名），事務員 (1名）で構成されている。 使用額 6,845,085円

単行書 4,979,235円

1. 昭和 60年度実績 雑誌 1,865,850円

1) 蔵書構成 3) 製本費予算 900,000円

(1) 蔵書冊数 46,928冊 使用額 439,860円

和書 37,015冊 4) 図書館利用状況

洋書 9,913冊 館外貸出総冊数 2,153冊

(2) 雑誌所蔵種類数 192種 学生 1,440冊

和雑誌 111種 教職員 713冊

洋雑誌 81種 5) 館外複写依頼数 101件
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他大学への複写依頼 54件

医学情報センター図

書館への複写依頼 47件

2、入館者の増大

本年度急激な入館者数の増大をみたのは．昭和59

年 12月6日に竣工した図書館の増改築によるもの

と思われる。過去 3年間について入館者数，貸出冊

数を比較してみると別表の通りになる。増加の原因

について具体的に列挙してみると，

(1) 収容能力の増大：増改築以前の座席数は 46

席，現在は 76席となり， 30席の増加である。

(2) 居住性の改善：従来と変わり閲覧室，書庫と

もに空調設備，照明が完備し， また閲覧机，椅

子についても色彩，機能面からも大きく変化し

た。

(3) 資料の充実：前年度は語学に関する図書の充

実を行ったが，今年度は学内の教員より多大の

貴重な図書の寄贈，および教科に関連する教員

の学生のための図書選定の的確さも見逃すこと

は出来ない。

(4) 書庫内の整理：従来よりも格段の違いがあ

り，利用者が利用しやすくなった。

(5) 学生の図書館を利用する方法：従来のように

本人所有の図書のみならず，図書館の蔵書をよ

り有効に利用する方向に変化してきている。

以上のことが考えられる。

過去 3年間の利用状況

昭和58年度 入館者及び貸出冊数

； 59年
4 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 計

入館者数 435 713 762 286 69 486 458 458 518 645 611 38 5,479 

貸出冊数 155 327 276 170 66 40 155 208 266 334 148 23 2,168 

昭和59年度 入館者及び貸出冊数

: 60年
4 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 計

入館者数 316 583 561 349 31 311 272 

゜
306 564 689 33 4,015 

貸出冊数 113 238 278 186 21 50 47 

゜
302 280 62 31 1,608 

昭和 60年度 入館者及び貸出冊数

: 61年
4 5 6 7 8 ， 10 11 12 1 2 3 計

入館者数 420 916 1,158 816 103 1,040 611 1,224 1,777 2,299 3,395 41 13,800 

貸出冊数 133 232 264 234 61 53 112 181 362 353 129 39 2,153 
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生涯教育センターの年間報告

1. 運営委員会

委員長：小林 建一（センター長．麻酔科学教授）

委 員：嶋田甚五郎（第2内科学講師）

高橋 官舟卜（第2外科学講師‘)

国府田守雄⑮彬窓会．評議員）

田中 直樹（教授．専任理事）

小森 亮（教授．専任理事）

2. 教材と施設

l) 教育用ビテオ：「イリノイ診断学」 4,5, 6巻．

「蘇生術」を購入．「NHKェイズーその謎に迫る」，宮

崎放送放映「高木兼寛先生」その他の寄贈を含め，計

278本である。

2) 16 mmフィルム「話題の医学」 40本．図雷館

を通し，日本メルク萬有より寄贈，計 198本となる。

3) 図書：「ステッドマン医学大辞典」．「リーダー

ス英和辞典」購入，「膠原病診断の基礎と臨床」他多

数の図書寄贈あり，計 1,863冊となる。また定期寄

贈の雑誌に「医の道」が加わった。

4) 録音テープ用機器 l台． VHSビデオテレビ 2

台購入。

3. 会員の利用

1) 61年3月末の登録者は 230名（内港区医師会

員43名），延べ利用者は 1,117名で，この 1年間は

それぞれ 14名， 172名である。

2) テレフォンサービスの利用は 148件，月平均

12.3件， このうち録音テープサービスぱ 22件であ

る。発足以来の件数は 1,215である。

なお， 61年 2月より医師会からの希望に応え，利

用者の中に港区医師会員を加えることになった。

3) 見学，視察は以下の通りである。4月8日入学

式後，新入生父兄と専門課程 1年， 4月12日日経メ

ティカル社 7名， 8月15日東京都保健所長の会 70

名， 8月30日新渇市民病院長， 9月26日倉敷中央病

院2名， 10月 12日同窓会支部長会議後 15名。

センター長 小林建一

4. 活動

1) 60年 8月17日第6回夏季セミナー「消化管

出血ー現状と対策」は，長尾房大教授司会の下に開

催され，出席者 97名に受講証を交付した。

2) 録音テープによるテレフォンサービスは4カ

月ごと 2本ずつ用意しているが，本年度のテーマは

以下の 6本である。うつ病について，梅毒血清反応

陽性について，死体検案について，狭心症・心筋梗

塞の治療，セフェム系抗生剤の使い分けについて，臨

床に応用される腫瘍マーカー。

3) 生涯教育センターの利用を考える会の主催に

よる勉強会が以下の 2回開催された。 6月8日「免疫

学」大野教授，参加者 23名。 12月14日「CT画像」

多田助教授，参加者 14名。

4) 本年度の認定証交付者は，国府田守雄，富沢

誠金本昭一，山口員佐恵の 4氏で，これまでの合

計は 8名となった。

5) 医学情報センター標本館主催の総合展示「消

化管出血一現状と対策」を，高木会館に続きセソター

で展示した。

5. 論文，学会発表その他

1) 小林建ー：慈恵医大生涯教育センターの活動

状況． 日本医師会雑誌． 95: 903-906 (1985) 

2) 小林建ー，田中直樹，小林 亮，国府田守雄，

嶋田甚五郎．裔橋宣眸：大学からみた生涯教育の問

題点一本学生涯教育センクーの現状から一．第 17回

日本医学教育学会総会． 7月．福岡．

3) 小林建ーは日本医学教育学会生涯教育委員会

委員として，第 17回同学会で「大学における生涯教

育ーアンケートによる現状分析」を発表した。〔医学

教育． 16:426-430〕

4) 昭和20年卒同窓より施設拡充のため 100万

円が大学を通じて寄贈された。

5) 小林センター長は60年5月．日本医師会生涯

教育制度化検討委員会委員を委嘱された。
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東京慈恵会医科大学雑誌の年間報告

編集委員長：藍沢 茂雄（第2病理学教授）

編集幹事：井川 幸雄（臨床検査医学教授）

磯貝 行秀（第 3内科学教授）

編集委員：石川 博（第2解剖学教授）

馬詰 良樹（第 1生理学教授）

松本 信雄（衛生学教授）

小椋陽介（第2内科学助教授）

多田 信平（放射線医学助教授）

池内 準次（第2外科学助教授）

寺島 芳輝（産婦人科学助教授）

（昭和61年3月31日現在）

1. 雑誌の編集と発行状況

昭和60年度は第 100巻を編集・刊行した． 1-6号

まで隔月刊 15日付で各号 1,200部を発行した．刊行

後，成医会会員および国内・外の大学医学部・研究

所等に配布した。

2. 投稿状況

第 100巻の掲載原稿総数は 105編であり， この内

訳は原著 76編，退任記念講義4編，総説6編，成医

会総会特別講演 1編，宿題報告 5編， CPC3編，資料

2編，症例報告2編成医会総会学術講演要旨 l編，

成医会支部例会抄録4編，成医会例会抄録 l編であ

る。

原著について分野別にみてみると，内科学 30編，

小児科学 11編，外科学 7編，薬理学 6編，解剖学5

編産婦人科学，公衆衛生学各 4編形成外科学，心

臓外科学各2編，法保学．精神神経科学，病理学，泌

尿器科学各 l編という状況であった。

編集委員長 藍沢茂雄

3. 第 100巻刊行に関して

第 100巻の記念論文として，松田 誠教授（医化

学）による総説‘‘高木兼寛の脚気の研究と現代ビタ

ミン学”を 1号から 3号“高木男爵のセント・トー

マス病院医学校での特別講演”を 4,5号，‘‘高木兼

寛とその批判者たち＂を 6号に掲載した。また 1号

巻頭に藍沢茂雄絹集委員長による“慈恵医大誌の沿

革 第 100巻の刊行にあたって一”として本誌

の歩んできた歴史の概略と今後の展望を掲載した。

さらに6号に資料“目で見る東京慈恵会医科大学雑

誌の歴史’'として写真を混じえながら紹介した。

また第 100巻 1号より，これまでの表紙よりも読

者に明るい感じを与えるデザインに表紙を変更して

し、る。

4. 編集委員会の内規の制定

本編集委員会には，編集委員に関する詳細な内規

がなかったことから，従来の制定項目および慣例を

基にして，構成や任期期間などに関して明文化した

内規を制定した。

5. 投稿規定の改訂

以前は CPCを記事として扱ってきたが，近年内

容が充実してきたことに伴い，原著論文に準ずる症

例報告として考え，英文標題，英文抄録(150語程度）

およびキーワード (5語程度）を付与し，図表および

その説明も英語で記載することを決定した。これに

より，投稿規定中の CPCに関する事項を改訂した。

また今後随時編集委員会において依頼原稿を企画

し，掲載できるように，本誌掲載論文の項に“その

他編集委員会が認めたもの”を加えた。
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Jikeikai Medical Journalの年間報告

編集委員長：石川 栄世（第 1病理学教授）

編集委員：林 伸一（栄養学教授）

小林建ー（麻酔科学教授）

前川 喜平（小児科学教授）

望月 幸夫（放射線医学教授）

酒井敏夫（第2生理学教授）

桜井健司（第 1外科学教授）

吉村正蔵（第4内科学教授）

裏田 和夫（医学情報センター助教授）

（昭和 61年 3月31日現在）

1. 雑誌の編集と発行状況

昭和60年度は第32巻 (1985年）を編集・刊行し

た。年 4号 (3,6, 9, 12月）を各号 1,000部発行し

た。

2. 投稿状況

第32巻の掲載原稿総数は68編であり，昨年度刊

行第 31巻の 55編を上回っている。このうち 4編は

第30巻の記念論文として第 100回成医会総会記念

講演の入沢 宏教授（国立岡崎生理研），北川照男教

授（日本大学医学部小児科学），小柴 健教授（北里

大学医学部泌尿器科学）の 3編，および名取證二理

事長の論文を第 32巻2号に掲載したものである。

掲載論文を分野別にみてみると，内科学 20編，共

編集委員長 石川栄世

利研 15編，薬理学8編，生理学7編，産婦人科学3

編，栄養学，外科学，衛生学，泌尿器科学各 2編放

射線医学，精神神経科学，寄生虫学，麻酔科学，眼

科学，小児科学，体力医研各 l編という状況であっ

た。

3. JMJ の国内•海外への送付

本編集委員会ではJMJ刊行の一つの大きな目的
は，本学の研究・業績を国内・外へ広く紹介するこ

とにあり，海外の大学，医療機関，研究所，医師会

など約500カ所に送付している． このうち交換雑誌

件数は 178誌である。

4. 投稿規定の改訂および英文の投稿規定の

作成

現在は学内からの投稿が主であるが，今後学外か

らの投稿をも歓迎することとし，原稿の採否につい

ては編集委員会での査読で決定することとなった。

また本誌は英文誌であり，海外にも多く送付してい

ることと， IndexMedicusへの収載に関する一つの

アプローチとして投稿規定の英訳を本誌に掲載する

ことを決定した。これに伴い，従来の投稿規定につ

いても再検討することとなり，作業をすすめること

となった。
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講座，研究部および研究室の主要研究業績

講座（リハビリテーション科，歯科を含む）

基礎医学

第 1 解剖 学

教授：山下 廣 肉眼解剖学

講師：小杉・一夫 肉眼解剖学（筋系）・比較解

剖学

講師：早川敏之 脈管学（リンパ系）・比較解

剖学（肉眼，電顕）

講師：福島 統 肉眼解剖学・電顕酵素組織

化学

研究概要

I. 肉眼解剖学的研究

1. 遺体から得られる肉眼解剖学的分野の研究は

①前腕伸筋の変異②上腕二頭筋過剰頭の研究③

筋皮神経の分枝状態①筋の破格と神経の変異との

関係について等が行われ，原著論文あるいしま学会発

表として報告された。

前腕伸筋に関してはこれまでにヒトの示指伸筋，

短指伸筋長および短母指伸筋についての成績がま

とめられて原著として報告されたが，今回は副撓側

手根伸筋の 1例とその意義についての成績がまとめ

られた。多くの場合，筋の変異は分化過程の過去の

方，すなわち先祖返りを示唆するものであるが，そ

の一方でぱ，時には筋がまだ分化過程にあってさら

に分化する可能性を示唆すると思われる変異も現わ

れる。副撓側手根伸筋は非常に稀な出現例であるが，

後者の類に入る変異と思われ，その意義は深い。す

なわち，撓側手根伸筋は長・短癒合型から，現在多

数をしめる長・短分離型， さらに将来は副撓側手根

伸筋が長および短撓側手根伸筋とともに第三の筋と

して独立して出現するのではないかと思われる。

L腕二頭筋過剰頭は時としてみられる破格例であ

り，ある種の猿では結節中隔頭として常在するとい

われている。ヒトの過剰頭ぱこれに相当すると思わ

れる。本研究では過剰頭の出現頻度，起始と付着，第

ー：頭の有無，過剰頭の発達状況等について調べられ

た。筋皮神経は前腕屈筋群を支配する神経であるが，

特に分枝形態や走行異常，あるいは1［中神経との交

通枝等がみられている。このような神経の分枝ある

いは走行異常については筋の破格との関係について

論じているものがすくない。私達は上腕二頭筋過剰

頭のような筋の破格の出現と筋皮神経，正中神経間

の交通枝との関係に焦点をあてて研究を行った。ま

ず第 1に過剰頭を有しない上肢における筋皮神経の

分岐形態を llO肢において観察した。分枝状態は， I

交通枝をもたないグループ， Ila筋皮神経から正中

神経への交通枝を有するグループ， lib正中神経か

ら筋皮神経への交通枝を有するグループ， Ile両交

通枝を有するグループに分けられた。細かくみると

Iには8,Ilaには 12,libには3,Ileには 1つの分

枝形態，計24の分枝形態が観察された。またその出

現数をみると，86肢が1に， 18肢がIlaに，5肢がlib

に， 1肢がIleに属する。すなわち，交通枝の出現頻

度は llO肢中 24肢 (2L8%)であった。

2． 昭和 59年度解剖学実習において 65歳の左側

頸部に鎖骨上筋がみられた。起始腱は胸骨上縁前面

から起こる。筋膜ぱ薄い膜状で，次第にその幅を減

じ鎮骨上面内側 1/3に終わっていた。支配神経は，頸

神経ワナより分枝する肩甲舌骨筋上腹への枝と共同

幹を形成していた。また，頸神経ワナの他枝が肩甲

舌骨筋の深層を走行するのに対し，鎮骨上筋の支配

枝のみ肩甲舌骨筋の表層を下降する。

II. リンパ系に関する研究

ヒトのリンパ系を理解するため，従来当教室では

比較解剖学的観点から種々の哺乳動物について，そ

のリンバ系， とくに肺のリンパ系の検索を進めてい

る。本年は人胎児， ラット， ウサキの肺リンパ系に

ついて検索した。

ヒト胎児肺のリンパ系， I::ト肺リンバ管系につい

ては Rouviereや忽那らの多くの研究がみられる

が， ヒト胎児肺からのリンパ流注経路の基本系を明

らかにするため，左右両肺各葉にそれぞれ別個に穿

刺注人を行った結果，右肺のリンバ系に関わるリン

バ節は，気管支肺リンパ節(BCP)，下気管気管支リ

ンパ節 (ITB)，L気管気管支リンパ節 (STB)，気

管労リンパ節 (PAT)，気管前リンパ節 (PRT)，気
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管後リンバ節 (RET), 上前縦隔リンパ節 (SAM)， に，骨組織での Ca-ATPaseの電顕的局在を中心に

腕頭静脈角リンパ節 CBVA)，食道労リンパ節 検索している。 Ca-ATPase活性は骨芽細胞の側面

CPES)，および下深頸リンパ節(IDC)等である。こ 形質膜と細胞内顆粒に陽性である。形質膜上の活性

れに対し左肺ぱ，右肺に関わるリンパ節に加え，大 1まCaーポンプとして機能すると推論されるが．細胞

動脈弓リンパ節 CAOA)を認めた。左右両肺から起 内顆粒での活性の意義について（ま不明な点が多い。

こるリンパ管の流注経路にぱ各葉より1司側性および そこで． Ca-ATPase活性を検出した超薄切片にリ

対側性（交叉性）の経路が常に認められ，これらの ンタングステン酸(PTA)による二重染色を施すと．

他， BCPを経由するかまたば直接肺間膜リンパ節， Ca-ATPase活性陽性の顆粒のうち PTA可染性を

胸部下部食道労リンバ節，食道前リンパ節（仮称）． 示すものが観察された。これ（ま骨芽細胞内でコラー

および横隔膜リンパ節を経由し腹腔リンバ節群に注 ケン前駆体とカルシウムの結合が行われている可能

ぐ下降性の経路が左肺下華，左右の1_：葉および右中 性を示唆するが， PTA可染性を示す顆粒のすべて

葉にも認められることを明らかにした。上記3経路 にCa-ATPase活性が認められるわけでもなく，ま

に加え， PES,AOA（左上葉注人例）左STBなどよ た，通常の電子染色で同形態を示す顆粒にも Ca-

り起こるリンパ管が直接，胸管に流人していた。こ ATPase活性の陽性なものとそうでないものとが

の胸管に流人する流注経路ぱ右肺中葉においても認 あり細胞内顆粒の機能も一様と（ま考えられない。し

め，右STBあるいは ITBからの輸出管の一部が後 かも．この顆粒（ま形態的にライソゾームとも区別が

縦隔リンパ節 (PAM)を経由し背側方に進み胸管に つかず，酸性フォスファターゼ，アルカリフォスファ

流入する例を認めた。さらに迂回する流注経路が認 ターゼ， Ca-ATPaseが共存する可能性も否定でき

められた。この例は左肺からのリンパ管に認め，右 ず，同一超薄切片での多重染色，連続超薄切片での

STBより起こり，左SAMに注ぐもの（上葉注入 異種酵素活性の検出等の方法論の開発が待たれ．骨

例），右STBより AOAに注ぐもの（下葉注入例）， 芽細胞細胞内顆粒の分類は今後に残された課題であ

右SAMより起こり左SAMに注ぐもの，そして右 る。

SAMより起こり）F静脈角あるいは左IDCに入るも 2. 酵素組織化学への凍結超菊切片法の応用

のがある。これらの結果から．左右両肺のリ｀ノパ管 凍結超薄切片法では，試料を脱水，包埋，加熱重

流注経路ぱ，同側性の経路，交叉性の経路下行性 合せずに超薄切片を作成できる。したがってこの方

の経路，肺のリンパ管系に属するリンパ節を介して 法を用いることにより，超海切片上で直接酵素活性

胸管に入る匝接の経路および反回性の経路等が存在 を検出することができ，ひいては，通常の酵素組織

することを明らかにした。 化学的手法では不可能であった同一ブロックからの

ついで，両肺各葉からのリンパ管流注経路を，非 多異種酵素活性の検出，連続超薄切片での異種酵素

結紫例と 1艇以外の他の肺葉を肺門部で結紫した結 活性の比較検討，浸透性の悪い試料を用いての酵素

某例についても比較検討した。この試みにより下行 活性の検出等が可能になると考えられる。凍結超薄

性の経路に多少違いを認め，右上葉では肺の所属リ 切片法の酵素組織化学への応用を確立するために，

ンパ節を経由して腹腔リンパ節に至るものを認め 本年度はその第一歩として，凍結超薄切片上での酵

ず， ITBの本葉リンパ系に関与する頻度が 1/4と少 素活性の検出を中心に研究を進めた。

ないことと一致する。右中葉結紫例ではITBの輸出

管の一部が PAMを介し胸管に流入していた。左葉 （編集部より） 徳留三俊教授は昭和60年 3月31

の非結槃例では前述のリンパ管流注経路を認める 日をもって定年退職され， 4月1日付名誉教授の称

が，結禁例では下行性経路を除く他の経路の対側の 号を贈られた。第 1解剖学講座担当教授には山下

リンパ節への左上葉リンバ系が関与する頻度がやや 廣助教授が選任され 4月1日に就任された。

低いようである。左下葉では上艇と同様の経路を認

めるが，結紫例において，縦隔上部のリンパ節ゃ 研究業絹

PRTが本葉リンパ系に関与せず，下行性の経路の他 I. 原著論文

の経路を認めない例もみられた。 1． 肉眼解剖学的分野

III. 電顕酵素組織化学に関する研究

l. 骨代謝の酵素組織化学的研究

骨組織におけるカルシウム代謝の動態を知るため
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l)小杉―・夫，国府田稔，影山幾男，福島 統：前腕伸筋

の変異に関する解剖学的研究 5.副撓側手根伸筋．慈

恵医大誌 100:635-639 0985) 

2)小杉一夫．国府田稔，影山幾男，福島 統，早川敏之：



士腕狐筋過剰頭の解剖学的研究．慈恵t矢｝＜誌． 100:

641-650 U985 l 

3! Kosugi, K., Morita, T., Koda. M. and Yamashita, 

H.: Branching pattern of musculocutaneous nerve. 

L Case possessing normal biceps brachii. Jikeikai 

Med. J_ 33 : 6:l-71 (1986) 

2. 電顕酵素組織化学的研究

1) Fukushima, 0.. Goshi. N.. Koda. M. and To-

kudome. M.: Localization of Ca-ATPase activity 

at high alkaline pH in bone cells. Journal of Bone 

and Mineral Metabolism. 3: 88-92 (1985) 

3. その他の分野

1) Matsunou. H.. Shimoda. T., Kakimoto. S.. Yama-

shita, H., Ishikawa, E. and Mukai. M.: Histopath-

ologic and Immunohistochemical Study of Malig・

nant Tumors of Peripheral Nerve Sheath (Malig-

nant Schwannoma). Cancer. 56: 2269-2279 (1985) 

III. 学会発表

1)徳留：．俊： （シンポ・ンウム） IJ巾のリンハ系 4. 内臓の

解剖学の現状と展望．第 90111]日本解剖芹会総会． 4JJ. 

佑瀾．

2)早川敏之，徳留三俊：哺乳類のIJ巾リンパ系に関する

比較解剖学的研究 4.ラ・ノトに伐Iする知見第 90回

11本解剖学会総会． 4凡福岡．

3)高木敬三，千葉諭．松島宏，酒旧昭彦，河1：牧夫．

山下 廣石川栄世：川崎病血管病変発現の甚盤を成

す乳幼児血管構成の特異性について．第 74回日本病理

学会総会． 4JJ.東）凡

4)酒田昭彦，高木敬:,千党諭．松島宏，河 1：牧夫，

山F 廣石川栄ttt::川崎柄における炎枯像の性格づ
げと動脈病変との関連・第 74回II本病即学会紐会． 4

｝l.東京．

5) 国府田稔，福島統，早川敏之，小杉—一夫，山ド巌：

M. Supraclavicularis singularis (Gruber 1873)の・

例． 日本解剖学会第 70回関東地方会・ 6月．新・I凡

6)早川敏之，国府田稔，福島統，小杉一夫，山下廣：

哺乳類の肺リンパ系に関する比較解剖学的研究 6. 

ウサギに関する知見．第 13回関東甲信越リンパ系研究

会． 6月．東京．

7)福島 統，徳留三俊，斎藤多久馬（自治医大）：凍糾

超薄切）「の酵素組織化学への応用の試み．第 41［可日本

電子顕微鏡学会学術講演会 6月．札幌．

8) Kosugi, K. and Tokudome, M.: The relationship 

between muscle anomalies and variations in nerve 

branching-The case of the biceps brachii muscle 

and the musculocutaneous nerve-. XII Interna-

tional Anatomical Congress, Aug. London. 

9) Koda、M.、Hayakawa.T. and Tokudome, M. ・ 

Anatomical study of the lymphatic system of the 

lung in humans. I. Findings in the left lung in the 

human fetus. XII International Anatomical Con-

gress, Aug. London. 

10'Hayakawa, T. and Tokudome, l¥l.: Anatomical 

study of the lymphatic system of the lung in 

humans. II. Findings in the right lung in the 

human fetus. XII International Anatomical Con-

gress, Aug. London 

11'Fukushima, 0., Tokudome, M. and Saito, T. l i'I 

治医人ー） ：Several phosphatase activities on the 

cryo-thin sections. XII International Anatomical 

Congress, Aug. London. 

12! Hayakawa, T., Yamashita, H. and Tokudome. 

M. : A comparative anatomical study of the lym・

phatic system of the lung in mammals. 5. Findings 

in rodentia. Tenth. International Congress of 

Lymphology. Sep. Adelaide. 

］3¥早川敏之，国府田稔，山 1ヽ・ 廣：食道リンバ系に関す

る解剖学的研究 1.ウサキに関する知見．第26回11

本脈管学会総会． 10月． 千葉．

14 J福島統，山下廣，酒井俊男，明―｛い，斎藤多久馬

（自治松大） ：凍結超薄切片ての小腸 adenylate-

cyclase, gunylate cyclase, 5-nucleotidase活性の検

出．第 71回日本解剖学会関東地ガ会． 10月．東京．

15)福島統，山下廣，酒井俊男（明わ），斎藤多久馬

し自治朕大） ：酵素組紙化学への凍結超薄切）i法の応

用．第 26回日本組織細胞化学会総会． 10月．徳島．

16)合志徳久（鹿屋体人)'伽島 統：活性型ビクミン D

投与による骨吸収Jヽ じ進の組織化学的観察．第26［口IH本

組織細胞化学会総会． 10月．徳島．
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第 2 解剖学

hybridization法を用いラット下垂体のプロラクチ

ン (PRL)，成長ホルモン (GH)遺伝子発現を検討

した。胎生 14,17, 18, 19, 20, 21, 22日齢の胎児下

教授：石川 博 ド垂体培養・下垂体細胞学 垂体を凍結切片とし GH, PRL cDNAを用いて

研究概要

I． 細胞外基質から見た下垂体前葉の細胞分化，組

織構築，機能発現に関する研究

前葉細胞の分化に関しては主に脳との関連に注目

して研究が行われてきたが，近年細胞外環境が特定

の組織の分化，機能発現に重要な寄与をしているこ

とが推測されるようになり，当教室では細胞外基質

と下垂体前葉の細胞分化，組織構築，機能発現との

関連に注目して研究を進めている。

1. 哺乳煩下垂体前葉の小葉構造と基底膜成分の

局在について

人，牛，羊等の下垂体前葉には明瞭な小葉構造が

存在しており，腺組織は基底膜で包まれているが，実

験動物として多用されるラットでは小葉構造の存

在，基底膜の性状については明らかにされていな

かった。そこで PAS,PAM染色とラミニン， I型，

IV型コラーゲン等基底膜成分に対する抗血清を用

いた蛍光抗体法で各種哺乳動物の下垂体前葉を調べ

た結果， ラット下垂体前葉にも墓底膜に包まれた小

葉構造が存在するが，他の動物と異なり基底膜部に

I型コラーゲンを検出することができなかった。さ

らにラット下垂体前葉の初代単層培養細胞を抗体染

色したところ腺細胞が甚底膜構成成分を産生してい

ることが判明した。

2. 下垂体前葉の淡胞状構造に関する研究

各種動物の下垂体前葉中には生理的，実験的にさ

まざまな設胞状構造が出現するが，その由来，機能

については不明な点が多い。我々は腎被膜下移植さ

れたラット下垂体前葉中に出現する基底膜で包まれ

た加胞状構造を実験モテルとして検索を進めてい

る。粒胞状構造の形成には小胞星細胞， ラトケ腔上

皮が関与しており，経時的観察では設胞状構造上皮

中に果粒細胞の出現を見ることから，痰胞状構造が

前葉組織の破壊に際して腺細胞補充のために形成さ

れる一種の再生装置である可能性が示唆された。

II. In situ hybridization法によるラット下垂体

におけるプロラクチン，成長ホルモンrnRNA

の検出

組織切片上に固定された mRNAを，それに相補

hybridizationを行った結果， GHmRNAは胎生 19

日に初めて検出され， 21日， 22日には，急速に最が

増すことが観察された。これに対し PRLmRNAは

胎生期には現われず，生後発現することが予測され

た。また成熟ラットを去勢後，エストロゲソを投与

し，下垂体PRL mRNA含垂の変化を insitu 

hybridization法で調べた結果，ニストロゲ‘ノは個々

のPRL細胞内に PRLmRNAを蓄積させることが

わかった。またエストロゲ｀ノ処理群と同様対照群に

おいても， PRL細胞間に PRLmRNA含量の大き

な差異が認められ， これは PRL細胞の機能上の多

様性を示唆するものと考えられた。

III. 妊娠時におけるラット下垂体前葉プロラクチ

ン細胞に関する研究

従来， ヒトにおいて妊娠時にchromophobeが増

加することが指摘されており，これを“妊娠細胞＂

と呼んできたが，近年の研究により，この細胞は

PRL細胞であることが確認された。今回，我々は，免

疫組織化学的方法および電顕的観察により， この妊

娠時における， PRL細胞の経時的な形態変化を調

ベ，血中 PRL量との相関を調べるとともに insitu 

hybridization法を用いて細胞内におけるプロラク

チンの mRNAを検出し，妊娠時におけるプロラク

チン細胞の機能的変化を明らかにするよう研究を進

めている。

IV. 培養法による研究

1. 培養下に出現する殺胞状構造について

ラット下垂体前葉器官培養片の outgrowthより

ケラチン陽性の系細胞 (cellline)を得た。この上皮

系細胞は培養下で大小の毅胞状構造を形成する。骰

胞上構造は基底膜成分， S-100蛋白を有し，下垂体前

葉を腎被膜下に移殖すると出現する基底膜で被われ

た淡胞状構造(S-100蛋白腸性）に関連するものと考

えられた。さらにこの系細胞を TypeIコラーゲン

ゲル内にて培養すると対照に比し淡胞状構造の形成

が増加した。以上の結果から細胞外基質は培養細胞

の三次元的な組織構築に密接に関与することが示唆

された。

的塩基配列を有する cDNAとhybridizeさせるこ （編集部より） 吉村不二夫教授は昭和60年3月

とにより検出することが出来る。この in situ 31日をもって定年退職され． 4月1日付名誉教授の
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称号を贈られた。第 2解剖学講座担当教授1こは石川

博助教授が選出され 4月 1日に就任された。

研究業績

I. 原著論文

1) Takahashi, K., Nakamura, F., Hattori, A. and 

Yamanoue, M.: Paratropomyosin: A New 

Myofibrillar Protein that Modifies the Actin-

Myosin Interaction in Postrigor Skeletal Muscle. 

I. Preparation and Characterization. J. Biochem. 

97: 1043-1051 (1985) 

2) Nakamura, F. and Takahashi, K. : Par-

atropomyosin: A New Myofibrillar Protein that 

Modifies the Actin-Myosin Interaction in Postrigor 

Skeletal Muscle. II. Distinct Function from 

Tropomyosin. J. Biochem. 97 : 1053-1059 0985) 

3) Nakamura, F., Taya, K., Sasamoto, S. and Yo-

shimura. F.: Relationship between Characteristics 

of lmmunoreactive LH/FSH Cells and the Levels of 

Gonadotropin in the Female Rat. Acta Anat. 124 : 

104-110 (1985) 

4) Nakamura, F. and Yoshimura, F. : Mor-

phological characterization of LH secretory gran・

ule response to LHRH and calmodulin inhibitor. 

Mo!. Cell. Endocrinol. 44: 11-15 0986) 

5) Nakamura, F., Suzuki. Y. and Yoshimura, F.: A 

Quantitative Immunohistochemical Study on the 

Pituitary LH Gonadotrophs in the Female Afghan 

Pika after Copulation. Endocrinol. Japon. 33: I-9 

(1986) 

6) Nogami, H., Yoshimura, F., Herbert, D.C. and 

Sheridan, P.].: Does neonatal androgen modulate 

uptake and retention of'H-estradiol in 

gonadotrophs and lactotrophs? Cell Tissue Res. 

242: 629-632 (1985) 

7) Nogami, H., Yoshimura. F., Carrillo, A.J.. Sharp, 

Z.D. and Sheridan. P.J. : Estrogen Induced 

Prolactin mRNA Accumulation in Adult Male Rat 

Pituitary as Revealed by in situ Hybridization. 

Endocrinol. Japon. 32: 625-634 (1985) 

8) Nogami. H., Yoshimura. F., Herbert. D.C.. Auf-

demorte, T.B., Gates, G.A., Holt. G.R. and Sheridan, 

P.J.: Changes in the Nuclear Uptake and Retention 

of'H-Estrogen in Gonadotrophs and Lactotrophs 

as a Function of Age. Anat. Rec. 212: 288-291 

0985) 

9) Suzuki. K., Sakuma. M.. Nogami, H. and Yo-

shimura. F. : Phasic Changes in Immunocyto-

chemical Stainability of Pituitary Luteinizing Hor-

mone Cells Associated with their Ultrastructural 

Changes during Estrus Cycle in the Rat. Endo-

crinol. Japon. 33: 11-21 (1986) 

10) Ishiwata, I., Ishiwata, C., Mukai, M., Ono, I., 

Ohara, K., Konoe, K. and Ishikawa, H.: Establish-

ment and characterization of a new clonal strain 

derived from human benign gastric teratoma. 

Exp. Path. 27: 143-151 (1985) 

11) Ishiwata, I., Ishiwata, C., Soma, M., Tomita, K., 

Nozawa, S. and Ishikawa, H.: Establishment and 

characterization of HUOT, a human ovarian ma!-

ignant teratoma cell line producing alpha-feto-

protein. J. Nat!. Cancer. Inst. 75: 411-422 0985) 

III. 学会発表

l）石川 博，野上晴雄，白澤信行：下垂体S-100蛋白

含有細胞株の樹立と樹立細胞の特徴．第90回日本解剖

学会総会． 4月．九J,卜|．〔解剖学雑誌． 60:5260985)) 

2)白澤信行：偶蹄目の下垂体小胞星細胞と S-100蛋

白質 (a,/3）の抗体染色．第90回日本解剖学会総会．

4月．九州．〔解剖学雑誌． 60:527 (1985)〕

3)権 五徹：腎被膜下移殖下垂体前葉の形態学的研

究． II.移殖後吊期に見られた淡胞状構造について．第

90回日本解剖学会総会． 4月，九州，〔解剖学雑誌． 60

528 0985)〕

4)小澤ー史，野上晴雄：成熟雄ハムスタープロラクチ

ン細胞の免疫組織化学的研究ーラ y 卜，マウスとの比

較において一．第70回日本解剖学会関東地方会． 6月．

新縁〔解剖学雑誌． 60:650 (1985)〕

5J Nakamura, F.: Six parameters for the evalua-

tion of functions of the pituitary gonadotrophs in 

rat and pika. XII International Anatomical Con-

gress. August. London. 

6J Ishikawa, H., Nogami, H. and Shirasawa, N.: 

Novel clonal strains from adult rat anterior pitui• 

tary producing S-100 protein. XII International 

Anatomical Congress. August. London. 

7)白澤信行，山口俊平，石川 博：偶蹄Hおよび奇蹄目

の lヽ・垂体小胞星細胞について．第 10回下華体研究者の

集し、． 8月．大阪．

8)野I:.晴雄，石川 博：ラ y トド垂体のプロラクチ｀ノ

合成，分泌， mRNA含量に対するエストロシェンの効

果．第 10回―F垂体研究者の集い． 8月．大阪．
9)中口竹紀＊，小野勲＊（＊水府病院），石渡 勇＊＊，相

馬雅行＊＊（＊＊石渡産婦人科病院），向井ガ起男（疫大，病

即），石川博： Mixedmesodermal tumor転移腫瘍

の組織形態ーnudemouse移殖実験ー．第31")ヒト細

胞研究会， 8月，東京．

10),(i渡 勇＊，相馬雅行＊ （＊石渡産姪人科病院），小野
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勲＊＊，中日竹紀＊＊（＊＊水府病院），石川 博：ヒト良性

奇形腫の nudemouse移殖．第 3回ヒト細胞研究会． 8

月．東J；(.

11)小野勲べ中口竹紀＊（＊水府病院），石渡勇＊＊，相

馬雅行＊＊（＊＊石渡産婦人科病院），石川 博：神経芽細

胞腫細胞株の樹立と性状．第 3回ヒト細胞研究会． 8

月．東東．

12) 松本和紀，渡辺直生，小田原靖，楠原浩二，蜂屋祥—•,

石川 博：ヒト脱落膜細胞株の樹立とそのエストロゲ

ン．プロゲステロン， HCG等に対する反応性の検討．第

3回ヒト細胞研究会． 8月．東京．

13)中村富芙男．石川 博：ラットおよびナキウサギ I<

垂体性腺刺激ホルモン分泌細胞の機能評価のための 6

つのバラメーター．第 102回成医会総会． 10月．東京．

〔慈恵医大誌． 100:1044 (1985)〕

14)野上睛雄． PeterJ. Sheridan (テキサス大） ：ラ y ト

F垂体におけるプロラクチ｀／ mRNAの局在につい

て．第 71回t1本解剖学会関東地）j会． 10月．東京．〔解

剖学雑誌． 61:66 (1985)〕

15)山崎春城．小寺重行．石川 t専．町田豊平： HCG産

生性ヒト睾丸絨t上皮癌細胞株JHTK-1の樹立とそ
の性状．第44回ガン学会総会． 10月．東京．

16)安田 允，磯西成治，山本研台，高橋幸男，中田裕信，

田平勝郎，占賀良・，村江正始． lf島芳輝．蜂屋祥一，

石川 博：ヒト卵果腺癌細胞株 (JOHES-1)の樹立と

その性状．第 44回ガン学会総会． 10月．東京．

17) Ishiwata, I. Clshiwata Obst and Gynec. Hosp.), 

Ishikawa, H.. Soma, M.* and Nozawa, S.* (*Keio 

Univ. J: Establishment and characterization of 6-

human ovarian adenocarcinoma cell lines. 第 44~,] 

ガン学会総会． 10月．東京．

18) Nogami, H., Ishikawa. H., Carrillo, A.J., Sharp, 

Z.D. and Sheridan, P.]. : Autoradiographic localiza・

tion of prolactin mRN A in rat pituitary gland using 

in situ mRNA-cDNA hybridization. 第 1回京都プ

ロラクチンコンファレンス． 11月．京都．

19) 小澤—・丸野卜睛雄石川 博：成熟雄ハムスタープ

ロラクチン細胞の免疫組織化学的研究ーラット，マウ

スとの比較において一．第 1回京都プロラクチンコン

ファレンス． 11}］．京都．

20)石川 博： （「シンポシウム‘‘増殖と分化”ーヒ 1、細

胞を中心として一」 座長（魚住 徹）．オーガナイザー

（永森静志）入下垂体前葉細胞の分化とホルモン産生．

ヒト細胞研究会シンボジウム． 12月．東京．

IV.著書

1) Yoshimura, F.: A New concept of anterior pitui-

tary cell classification in the rat based on both cell 

differentiation and the secretory cycle. Pars Dis-

talis of the Pituitary Gland CY oshimura, F., Gorb-

man, A. Eds). Excerpta Medica (Amsterdam, New 

York, Oxford). 59-69 0986) 

2) Nogami, H.: Functional and morphological 

heterogeneity of rat pituitary prolactin cells. Pars 

Distal is of the Pituitary Gland CY oshimura, F., 

Gorbman, A. Eds). Excerpta Medica (Amsterdam, 

New York, Oxford). 139-145 0986) 

3) Shirasawa, N.: Differentiation of pituitary fol-

liculostellate cells. Pars Distalis of the Pituitary 

Gland CY oshimura, F., Gorbman, A. Eds.) Excerpta 

Medi ca (Amsterdam, New York, Oxford). 175-181 

(1986) 

4) Nakamura, F.: Six parameters for the evalua-

tion of functions of the pituitary gonadotrophs in 

the rat and pika. Pars Distalis of the Pituitary 

Gland (Yoshimura, F., Gorbman, A. Eds). Excerpta 

Medica (Amsterdam, New York, Oxford). 371-373 

0986) 
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第 3 解剖学

教授：山下 廣 （第 1解剖学と兼任）

助教授：加藤 征 解剖学（動脈系）・人類学

研究概要

I. 解剖学教育について

解剖学ぱ医学生が医科大学に入学以来， 3年目に

して初めて接する人体に関する勉強であり，学生自

身の認識も高く，講義，実晋を通じて欠席するもの

はほとんどいない。教育に携わる者としては張り合

いがあると同時に十分効果ある教育をしなければな

らない責任も強く惑ずる。

196時間の解剖学実習と 58時間の講義時間は全

国医科大学にあって少ない）jから数えて 7番目であ

る。この少ない時間のなかで,-分な効果をあげる教

育をするには余程熟慮した教育要項を基に実施しな

ければならなし、0

本年は解剖実習指針の改訂を行い十分な効果を挙

げることが出来た。すなわち，従来の慈恵医大解剖

学教室の実習を基盤とし全国の医科大学で一般的に

行われている方法にさらに改蒋を加え各時間毎の目

標設定をした。また，内臓学についてぱ腹膜，胸膜，

心膜，他臓器との位置関係を確認し，各臓器の脈管，

神経を剖出したうえ，臓器を体腔から取り出して観

察する方法をとり，内臓に軍点をおいた。

少ない時間数を有効に使うためにその日，その時

間に何を剖出するかを設定することにより学生自身

ぱその目標を剖出するために努力する。従来に比し

かなり実習時問が充実し休憩時間以外に休む者はほ

とんどし、なし、0

また，全教員が集まって週単．位の反省会を開き，次

週に予定した目標の検討会を行った。これらの会か

ら得られた改菩点はワープロにセーブしてある実習

指針の原稿を容易に変更することが可能で年々改善

を加えることが可能である。

II. 生体計測による体格の研究

昭和55年より，グループ研修において教員のテモ

ンストレーションのもと学生各個人の生体計測を

行ってきた。その際の計測結果は，毎年統計的処理

を行ったうえ保存されてきたが，本年度までで800

余名分の資料が得られた。この資料ぱ，学生の教育

課程中に得られたものであるといった性質上，身長

等長径 9項目，肩峰幅等幅径 5項目，頭長等頭部 8項

日および関連示数 14項目と限られ，体格すべてを表

視し得ないが， 1980年代前半における 20歳代大学

生の体格を知るうえで貴重なデータとなっている。

このテータを基として，教室の業績中にある昭和

20年の『東京慈恵会医科大学学生の体質人類学的研

究』等と比較検討を行ってみると，身長・胸囲・体

重等大幅に増大しているが，その中でも下肢長1ま大

きな増加を示し逆に体幹長の増加はわずかで，比体

幹長1ま減少しているといった，体格の時代的推移を

見いだすことが出来る。

今後，統計的手法による解析を行い， 1980年代前

半20歳代大学生の体格について考察を行っていく。

III. 日本人胎児動脈系の鋳型解剖学的研究

近年では動脈系についても多数例を観察し統計的

考察を加えた研究はほとんどなされていない。胎児

においてはさらに少なく，腹腔動脈領域の観察の報

告ぱ 1932年阿曽の 48例， 1944年黒須の 75例によ

る報告があるのみである。昨年から観察を続けてき

た腹大動脈の臓側枝の観察も一段落した。今年は 8

月にロントンで開かれた第XII回国際解剖学会に

恨題を出し， Thearterial variations of the upper 

abdominal organs in the Japanese fetusesとして

腹腔動脈（上腸間膜動脈を含む）領域において成人

との相違を統計的に考察した。

IV. 日本人骨の研究

1. 江戸時代人骨

1982年から 1983年にかけて発掘した長岡藩主牧

野家人骨について，詳細な計測および観察を行い，東

京都港区教育委員会発行の港区三田済海寺長岡藩主

牧野家墓所発掘調査報告書の第7章迅体の調査の項

を分担執筆し江戸時代大名家の人としての形質につ

いて考察を行った。

経歴が明らかで，連続した世代の人骨の調脊・計

測・観察は非常に稀な例であり， この牧野家男性遺

骨の特異性と各遺骨問の類似性について検討した。

頭骨最大長は 5代のみが江戸時代人の平均を上回

るが，他はすべて小さい。最小前頭幅，上顔幅，眼

腐幅鼻幅，鼻骨最大幅．下顎関節突起幅，下顎角

幅等々の幅径が著しく小さく，上顔面高が高く細面

である。眼裔高が著しく高く，同幅もやや広く眼嵩

は大きく円形である。下肢骨についても，中央周径

等太さの項目は．各代いずれも現代人・江戸時代人

より細く，長厚示数・大腿骨近位端・各骨端幅等も

小さく，繊弱であるという牧野家の人々として形質

の特異性を示している。

これら各計測値・示数より認められる形質は．江
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戸時代藩主としての類縁性を示し，貴族性・超現代

性を示唆すると考えられる。

また，頭骨観察結果として，虫小席が 4•5 代と 5

代の孫の 9代にみられ， 口蓋隆起が 5・8・9代の 3世

代に連続してみられた。両側の頬骨後裂が8代とそ

の孫の 10代に認められ，顆管欠如が8代両側， 9代

とその長―fの左側に， 10代は右側にあるといったよ

うに，非計測学的形質において，牧野家の連続した

世代に見いだされたものが，いくつか存在した。

2. 日本人頭蓋後頭部の三次元的研究

ヒト頭蓋後頭部の三次元的研究として，モアレ法

を用い，従来報告した現代日本人頭蓋と江戸時代人

頭蓋とを比較考察した。

最後方突出点が左に片寄った型は現代人 43.3%,

江戸時代人 50.2%，右に片寄った型は現代人 10.6%,

江戸時代人 14.8%と，左右いずれかに片寄った型は

江戸時代人が高い頻度を示した。水平方向への頷斜

度の傾向は現代人，江戸時代人に差はなく左右均一

に近い傾斜が60%を超え，右がなたらかで左が急傾

斜な型は 30%強あり，逆に左がなだらかで右が急煩

斜な型は 10%に満たない。また，上項線の稜状突出

度合いを比較してみると．現代人より江戸時代人の

方が後頭下部の突出の明瞭なものの頻度が高い。

脳の容れ物としての頭蓋特に脳頭蓋は，脳の発達

に応じて変化・分化してきたと思われるが，その頭

蓋の形態を三次元的に解析すれば，失われている過

去の脳の外面的形態を類推する一助となると考えら

れ， このモアレ法による三次元的解析を利用し，古

人骨，果ては霊長類等の比較研究をすすめていく。

V. ヒト脳血管鋳型標本の走査電子顕微鏡的研究

中枢神経の構造とその栄養血管を立体的に把握

し，肉眼的には表面から見えない血管の走行を明ら

かにするためには，その検索法になんらかの工夫が

必要である。当教室では鋳型標本を作るという一つ

の手段を用いて．走査電子顕微鏡で脳の微細血管の

走行について検索を続けている。今年はとくに脳の

静脈系を対象に検索し．得られた知見を国際電顕学

会で発表の予定である。

bra! nerveと命名して以来，多くの研究者によって

調べられているが，その多くは腰部に関しての研究

であり，また，組織学的な検索が多く，肉眼的に追

求した文献は少ないようである。特に，頸部につい

て肉眼解剖学的に検索した報告はみあたらない。

これまでの報告の多くは組織学的な検索が主であ

り，脊髄神経の本幹から分かれ椎問孔より入り，脊

柱管内で終末器官まで至る経路についてはまだ不明

確な点が多い。また， この神経は脊髄神経と交感神

経の両方の根を受けて成立するが，それらとの交通

の様式についてもまだ，不明確な点が残されている。

頸部の脊髄神経硬膜枝について，肉眼解剖学的に

その起始，経過，あるいは周囲組織との関係を検索

することが有意義であると考え，成人死体を用いて

検索を行っている。

研究業績

III. 学会発表

l)竹内修二，加藤 征，徳留三俊：モアレ法による都内

出土江戸時代人頭蓋後頭部の観察．第90回日本解剖学

会総会． 4月．福岡．

2)加藤 征，徳留三俊：日本人胎児における腹大動脈

臓側枝の分岐高について．第90回日本解剖学会総会．4

月．福岡．

3)杉崎正志，小沢俊朗，大坪千秋，相良成実，中沢正博，

渡辺裕三，鈴木茂，小守英一，田辺晴康，加藤征：

経頭蓋法による外側翼突筋の解剖学的観察．第39回日

本口腔科学会， 5月．仙台．

4)影山幾男，竹内修二，加藤征，山下廣：港区三田

済海寺発掘の長岡藩主牧野家の歯について．第70回日

本解剖学会関東地方会． 6月．新渇．

5) Kato, S. and Tokudome, M.: The arterial varia-

tions of the upper abdominal organs in the Japanese 

fetuses. XII International Anat. Congress. Aug. 

London. 

6)高山 博，鈴木公雄，加藤征，竹内修二，影山幾男：

越後長岡藩第八代藩主牧野家忠寛公の死亡年齢推定と

血縁関係の復元．第39回日本人類学会・日本民族学会

連合大会， 11月，筑波．

IV.著書

VI. 頸部の脊髄神経硬膜枝に関する解剖学的研究 1)加藤 征，竹内修二，影山幾男：第7章遺体の調査．

脊髄神経硬膜枝についての解剖学的知見は少な 港区三田済海寺長岡藩主牧野家墓所発掘調査報告書．

く，一括してその存在のみを記載している例がほと 東京都港区教育委員会． 159-286,写真53-75(1986) 

んどである。また，頸部，胸部，腰部，あるいは仙

骨部などといった部位別に記載している局所解剖学 V. その他

的な知見についての記載はみられないようである。 1)竹内修二：甚礎編分担執筆臨床ドリル，神経系一甚

脊髄神経硬膜枝ぱ， Luschka(1850)がsinuverte- 礎から臨床への展開ー．看詭学習社． 4:9-78 (1985) 
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第 1生理学

教授：馬詰良樹 筋生理学・体力医学

研究概要

I. X線回折法を用いた研究

1． 格子間隔と圧縮力の関係

筋肉は，その最も顕著な機能が収縮というダイナ

ミックなものであるためか，古くから多くの研究者

の興味の対象となっている。その収縮の仕組みにつ

いての本格的な研究ぱ， 1940年代に開始されたと思

われる。今日，生化学あるいは分子生物学的な手法

によりその分子レベルでの仕組みが明らかにされつ

つある。一方，生理学の立場からは，「これらの分子

レベルでの仕組みが，多くの物質により形づくられ

た細胞全体にどのように反映され，全体としての調

和を保っているのか」ということに興味がもたれる。

収縮の基本過程は．二つのフィラメントの間に発

生する滑りの力による。このとき ATPの化学エネ

ルギーが，滑りという機械エネルギーに変換される。

現在の中心的問題は何が滑りの力をおこさせている

のか？ ということである。

そこで我々は，スキンドファイバーを用いて， X

線回折法で計測した格子間隔と圧縮力との関係よ

り， フィラメント間に働く力を解析しそれが収縮に

どのように反映されるかを検索した。

スキンドファイバーは単一筋線維を分離し．流動

パラフィンのような油中で形質膜をとり除いただけ

の標本である。したがって．収縮および調節タンパ

ク質，筋小胞体やミトコンドリアなどの細胞内小器

官は生理的機能を保った状態にあると考えられる。

油中でのスキンドファイバーは電気剌激にさえも応

答し収縮する。しかし生筋線維とはことなって形質

膜がないため，自由にこれらの細胞内構成物の環境

条件を変化せしめることができる。

ATP, Mg++, EGTAの含まれている弛緩液中で

形質膜を剥離してスキンドファイバーを作ることが

できる（弛緩液の組成； KCI90, MgCl2 5.2, ATP 

4.3, EGTA 4, PIPES lO(mM), pH 7.0)。これは油

中のファイバーとことなり，形質内の液が人工的な

ものであり， もはや電気剌激には応答しないが自由

に液条件を変えることができる。たとえばATPを

全部とり去ると硬直に陥るし，再びATPを加えれ

ば弛緩する。生筋をヨード酢酸などで中毒させ硬直

に陥らせても，形質膜をとり除いて弛緩液に滲漬す

れば弛緩する。 Ca+＋を 10-6Mにすると収縮しだし

lo-5Mで最大張力に達する。同時に ATPase活性

はほぽ張力と平行に増加する。

まず， LO格子問隔d1噸。と圧縮力の関係を種々なる

環境下で求めた。圧縮力は，環境液中に

polyvinylpyrrolidone (PVP, Mn= 40,000)を加える

ことにより変化せしめた。正常環境下において，

radial stiffness（一定の圧力変化に対する格子間隔

の変化量の逆数）はd1,0~35nmにおいて急激に増

加した。高マグネシウムイオン，低 pH環境下におい

てはこの急激な増加の発現点はd1,0~32nmとなっ

た。これは，正常環境下において， d1,0~35nm付近

でミオシン頭部はアクチンに接近し， Mg'+,H+ fま

頭部を太いフィラメソト骨格の方向へひきよせる作

用を有することを示唆した。

上記に示唆された仮説を立証するために，長軸方

向の stiffnessを求めた。 stiffnessはd1,0~35nmで

急激に増加し，radialstiffnessの増加点と一致した。

また，種々なる d1,。下で， zerolength cross-linker 

であるホルマリンにファイバーを浸漬し， stiffness

の増加 rateを求めたところ，やはり d1,0~35nmで

急激に増加した。これらは，上記の「d1,0~35nmで

ミオシン頭部は， アクチンに接触する」という仮説

を支持する。

生体内における筋線維では， d1,。は約35nmであ

るので， ミオシ｀／頭部がアクチソに接触しているこ

とが，収縮力発生に最も効率良い位置関係であると

考えられた。

2 格子間隔決定因子としての平行弾性系

スキンドファイバーを伸展すると，格子間隔は減

少する。これは，二つのフィラメントの重なり部分

の減少による，静電反発力の減少により説明された

(Elliott, 1973)。しかし，二つのフィラメントの重な

りがなくなる筋節長 3.5μm以上に伸展しても，こ

の減少が継続することが明らかとなった。我々は，静

止張力と d1,。との関係を筋節長 2.lμmから 6.0μm

の範囲で求め，伸展に伴う d1,。の減少は，フィラメン

日問に存在すると推定される弾性系が，直径方向に

フィラメントを引きよせる力を，発生するためと考

えた。

II. スキンドファイバーの収縮に対する BDMの

抑制効果

2. 3ーブタンジオン， 2-モノオキシム (BDM:

CH3C: NOHCOCH3)には生きた筋細胞に対する

強い収縮抑制効果のあることが報告されており，

Mulieriやその共同研究者らは，この効果が収縮系

に対する直接作用の結果である可能性を示唆しつ
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つ， もしその作用が特異的であるならば， これは筋

収縮の研究において貴重な道具となるだろうと述べ

ている。今回われわれは， Mulieriらの示唆を受け

て， まず， この BDMなる薬物がたしかに筋収縮系

に対する抑制作用を有しているのか， また， もしそ

うであるならば，その作用のメカニズムはどのよう

なものかという点を，スキンドファイバー標本を用

いて直接的に調べることを試みた。

標本は， ウシガエルまたはセノバスの骨格筋から

得たスキントファイバーで，普通 Mg2+1.5 mM, 

MgA TP 3.5 mM,イオン強度 0.2M, pH 7.0, 0-5゚C

の下で実験を行った。

はじめに，標本を Caイオンで活性化したときの

等尺性張力に対する BDMの効果を調べた。 pCa4

付近で標本が発生する最大張力は BDMによって強

く影響され，約2mMで半分に， lOmMで 1/5以下

に抑制された。しかもこの張力の抑制は，薬物を除

去すれば完全に回復しうるものだった。

BDMIま上記の効果だけでなく， Ca濃度張力関係

を高 Ca磯度方向へ移動させる効果，つまり収縮系

の見掛けの Ca感受性を低ドさせる効果をも有して

し、た。

2-3mMの BDMによって等尺性張力が半分程

度にまで抑制されているときに，標本を緩めてその

最大短縮速度を測定してみたところ， これは BDM

によってもほとんど影響を受けていなかった。結合

して働し、ているクロスブリッシの数が減少している

ものの，その代謝同転速度ぱ正常に維持されている

のだろう。

Caイオンによらず，低 MgATPによって惹起さ

れた収縮における等尺性張）Jも， BDMが抑制する

ガ向 1ユ動し、たが， MgATPl農度を 1—•分に低くすれ

ば， この効果が消失するようであった。また硬直状

態にあるスキンドファイバーのスチフネスには

BDMの影開を認めることができなかった。BDMの

作用点ぱ，収縮蛋白それ自体というより制御蛋白で

あるのかもしれない。
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第 2生理学

教授：酒井敏夫 骨格筋の興『収縮連関機構

助教授：栗原 敏 心筋，骨格筋の興『収縮連

関機構

講師：国分真一朗 心筋，乎滑筋細胞膜の興『

発生機構

講師：小西真人 心筋．骨格筋の興桁収縮連

関機構

昇すると，トロポニンの Ca2十結合部位は約50%，パ

ルプアルプミンの Ca2十結合部位は約60%Ca2+が

結合していることになる。静止時の細胞内 Ca2十濃

度が増加すると，光信号の下降相が延長し， これ：ま

すでにバルブアルブミンにCa2+が結合しているの

で， Ca2十濃度減少が速やかに行われないためと考え

られ，このことが，トロポニンからの Ca2十の解離を

遅らせ，単収縮の増強とその時間経過の延長をもた

らすものと考えられる。カフェインの単収縮増強効

果ぱ，単収縮発生時の Ca2十遊離量を増加させるだ

けでなく， カフェインによりあらかじめ遊離された

研究概要 Ca2＋がC的結合部位，ことにバルファルフミンの

I. 筋生理学に関する研究 Ca2十結合部位に結合することが重要な要因である

1. 骨格筋の興附収縮連関機構に関する研究 と推察した。

骨格筋の張力発生に最も関係が深い細胞内 Ca'+ 2. 温血動物心筋の興『収縮連関機構に関する研

狼度を， Ca2十感受性発光タンバク（エクオリン）に 究

より定量し，細胞内 Ca2汀農度と発生張力との関係 温血動物心筋に対する¢受容体刺激効果と細胞

を検討した。エクオリンの発光は細胞内 Mg2十濃度 内サイクリック AMP(cAMP)の作用に関し，ニク

により影響を受けるので溶液中の Mg2十濃度を変え オリン注人ラット心室筋を用いて研究を行った。本

てエクオリンの較正曲線を求めた。あらかじめ 1ま 年度は，外液 Na十展度を減少させた時に生じる，

たは3mMMg'十とエクオリンを反応させておい N釘除去拘縮を使い，この時に生じるエクオリンの

てから， Mg2十を含む種々の Ca'十俗液中にエクオリ 光信号と収縮の変化に対するイソプロテレノールの

ンを瞬時に混合し，得られた光信号のピークを， 10 作用を中心に検討した。 N町除去拘縮中にイソプロ

mM Ca2十溶液中の光信号のピークで規格化して較 テレノールを作用させると，光信号に著変はないが

ll-．．曲線を求め，次下の定量的実験に供した。エクオ 張力の低 Fが観察された。また， Na十濃度を変化さ

リンを注人した静止時の単ー筋線維から得られた発 せ，光信 J，}—張力関係を求めそれに対するイソプロテ

光強度より細胞内 Ca2十猥度を算出すると，この発 レールの効果を観察すると，イソプロテレールは光

光レベル：i限りなく Ca2十非依存性発光レベルに近 {,1 号—張））関係を右方に移動させた。これらの結果

く，正確な濃度を求めることは困難であった。低猥 ぱ，¢受容体刺激が細胞内 cAMPを介して，収縮夕

度カフェインは静止時の発光レベルを上昇させるの ンパク系の Ca2十感受性を低下させることを支持す

でこの時の細胞内 Ca2十濃度を算出すると， 0.6mM る。しかし， N町除去拘縮中ぱ光信号，張力に3-4

カフェイ‘／作用下では，細胞内 Mg2十猿度を lmM Hzの振動性変化が生じるので光信号と張力の関係

と仮定すると細胞内 Ca2十濃度ぱ， 0.13μMであり， の対応をつけるのが困難である。そこで， ryanodine

細胞内 Mg2十猿度を 3mMと仮定すると細胞内 (1μM)を作用させ，振動性変化を除いた条件下で

Ca2十猿度は0.22μMであった。このことから，静止 N町除去拘縮を行い，イソプロテレールを作用させ

時の蛙骨格筋細胞内 Ca2十猿度は少なくとも 0.13 ると，光信号に著変ぱ見られないが，張力は低下し

μM以下であると推定できた。低濃度カフェイバま た。これらの結果より，細胞内 cAMP濃度の上昇は

静止時の筋細胞内 Ca2十浪度を上昇させると同時 トロポニ:,,--Iをリン酸化し，その結果，収縮タンバ

に，単収縮発生時の光信号のピークを増高させた。そ ク系の Ca2十感受性を低下させると結論した。

れに伴い単収縮の増強がみられた。カフェイン浪度 3. 心筋，平滑筋細胞膜のチャンネル開閉機構に

の増加ぱ静止時の筋細胞内 Ca2十濃度をさらに1::.昇 伐lする研究

させ，単収縮を増強したか，光信号のピークを低ド 細胞膜のチャン不ル開閉機構の研究にはパノチク

させた。このことより静止II、'iの細胞内 Ca'十濃度は ランプ法が最も信頼できる）j法として広く用いられ

単．収縮晶に影響するものと考え， Ca2十受容タンパク ている。本年度：よ．ハッチクランプ法に必要な実験

であるトロボニン＇，パルブアルフミンの Ca2十結合 装償の組み立てと，平滑筋細胞の単離に重｝、バを置い

部位における Ca2十占有率を計算すると，カフェイ て研究を進めた。パッチクランプ用実験装置として

ンにより静止時筋細胞肉 Ca2+1農度か 0.2µM に 1•• ぱフレアンフ CEPC-7)で得られた信号を AD変換
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しコンピュータを用いてオンライン化することを試

みた。 AD,DAコンバータを刺激装置により外部か

ら作動させることにより， コンピュータをデジタル

オシロスコープ，データーレコーダとして使用可能

にし，今後の実験準備が整った。

筋小胞体膜の Ca2十チャンネルの研究には，心筋

から得られた小胞体を用いて巨大リポゾームを作り

実験に供することを試みたが困難であったので，脂

質単層膜をエアー・ウォーター境界相に作り， これ

を使い電極先端に脂質二重膜を作って， ここにタン

パクを融合させてチャンネルの活動を観察した。現

在 K+チャンネルの記録が得られている。平滑筋細

胞の単離は困難であるが，現在， ラット腹部大動脈

より単離平滑筋細胞を得ており ッチクランプの

応用段階に来ている。

4. 分離筋小胞体の機能に関する実験

筋小胞体は骨格筋細胞内 Ca2十濃度を制御し筋の

収縮—弛緩を調節している。分離筋小胞体の Ca2十取

り込みは小胞体膜内外の Ca2十濃度差により制御さ

れており，その取り込み速度を速い時間分解能で測

定するために， Ca2十指示薬を用いて測定することを

計画し準備した。

従来検討してきた疾患筋の筋小胞体の Ca2十取り

込み能についてさらに研究を進めたところ筋ジスト

ロフィー症と，悪性高熱症の分離筋小胞体には Ca2+

取り込み能に共通点が認められた。

II. 体力医学に関する研究

運動刺激が心臓反射に及ぽす影響をテーマとして

研究を進めた。心臓反射は 5心拍4呼吸を行い，こ

の時に出現する呼吸性不整脈の発生頻度を指標に検

討した。運動負荷により心拍数を上昇させると呼吸

性不整脈は減少し心臓迷走神経活動の抑制が観察さ

れた。また運動時に吸息ー息こらえ負荷を行うと，急

速な心拍数の低下が息こらえ初期，息こらえ終末時

に見られ，循環中枢，心臓抑制中枢の興奮性変化が

観察された。また，最大下運動負荷を毎日（週6日），

8週間行うと，安静時心拍とその R-R間隔の変動係

数には 1週間内の変動は見られず安静時の自律神経

活動の変化は起きないことが明らかになった。しか

し，中等度負荷試験により調べると，毎日の最大下

トレーニングは心臓抑制中枢の興柄性低下を招来す

ることが考えられた。
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III. 学会発表
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態に関する研究会． 7月．岡崎．

2) Kurihara, S. and Konishi, M. : Effects of cyclic 

nucleotide on Ca transient and tension in mam-

malian cardiac muscle. The 2nd International 

Symposium on Environmental Medicine (Cardiac 

Function under Ischemia and Hypoxia). 9月．名

古屋．

3)小林康孝．栗原 敏，酒井敏夫：呼吸性不整脈曲線へ
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学会大会． 9月．鳥取．〔体力科学． 34: 339 (1985)〕

4)碓井外幸，勝木道夫（北陸体力医研），栗原 敏．小

林康孝，酒井敏夫：グリップトルク計による把持力，捩

り把持力およびトルクの解析．第 40回日本体力医学会

大会． 9月．鳥取．〔体力科学． 34:437 (1985) J 

5)小林康孝，松根洋右：運動時の息こらえ心拍応答と

誘発性不整脈．日本体育学会第36回大会． 10月．岐阜．

6)栗原 敏．小西真人，酒井敏夫：骨格筋細胞内 Ca2+

と収縮．昭和60年度筋生理の集い． 11月．岡崎．

7)小西真人，栗原 敏，酒井敏夫：ラット心室筋の細胞
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(1986) 

- 27 -



医化学

教授：松田 誠 ビタミ‘/B6と中枢神経機
ム月ヒヒ

講師：小林孝彰 細胞の増殖・分化と細胞骨

格

溝師：八木康之 グルタミン酸脱炭酸酵素の

機能生化学

研究概要

I. ビタミン＆の代謝とその調節

ビタミン B6（以下 B6）には PN,PL.PM,および

それらのリン酸エステル PNP,PLP, PMPの計 6

型があり，体内で相互に移行し合っている。この中

でPLPぱアミノ酸代謝に関与する補酵素として重

要であり，とくに神経組織では生理活性アミン（ドー

パミン，ノルアドレナリン，セロトニン， y-アミノ

酪酸なと）の生成に関与する補酵素として極めて重

要である。現在， B6 代謝は PN → PNP → PLP~

PMPが主経路とされており，したがって， PNを摂

取した場合，各臓器，各組織は PN→ PNP→ PLP

という経路で PLPになると信じられている。この

研究でぱ，牛理最の放射性 PN(〔屯〕PN)を動物に

経口投与して，末梢血液を含め各臓器にどのような

形の比が出現するかを調べた。

実験結果ぱ次のようである。〔3H〕PNを投与して

も， PNとして末梢血液に出現することは全くなく，

大部分の放射活性は〔3H〕PLでぁり'次ぃで〔汗u
PLPであった。また肝においては大部分が〔3H〕

PLP,〔屯〕PLであり，〔屯〕PNPはわずかに検出さ

れたが，血液同様巳H〕PNは検出されなかつ↑こ゜こ

れらの事実は，生理的条件で与えられた PNは消化

管で吸収された後，肝において直ちに PNP→ PLP

→ PLと進み， Ifll液中には PLの形で放出され，肝以

外の臓器ぱこの PLをPLPの材料として利用して

いることをぷしている。この経路は，従来想像され

ていたものとはかなり異なるもので，今後の研究が

期待される。

II. 伝達物質 y—アミノ酪酸 (GABA) に関する研究

GABAは現在，中枢神経における抑制伝達物質と

して知られている。また， GABAがシナプス後

ニューロンに抑制をかけるためには，まずシナプス

前ニューロンの神経終末で， グルクミン酸脱炭酸酵

素(GAD)によって GABAが合成され，そこから放

出され，そしてシナプス後ニューロンの GABAレ

セプターに結合せねばならない。現在，教室ではこ

れら GABA産生，放出，レセプター結合という 3つ

の段階を生化学的に研究している。ビタミン恥欠

乏症や Huntington病では，脳全体ないし局所の

GAD活性の低下のため，そこでの GABA量が減少

し， GABAレセプターとの結合が不足して，脱抑制

（すなわち興桁）の状態になるとされている。この状

態を阻止するための方法の一つはGABAの産生を

増加することであり，もう一つは GABAレセプ

ターの感受性を高めることである。

1. GABA量を回復させるための実験

GABAならびにその前駆物質グルタミン酸は血

液・脳関門を通過しないため，それを通過したのち

直ちに GABAに変化する物質を探さねばならな

い。その・一つとして，我々は4ーアミノブチルアルデ

ヒド (ABAL)を提案してきた。まず， ラットにカ

イニン酸の線状体内注射ないし抗恥剤の投与に

よって線状体内 GABAを減少させて Huntington

病モデル動物を作った後，この線状体を取り出して，

in vitroの条件で〔3H〕ABALヵモ況)caH氾ABAの

産生を調べた。実験結果は病側および，健側線状体

の間に有意な差を示さなかった。このことはGAD

活性の低下のため GABA星が減少しても， ABAL

からの GABA産生で十分まかなえる可能性を示し

たものである。

2. GABAレセプターの感受性を高めるための

実験

数年前， GABAレセプターが溶媒中の CO2に

よって活性化されることを見いだした。 CO2が

GABAレセフ゜ターの機能を調節している可能性が

ある。このことを証明するために，抗恥剤で

GABA量を減らして，痙攣が準備された動物に対し

て体液CO2の上昇がどのように影響するかを検討

した。高分圧CO2で呼吸させている動物では，抗 B6

による痙攣の誘発は全くみられなかった。これは体

液CO2上昇のため GABAレセプターを通じての抑

制がより効果的になったためと考えられ，我々の予

測を証明するものである。

我々は最近，この CO2とは逆に GABAレセプ

ター機能をおさえる薬物があることを見いだした。

堀講師（兼）らとの共同研究であるが，その薬物は

セファロスポリン系抗生剤である。この物質は in

vitroではGABAレセプター能をおさえ， invivoの

動物実験ではGABA減少時にみられるものと，

そっくりの痙攣を起こすのである。おそらく GABA

レセプター能をおさえて， GABAによる抑制機能を

低下させ，興布状態を起こすためと考えられる。今
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後この物質ぱ GABAの作用機序を解明するための

イi)）な方法になるであろう。

一方，昨年に引き続き GABA放出機構の研究も

行ってし、る。我々ぱ．刺激によって、ンナプスの膜内

に局在する酵素(PLase)が活性化され膜内リン脂質

からアラキドン酸が遊離し．このアラキドン酸が

GABA放出の引き金になっていると考えている。今

年度はシナプス膜から．この酵素を除去すると

GABA放出能を失い．この酵素を加えて再構成する

と再び． GABA放出能を再現することを明らかにし

た。

GADのアフィニティーカラムによる精製も昨年

に引き続き行っているが．まだ著しい成果1ま挙がっ

てし、なし、0

III. 細胞の増殖・分化と細胞骨格

ここにいう細胞骨格と（ま細胞内全域にわたって張

りめぐらされた＿：．次元の網目構造物のことである

が，その構成は微小管， F-アクチン， 10nmフィラ

メントからなっている。網目構造のポす機能は極め

て多様であるが，その主要なものは細胞内器官の輸

送，定位置への固定，膜成分の再編成などにあると

いわれる。とくに微小管の機能の多様性はその構

成蛋白チューブリンと微小管結合蛋白 (MAP1, 

MAP2など）との結合様式の違いによるらしい。

最近，ある種の癌迎伝子の標的ぱ細胞骨格成分で

はないか， と言われ始めている。我々ふその成分

として MAPlを想定し，追跡してみた。その結果，

MAPlは細胞増殖刺激に応じて， Gl期の癌細胞核

内に短時間出現し，その後，細胞質へ移動していく

ことが見いだされた。また現在強力な発癌フロモー

ターとして用いられているホルボールエステルで細

胞を処理すると，この MAPlがCーキナーゼによっ

てリン酸化されることも明らかにされた。これらの

ことは，細胞の癌化，その異常増殖の機序にこの

MAPlが深く関与している可能性を示している。

IV. 眼の生化学的研究

水野講師を中心に眼科教室との共同研究の形で進

めている。その・つぱ前述の ABALの問題である。

網膜においても網膜血管関門のため GABAは通過

できないが， ABALぱ容易にこれを通過して

GABAに変換しうることを？H〕ABALを用いて,;1E

明した。また，抗恥剤で GAD活件を卜分低下させ

た網膜でも， 11．常網膜と変わらない速度で〔3HJ
ABALから〔旧〕GABAが産生されることが明らか

にされた。このことぱ GAD活性が低 Fして GABA

的咸少する疾患においても GABA量は ABALよ

りの産生で 1•分代償しうることを示すものである。

水晶体のレーザーラマン分光法による研究も引き

続き行っているが．今まで得られた水の相対含量，タ

ンパク質の SH基， s-s結合含量などの一般的問題
のほかに，今年ぱ極微部位のラマンスペクトルを得

て，老齢による変化，遺伝性白内障ラットでの変化

を追跡した。

アレルギー性神経炎の研究も続けており，一応慢

性反復性アレルギ一性脳炎モルモットの作製に成功

したので，それの CNPase活性や Visual Evoked 

Potential (VEP)などを検索中である。
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栄養学

教授：林 伸—・ 栄養学・代謝調節

講師：村上安f 代謝調節

の役割を演ずることを提唱している。アンチザイム

の作用と役割を解明するためには精製と特異抗体作

製が必要である。そこで，プトレッシン反復注射に

よってアンチザイムを誘導したラットの肝より 4操

作で 100万倍以上の精製を行い， 10パーセント収量

で10μgの最終純化標品を得た。この標品はSDS-

研究概要 ポリアクリルアミドゲル電気泳動で分子量 16,000-

I. オルニチン脱炭酸酵素 WDC)の調節機序に関 26.000の間に6本のバンドを呈し，モノクローナル

する研究 抗体を用いた免疫ブロット法でその 4本が抗体と反

ポリアミン合成の律速酵素である ODCぱ迅速に 応し，純度約50パーセントと判定された。精製途中

代謝回転するとともに各種の細胞増殖刺戟によって の部分的蛋白水解によって複数バンドを生じたもの

顕著に誘導される。私たちの研究室ではODCの調 と考えられる。次にラット肝アンチザイムに対する

節機序を合成と分解の両面から解明することを目的 モノクローナル抗体の作製を試みた。免疫した

に研究を進めている。 BALB/cマウスの牌細胞と P3Ul細胞とをポリエ

1. アミノ酸とホルモンによる ODC誘導の分＋ チレングリコールで融合させたハイブリドーマ細胞

機序 の中から，培地の抗体価を指標としてスクリーニン

ラット肝初代培養細胞の ODCはアスパラギンと グし， 7種の陽性クローンを得た。これらの産生する

グルカゴンによって相乗的に誘導される。本年度は モノクローナル抗体はいずれも IgGl-xタイプで

cDNAを用いて ODC-mRNA量の変動を解析し あった。

た。ラット肝ODCのcDNAはNIHの岡博土より， 3. アンチザイムの普遍的存在と役割

マウス ODCのcDNAはイスラエルの Kahana博 アンチザイムが存在しないと報告されていたマウ

上より供与されたものを用いた。両cDNAの間で， ス腎臓にも ODCーアンチザイム複合体が存在し，ま

またラット肝 ODC-cDNA とマウス腎 ODC— たプトレッシン投与によって遊離アンチザイムが出

mRNAの間で交叉 hybridizationが示された。ま 現することを昨年確かめたが，本年度はモノクロー

た， Northernblot解析により，ラット肝にもマウス ナル抗体を利用し，マウス腎の細胞質と顆粒分画の

腎と同様にサイズの異なる 2種類の ODC-mRNA ァンチザイムがいずれもラット肝アンチザイムと交

の存在を確かめた。制限酵素 Pst1によって約700 叉免疫反応を呈することを確認した。また，プトレッ

塩基対の cDNA断片を作製し，マルチプライム標識 ・ンン予備処理によって全ODC中におけるアンチザ

によって高比活性の cDNAプローフを作製した。こ イム結合ODCの割合を増加させると ODC分解速

れを用いて ODC-mRNA量を解析した結果，アスパ 度が増加することから，マウス腎や RK13ウサキ腎

ラギンとグルカゴンによって ODC合成速度は 20 細胞においてもアンチザイムがODC分解に関与す

倍以上に増加するのに対し ODC-mRNA量は3-4 ることが推定された。

倍に増加するにすぎなかった。このことから，転写 4. マウス脳のODCとアソチザイム

促進と翻訳促進の両者の関与が推定された。次に単 マウス脳では出生後早期に細胞増殖が終了するこ

独添加効果については，アスパラギンはODC合成 とを反映して，生後4週齢でスペルミジ｀ノ濃度は半

を促進するがmRNA量は変化せず，逆にグルカゴ 減しプトレッシン濃度は 1/10に減少する。 ODC活

ンはmRNA量を3倍に増加させるにもかかわらず 性も生後急速に低下して 3週間でほとんど消失し，

合成促進効果はなかった。また，培地からアスパラ 逆に遊離アンチザイムがこの間に出現して 3週問て

ギ｀ノを除去すると ODC蛋白質の分解促進と合成抑 プラトーに達する。またODCーアンチザイム複合体

制がみられた。以上の結果から，アスパラギソは翻 が出生直後から存在する。マウス脳のアンチザイム

-クルカゴンは転写促 ぱ，分子量，反応様式，アンチザイムインヒビター訳促進と分解抑制により まt
進により ODCを誘導することが推定された。 との反応性からアンチザイムと同定されたが， 7種

2. アンチザイムの精製とモノクローナル抗体の のモノクローナル抗ラット肝アンチザイム抗体とは

作製 まったく反応しなかった。シクロヘキシミド投与実

ODCの調節には，ポリアミンによって誘導される 験から，アンチサイムと複合体を形成する ODCは

特異的阻害蛋白質アンチサイムの役割が注目されて 10-15分の半減期で分解するが，アンチザイムと不

いる。私たちはアンチザイムかODCの分解に必須 活性の ODC交叉反応蛋白質は比較的安定であっ
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た。これらより，マウス脳においても ODCはアンチ

ザイムとの結合を介して分解されるものと推定され

た。

II. ODC活性を指標とする抗がん剤感受性試験法

の開発（がん特別研究 2：第 3内科および第 2

解剖学教室との共同研究）

がん化学療法の成績を向上させるために抗がん剤

感受性試験の実施が望ましい。そこで初代培養がん

細胞の ODC活性を指標とする迅速で簡便な惑受性

試験法の開発を試みた。まず HTC細胞を用いて至

適条件を設定した後，各種の樹立株培養細胞に対す

る6種の抗がん剤の効果を検討した結果，アドリア

マイシン耐性株細胞でぱ親株細胞に比してアドリア

マイシン感受性が 1/100であること，チミジン取り

込みや stemcell assayなど他の感受性試験の成績

とよく相関することなどから，本法の妥当性が支持

された。しかし， これまでに数十例の人がん試料に

ついて検討した結果，初代培養が必ずしも容易でな

く，また培雅成功例においても高いODC活性誘導

を得ることがむつかしく，人がん試料への応用には

なお問題が多いことが分かった。

III. 実験栄養学的研究

l. 食物繊維の便通促進効果

マウスの腸通過時間を酸化クロム排出を指標とし

て測定し，これに対する食物繊維の効果を検討した。

小麦ふすまと柑橘類繊維の混合繊維は糞量を増加す

るとともに腸通過時間を著しく短縮し，その効果は

セルロース粉末よりも顕著であった。

2. 基礎代謝ならびに特異動的作用に対する食事

の量と質の影響

昨年度に引き続き，過食によって基礎代謝が 20

パーセント以上増加することを確かめ，人間におい

ても過剰摂取カロリーを熱として放散する機構

(Luxus consumption)が存在することを裏付けた。

次に，高蛋白質食摂取後のエネルギー代謝促進（特

異動的作用）は先行数週間の食事の星の影響は受け

ないが，質によって影響され高蛋白食で増加するこ

とをみとめた。

3. 大豆蛋白質の血漿コレステロール低下作用の

機序

ラットを用いて，糞への中性および酸性ステロー

ルの排泄に対する食飼蛋白質の影響を検討した。そ

の結果， コレステロールとコプロスタノールを主と

する中性ステロール，ならびにグリココール酸とデ

オキシコール酸を主とする酸性ステロール（胆汁酸

誘導体）がいずれも大豆蛋白質の摂取によって増加

する事実を確かめた。このことから，大豆蛋白質は

おそらくその消化特性を介して糞へのステロール排

泄を増加させ． これによって血漿コレステロール濃

度を低下させるものと考えられる。
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第 1薬理学

教授：松葉三千夫 ACTHの作用機構に関す

る研究

助教授：川村将弘 同上

講師：柳橋和利 同上

研究概要

I. ACTHの作用機構に関する研究

l． 細胞内情報伝達物質に関する研究

副腎皮質束状層細胞での glucocorticoid(GC)生

合成の律速段階は， cholesterol (chol)から

pregnenoloneへの変換過程，すなわち chol側鎮切

断過程で， mitochondria (Mit)内膜に局在する

cytochrome P450 secをterminaloxidaseとする

電子伝達系により進行する。この過程は下垂体前築

から分泌される副腎皮質刺激ホルモン（ACTH)の

支配下にある。ACTHは副腎皮質束状層細胞の特異

的受容体と結合し，細胞内情報伝達物質の増加を介

して Mitにおける chol側鎮切断反応を促進する。

ACTHの細胞内情報伝達物質としてはcyclic

AMP (cAMP)が有名で，現在でも多数の人々がそ

れを支持している。しかしながら， ラット副腎組織

を用いた研究で． ACTHの作用発現には incuba-

tion medium中に Ca2十の存在が必要である。ウシ

副腎皮質細胞においては Ca2十単独で GC産生が促

進される。低濃度の ACTHはCaz+-influxを促進す

ることにより GC産生を促進する。顕著な細胞内

cAMP濃度の上昇は ACTHが高濃度の時にのみ観

察される。ウシ副腎皮質細胞にはGC産生と linkし

たmuscarine受容体が存在し， acetylcholine 

(ACh)はGC産生を促進し， この AChの作用は完

全に Ca2十依存性であり，また adenylatecyclaseの

活性化に必須の Mgイオンを incubationmedium 

からのぞいても AChの作用は減弱しない。 Ca2+

channel阻害薬 (verapamil)はACTH,ACh,およ

びCa2十単独による GC産生促進作用を阻害する。

また Ca2十と密接な関連を持ち．細胞機能の調節に

重要な役割を果たしている calmodulinの作用を阻

害する trifluoperazine,chlorpromazineおよびw-
7はACTH,ACh,およびCa2十単独による GC産生

促進効果を完全に阻害する。などの結果が得られて

おり．これらは細胞内 Ca2十濃度の上昇がGC産生

促進と密接に関係していることを示している。しか

しながら．細胞外液に添加した cAMPにより GC産

生が促進されるのは事実である。したがって cAMP

34 

とCa2十との間に関連性があるのか否かを知ること

は重要である。 calmodulin阻害薬は細胞外に Ca2+

を添加していない条件下でdibutyrylcAMP (db-

cAMP)による GC産生促進もまた抑制した。この実

験事実はcAMPのGC産生促進作用発現にも Ca2+

が参画していることを示す。すなわち， cAMPは細

胞内 calciumstoreからの Ca2十の遊離を促進する

ことにより細胞内 Ca2十濃度を高め GC産生促進作

用を発現することが想定された。そこで， Ca2十を

preloadした初代培養ウシ副腎皮質細胞を用いて，

db-cAMPのCa2+-effiuxに対する影響を調べたと

ころ， db-cAMPは濃度依存的に Caz+-effluxを促

進し同時に GC産生を促進した。また，蛍光性細胞内

C的指示薬である Quin2をloadしたウシ副腎皮

質遊離細胞において， db-cAMPはやはり濃度依存

的に Quin2蛍光強度を増強した。これらのことか

ら， cAMPには細胞内 calciumstoreからの Ca2+

の遊離を促進する作用があることが示された。

2. Steroidogenic proteinに関する研究

ACTHによる GC産生促進作用が蛋白合成阻害

薬cycloheximide(CH)により完全に阻害されるこ

とから， turnoverの速い蛋白質がACTHのGC産

生促進作用発現に必須であることがいわれて久しい

が，その実態についてはいまだ明確ではない。この

未知の蛋白は steroidogenicprotein (SP)とかster-

oidogenic factorなどと呼ばれ，現在この問題につ

いて研究が盛んに行われている。我々も SPの作用

点を知ろうと試みた。まず invivoの実験系では，

P450 secと結合し chol側鎖切断を阻害する

aminoglutethimide (AG)およびCH前処置した

ラットにACTHを投与し，血中 corticosteroneと

副腎 Mit中の cholを測定した。いずれの場合も血

中corticosteroneの減少とともに Mitにcholが蓄

積した。しかしなが， Mitの内，外膜を分離して各々

のchol含有量を比較すると， AG前処置群では chol

は外膜よりも内膜に多く蓄積した。一方， CH処置群

では逆に cholは外膜の方に多量に蓄積していた。ま

た， ラット副腎皮質遊離細胞を用いた invitro実験

系においては， CHはACTHによる GC産生促進作

用を抑制するが， incubation開始後 12分までは完

全なる抑制を示さず， GC産生は弱いながら促進さ

れた。しかしながら AGはincubation開始当初より

ACTHの作用を完全に抑制した。したがって， CH

が存在するにもかかわらず進行する GC産生は，

Mitに貯留されていた cholが基質として消費され

た結果であると推測される。これらの結果から， SP

の作用点の一つは，副腎皮質 Mit外膜から内膜への



基質 cho]の移行の促進であると考えられた。

研究業績

I. 原著論文

1) lwaki, T., Noguchi, A. and Sekimoto, T.: 

Sources of extramitochondrial corticoidogenic cho・

lesterol in the adrenal cortex. Japan. J. Phar-

macol. 38: 207-214 (1985) 

2) Imagawa, N., Noguchi, A. and lwaki, T.: Effect 

of dantrolene on the corticoidogenic response to 

dibutyryl cyclic AMP in the rat, bovine and ham-

ster adrenocortical cells. Jikeikai Med. J. 32(2) : 
211-215 (1985) 

3) Noguchi, A., lwaki, T. and Sekimoto, T.: Inhibi-

tory effect of dichlorvos on ACTH-and dibutyryl 

cyclic AMP-induced steroidogenesis in adrenocor-

tical cells. Jikeikai Med. J. 32(2) : 217-223 (1985) 
4) Tomita, T., lwaki, T. and Kawamura, M.: Effect 

of chloroquine, W-7, cycloheximide and aminog-

lutethimide on ACTH -induced corticoidogenesis in 

rat adrenocortical cells. Jikeikai Med. J. 32(4): 
641-647 (1985) 

5) Ohno, Y., lwaki, T. and Kawamura, M.: Ster-

oidogenic cholesterol sources in rat and hamster 

adrenocortical cells. Jikeikai Med. J. 32(4): 649-

655 (1985) 

6) Sekimoto, T., Noguchi. A. and Ohno, Y.: Effects 

of 4-APP treatment of animals on ACTH-induced 

corticoidogenesis in rat and hamster adrenocortical 

cells. Jikeikai Med. J. 32(4): 657-664 0985) 
7) Yanagibashi, K., Haniu, M., Shively, J.E., Shen, 

W.H. and Hall, P.: The synthesis of aldosterone by 

the adrenal cortex : Two zones (fasciculata and 

glomerulosa) possess one enzyme for 11/3．18-
hydroxylation, and aldehyde synthesis. J. Biol. 
Chem. 261(8): 3556-3562 0986) 

III. 学会発表

1) Kawamura, M. and Matsuba, M. : (Symposium : 

Endocrine Pharmacology) Curticoidogenic effect of 

ACTH : Intracellular mediator and its site of 

action. 4th Southeast Asian Western Pasific 

Regional Meeting of Pharmacologists. 5月．

Malaysia. 

2)岩城隆昌，野口昭文．大野裕冶． I共1本健人，辻 和男，

川村将弘，松葉三f夫： ACTHの作用機構に関する/j/f

究：ラットおよぴハムスターにおける ACTHによる

Steroidogenesisの基質 Cholesterol供給系に関する

研究．第32回H本実験動物学会総会． 9月．奈良．

3)野口昭文，関本健人，岩城隆昌，大野裕治，辻 和男，

柳橋和利，川村将弘，松葉三千夫：ラットおよびハムス

クー副腎皮質細胞における ACTH-induced cor-

ticoidogenesisに対する 4-APP投与の影響．第 73回

日本薬理学会関東部会． 10月．東京．

4)川村将弘，野口昭文，大野裕治，関本健人，辻 和男，

岩城隆昌，柳橋和利，松葉三千夫： ACTHの作用機構

に関する研究： Secondmessengerとしての Ca2十．第

102回成医会総会． 10月．東京．
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第 2 薬理学

と脳幹に局在すると考えられている HFO形成神経

機構の独立性を示唆する重要な新知見である。脳幹

神経構造内で呼吸中枢からのリズム性神経出力を受

教授：福原武彦 呼吸およひ循環の中枢性調 容している遠心性神経運動ニューロン群の活動を一

研究概要

節に関する生理学ならびに

薬理学，中毒学

I. 呼吸・循環の中枢性調節に関する生理学ならび

に薬理学的研究

l． 呼吸調節の中枢性調節神経機構とくに呼吸リ

スム形成神経機構の生理・薬理に関する研究

脳幹部に局在する呼吸中枢は呼吸調節系の統合過

程および呼吸運動の中枢性調節において中心的役割

を浪ずる中枢性神経機構である。呼吸中枢は呼吸リ

ズム形成神経機構を基幹サブセソターとし，調節機

能の異なる数個のサブセンターから成る複合中枢で

ある。呼吸中枢の局在および薬物の呼吸中枢直接作

用の機序について以下の神経生理ならびに神経薬理

学的研究を行った。

l) 延髄呼吸リズム形成神経機構の局在

今日，呼吸リズム形成神経機構の延髄内における

局在部位についてなお論議がある。呼吸リズム形成

神経機構の局在部位と仮定されている孤束核腹外側

部〔背側呼吸性ニューロン群 (dorsal respiratory 

group, DRG)の局在部位〕の生理学的意義について

局所（およそ長径500μの領域）破壊法および局所冷

却法を用いて検討し， この部位は一次的な呼吸リズ

ム形成神経機構の局在部位ではなく，延髄から脊髄

呼吸筋支配運動ニューロン群へ送られる興奮パター

ンを中継する前運動統合神経機構(premotorneural 

organization)の局在部位であることが示された。

2) 神経活動の高頻度同期波発現の地域差

横隔神経遠心性発射活動中の 50-130Hzの周期

性成分（高頻度同期波， HFO,high frequency oscil-

lation)は脳幹神経構造に起源をもつ周期的神経活

動であると考えられている。ウサギにおいてパワー

スペクトル分析，相関分析，関連度関数（コヒーレ

、ノス）および位相関数の電算機による算定を含む変

動解析法によって，呼吸リズムをもつ顔面，迷走，舌

下神経遠心性活動にも横隔神経遠心性活動の HFO

とほぽ同じ帯域のピーク周波数をもつ周期性成分

(80-20 Hz)の存在が確認された。しかし，腎ーおよ

び頸部交感神経遠心性活動および頭皮上脳波は上述

の各神経活動と同様に呼吸リズム性活動を示すにも

かかわらず．それらの活動では HFO成分が検出さ

れなかった。この事実は，呼吸リズム形成神経機構

定の周波数帯域 (80-20Hz)において同期化する神

経回路の存在が想定される。

3) 呼吸性ニューロン活動と HFOの対応度

延髄における内因性呼吸リズム形成過程における

呼吸性ニューロンおよび HFOの役割を検討するこ

とを目的として脳幹網様体に局在する呼吸性ニュー

ロソ活動と横隔神経活動の HFOとの対応関係を呼

吸性ニューロンのスパイク電位を同期信号とする

HFO平均加算法により検討した。吸息相前半期の

吸息性ニューロンの対応度は，後半期のそれに比し，

有意に大きく，しかもバルビツール酸誘導体

(thiamyla])による抑制作用の強度は前半期よりも

後半期において有意に大であった。延髄の吸息性

ニューロンの興密の同期過程は時間経過とともに変

化し， しかも吸息相前半期の同期過程に対する中枢

抑制薬の作用は軽度であった。

4) HFOに対する morphineとnaloxoneの作

用

Morphineのウサギ横隔神経活動の HFOに対す

る抑制作用はnaloxoneによって拮抗された。

Naloxoneはそれ自身で HFOのピーク周波数の上

昇とビーク面積の増大を起こした。この成績は

HFO発現に関係する神経機構の活動への内因性オ

ピオイドペプチドの関与を示唆する。

5) 呼吸・循環調節の中枢性調節神経機構から上

位脳への上行性制御機序

同時導出下の皮質脳波，横隔神経および腎交感神

経活動について自己および相互相関分析を用いるそ

れらの相互関係の定量的検討により脳波には呼吸周

期および動脈血圧第三級動揺波の周期に一致する 2

型の周期性変動が存在することが明らかとなった。

脳幹を橋中央部のレベルで横切断すると，これら 2

種の脳波の周期性動揺は消失し，呼吸周期と循環性

周期の中間の周期をもつ上位脳独自の周期性変動が

発現した。脳波の 2型の周期性動揺はそれぞれ脳幹

の呼吸リズム形成神経機構および橋中央部での脳幹

横切断レベルより尾側の循環の中枢調節神経機構か

ら上位脳諸中枢へ上行性に送られる周期性興奮によ

り上位脳それ自身のリズム活動の同期化を起こすこ

とによって発現すると考えられる。

Dihydroergotamine適用により上記の 2種の周

期性変動の強度は増強されるが，呼吸性変動の CO2

依存性には有意の変化が認められなかった。この事
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実は本薬物の中枢作用は一般的中枢抑制薬の作用様

式とは異なった機序に甚づくものと考えられる。

6) Taurineの呼吸・循環の中枢性調節神経機構

に及ぼす影響

Taurine 50-100 μgのウサギ側脳室内適用により

横隔および腎交感神経活動は抑制され，それらの総

バワー値の減少，前者の HFO帯域成分の減少が起

こった。他方 taurine5-10 mg/kg静脈内適用時に両

神経活動に有意の変化は認められなかった。

2. 呼吸反射の中枢内統合機序の生理・薬理に関

する研究

音刺激により誘発されるウサギ反回神経反射電位

(2相性で陽性電位の潜時 13-18msecこれにつづく

陰性電位，潜時20-25msec)発現閾値はバースト音

刺激 (2.5-8KHz)の閾値がクリックのそれよりも低

く，聴性脳幹反応に比し高い音圧 (llOdb以上）を

必要とした。

3. 循環の中枢性調節神経機構の生理・薬理に関

する研究

1) 高血圧自然発症ラット (SHR)交感神経活動

に及ぼすtaurineの影響

Taurineの脳室内適用により SHRの大内臓神経

遠心性発射活動の心拍および呼吸周期に同期する両

リズム成分はともに抑制されるが，前者の抑制はと

くに著明であり，抑制の程度は正常ラット (Wistar

Kyoto)のそれに比し高度であった。

4. 筋ジストロフィー症治療薬Ooxistatin,E-64, 

EST)に関する研究

カルシウム依存性中性プロテアーゼ，カテプシン

BおよびLの活性に対し特異的阻害作用を有する

Ioxistatinは進行性筋ヽンストロフィー症の治療薬の

有力候補と期待され，その経口製剤を用いて Du-

chenne型筋ジストロフィー症患者を対象に臨床試

験が進められつつある。

1) Loxistatinのウサギ横隔神経活動 HFOおよ

び摘出臓器標本に及ぽす影響

本薬の高用量〔500-1,000mg/kg:臨床量 (4-8

mg/kg／日）の 60-250倍〕の経口適用時にウサギの

横隔神経自発性遠心性発射活動電位およびその高頻

度同期波(HFO)に有意の変化は認められなかった。

筋ジストロフィーハムスター(UM-X7.1系）の摘

出臓器標本（心房，横隔神経ー横隔膜標本）に対して

3x10-s g/ml以下の濃度の IoxistatinおよびE-64_

Cは有意の薬理作用を示さなかった。

2) Loxistatin長期投与の筋ヽンストロフィーハ

ムスクー心電図に及ぼす影響

筋ジストロフィーハムスター (10週齢）に 26週間

にわたる高用量 (300mg/kg•day) の loxistatin の

連続経口適用時より，一部の実験動物において心電

図 ST上昇の発現頻度およびST上昇の程度に軽度

の減弱が認められた。

II. その他

教授福原武彦は第 6回および第 7回呼吸調節研究

会（昭和 60年 10月11日および昭和61年 2月28

日，東京）の代表世話人となった。

研究業績

I. 原著論文

l. 呼吸調節の中枢性統御神経機構， とくに呼吸

リズム形成神経機構の生理・薬理に関する研

究

1) Koepchen, H.P., Klussendorf, D., Lazar, H., Huku-

hara, T., Jr. and Abel. H.: Conclusions on respira-

tory rhythmogenesis drawn from lesion and cooling 

experiments predominantly in the region of 

ventrolateral nucleus of solitary tract (vlNTS). 

In: Neurogenesis of Central Respiratory Rhythm. 

Ed. by Bianchi, A.L. and Denavit-Saubie, M., MTP 

press limited, Lancaster. 77-80 0985) 

2) Kato, F., Kimura, N., Takano, K. and Hukuhara, 

T., Jr.: Quantitative analysis of high frequency 

oscillation in phrenic and cranial nerve activity. ]. 

Physiol. Soc. Japan. 47(8, 9): 577 (1985) 

3) Hukuhara, T., Jr.: Functional organization of 

respiratory neurons in the central respiratory mech-

anisms in brain stem and drug action thereon. 

Japan. J. Pharmacol. 39(suppl.): 59 p 0985) 
4) Takano, K., Nakagawa, T. and Hukuhara, T.. 

Jr.: Relationship between high frequency oscilla-

tion in phrenic nerve activity and respiratory unit 

activity in brain stem. Japan. J. Pharmacol. 39 
(suppl.) : 69 p 0985) 

5)福原武彦，高野一夫，木村直史：脳幹部呼吸性ニュー

ロンの自発性単位発射活動の安定性．文部省科学研究

費補助金総合研究（A) リズム運動の発現機序とそれ

らの統御機能の総合的研究．昭和59年度報告書． 49-

52 (1985) 

6)宮川政昭：新皮質脳波の自発性周期変動に及ぽす

dihydroergotamineの影響（第1編） 新皮質脳波に発

現する自発性周期変動の計量的解析と生理学的性格．

慈恵医大誌． 100(6): 1301-1320 0985) 

7)宮川政昭：新皮質脳波の自発性周期変動に及ぽす

dihydroergotamineの影響（第 II編） dihydroer-

gotamineの新皮質脳波の自発性周期変動に対する作
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用の機序．慈恵医大誌． 100(6): 1321-1339 (1985) 

8)福原武彦，高野、夫．木村直史，加藤総夫，中川辰郎，

山田順子：呼吸の中枢性調節神経機構に及ぽすtaur-

ineの影響．含硫アミノ酸． 8(2): 315-321 (1985) 

9) Kimura, N., Kato, F. and Hukuhara, T., Jr.: 

Effect of clonidine on high frequency oscillation in 

phrenic nerve activity. Japan. J. Pharmacol. 39 
(suppl.) : 69 p (1985) 

2. 循環調節の中枢性統御神経機構の生理・薬理

に関する研究

1)福原武彦，木村直史，加藤総夫，高野一夫，藤崎康人：

高血圧自然発症ラット (SHR)の交感神経活動に及ぼ

すtaurineの影響含硫アミノ酸． 8(2): 323-328 

(1985) 

2)福原武彦，木村直史，高野一夫，蜂谷芳弘： ESTCE-

64-d)の呼吸，循環機能および中枢神経系に及ぽす影

響．慈恵医大誌． 100(6): 1207-1214 (1985) 

3. 筋シストロフィー症冶療薬 (E-64)の開発に

関する研究

1)福原武彦，木村直史，高野 Jこ．蜂谷芳弘： E-64類

縁体 CE-64-c)の諸種摘出臓器標本に及ぽす影響．慈

恵医大誌． 100(6l : 1215-1222 (1985) 

2)福原武彦，木村1l'i：史，高野Jふ加藤総夫，中川辰郎，

山田順子： E-64類縁体 (EST)の諸種摘出臓器標本に

及ぽす影響．慈恵医人孟も． 100(6):1223-1231 (1985) 

3)福原武彦，木村伯史，高野 Jこ，加藤総夫，中川辰郎，

山田順子： ESTCE-64-d)の筋ジストロフィーハムス

ター (UM-X7.1系）の心電図に及ぼす影響．慈恵医大

iも． 100(6): 1233-1240 (1985) 

4)福原武彦： ESTの一般薬理作用一筋シストロ

フィーハムスクーの心電図に及ぽす影響を中心とし

て．昭和59年度厚生省新薬開発事業研究報告書「微生

物の二次代謝産物に由来する難病治療薬 (E-64)の開

発研究」． 37-47(1985) 

II. 総説

thetic nerve activity of rabbits. Symposium on 

Brain and Blood Pressure Control. October. 

Tokyo. 

3) Kato, F., Kimura, N., Takano, K. and Hukuhara. 

T., Jr.: Quantitative spectral analysis of high fre-

quency oscillations in neural activities with respira-

tory modulation. Ninth Annual Meeting of the 

Japan Neuroscience Society. December. Tokyo. 

4)中川辰郎，高野一夫，山田順子，木村直史，加藤総夫，

福原武彦：横隔神経高頻度同期波と機能的連関を有す

る脳幹部呼吸性ニューロン活動に及ぼす thiamyla]の

影響．第 72回日本薬理学会関東部会． 6月．東京．（日

本薬理学雑誌． 87(3): 9 P (1986)〕

5)加藤総夫，木村直史，高野一夫，福原武彦：呼吸リズ

ムを持つ神経活動に見いだされる高頻度同期波の機能

的役割ーその定量的スペクトル解析．第219回生理学

東京談話会． 6月．東京．〔日本生理学雑誌． 47(10): 

688-689 (1985)〕

6)高野一夫，福原武彦，木村直史，加藤総夫，中川辰郎，

山田順子：呼吸の中枢性調節神経機構に及ぼすtaur-

ineの影響．第8回含硫アミノ酸研究会・ンンポ、ンウム．

8月．大津．

7)木村直史，福原武彦，高野一夫，加藤総夫，中川辰郎，

山田順子：循環の中枢性調節神経機構に及ぽす tau-

rineの影響第8回含硫アミノ酸研究会シンポジウム．

8月．大津．

8)加藤総夫，木村直史，高野一夫，福原武彦：呼吸リス

ムと高頻度同期波 (highfrequency oscillation)． 第

13回自律神経生理研究会． 10月．東京．

9)木村直史，加藤総夫，高野一夫，蜂谷芳弘，福原武彦：

交感神経活動中の心拍性リズムの発現に関与する圧受

容器反射の中枢内神経機序．第 102回成医会総会． 10

月．東京．〔慈恵医大誌． 100(6): 1030 (1985)〕

10)加藤総夫，木村直史，高野一夫，福原武彦：呼吸リズ

ムを発現する遠心性神経活動における高頻度同期波の

機能的意義．第6回呼吸調節研究会． 10月．東京．
l)福原武彦： J-レセプター．呼吸．5(1): 25-31 (1986) 11)山田順子，高野一夫，中川辰郎，木村匝史，加藤総夫，

2)福原武彦，風祭 元，中西孝雄，大友英一，高倉公明： 福原武彦：横隔神経高頻度同期波に及ぽす morphine

神経系治療薬の副作用一覧． CLINICAL NEURO- の影響．第 73回日本薬理学会関東部会． 10月．東京．

SCIENCE. 3(2): 100-112 (1985) 〔日本薬理学雑誌 87(6): 71 P-72 PC1986)〕

12)児玉 実，遠藤朝彦，本多芳男，福原武彦：音剌激に

III. 学会発表 ょる家兎の反回神経反射電位．第 37回日本気管食道科

1) Hukuhara, T., Jr.: Functional organization of 学会． 11月．福岡

brain stem reticular neurons in relation to the 13)木村直史，加藤総夫，高野一夫，福原武彦：呼吸運動

central cardiovascular control mechanisms in the に関与する神経活動に発現する扁頻度同期波．第32回

cat. Symposium on Brain and Blood Pressure 閉塞性肺疾患研究会． 1月．東京．

Control. October. Tokyo. 14)福原武彦，木村直史，高野一夫，加藤総夫，藤崎康人：

2) Kimura, N., Kato. F., Takano, K. and Hukuhara, ESTの般薬理作用ーウサギ横隔神経高頻度同期波

T., Jr.: Spectral analysis of cardiac-related sympa- 筋ジストロフィーハムスターの心電図および摘出臓器
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標本に及ぽす影響．第 8回E-64開発研究班会議． 2月．

東京．

15)福原武彦：呼吸リズム形成機構の局在をめぐる研究

の歴史と現状．昭和60年度文部省科学研究費補助金総

合研究（A) 島村班班会議． リズム運動の発現機序と

それらの統御機能の総合的研究． 1月．東京．

IV.著書

l)福原武彦：消化管運動の薬理， A,中枢性薬剤の項分

担執筆．三好秋馬，伊藤 漸編集：消化管運動機能調節

剤一基礎と臨床．医薬ジャーナル社． 144-164(1985) 

第 1• 第 2 病理学

教授：石川栄世 人体病理学，特に外科病理

学

教授：藍沢茂雄 人体病理学，特に腎・泌尿・

生殖器の病理

教授：田中 貢， 人体病理学，特に肝の病

理•免疫組織化学

助教授：真柄直郎 人体病理学，特に血液学

講師：柿本伸一 人体病理学，特に軟部腫瘍

とリンパ網内系の病理

講師：古里征国 人体病理学，電顕を使用し

講師：下田忠和

講師：徳田忠昭

講師：河上牧夫

講師：山口 裕

研究概要

た細胞病理学・泌尿生殖器

系の病理

人体病理学，特に軟部腫瘍

および胃腸系の病理

人体病理学，特に肝の病理

人体病理学，特に肝の病理

人体病理学，特に腎・泌尿

器の病理

I. 糸球体腎炎に関する研究

糸球体の球状硬化に至る糸球体病変として，半月

体，癒着および分節状変化などがあるが，糸球体上

皮細胞の障害がこの病変の成因に関係すると思われ

る。腎生検材料の光顕的観察で多数の硝子滴を含む

上皮細胞を見ることがあり，その細胞を中心に電顕

的に検索した。上皮細胞は高度に腫大し， フィフリ

ソを含む空胞形成が目立ち，基底膜からの部分的な

倒離を認めた。同部基底膜は変性融解し断裂を伴い，

内皮側にメサソギウム介入を高率に認めた。血管腔

内にはフィブリン析出，血栓形成および遊走細胞浸

潤がある。凝固能充進やメディエーターに伴う基底

膜障害と透過性冗進に上皮細胞障害が加わってこの

病変が形成されると思われる。

糸球体病変の微小循環動態は不明であるが糸球体

病変形成に傍糸球体装置 (JGA)が関与していると

思われる。 49例を対象にJGAの電顕的観察を行っ

た。 MCNSの他にlgA腎炎やMGLにJGA過形成

が見られ，全身的影響なしにJGAが賦活される可

能性がある。血尿を主とする MGLは顆粒を含むJG

細胞が目立ち，maculadensa基底膜や輸出入動脈壁

に沈着物があり，血行動態の異常を示すと思われる。

糸球体への血流減少とともにJGAも萎縮する。
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II. 泌尿生殖器疾患に関する研究

腎癌（下部尿細管起源の腎細胞癌）：肉眼的または

組織学的に遠位尿細管起源が疑われる症例と無作為

に選んだ症例，計 34例について各種レクチン，モノ

クローナル抗体を用いて，その起源を検索した。

SBA, PN A, LT A, Tamm-Horsfall蛋白，サイトケ

ラチンがマーカーとして有用であり， 34例中 7例

（移行上皮への分化を示したもの 5例中 4例，髄質に

限局し，乳頭状発育を一部でも呈した 4例中 3例）

が，下部尿細管起源と考えられた。

前立腺の病理：過去数年来収集してきた剖検例前

立腺が約 350例に達したので，現在前立腺潜伏癌お

よび前癌状態ともいえる atypicalhyperplasiaにつ

いての総集計を行っている。その結果① atypical

hyperplasiaはt替伏癌に約 10年先行して発現して

おり，その頻度は潜伏癌の頻度の上昇と共に上昇す

る傾向を有する。②潜伏癌周囲の atypicalhyper-

plasiaの出現頻度は非癌症例に比べて著明に高い。

③ atypical hyperplasiaにおける細胞学的諸特性

は癌のそれと区別できかねる。等が判明した。これ

らの結果（ま第 14回国際癌学会シンボシウムで報告

される予定である。

III. 軟部腫瘍に関する研究

乳癌根治手術後， 21年1Jに発生したリンパ管肉腫

の光顕，酵素ならびに免疫組織化学，電顕的検討を

加えた。その結果，他の軟部に発生した血管肉腫に

全く同じであることを報告した。

IV. 消化管に関する研究

胃癌の発生：従来から，微小胃癌の完全連続切片

により癌の立体構築を行い，癌の発生が胃固有腺管，

腸上皮化生腺管の増殖帯であることを明らかにして

きた。本年度は癌発生腺管の周囲にもこれらと類似

した増殖帯の拡大，ルーフ゜状腺管形成（腺管の異常

分岐と吻合による）が見られることを報告し， さら

にこの現象（ま胃固有腺管の萎縮，腸上皮化生に伴う

異常分化の結果で，非浸潤性の腺管内癌増殖と考え

られた。このような状態を経て癌は間質内に浸潤す

ると思われ， ヒト胃癌でも実験的に報告されている

癌発生から浸潤に至る経過とほぼ同様であった。

進行胃癌の成り立ち：従来の研究結果も含めて進

行胃癌 Bor2. Bor 3型はUL-20mm以下陥凹型早

期癌より発育進展することを報告した。それゆえに

臨床的に微小，小胃癌の発見が重要である。また潰

瘍型の Ile（特に未分化癌）の中に比較的長期間で，

進行型胃癌に発育するものがあることが推測され

た。

大腸癌の組織発生：大腸早期癌の発育形態は粘膜

内隆起性発育を示した PG(+)と，粘膜内増生がほ

とんどみられず粘膜下層に浸潤増殖し中央が潰楊化

した PG(-）に分けられた。 PG(＋）は病巣が大き

く，かつ腺腫を伴う (adenoma-cancersequence)も

のが90%を占めていた。またそれらの smへの浸潤

ぱ 20mm以上でみられるが，その頻度は低かった。

これに対し PG(-）は 9.8mmの病巣でありながら

smに結節性浸潤をし，かつ粘膜内癌は陥凹の辺縁

にみられるのみで，腺腫は全くみられなかった。こ

のように PG(＋)と PG(-)は本質的に異なる病変

で， PG(-）は denova ca.の可能性が極めて裔い癌

であると考えられた。このような観点より進行癌を

観察すると大腸癌の 80%はdenova ca.であり早

期癌て多い腺腫由来の癌は進行癌では極めて少ない

と考えられた。

V. 肝に関する研究

肝線維症について：肝線維症の進展に重要な役割

を演じている伊東細胞の線維芽細胞様細胞への転化

および機能充進に働く因子について，当教室では昨

年来特に網内系細胞との相互関係を重視検討してき

た。現在，組織化学的検討より，肝細胞壊死に続く

M¢ の活性化さらに活性型Th細胞の増加，それに

平行した伊東細胞の増加と y-GTP活性の増強およ

ひ細網線維の増加など M¢ やリンパ球由来の化学

物質が伊東細胞の剌激，増殖に関与している可能性

の高いことを示唆する結果を得ている。

骨髄移植について： BMTに伴う GVHDの一つ

として起こる肝内胆管障害の発生機序に関し，細胞

性免疫機構，免疫複合体， CMV感染などとの関係を

検討してきたが，現在，決定的な証拠を得るに至っ

ていない。しかし，障害の最も頻発する次序の胆管

上皮細胞内への C3の出現，また，正常では認められ

ない HLA-DR抗原の出現などは，活性化補体や

MHC拘束に関連した細胞障害を否定し得ず，現在

研究を進めている。

VI. リンパ網内系組織に関する研究

木村病について：木村病に特徴的な炎症性肉芽病

巣ならびにリンパ濾胞様構造についてモノクローナ

ル抗体を用いて免疫組織化学的に検討した。 TBリ

ンパ球および胚中心細網細胞(DRC)の動態から，リ

ンパ濾胞様構造の形成過程を追究し，木村病におい

ては一次リンバ濾胞を経ずに胚中心の形成さらに暗
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殻様構造の形成へと進展することがうかがわれた。

完成したリンパi應胞様構造は，胚中心の DRCの増

加， IgEの網状様性像の他はリンパ節の二次随胞と

同様の細胞構成を示した。

悪性リンパ腫について：生検および解剖例につい

て，モノクローナル抗体をもちい T.Bリンパ球およ

びその subsetを同定し，腫瘍細胞の形態的ならびに

生物学的特徴を把え治療および予後との関係を検討

している。一方，境界病変である IBL様T細胞リン

パ腫について免疫組織化学的に検討し， リンバ球の

増殖だけでなく血管とともに問葉系細網細胞の増生

が起こることを研究会において報告した。

VII. 薬剤投与による組織変化

薬剤過敏性間質性腎炎に関する研究 第1報；臨

床病理学的研究：抗生剤ならびに非ステロイド系抗

炎症薬投与中に急性腎不全を呈し，その後腎生検に

より組織像が確認された 8症例を対象として，それ

を臨床病理学的に検索することにより，その発生機

序ならびに形態像の特異性につき検討した。起因薬

剤としては Penicillin系3例 CAM-PC, AB-PC), 

Cephem系3例 (CEZ,CCL, Cephamycin)，非ステ

ロイド系抗炎症薬 2例（フェナム酸， Indometh-

acin + Aspirin)で，そのうち 5例はリンパ球刺激試
験によりその薬剤感作特異性が証朋された。臨床的

には先行感染に対して薬剤投与が 2-9日で，発熱，発

疹，下痢とその後の乏尿で発症し， 4症例に高 lgE血

症，好酸性増多症， 3症例に肝障害， 1症例に血小板

減少がみられた。治療として透析とステロイド療法

の後， 7例は軽快， 1例は腎機能不全に陥った。形態

学的には間質でリンパ球，形質細胞，好酸球，肥肝

細胞浸潤がび漫性に目立ち，また尿細管では上皮障

害が見られたが，特に核の変性，異型，基底膜の不

鮮明化ならびにそれに接する炎性細胞浸襴

(Tubulitis)が目立った。免疫組織化学的には，肥肝

細胞細胞膜，一部の形質細胞に lgE陽性所見が見ら

れたが，尿細管基底膜には免疫グロプリン，補体の

沈着はなかった。電顕的には尿細管基底膜の浮腫が

主体で沈着物はなかった。以上薬剤過敏性間質性腎

炎の形態像は，尿細管ならびに間質の双方の場合に

おいて，好酸球，肥肝細胞の浸潤を含むひ漫性炎症

性細胞浸潤があり，いわゆる尿細管炎CTubulitis)と

して特徴的であるが，腎生検の時期によりその特徴

を欠く場合があり，その診断には臨床経過や検査所

見が参考になった。

VIII. 循環器系病変に関する研究

超微形態レベルでの細胞病理，微小循環病理：肉
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芽や毛細血管増生を伴うリンパ節病変を中心にして

血管新生と病変との関連を，血管と周辺変化との

interfaceを設定することにより電顕連切を使用し

て追求中。

大動脈硬化発現の形態的基盤に関する研究：近年

の大動脈硬化症の研究は脂質代謝を中軸とする成因

論が主で，構造面からの近接はほとんど忘却された

感がある。本研究は大動脈の形態極性の加齢推移を

描出し，硬化という shift現象の構造的意味の究明

を目指す。 1.大動脈は加齢と共に拡張するが加齢

と共に加速度を減ずる。腹部は中枢側の 1/2の加速

度でかつ減弱も早い。 2.末梢に辿るにつれ内膜の

年輪的多層化現象を余儀なくされる。これは縦走・

横走の織り成す樹状myointimalcellの重積筋細胞

化と共役する。 3.中膜中層は加齢と共にcellular-

ityを減衰させるのみならず輪状成分が著減する。こ

の動向に呼応して細胞方向のランドマイズされてい

た中膜深層に輪状成分が増大し始める。これは過伸

展中膜の固有機能を代行する内膜の擬装的改築にほ

かならないが， この過程を中絶させる諸要因はすべ

てその後の多様な spectrumを示す硬化発生展開へ

と誘う。

心刺激伝導系の血管構築的研究：調律発生の特殊

構造の発現を系統発生の上より考察すると，興桁—伝

導—収縮能を同時に具備する心筋細胞がより強力な

収縮能を獲得していく反面，自律興桁能を喪失して

いく歴史を窺い知ることができる。こうした新心筋

の拡大により旧心筋は心発生の原点である Sinus

coronarius域に限定されることになる。血管構築の

上でも心剌激伝導路は旧血管の領域に限定される。

のみならず， とくに房室結節では心室中隔の強力な

発達により側流と化した結節固有動脈では他の領城

に比し血管硬化が進みやすい。ーロに刺激伝導路と

いっても興布発生をつかさどる‘i伺房結節と到達興柄

を制御的に心室に伝える房室結節では構造的意味も

異なる。前者がneuro-fibromuscularな組み上げを

示す pacemaker cellの集合であるのに対し，後者

は伝導筋線維の nodularnetworkである。次いで諸

種の調律異常の形態学的追究を始めている。

川崎病の本態に関する研究：日本心臓財団の川崎

病究明委員会での班研究で蒐集された 48例の川崎

病剖検例の検討を通じ原因不明の本疾患の病理形態

学的側面が次のように把えられた。

1. 川崎病は全身諸臓器，組織の毛細管流床にお

ける急性非化膿性滲出現象で，原則として可逆性，か

つ場復元性である。

2. 血管病変の分布は四肢中枢端，諸臓器内部と



いう地理的共通域に限局され， このことはこの部の

組織液の遅滞，集約状況と不可分の関係にある。

3. 血管病変の形態発生は外膜周囲結合織におけ

る惨出現象から力学的骨格を成す中膜平滑筋の離開

を主軸とするが多彩な血管炎は壁離開に続発する一

連の炎性肉芽性反応で他の特異性血管炎とは種質を

異にする。

4. 母体免疫離脱期に死亡例が集積している状況

から，本症は何らかの感染に付随する起炎体放出と

深く関連していることが示唆される。

IX. 甲状腺に関する研究

炎症，過および低形成病変，通常の良悪性腫瘍 120

例について種々の抗甲状腺ホルモン抗体を用いた免

疫組織学的，また酵素組織化学的方法によりその甚

本的な病的動態の把握を試みた。また抗TG抗体の

腫瘍性マーカーとしての有用性も判明した。光顕的

に鑑別が困難な甲状腺原発悪性リ‘ノパ腫，未分化癌，

髄様癌40例について同様の検討とその予後追跡調

杏を行った。 15例が悪性リンパ腫と判定され，一部

の例を除きその予後は良好であった。小細胞性未分

化癌の症例は無くその亜型存在そのものに疑問が

残った。多内分泌腺腫瘍症 4例について電顕的観察，

家系調査を行い神経内分泌腫瘍としての位置付けと

発生について検索し，前駆病変として甲状腺c細胞
の過形成の存在が注目された。現在，いわゆる進行

癌に関して剖検例 20例を用い，臨床病理学的に検討

し組織学的予後不良因子を追及している。

X. 剖検材料の電算化情報

日本の剖検症例の記録をまとめた日本病理剖検輯

報は 1974年以降電算化されている。そのデータを用

いた剖検統計を行っているが，特に膠原病について

副病変との関連について詳細な検討を行っている。

本年度は結節性動脈周囲炎についての情報解析を

行った。難病の疫学調壺研究班病理疫学分科会長浦

野順文教授は癌の疫学に関して特に多数の論文を発

表されている。

研究業績

I. 原著論文

1. 糸球体腎炎に関する研究

l)山口裕，猪股出，宮崎寛，城謙輔，大越英毅，

藍沢茂雄：腎糸球体上皮細胞の massivehyaline dro-

plets形成に関する電顕的観察．日病会誌． 74:417 

(1985) 

2)山口 裕，金井達也，藍沢茂雄：傍糸球体装置と糸球

体変化との関係． 日腎誌． 28(5):661-662 (1986) 

3)浜口欣ー，柏原英彦（国立佐倉病院外科）：腎移植と

IgA腎炎．厚生省特別研究一正常組織に含まれる疾患

発現物質の精製とその臨床応用ー．昭和59年度研究報

告書（主任研究者柴田整ー）．（1985)

4)浜口欣ー，柏原英彦＊，大森耕一郎＊，横山建郎＊，永

田松夫＊，酒巻建夫＊（＊国立佐倉病院外科） ：移植腎の形

態変化．特に慢性拒絶反応を中心として．日病会誌．74:

409 (1985) 

5)磯田和雄＊，宍戸英雄＊，中沢了ー＊，舘野純生＊，浜ロ

欣ー（＊国立佐倉病院内科）： Nail-patella症候群を基

礎疾患とする Nephrose症候群の 1例一骨病変を欠き

爪形成異常，腎病理組織像を特徴とする症例ー． 日腎

t志． 27(4):409-417 (1985) 
6)中沢了一＊，鈴木誠＊，渡辺幹夫＊，舘野純生＊，比留

問潔＊，磯田和雄＊，宍戸英雄＊，浜口欣ー，安藤 研＊，

渡辺義博＊，吉田豊彦＊（＊国立佐倉病院内科）： Ironin-

duced osteomalaciaおよびアミロイドーシスの合併

をみた長期透析例． 日腎誌． 2702): 1638 (1985) 

7)浜口欣ー，中沢了ー＊，宍戸英雄＊，鈴木 誠＊，渡辺

幹夫＊，舘野純生＊，磯田和雄＊，比留間潔＊，尾田芳隆＊，

川村哲也（＊国立佐倉病院内科）：サルコイドーシスを

原疾患とした透析歴3年の一剖検例．日腎誌． 2702): 

1639 (1985) 

2. 泌尿生殖器疾患に関する研究

l)和田鉄郎，大石幸彦，田代和也，町田豊平，古里征国，

松本 出，徳田忠昭，藍沢茂雄： 1980年代の日本人剖

検前立腺の観察．臨床泌尿器科． 39(12): 1009-1012 

0985) 

2)田代和也，近藤直弥，和田鉄郎，町田豊平，古里征国，

城 謙輔，藍沢茂雄：非特異性肉芽腫性前立腺炎の免

疫組織化学的検討．日泌尿会誌．77(4):642-6450986) 

3) Toma, H.*, Yamashita, N.*, Nakazawa, H.* and 

Yamaguchi, Y. (*Tokyo Women's Med. College): 

Transitional cell carcinoma with osteoid meta-

plasia. Urology. 27(2): 174-176 (1986) 

4)鈴木正章：小さな腎癌（直径30mm以下）の臨床病

理学的検討．慈恵医大誌． 100:815-832 0985) 

5)仲田浄治郎，高坂哲，小野寺昭一，大越英毅，城謙

輔：原発性男子尿道癌の 1例．厚木病院医誌． 6:51-

54 (1985) 

3. 軟部腫瘍に関する研究

1) Mukai, M.*, Torikata, C.*, Iri, H.*, Hanaoka, 

H.*, Kawai, T.（防衛医大病理）， Yakumaru, K.*, 

Shimoda, T., Mikata, A.* and Kageyama, K.*（＊慶

大医病理： Cellulardifferentiation of epithelioid sar-

coma. An electron-microscopic, enzyme-

histochemical and immunohistochemical study. 

Am. ]. Pathol. 119: 44-56 (1985) 
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2) Matsunou, H., Shimada. T., Kakimoto, S., Yama-

shita, H., Ishikawa, E. and Mukai, M.（炭大医病理） ： 

Histopathologic and immunohistochemical study of 

malignant tumors of peripheral nerve sheath 

(malignant schwannoma). Cancer. 56: 2269-2279 

(1985) 

3)内田満，丸毛英二，下田忠和，石川栄世：

Dupuytren拘縮の経験・術後成績と病理組織像の比較

検討． 日本手の外科学会雑誌． 2:212-215 (1985) 

4) Mukai, M.•, Torikata, C.•, lri, H.•, Morikawa, 

Y.••, Shimizu, K.**, Shimoda, T., Nukina, H.…, 
!hara, Y.••• and Kageyama, K.* （濃大医病理

*＊国立小児病理．＊＊＊東大脳研） ：Expression of 

neurofilament triplet proteins in human neural 

tumors. An Immunohistochemical Study of Par-

aganglioma, Ganglioneuroma, Ganglioneuroblas-

toma, and Neuroblastoma. Am. J. Pathol. 122: 
28-35 (1986) 

4. 消化管に関するもの

1)下田忠和：早期胃癌の肉眼所見と内視鏡ー特に微

小，小胃癌の肉眼的特徴ー． GastroenterologicalEn-

doscopy. 27: 2556-2559 0985) 

2)下田忠和，鄭 鳳絃，山中貴世，石川栄世，田上昭観＊，

日高明義＊，（＊鹿児島医療生協市民病院内科）：胃癌発

生母地としての慢性胃炎の意義． Ther.Res. 4 : 534-

544 (1986) 

3) lwafuchi, M. •, Watanabe, H. • and Ishihara, H. •, 

Shimoda, T., Iwashita, A.（松山日赤病理） andIto, 

s.•. （＊新潟大医病理） ：Peptide YY immunoreactive 

cells in gastrointestinal carcinoids. Immunohisto-

chemical and ultrastructural studies of 60 tumors. 

Hum. Pathol. 17: 291-296 (1986) 

5. 肝に関する研究

l)田中 貢：ヒト障害肝の酵素組織化学．肝胆膵． 11:

881-888 (1985) 

2) Tanaka, M. : Pathology of human liver fibrosis. 

Exp. Path. 28: 136-137 0985) 

3)田中貢，海原純子，石川栄世，吉川敏＊，佐尾

浩＊，宇野 裕＊（＊名古屋第一日赤）：骨髄移植例にみる

肝内胆管傷害の病理．移植． 21: 78 0986) 

6. リンパ網内系組織に関する研究

1)福永真治，小坂井守（帝京大医病理），山口 裕，高

木敬三，柿本伸一，藍沢茂雄，石川栄世：甲状腺悪性リ

ンパ腫 14例の臨床病理学的検討．日網会誌． 25:

87 (1985) 

7. 循環器系病変に関する研究

1) Furusato, M., Shimoda, T., Yokota, K., Joh, K., 

Miyazaki, H., Inomata, I., Takaki, K., Aizawa, S. 

and Ishikawa, E.: Angiogenesis of Juvenile Heman-

gioma. Microcirculation Annual 1985. Excerpta 

Medica. 101-106 0985) 

2) Yokota, K., Saito, N., Isogai, Y.. Abe, M., Fur-

usato, M., Ishikawa, E. and Yokoyama, Y.: Scan-

ning Electron Microscopic Observation of Diabetic 

Microangiopathy in Human Diabetic Heart. Mi-

crocirculation Annual 1985. Excerpta Medica. 309-

318 (1985) 

8. 薬剤投与による組織変化

1)藍沢茂雄，古里征国，城謙輔，宮原 正，石本二三

男，柴崎敏昭，前川喜平，臼井信男太原博史，村松康

男小林昭夫，渡辺直煕：薬剤による腎障害の臨床病理

学的ならびに実験的研究．昭和58年度・昭和59年度学

内共同研究．研究成果報告書．（1985)

2)宮原 正，石本二三男，柴崎敏昭，村井誠三，児玉和

也，五味秀穂，青木みなみ，松田弘之，城 謙輔，藍沢

茂雄，渡辺直煕： Cephalothinによる薬剤過敏性間質

性腎炎の実験モデル．厚生省特定疾患一進冒行性腎障害

調査研究班ー．昭和60年度研究業績集．256-261(1985)

9. 剖検材料の電算化情報に関する研究

1)藍沢茂雄，菊地 泰，浦野順文（東大病理），馬場謙

介（産業医大病理）：剖検輯報による結節性動脈周囲炎

の検索．厚生省特定疾患，難病の疫学調査研究班．昭和

60年度研究業績報告書． 195-・201(1986) 

2)浦野順文＊，大森裕子＊，田中文彦＊（＊東大病理），福

島 徹（神戸大），藍沢茂雄，馬場謙介（産業医大病理）：

ベーチェット病とパッド・キアリ症候群．厚生省特定疾

患難病の疫学調査研究班．昭和60年度研究業績報告

書． 191-194(1986) 

3)馬場謙介（産業医大病理），田久浩志（産業医大振動

室），藍沢茂雄，浦野順文（東大病理）：日本病理剖検輯

報統計用データベースの統合ーデータ形式の統一ー．

厚生省特定疾患，難病の疫学調査研究班．昭和60年度

研究業績報告書． 203-207(1986) 

4)浦野順文（東大病理），福島 徹（神戸大），藍沢茂雄

他：乳腺への転移，乳癌からの転移．癌の臨床（別冊），

乳癌の臨床． II: 205-223 (1986) 

5)浦野順文（東大病理），福島 徹（神戸大），藍沢茂雄

他：剖検から見た癌の転移． Oncologia.15: 46-71 

0985) 

6)青木国雄（名古屋大医），藍沢茂雄他：厚生省特定疾

患調査研究班共同による難病の全国疫学調査．厚生省

特定疾患，難病の疫学調査研究班．昭和59年度研究業

績報告書． 9-22(1985) 

10. その他

l)羽野 寛：特発性血小板減少性紫斑病牌の組織学的

再検討． 日網会誌． 25: 51-57 (1985) 

2) Iriyama, K., Iwamoto, T., Yoshiura, M., Suzuki, 

M. and Aizawa, S. : Regional Distribution of Cate-
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cholamines and Uric Acid in Pheochromocytoma. 

Jikeikai Med. J. 33: 131-147 (1986) 

3)貴島政邑，久保宏隆，柳沢 暁，長尾房大，多田信平，

酒田昭彦：食道艇で発症した気管支癌と思われる 1

例．慈恵医大誌． 101(1) : 115-122 (1986) 

4) Sano. T.•, Saito, H.*, Yamasaki, R.*, Hamaguchi, 

K., Ohiwa, T. (Sakura National Hospital), 

Shimoda, T., Hosoi, E.*, Saito, S.* and Hizawa, K.* 

(*Dpept. of Pathol. Tokushima Univ.) : lmmunor-

eactive somatostatine and calcitonin in pulmonary 

neuroendocrine tumor. Cancer. 57 : 64-68 (1986) 

5)中沢了ー＊，宍戸英雄＊，浜口欣ー，横山健郎＊，吉田

豊彦＊，福田芳生＊ （＊国立佐倉病院内科） ：ビタミン D

抵抗性骨病変．臨床透析． 1(9):1259-1265 (1985) 

6)松浦知和，仲田浄治郎，城 謙輔，大越英毅他：コル

チゾール産生副腎腫瘍の培養とその超微形態に関する

研究．厚木病院医誌． 6:1-4 0985) 

7)松浦知和，佐藤醇，田渋公一，城謙輔，大越英毅

他：高 hCG血症を示した肺原発大細胞癌の 1例．厚木

病院医誌． 6:37-43 (1985) 

III. 学会発表

1． 糸球体腎炎に関する研究

1)中沢了一＊，鈴木 誠＊，渡辺幹夫＊．舘野純生＊，比留

間潔＊．磯田和雄＊，宍戸英雄＊（＊国立佐倉病院内科），浜

口欣ー：透析療法を要した微小変化ネフローゼ症候群

3例．第 15回日本腎臓学会東部部会． 5月．福島．〔日

腎誌． 27(12) : 1670 (1985)〕

2)舘野純生＊，比留間潔＊，渡辺幹夫＊，鈴木 誠＊，中沢

了ー＊，磯田和雄＊，宍戸英雄＊（＊国立佐倉病院内科），浜

ロ欣ー：膜性腎症と間質性腎炎を伴うサルコイドーシ

スの 1例．第 15回日本腎臓学会東部部会． 5月．福島．

〔日腎誌． 2702): 1680 (1985)〕

3)猪股出，松本出，菊地泰，大越英毅，藍沢茂雄：

pap法における non-specificreactionについて．第28

回日本腎臓学会総会． 10月．東京．〔日腎誌． 28(5): 

648 (1986)〕

2. 泌尿生殖器疾患に関する研究

l)鈴木正章，菊地 泰，古里征国，藍沢茂雄：直径30

mm以下の腎癌の臨床病理学的検討．第74回日本病理

学会総会， 4月，東京．

2) Aizawa, S.: Human renal cell carcinoma of 

lower nephron origin_ International Symposium 

and ・Histopathology Seminar on the Urinary Sys-

tem of Laboratory Animals. March. Nara. 

3)磯西成治，安田 充，中村豊，木村英三，落合和穂，

吉岡ヲ伊．乾裕昭，森本征，寺島芳輝，蜂屋祥ー，

古里征国：ヌードマウス移植ヒト卵巣癌の実験化学療

法．第44回日本癌学会総会． 10月．東京．

3. 軟部腫瘍に関する研究

l)関口守正＊，城子康子＊（＊東大医科研外科），下田忠和：

骨原発ヒト悪性線維性組織球腫由来培養細胞株

NATOの樹立とその性状．第44回日本癌学会総会． 10

月．東京．〔日本癌学会総会記事． 2460985)〕

2)下田忠和，福永真治，山口 裕他： Postmasteotomy

Lymphangiosarcomaの1例．第44回日本癌学会総

会． 10月．東京．〔日本癌学会総会記事． 492(1985)〕

4. 消化管に関する研究

1)池上雅博，石田秀世，下田忠和，石川栄世：大腸早期

癌の病理学的検討．第74回日本病理学会総会． 4月．東

京．〔日病会誌． 74 : 339 (1985)〕

2)鄭 鳳絃，下田忠和，池上雅博，石川栄世： 20mm以

下の陥凹型胃癌の臨床病理学的検討．第74回日本病理

学会総会． 4月．東京．〔日病会誌． 74:333 (1985)〕

3)鄭 鳳絃，下田忠和： 20mm以下癌の検討一特に進

行癌との関連性より一．第71回日本消化器病学会総

会． 5月．札幌．

4)栗山一彦，下田忠和：十二指腸潰瘍における胃粘膜

G—細胞の動態第 71 回日本消化器病学会総会． 5 月．札

幌．

5)早川尚男（早胃検内科），下田忠和： （消化器癌の初期

病変に関する・ンソボジウム）進行胃癌の初期病変につ

いて．第30回日本内視鏡学会総会． 10月．松江．

6)池上雅博下田忠和，鄭鳳鉱，石川栄世：大腸癌の

組織発生ー特に denova病変より進行癌ヘ一．第44

回日本癌学会総会． 10月．東京．〔日本癌学会総会記事．

391 (1985)〕

7)石原法子＊，渡辺英伸＊，岩渕三哉＊（＊新潟大医病理），

下田忠和：セロトニソ産生ヒト直腸内分泌細胞癌由来

細胞株の樹立とその性状．第44回日本癌学会総会． 10

月．東京．〔日本癌学会総会記事． 186(1985)〕

5. 肝に関する研究

1)田中貢，海原純子，高崎捷石川栄世，宮崎寛：

肝線維化領域に分布するリンパ球サプセットの免疫組

織化学的検討．第74回日本病理学会総会． 4月．東京．

2)田中貢，海原純子，石川栄世，吉川敏＊，佐尾

浩＊，宇野 裕＊（＊名古屋第一日赤） ： （ワークショップ）

各種臓器組織と GVHD一骨髄移植例にみる肝内胆管

傷害の病理．第8回日本骨髄移植研究会． 8月．名古屋．

〔移植． 21:78 (1986)〕

3) Tanaka, M. and Ishikawa, E.: Histochemical 

study on the correlation between fat-storing cells, 

macrophages and lymphocytes in fibrotic lesion 

occurring after fulminant hepatitis. Third Interna・

tional Kupffer Cell Symposium. September. Stras-

bourg (France) 

4)松生恒夫，神尾裕，三上誠，幸野仁，小笠原久

隆井田徹也，永山和男田中照二，堀口正睛，児玉 昭，
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徳田忠昭．真柄直郎：亜急性肝炎経過中に真苗塞栓に

よる心筋梗塞をきたした 1症例．第 57回成医会第三支

部例会． 7月．東京．

5)真柄直郎： （宿題報告）乙＇型肝硬変の三次元的形態

特性 血管構築の復構を中心として一．第 102回成医

会総会． 10月．東京．

6)小野安雄，渋谷清道，曽根原敦子，大内智香子，今西

昭雄，鴫山泰文，鳥海 純，徳田忠昭，真柄直郎：病理

解剖からみた乙＇型肝硬変症の特徴．第 58回成医会第

三支部例会． 12月．東京．

7)真柄直郎．徳田忠昭：乙＇型肝硬変の立体的な血管構

築特性．第58回成医会第三支部例会． 12月．東京．

8)千葉 諭．笹原留美子．河上牧夫，加藤光敏．石川栄

世： SLEに合併した特発性門脈庄冗進症の 1例．第 74

回日本病理学会総会． 4月．東京．

6. 甲状腺に関する研究

l)福永真治．山口 裕．古里征国．柿本伸一．石川栄世，

小坂井守（帝京大医病理）：甲状腺腫瘍の免疫組織化学

的検討．第74回日本病理学会総会． 4月．東京．〔日病

会誌． 74:452 (1985)〕

2)福永真治，小坂井守（帝京大医病理），山口 裕，藍

沢茂雄．石川栄世：甲状腺の小細胞性および未分化悪

性腫瘍の免疫組織化学的検討．第44回日本癌学会総

会． 10月．東京．（日本癌学会総会記事． 339(1985)〕

7. 循環器系病変に関する研究

1)酒田昭彦，千葉諭，松島宏，高木敬三，河上牧夫，

山下 広，石川栄世：川崎病における炎症像の性格づ

けと動脈病変との関連．第 74回日本病理学会総会． 4

月．東京．〔日病会誌． 74:245 (1985)] 

2)高木敬三，千業諭，松島宏，酒田昭彦．河上牧夫，

山下 広，石川栄世：川崎病血管病変発現の基盤をな

す乳幼児血管構成の特異性について．第 74回日本病理

学会総会． 4月．東京．〔日病会誌． 74:244 (1985)] 

3)河上牧夫，千葉 諭，笹原留美子，石川栄世：心刺

3)城謙輔，藍沢茂雄，柴崎敏昭，宮原 正，渡辺直煕：

薬剤過敏性間質性腎炎に関する研究（第2報）一免疫グ

ロブリンクラス別モノクローナル抗体を用いた間質性

腎炎の解析ー．第28回日本腎臓学会総会． 10月．東京．

4)青木みなみ，柴崎敏昭，村井誠三，児玉和也，塚本光

嘉石本二三男，宮原正，城謙輔，藍沢茂雄：若年

健常者に発症したメフェナム酸によると思われる急性

腎不全の 1例．第 15回日本腎臓学会東部部会． 5月．福

島．

5)太原博史，及川 剛，宮川三平，高橋究，村松康男，

臼井信男，前川喜平，城 謙輔，藍沢茂雄，赤司俊二（埼

玉小児医療） ：てんかん患児に合併した腎障害 10例の

臨床病理学的検討．第88回日本小児科学会総会． 7月．

東京．

6) Shibasaki, T., Joh, K., Watanabe, N., Aizawa, S. 

and Miyahara, T.: Drug-Induced Hypersensitivity 

Interstitial Nephritis in Mice. 21th International 

Conference of Antimicrobial Agents and Chemo・

therapy. Sept. Minneapolis. 

7)柴崎敏昭，城 謙輔： （薬剤性腎障害の発生機序に関

するシソポジウム）抗生剤による急性過敏性間質性腎

炎．第28回日本腎臓学会総会． 10月．東京．

8)城 謙輔，古里征国，藍沢茂雄，柴崎敏昭，石本二三

男，宮原 正，渡辺直煕，小林昭夫：薬剤過敏性間質性

腎炎の実験的研究一免疫グロフリソ別モノクローナル

抗体を用いた間質性腎炎の解析ー．第 102回成医会総

会． 10月．東京．

9. 剖検材料の電算化情報

l)浦野順文（東大病理），福島 徹（神戸大），馬場謙介

（産業医大病理），藍沢茂雄： （シンポジウム 病理学的

にみた癌転移）癌の転移一転移モデルの確立とその応

用ー． 日本癌学会シンポジウム． 6月．札幌．

激伝導系とくに房室結節の血管構成．第 74回日本病理 IV. 著 書

学会総会． 4月．東京．

4)河上牧夫，高木敬三，山下広，千葉諭，笹原留美

子，石川栄世：大動脈硬化発現の形態的基盤 非硬化

症例の大動脈壁構造の加齢推移ー．第 17回日本動脈硬

化学会． 6月．仙台．

8. 薬剤投与による組織変化

l)田中寿子，鈴木昭男，高崎 捷，河上牧夫，目黒定安，

倉石安庸：多剤併用療法における薬剤組み合わせの差

に基づく肝障害組織像の差異について．第 74回日本病

理学会総会． 4月．東京．

2)城謙輔，山口 裕．猪股出，藍沢茂雄：薬剤過敏

性問質性腎炎に関する研究（第 1報）一臨床病理学的研

究ー．第 74回日本病理学会総会． 4月．東京．〔日病会

i志． 74:405 (1985)〕

1)古里征国：病理マニュアル（5) 病理学領域におけ

る電顕応用，連続切片法（分担執筆）．日本病理学会編：

医歯薬出版． 83-92(1985) 

2)古里征国：前立腺癌取扱い規約（分担執筆）． 日本病

理学会． 日本泌尿器科学会編：金原出版．（1985)

3)浦野順文，福島 徹，藍沢茂雄他：多重癌の実態と要

因．剖検記録からみた多重癌の過去一世紀の変遷と現

状．生命科学振興会．東京． 122-129(1985) 

4)石川栄世， f!:1中寿子，柿本伸一．高崎 捷，高木敬三：

木村病ー好酸球性リンパ濾胞様構造増生性肉芽腫（分

担執筆）． リンパ節の病理．文光堂． 70-730985) 

5)横田邦信，高木敬三： Microangiographyの面から．

糖尿病ヒト心筋内微小血管構築の変化について（分担

執筆）．糖尿病と心臓障害．医歯薬出版． 67-780985) 
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V. その他 第 1細菌学
l)藍沢茂雄：国際病理アカデミースライドセミナー，

睾丸腫瘍． 11月．東京． 教授：大野典也 腫瘍ウイルス学•免疫学・
2)藍沢茂雄：教育講演一糸球体上皮下沈着物ついて 分子生物学

ー．第4回神奈川腎炎研究会． 9月．横浜． 講 師：長谷川紀子 ハイブリドーマ細胞の抗体

3) Furusato, M.: Invited as an Instructor at 19th 産生条件に関する研究

Annual Course on Genitourinary Pathology, spon-

sored by American Registry of Pathology, Armed 

Forces Institute of Pathology and American 

Urological Association. Washington, D.C. (USA) 

4)中島真人，山口由太郎，坂井春男，中村紀夫，城 謙

輔： Pineocytomaの一治験例．第 18回脳神経外科学

会関東地方会． 5月．東京．

5)森山寛矢部武，梅択祐二，本多芳男，城謙輔：

鼓室の硬化性病変について．第86回日本耳鼻咽喉科学

会総会． 5月．仙台．

6)丹野秀樹＊．佐々 木秀貴＊（＊厚木病院病理），大越英毅，

城謙輔：骨髄生検における Paraformaldehyde-

alcohol (PAL)固定液の有効性．第22回関東甲信臨

床衛生検査学会． 9月．小田原．

研究概要

I. 腫瘍ウイルス学に関する研究

1. ヒト乳癌細胞 DNAから癌遺伝子 (on-

cogene)の分離

ヒト乳癌細胞DNA中の癌遺伝子を分離する目的

でネオマイシ｀ノ耐性遺伝子と乳癌DNAとをコ・ト

ランスフェクション法により形質導入された

NIH3T3細胞のみを選択的に増殖させる。この細胞

をヌードマウス皮下に移植し腫瘍を形成させた。新

生してきた腫瘍細胞から細胞を再び培養系にもどし

DNAを得た。

この DNAを再度形質導入して同様な操作により

第二次トランスホーマント細胞を得た。

ヒト DNAに特有な Alu/Kpn配列を用いてヒト

DNAであることを確認した。

さてこの T47D/DNA第2代トランスホーマント

細胞からの DNAからヒト乳癌の癌遺伝子をクロー

ニングし，これを解析すべく目下検討中である。す

なわちラムダファージ，入gtWESのDNAに

EcoRIで切断した第 2代トランスホーマント細胞

DNAを継いで，大腸菌LE392株でライブラリーを

作製した。これをプラークハイブリダイゼイショソ

法でAlu/Kpnをプローブとして検索した。この結

果200個ほどのプラークを得た。このうちでも特に

有望なもの 6種類を選んで目下，その詳細について

検討中である。

2. ヒト正常乳腺細胞を用いての乳癌遺伝子の解

析方法の開発

従来トランスホーマントを分離して癌遺伝子を分

離する試みは，すべてマウス正常細胞 NIH/3T3細

胞を用いての研究である。

ヒト乳癌の発生機構を研究するうえで， ヒト乳腺

細胞を癌化させる系が確立されればこの方面の研究

の新しい展開が期待される。そこで， ヒト正常乳腺

細胞の培養方法の確立を試みた結果これに成功し

た。

ヒト乳腺細胞への DNAによる形質導入の方法に

ついてカルシウム燐酸法，プロトプラスト法，化学

薬品による方法等各種の方法を試みている。
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3. 組織細胞中でのウイルス・ゲノムとその遺伝

子発現により出現する蛋白質の同一細胞上で

の検出

生命現象を解析するうえで，生化学および分子生

物学さらに遺伝子工学的手法は極めて有効な手段で

ある。しかしこれらの手法では個々の細胞について

その変化を明らかにすることは困難な場合が多い。

そこで insituハイブリダイゼイション法が開発さ

れた。これによりウイルス感染またはそのゲノムが

増強されている細胞のみを組織切片中で検出するこ

とが可能となった。この insituハイブリダイゼイ

ション法を放射性同位元素を用いないで実施する方

法について検討し，多くの実施例を得た。そこで，さ

らにウイルスゲノムの局在のみでなく， この遺伝子

産物である特定の蛋白質の発現状態も同一細胞につ

いて検討可能にする方法の開発に努めている。すな

わち MMTVウイルス・ゲノムと gp52（分子量

52,000の糖蛋白質）に対するモノクローナル抗体に

よって， ゲノムの検出と免疫組織化学的方法とを組

み合わせることによってその目的を達するべく目下

検討中である。

II. 免疫学的研究

1. モノクローナル抗体によるヒト乳癌とマウス

乳癌ウイルスとの共通抗原の解析

マウス乳癌ウイルス (MMTV)のニンベロープ蛋

白の gp52（分子量 52,000の糖蛋白質）と共通抗原性

を有する癌特異抗原がヒト乳癌細胞中に出現してく

ることを我々は報告している。精製ウイルス粒子

(C3HMMTV /Mm5mt/C1)からアフィニティカラ

ム法によって精製した gp52ならびにこの gp52を

さらに糖分解酵素で処理した gp52蛋白部分 (P48)

を抗原としてモノクローナル抗体を得ることに成功

した。

MMTV-P48に対するモノクローナル抗体およ

びgp52に対する抗体を用いて乳癌と病理組織学的

に診断された組織切片について免疫組織化学的方法

による検討の結果， 40症例中 13例32.5%の陽性率

という結果を得た。この陽性率はホルマリン固定，バ

ラフィソ包埋という操作条件下で保存されてきた抗

原の出現率であって実際の生体細胞内での抗原の出

現率を明らかにすることは， この乳癌特異抗原の役

割を知るうえで重要である。そこで外科的手術材料

を可及的速やかにー198゚Cで凍結保存し以下の実験

を試みた。検体 1g~3gをホモジネートし蕪糖密度

勾配超高速遠心法などにより細胞膜分画を分離しこ

れを SDSで可溶化してアクリルアミド・ゲル電気泳

動法を展開した。これを電気的にニトロセルロース

フィルターにブロットしてモノクローナル抗体を作

用させて特異反応のバンドの出現の有無を検討した

結果，検索した症例中免疫組織化学的方法で陰性を

示した 12例全例について分子量約 50,000の部位に

抗原物質のバンドを検出した。このことは生体細胞

内でのこの共通抗原物質の出現率は染色性の結果よ

り遥かに高率であることを示唆するものである。

2. モノクローナル抗体によるインスリンの立体

構造の解析

ヒト・プタ・ウシのインスリンに対するモノクロー

ナル抗体を作成して，インスリン分子の立体構造と

抗原性との問題について第3内科学教室との共同研

究として実施中である。

その結果ヒトとウシのインスリンに強く反応して

ブタ・イ｀ノスリンとは弱く反応しているエピトープ

が得られた。このことは3種のインスリンのアミノ

酸の配列，すなわちインスリンの一次構造の比較で

はヒトとブタは類似していてむしろウシ・インスリ

ンが異なっていることから極めて考えにくい現象で

あった。

そこで 3種のインスリンの立体構造において一次

構造が同一でも異なる部位が存在する可能性を想定

し，現在データーバソクに登録されているプクおよ

びウシ・インスリンの X線解析の結果を利用して，

コンピュークーグラフィックスにより分子モデルを

得て解析した結果数か所に構造上相違点を見いだし

た。

さらにプロインスリンからイ｀ノスリンに変換する

場合の構造変化に対する解析方法の確立をはかるべ

＜努力している。モノクローナル抗体と合成インス

リンペプタイド， NMRによる解析，さらにコン

ピュータによる解析から蛋白質の高次樺造推定の方

法論の確立を目指して研究中である。

3. 成長ホルモンに対するモノクローナル抗体

脳下垂体由来の成長ホルモン産生腫瘍は，現在用

いられているポリクローナル抗体による測定では，

症例によってその血中濃度とその症状とが一致しな

い場合がある。これは腫瘍細胞が常に完全活性のあ

るホルモン分子を分泌しているとは限らないためで

あると考えられる。そこで成長ホルモ‘ノ分子の活性

部位に対する抗体のみを作ることが出来れば，臨床

上有用な測定方法を確立することが可能となる。脳

神経外科学教室との共同研究として，本研究を遂行

中である。
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4. ヒト絨毛癌に対するモノクローナル抗体の作

製

絨毛癌患者の診断と治療において，病巣の局在と

形状とを明確に診断する方法があれば本症の治療成

績はいっそう向上すると考えられる。現在hCGや

hCG-f]に対する抗体を用いる場合は血中ホルモン

との結合が問題である。そこで絨毛癌細胞に特異的

に反応するモノクローナル抗体を作製し，これによ

る生体内の病巣の局在像を得る方法の開発を産婦人

科学教室と共同研究として試み，初期の目的に合っ

たエピトープの作製に成功した。これを用いて 131I 

で標識して， ヌードマウス皮下に移植したヒト絨毛

癌細胞の検出に成功した。

研究業績

I. 原著論文

1) Hayes, D.F., Sekine, H., Ohno, T., Abe, M., Keefe, 

K. and Kufe, D.W.: Use of a Murine Monoclonal 

Antibody for Detection of Circulating Plasma DF3 

Antigen Levels in Breast Cancer Patients. J. Clin. 

Invest. 75 : 1671-1678 (1985) 

2) Sekine, H., Hayes, D.F., Ohno, T., Kristin, A., 

Keefe, K.A., Schaetzl, E., Bast, R.C., Knapp, R. and 

Kufe, D.W. : Circulating DF3 and CA125 Antigen 

Levels in Serum from Patients with Epithelial 

Ovarian Carcinoma. Journal of Clinical Oncology. 

3(10) : 1355-1363 (1985) 

3) Sekine, H., Ohno, T. and Kufe, D.W.: 

Purification and characterization of a high molecu-

lar weight glycoprotein detectable in human milk 

and breast carcinomas. The J oumal of Im-

munology. 135(5) : 3610-3615 0985) 

II. 総説

l)笹月健彦，高木康敬，井川洋二，渡辺武，渡辺格，

大野典也： DNAから出発する医学ー最近の進歩．メ

ディカルウェイ． 2(6):19-50 (1985) 

2)大野典也，吉本 真： 人癌と癌遺伝子 ヒト乳癌

と癌遺伝子．臨床科学． 21(9): 1176-1182 0985) 

3)藤多和信，渡辺 格．大野典也：放射性同位元素を用

いないDNAおよびRNAの解析法．細胞工学．4(10): 

893-900 (1985) 

III. 学会発表

l)伊藤敬子，小室順義，伊藤治英，蜂屋祥ー，大野典也：

絨毛癌細胞 CHCCM-5)に対する monoclonal抗体の

作製とその臨床応用の可能性の検討．第3回絨毛性疾

患懇話会． 7月．札幌．

2) Sasaki, A., Ide, Y., Saito, S., Yokoyama, J., 

Minami, N., Yamada, H., Sakamoto, Y., Ikeda, Y. 

and Ohno, T.: Difference of Antigenic Determi・

nants of Human and Porcine Insulin Characterized 

by Monoclonal Antibody. XII Congress of the 

International Diabetes Federation. September. 

Madrid. 

3)藤多和信，池内健二，大野典也：マウス乳癌組織中か

らのビオチ｀ノ標識DNAプロープを用いた MMTVウ

イルスゲノムの検出．第33回日本ウイルス学会総会．

10月．東京．

4)本田まりこ，新村員人，藤多和信，大野典也：ビオチ

ン標識DNAプローブを用いたヒト乳頭腫ウイルス惑

染症の insitu hybridization法．第33回日本ウイルス

学会総会． 10月．東京．

5)大野典也，伊藤祥子，武山 浩，木佐木博，小林伸比

古： MMTV-gp52に対するモノクローナル抗体によ

るヒト乳癌組織中の特異抗原の検出．第44回日本癌学

会総会． 10月．東京．〔日本癌学会総会記事．411(1985)〕

6)馬目佳信，中村紀夫，渡辺美智子，大野典也：下垂体

腺腫の免疫組織学的検討一成長ホルモンに対するモノ

クローナル抗体を用いて一．第44回日本脳神経外科学

会総会． 10月．長崎．

V. その他

1)大野典也： （監修）ステッドマン医学大辞典第2版．

メディカルビュ一社．（1985)
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第 2 細菌学
増殖性の差が小さくなってくることがわかった。換

言するとコアグラーゼは病原性因子として慟いてい

るとしても，それは接種菌量の少ない場合のみであ

教授：益田 昭吾 黄色ブドウ球菌，緑膿菌の り接種菌量の多い場合における病原性因了は別にあ

病原性および宿主防衛反応 ると考えられた。

の解析・黄色ブドウ球茜プ このような接種菌量が多い場合に働く病原性因子

ロテイン Aに関する研 を高用量病原性因子とよぶことにするが，これは菌

究・黄色プドウ球菌 a—毒素 体に結合しているのではないかという予想のもとに

に関する研究 菌体表面の物質に注目して先の項で述べたファー

ジ・レセフ゜ターを失ったと考えられる変異株の腎内

研究概要 増殖性を検討することにした。 ― 

I. 黄色プドウ球菌の病原性に関する研究 PhRl株の LD50は親株と大きな差は認められな

l． 黄色ブドウ球菌のマウス腎定着性に関する検 かったが， 5X107個の菌を静脈内接種した場合 CL-

討 1株は親株よりやや劣るとはいえ，腎内で増殖する

黄色ブドウ球菌のマウス腎定着性の検討は感染症 活性をもっていたが， CL-1株と対照的に先の項で

が病原体の宿主組織への定着をもって開始されると 述べた如く接種直後における腎内分布は親株に勝っ

いう観点から病原性因子の解析においては検討しな ていたが，時間を経過するにつれ腎内菌数は減少の

ければならないもののひとつである。この定着性と 一途を辿り，本株の示す低病原性の特徴が明らかに

いうものを規定する細菌側の因子は細菌菌体表面に なった。

存在すると考えられる。黄色ブドウ球菌に特有な細 現在までに当教室で分離された諸変異株のなかで

胞表層物質にプロテイソ Aがあるがプロテイン A このような形の低病原性を示したものはない。PhRl

欠損株のマウス腎定着性については親株のそれと有 株は液体培養中の増殖性に親株と差はなく，一方ニ

意の差が認められないということが既に明らかに ソドキサ‘ノをあらかじめ投与して白血球減少状態に

なっているので別の細胞表層物質であるファージ・ したマウスにおいては静脈内接種後，腎内で良く増

レセプターに注目した。黄色ブドウ球茜CowanI株 殖することがあきらかになったので本株の低病原性

の新鮮培養液をつくり，これを平板培地に注ぎ余分 が白血球との関係において追求されるべきと考え現

の茜液をビペットで吸い取り， 1,000RTDの黄色プ 在検討を続けている。

ドウ球菌タイピング・ファージ 52液を一滴垂らし また本株と親株の細胞表層物質の質的，量的な差

37゚Cで一晩培養した。翌日平板上で溶菌している部 異を解析中である。

分の中に生じたコロニーを分離して，それぞれの菌

が溶原菌でないことを確認後，これらの苗をファー

ジ耐性菌とした。

これらのファージ耐性株のひとつ PhRl株を用い

て腎定着性を検討したところ本株の腎定着性は親株

のそれより高くなっていることが判明した。この知

見は正常マウスの血液中にある黄色ブドウ球菌を循

環血液中から除去するために働く因子がファージ耐

性株には作用しない結果，腎を還流する総菌数が多

くなり，このことが結果として本株の腎定着性を高

めると考えられた。現在この減少に関与する血液中

の物質の同定を行っている。

2. 黄色フキドウ球菌の病原性因子に関する検討

従来の研究の結果コアグラーゼ低産生性変異株

(CL-1)のマウスにおける病原性を静脈内接種後の

腎内における苗の増殖性を指標にして検討すると接

種菌量が少ない場合にはCL-1株の腎内増殖性は親

株のそれより著しく低いが接種茜量が増すにつれて

II. 黄色プドウ球菌プロテイン Aの生物活性

1. 可溶化黄色ブドウ球茜プロテイン Aを利用

した抗原物質に対するエールリッヒ癌細胞に

よる貪食現象

現在までウサギ抗体感作エールリッヒ癌細胞によ

る黄色プドウ球菌に対する貪食現象を検討してきた

が今回はネズミチフス苗をマウスに注射して得られ

た抗血清を用いて，ネズミチフス菌を感作し，つい

で抗マウス IgMウサギ抗体を反応させ最後に可溶

化プロテイン Aを結合させたものをウサギ抗体感

作エールリッヒ癌細胞に吸着させた。その結果この

方法によってもネズミチフス菌はエールリッヒ癌細

胞によって貪食されることがわかったので今後時間

を追ってエールリッヒ癌細胞に取り込まれたネズミ

チフス菌の形態的変化を検討する予定である。
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2. Reversed cosedimentationによる親型リ

バータントの分離

既に Cosedimentation法によってプロテイン A

産生性に関する種々の変異株が効率良く分離される

ことは明らかになっているが，今回 Cosedimenta-

tion法によって分離された，産生プロテイソAを外

ヘ遊離してしまう変異株を用いて，これらの株から

プロテイ ‘/Aを細胞壁に結合するようになったリ

バータントを分離する方法として Reversedcosedi-

mentation法が考えられた。

本法はCosedimentation法が感作赤血球と一緒

に親株を沈澱させ上清に残った変異株を採取するの

と反対に感作赤血球に吸着してくる変異株を採取す

るのでこのような名称がつけられた。

すなわち途中までは Cosedimentationと全く同

じウサギ抗体で感作されたヒッジ赤血球を菌液と混

合し室温に 5分間放置後， 1,500rpm, 2分遠心沈蝦

を行い，上清を除去後穏やかに波澱をほぐし，滅菌

生理的食塩水に再縣濁する。これを再び上述と同じ

方法で上清を除去する。この操作を 4回繰り返した

後滅菌脱イオン水を加え激しくピペットで混合し溶

血させる。その後この液を新しいブイヨンに移し孵

卵器で一晩培養し，翌日その一部をブレイン・ハー

ト・インフュウジョソ培地に移して第2回目の

Reversed cosedimentationをおこなう。 4回目の

Reversed cosedimentationの後イヌ血清を 1%の

割合でふくんだハート・インフュウジョン培地上に

コロニーを作らせコロニ一周辺の haloを指標にリ

バータントの出現を確認する。

本法を用いて V-1株からは親株と同じように細

胞結合型のプロテイン Aを保有する変異株が分離

された。一方，他の UV-2株や LH-IV株からはリ

バータントは分離されなかった。この理由を考える

に後2種の変異株は弱いながら感作赤血球に吸着す

る活性を保有しているためにリバータントが選択的

に感作赤血球に吸着しないからではないかと推測さ

れた。

3. プロテイン Aの活性を利用した白血球のケ

ミルミネサンス反応

黄色フ＇ドウ球菌をオプソニン非存在下に白血球と

混合してもケミルミネサンスは検出されないが白血

球にあらかじめ抗白血球抗体を作用させると，抗体

を作用させただけでも，ある程度のケミルミネサ‘ノ

スが観察される。このような抗体感作白血球に黄色

ブドウ球菌CowanI株を吸着させると非常に強い

ケミルミネサンスが生じることがわかった。マウス

の白血球を用いた場合にウサギ抗体のほうがギネ
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ア・ピッグ抗体よりも黄色ブドウ球菌作用後のケミ

ルミネサンスの現れかたが大きかった。これらの現

象はプロテイン Aの諸動物由来免疫グロブリンと

の反応性を解析するためだけでなく黄色ブドウ球菌

と白血球の相互作用を研究する際にも有用な実験系

になると考えて検討を進めている。

III. その他

教授益田昭吾は，昭和60年 10月25,26日の 2日

間．東京慈恵会医科大学において開催された第 30回

プドウ球茜研究会会長をつとめた。

研究業績

I. 原著論文

1) Seki, K., Nishihara, S. and Masuda, S.: A Rapid 

and Simple Method for the Purification of Sta-

phylococcal Protein A from the Culture of Extracel-

lular Protein A-Releasing Mutant. Microbiol. Im-

munol. 29: 559-563 (1985) 

III. 学会発表

1)益田昭吾： （シンボジウム SIII.細菌細胞表層と宿

主の係わりあい）ProteinAのinvivoで観察される生

物活性．第58回日本細菌学会総会． 4月．東京．

2)関 啓子，西原祥子，益田昭吾：黄色フ，，ドウ球菌の病

原性に関する研究ー黄色プドウ球菌の保有する腎定着

性について一．第58回日本細菌学会総会． 4月．東京．

3)西原祥子，関啓子，益田昭吾：黄色ブドウ球菌

Protein Aに関する研究ーProteinA遺伝子のクロー

ニングおよびそれを用いた ProteinA変異株における

遺伝子の解析．第58回日本細菌学会総会． 4月．東京．

4)関 啓子，西原祥子，益田昭吾：抗体感作エールリッ

ヒ腹水癌細胞による黄色プドウ球菌およびプロテイン

A結合大腸菌の取り込みについて．第30回ブドウ球菌

研究会． 10月．東京．

5)西原祥子，関 啓子，益田昭吾：感作赤血球凝集反応

およびELISAによるプロテイン Aの定量について．

第30回プドウ球茜研究会． 10月．東京．



衛生学

教授：松本信雄 環境保健（発生毒性）・地域

保健

教授：吉葉繁雄 環境衛生学・衛生動物学・

蛍光顕微鏡法の医学的応用

講師：縣 俊彦 特定疾患および溶血性連鎖

球菌感染症の疫学

研究概要

I. 地域保健に関する研究

近年に至り，産業ロボット導入，オフィスオート

メーションなど科学および工学における革命的な成

果の実用化が進められている。しかしながら， さま

ざまな分野の協力の欠如と社会心理的欲求の無視に

よって，それらの成果は人々の毎日の生活の改善に

結びつくには至っていない。

急性の病気については医師は割合に早く養護の技

術を身につけるが，慢性病のそれについては， さほ

ど早く修得できない。慢性病の治療管理ほど心理

的・全人的アプローチを要求される分野はない。慢

性病患者は傷つきやすく，ショックや喪失体験で容

易に無力惑に陥る。喪失体験については，過去に悪

条件下でも最善を尽くしたことを自己認識させるこ

とで， 自分にはまだ能力が残っていることを発見さ

せ新しい試みに挑戦させることができる。

感覚および運動の能力障害を持つ人々が，簡易か

つ安い値段で生活と生産能力を高める医療器具や製

品を手に入れられないことがしばしばある。また以

前に比べて能力の低下している高齢者も，簡単な製

品を入手できれば避けられるわずかな挫折，身体的

ができる。すなわち，従来の医学，公衆衛生学は，技

術の適用については努力を重ねてきたものの，その

供給体制や管理・展開についてはとかく関心が薄

かったといわざるをえない。なかんずくこのような

観点より，和歌山県母子保健システムに関する研究

さらには高齢化に関する日米国際会議を主催し研究

を進めている。

II. 発生毒性に関する研究

哺乳動物の発生においては， ウニやイモリのよう

に受精卵を体外で簡単に取り扱うわけにはいかな

い。まず，母体・胎盤・胎児系として捉えなければ

ならず， またこの系における化学物質の動態を無視

することはできない。母体における化学物質の分

布・代謝・胎盤への蓄積・胎盤での代謝．胎児への

経胎盤移行・蓄積・胎児（芽）組織による代謝およ

び毒性に対する感受性などの発育に伴う変化（発育

段階特異性）など多くの因子が係わりをもっている。

このように子宮内の胎児（芽）は発育生存のための

諸条件を母体に依存し，母体の 1器官的な位置にあ

りながら，その一方では母体と異なる父親由来の遺

伝子を半分もっている独立した個体でもある。

しかし発生毒性の作用機構の解明という視点にた

つ時，母体・胎盤・胎児系はあまりにも複雑すぎる

という難点がある。胎芽（仔）培養は胎芽（仔）を

そのまま個体として培養するものであり，細胞培養

と組織培養の実験結果と invivoでえられた実験結

果の間をうめる役割を担うものであるといえる。こ

のような観点より胎芽培蓑法を用い研究を進め，ま

た今後のいっそうの発展を期し学外の志を共にする

研究者とも研究会を催している。

不快・不便のために問題をもつようになってしまう。 III. 好塩基斑点赤血球に関する研究

高齢者にも読みやすい活字の大きい本や新聞がある 小机ら(1966)がacridine-orange蛍光染色による

のはごく限られた国のみである。高齢者の皮府を傷 好塩甚斑点赤血球（BSE)の検出法を開発したのを

めない柔らかな木綿の下着は現実にはなかなか手に 契機とし，以来得られた多くの成果は毎年本年報に

入らない。高齢者に適した食事はどのようなもので 記した通りである。今期は主として，生活環境に有

あるかの知識にも不足している。高齢者の生活の便 害因子として存在する物質 10品目を選び，それらの

利を考えた階段・便所などをそなえた住居は少ない。 BSE出現要因としての効果をウサギを用いて実験

高齢者や障害者のための技術と工夫はほとんど際 的に検討した結果，次のことが明らかになった。

限なくある。いま数百万人の人々が，かならずしも ①検討した品目は， 1.酢酸鉛， 2.水銀剤一a.

経済的な理由からではなく，自立できず援助も得ら 昇求， b．塩化メチル第二水銀， C．酢酸フェニル第

れない状態にある。これらの人々が社会的に孤立す 二水銀， 3.ノ、プ毒， 4.ヒスタミン， 5.ABS系洗

る理由は複雑である。 剤， 6.DBS純品， 7.クロロホルム， 8.テガフール

広い意味からの医学の社会的適用は，保健・医療 の10物質で， 4を除くすべてが BSE出現要因と

技術の開発が保健管理と健康教育とによって方 ロjづ なった。② BSEは大抵それらの投与開始翌日から

けられ，成熟した人問活動として発展していくこと 出現，特に 1, 3, 8では著しく増多， 2a,2b,8では
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長期間出現し続けた。③ BSEがいったん出現する

と，消失後でも 5ml/kgの溝血を行えば再出現現象

が認められ， 5,6, 7, 8では再出現時の方が増多は

著しかった。④各例により BSEの顆粒型に特徴

が見られ， 1では粗大多顆粒型， 3では多顆粒型に近

い粗大寡顆粒型， 8では中小寡顆粒型， 2では甚だし

い寡顆粒性の微細顆粒型，他は通常の微細顆粒型が

それぞれ優位を占めた。⑤赤血球 pyrimidine5'-

nucleotidase活性は， 1, 2, 8では急激に低下

（徐々 に回復）， coproporphyrin尿を伴った。⑥ハ

プ毒の皮内注射により出現する BSEは，随伴する

皮府病変由来ではなく，静脈内注射時と同様，毒自

体の作用に起因するものと判断しえた。⑦クロロ

ホルムが BSE出現要因として作用する量は，上限

と下限とが接近する狭い範囲内に限られていた。⑧

以上により，鉛以外にも P5'N活性の阻害（核酸代

謝異常による ribosomalRN Aの分解処理不全）が

BSE形成に関与する可能性のある場合 (2a,2b, 2c, 

8)が新たに追加されたが，鉛の場合と同一の機序に

よるとは思われない。

IV. イモガイ類の医動物学的研究

イモガイとは芋貝科海産巻貝約 500種の総称で，

毒を用いる特異な捕食習性から刺毒貝類とも呼ば

れ，人が刺された場合（イモガイ剌症）の死者は本

邦では 7名を記録する。この類の危険性が時には過

大，時には過小に誤解されるのは，その毒がフグ類

における tetrotoxinのように全種共通ではなく，有

効成分（蛋白～ボリペプチド）の構造，生物活性，致

死毒性のみならず，毒の注入機序（捕食形式）もイ

モガイの種により異なるためであることを，①飼

育観察，②採取した毒の動物実験，③刺症記録の

吟味，④症例（被害者，担当医， カルテ）の追跡調

査などから明らかにし，最危険種アンボイナでは，毒

のヒトに対する致死量と本種に刺された際の救命方

法を確立してきた。今後も未検討の主要種を順次対

象とし，前記①～④の手段により毒性と剌症対策を

追究する予定である。

V. 腸炎ピプリオに関する研究

腸炎ビプリオは，試験管内で真水に接触させた場

合に， 8hr経過後も一部の菌が生存していることが

認められた。そこで本苗の生死を決定する要因を検

討するため，各種溶液内における生存性の良否を調

べることにした。まず溶質と浸透圧を変化させ，溶

液内での生存への影響について調べた。その結果本

菌の生存は周囲の浸透圧変化と溶質の種に影響され

ることがわかった。例えば， NaCl水溶液の場合，成

育に適した 3%から 0.3%に低下させると，急激な

死滅現象がみとめられるが， KC!や CaCl2・ZH20ぉ

よび蕪糖の各溶液中でも， 3%NaCl液と等張である

場合，かなりの時間にわたって生存菌が得られるこ

とがわかった。また，真水接触8hr経過後でも生存

している茜は，実験に用いた菌集団のうち 1/105

~ 1/106の頻度で存在すると判断された。今後，海産
魚介類の体表での他種海棲細菌との競合について検

討する予定である。

VI. その他

ベーチェット病の疫学・運動処方に関する研究な

ど。

研究業績

I. 原著論文

1. 地域保健

1) Matsumoto, N.: A Brief Introduction of MCH in 

Japan. ①Maternal and Child Health in Japan -

its past and present -．②Reorganization and 

coordination of existing resources through high risk 

approach for the care of pregnant mothers. ③ 

Maternal and Child Health Handbook in Japan. 

Distributed at 2nd International Training Pro-

gramme. New Health Systems in ASEAN: Meet-

ing the Challenge of the 21st Century A TC/PHC. 

Salaya (Thailand). October. (1985) 

2) Matsumoto, N.: Life satisfaction among elderly 

people with special reference to their life -his-

tories past and present. Distributed at US-JAPAN 

Conference on Aging. East-West Population Insti-

tute. Honolulu (Hawaii). Nov. (1985) 

3) Matsumoto, N. : New strategic approaches 

toward community and home-based P.H.C. using 

simple health related equipments -Introduction of 

various health related equipments. Proceedings of 

Second International Symposium on Public Health 

in Asia and the Pacific Basin. Bangkok 

(Thailand). Jan. (1986) 

2. 発生毒性

1) Katayama, S. CUniv. of Toho) and Matsumoto, 

N.: Toxic effects of chemicals on mouse post-bias-

tocysts development -a trial to establish a testing 

system for embryotoxicity -. Acta Obst. Gynaec. 

Jpn. 37(3) : 421-430 (1984) 

2)松本信雄： CalciumCarboxymethylcelluloseの催

奇形性に関する研究．昭和59年度食品添加物安全性再
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評価試験（厚生省）．（1985)

3) Matsumoto, N. : Perinatal effects with organoch-

lorine compounds. In, Organochlorine compounds 

in human tissues and fluids and associated health 

effect -Report to WHO-. (Reported under 

National Institute for Environmental studies) p. 7 

-16. Principal Investigator for the project : Late 

Katsunuma, H. Nov. (1985) 

4)松本信雄：化学物質の発生毒性一着床前胚の培養と

移植系の応用ー．文部省科学研究費特別研究「環境科

学」研究広報 No. 34 60年度研究成果報告． 190-

191 (1986) 

5)松本信雄：胎芽培養法を用いた化学物質の胎芽毒性

発現機構に関する研究． 60年度（一般研究C)研究成

果報告書．（1986)

3. 好塩基斑点赤血球に関する研究

l)北村正樹：赤血球における好塩基斑点形成と

Pyrimidine 5'-nucleotidase活性との関連について．

慈恵医大誌． 100:457-462 (1985) 

2)吉葉繁雄，北村正樹，小野澤照夫，大嶋一英：好塩基

斑点赤血球出現と環境有害因子との関連性に関する研

究．昭和60年度文部省科学研究費補助金（一般研究C)

研究成果報告書． 1-44(1986) 

3)野原 誠：有機塩素剤中毒を経験した家兎の血液像

におよぽす造血臓器剌激の影響．慈恵医大誌． 101:

341-351 (1986) 

4. イモガイ類の医動物学的研究

1)吉葉繁雄：刺毒貝類としてのイモガイ類． I.他動物

を剌して毒を注射するメカニズム．化学と薬学の教室．

88: 23-25 (1985) 

2)吉葉繁雄：刺毒貝類としてのイモガイ類．II.イモガ

イ毒の性質とヒトのイモガイ刺症．化学と薬学の教室．

90: 70-74 (1985) 

5. その他

1)林 直樹（東大），松本信雄：事例コンピュータ関連

業務従事者にみられた心因性遁走の 2例．産業医学．

27(1) : 46-47 (1985) 

2) Murai, T., lnazumi, Y., Agata, T. and Kaneko, Y. 

(Toho Univ.): "Long Term Study of Streptococcal 

Infection at an Outpatient Clinic", Recent Advances 

in Streptococci and Streptococcal Diseases. Pro-

ceedings of the !Xth Lancefield International Sym-

posium on Streptococci and Streptococcal Diseases 

held in September, 1984. REEDBOOKS, Berkshire. 

26-28 (1985) 

3) Agata, T., Murai, T., Inazumi, Y. and Kaneko, Y. 

(Toho Univ.) : "Bacteriological Study on Group B 

Streptococcal Infections in New Born Babies", 

Recent Advances in Streptococci and Streptococcal 

Diseases. Proceedings of the IXth Lancefield Inter-

national Symposium on Streptococci and Stre-

ptococca! Diseases held in September, 1984. 

REEDBOOKS, Berkshire. 40-41 0985) 

II. 総説

l)松本信雄：児の発育と社会的因子．産婦人科治療．

50(6) : 688-694 (1985) 

2)小泉 明，松本信雄他：ヒトリンパ球染色体情報

の公衆衛生学的意義に関する研究．昭和59年度科研費

（一般A)研究成果報告書．（1985)

3)松本信雄：器官形成期胎芽における発生異常．特集

「発生異常のメカニズムを探る」実験医学． 3(3):55-

62 (1985) 

III. 学会発表

1)松本信雄，小野澤照夫，小泉 明：和歌山県における

母子保健ヽンステムと乳児死亡に関する研究．現行母子

保健システムの分析・評価・改菩に関する研究班．昭和

60年度研究報告会． 2月．東京．

2)松本信雄，大内 穂（アジア経済研究所） ：ネパール，

人ロ・家族計画基礎調査．第二回人口と開発に関するア

ジア国会議員代表者会議． 3月．東京．

3)松本信雄，八木純子（東大）：化学物質の早期胚への

影響．第55回日本衛生学会総会． 4月．熊本．〔日衛誌．

40: 467 0985)〕

4)松本信雄： （ミニシンポジウム 5 “発生毒性の動物

試験とその評価”)着床前および器官形成期胎芽におけ

る発生毒性の検出ーinvivoとinvitroの併用観察例

について．第25回日本先天性異常学会学術集会． 7月．

京都．〔Teratology-Abstracts of Papers Presented 

at the 24th Meeting of J.T.S. —.2(3) : 0985)〕

5)松本信雄，小野澤照夫，神田香枝：アクリシソ・オレ

]；； (AO)のマウス莉床前胚への移行と AO染色によ

る胚観察．第25回日本先天異常学会学術集会． 7月．京

都．〔Teratology.2(3): (1985)〕

6)松本信雄：培養マウス器官形成期胎芽における化学

物質の移行動態．一水銀化合物およびDiethylstilbes-

trol (DES)について一．第25回日本先天異常学会学

術集会． 7月．京都．〔Teratology.2(3) : (1985)〕

7)神田香枝，松本信雄： Dietylstilbestrol(DES)のマ

ウス培養胎芽に及ぼす影響．第25回日本先天異常学会

学術集会． 7月．京都．〔Teratology.2(3) : (1985)〕

8)松本信雄，飯島純夫（山梨医大）：化学物質の発生毒

性一着床前胚の培養と移植系の応用ー．昭和60年度環

境科学人体影響領域 (R20)研究発表会． 1月．京都．

9)松本信雄，小野澤照夫，北村正樹，鈴木政登，小川進

吾（サイバネティックス研究所） ：学童の健康と嗜好品

ーチューインガム咀哨時の生体反応について一．日本
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健康科学学会第 1回学術大会． 11月．東京．

10)小野澤照夫，吉葉繁雄：腸炎ビ‘プリオの真水に対す

る抵抗性についての吟味．第 55回日本衛生学会総会． 4

月．熊本．〔日衛誌． 40:184 (1985)〕

11)吉葉繁雄，北村正樹，小野澤照夫：好塩基斑点赤血球

出現と赤血球 Pyrimidine5'-nucleotidase活性に対す

るハブ毒の影響．第 55回日本衛生学会総会． 4月．熊

本．〔日衛誌． 40:229 (1985) J 

12)北村正樹，小野澤照夫，吉葉繁雄，松本信雄，・大嶋一

英：好塩基斑点形成と赤血球 Pyrimidine5'-nucleo-

tidase活性に対する水銀剤の影響．第 55回日本衛生学

会総会． 4月．熊本．〔日衛誌． 40: 309 (1985)〕

13)北村正樹，小野澤照夫，吉葉繁雄，松本信雄，大嶋一

英：赤血球の好塩基斑点形成と Pyrimidine5'-nucleo-

tidase活性に関する実験的検討ーウサギに鉛，DDTお

よひ水銀剤を投与した場合ー．第 102回成医会総会． 10

月．東京．〔慈恵医大誌． 100: 1044 (1985)〕

14)吉葉繁雄：ハナガサイモガイの特徴ー特にサザンカ

イモガイとの比較．第58回日本貝類学会総会． 2月．和

歌山．（講演要旨集： 6(1986)〕

15)縣 俊彦： Ageingの評価法に関する研究．第55回

日本衛生学会総会． 4月．熊本．

16)縣 俊彦，村井貞子（東邦大），他： A群溶血連鎖球

菌Tl2,Mut菌株に関する研究．第59回日本感染症学

会総会． 5月．那覇．

17)縣 俊彦： Ageingにおける性差に関する研究．第

50回日本民族衛生学会総会． 7月．東京．

18) Agata, T., N akae, K. CDokkyo Univ.), Maeda, K. 

(Tokyo Univ.), Aoki, K. (Nagoya Univ.) and 

Mizushima, Y. (St. Marianna Univ.): "The 

epidemiological features and trends of Behcet's 

disease in Japan from 1972 to 1985"., International 

Conference on Behcet's disease. Aug. London. 

19)縣 俊彦，中江公裕（独協医大），前田和甫（東大）：

第3回全国ベーチェット病疫学調査成績（中間報告）．

第44回日本公衆衛生学会総会． 10月．富山．

20)中江公裕（独協医大），縣 俊彦，前田和甫（東大）：

ベーチェット病死亡患者の解析．厚生省ベーチェット

病研究班昭和 60年度第2回総会． 1月．東京．

IV.著書

1)松本信雄 編著：人間・環境系の科学．最新保健学講

座． メジカルフレンド社．（1985)

V. その他

1)松本信雄，小野澤照夫，縣俊彦，小泉 明（東大），

西本 至，三木和彦，西岡設夫，後藤智子（和歌山県衛

生部）：和歌山県における母子保健システムと乳児死

亡に関する研究 II. 母子保健、ンステムの充実に関す

る研究． 59年度研究報告書． 77-83(1985) 

2)松本信雄：高齢化に関する日米国際会議ー要約と勧

告を中心として一．公衆衛生． 49(9): 636-638 (1985) 

3)松本信雄： CareerChoiceへの提言，社会医学の立

場から．特集「医学生の Career Choice」医学教育．

17(1) : 47 (1986) 

4)吉葉繁雄：イモガイ類の捕食形式．化学と薬学の教

室． 88:2-5 (1985) 

5)縣 俊彦，中江公裕（独協医大），前田和甫（東大）：

ベーチェット病の病勢と生化学検査の変化に関する研

究．厚生省ベーチェット病調査研究班昭和 59年度研究

業績． 70-72(1985) 
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公衆衛生学

教授：竹村 望 産業医学・環境医学

助教授：清水英佑 環境化学物質の突然変異原

性および癌原性

助教授：橋田 ちせ 化学物質による膀脱発癌

講師：林 和夫 環境化学物質の分析と代謝

研究概要

I. 突然変異原性および癌原性に関する研究

L 環境中の変異原性物質に関する研究

発癌物質の短期検索法として細菌を用いた Ames

法に加えて，本年度は， さらに哺乳動物細胞を用い

た培養試験の開発を試みた。

1) 揮発性物質およびガス状物質の変異原性：サ

ルモネラ菌を用いた Amestestでは，揮発性の高い

物質やガス状物質の試験には改良すべき点がいくつ

かある。その一つは，デシケータ内暴露で行われる

定量化に関する点である。当教室では，バブラー管

を用いて簡便に検出する方法を検討してきたが，肝

ミクロソーム (S9)の添加による泡の発生と， S9活

性の低下の問題が残されていた。

(1) 消泡剤蔀加の検討：代謝活性化のために加

えた S9Mixと菌液をバブリングすると泡の発生の

ため被験物質との接触が不十分となる。消泡剤とし

てtri-n-butyI phosphateを添加したところ， S9量

100 μIに 375μg/plate, 400 μIで750μg/plateを要

し， もっと微量での消泡効果の期待できるものが要

求された。

(2) Carrier gasの検討： S9Mixを空気でバブ

リソグすると，空気中の酸素により S9の活性が低

下する。 benzo(a)pyreneで検討したところ 10分間

のバブリングで 23%,20分間で 55%,30分間で

68%の活性低下が認められた。 Carriergasに窒素

ガスを用いたところ S9の活性低下を抑制すること

ができた。

(3) 消泡剤を使用しない方法の検討：先の泡の

問題は消泡剤では解決できないため，有機溶媒

(Dimethylsulfoxide, DMSO)に被験物質をバプリ

ングにより吸収させた後 Ames試験にかける方法

を塩化ビニルモノマーを用いて検討したところ，予

備試験でかなりの成果が得られた。

2) 工業化学物質の変異原性：年間の生産量が数

百万トンを越すような化学物質は，それだけ労働者

への職業性暴露も高いと考えられる。新しく開発さ

れ生産される物質は，変異原性試験が義務づけられ

ているが，陰性である場合は，公表されないことも

多い。同一物質について国内外の研究室で検討され

ることにもなる。陰性の場合も結果を公表しておく

ことは有効と思われる。教室では，年間生産量が千

トンを越え，しかも日常よく使用されるもの 43物質

を選び出し， 6菌株について変異原性試験を行い発

表した。これらのうち, hexamethylene tetramine 

と4,4'-methyl-di phenyl diisocyanateの2物質が

陽性，残り 41物質は険性であった。

3) フラクチュエーション試験によるベンゼンの

変異原性に関する検討：ベンゼンをはじめとして有

機溶剤のいくつかは，発癌性が認められているが，短

期試験法の中で第 2次テストである哺乳動物細胞系

を用いた試験では陽性と報告されているが，細菌を

用いた Ames法では陰性であった。微量の検体で感

度よく検出できるフラクチュエーショソ法で検討し

ているが， これまでのところ結果が不安定であるの

で， さらに検討を進めている。

2. 小核試験

小核試験による突然変異原性物質検出感度の増強

を代謝活性化の面や invitroの小核試験法開発の試

みで，一応の成果をみた。本年度は，膜作用物質で

あるベラパミルを用いて小核誘発頻度を検討したと

ころ， invitro, in vivo共に，ベラパミル投与により，

突然変異原性物質ビ｀ノクリスチンによる小核誘発頻

度が上昇した。さらに， これらの物質の投与量と小

核出現頻度の間には量ー反応関係が認められた。

3. In vitro染色体異常試験

化学物質の癌原性評価の第 2次スクリーニ｀ノグ法

として哺乳類細胞を培養して，その染色体異常を観

察する方法がある。チャイニーズ・ハムスターの肺

線維芽細胞由来の CHL細胞を培養し， Ames法で，

強い変異原性を示した 3物質（2-メチルー4ークロロ

フェノキシ酢酸ヒドラジン，塩化シアヌル酸，ブチ

ルグリ・ンジルエーテル）について染色体異常誘発性

を検討した結果， 3物質共に陽性を示した。

II. 発癌に関する研究

1. Bladder implantation法を用いての検討

l) コーヒー粉末による膀脱粘膜への発癌性は認

められなかったが，ビクミ‘/C添加食で膀脱上皮の

hyperplasiaを認めた。そこで， methylnitrosourea

(MNU)を用いて initiateさせたマウス膀脱につい

て，コーヒーおよびコーヒーとビクミン C同時投与

による promoter作用を検討したが， コーヒー自身

の促進作用は認められなかった。また，促進作用を

もつ物質の検出法として bladderimplantationを
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応用していく場合， initiatorとして MNUを注入し

ているが，最適量とペレット媒体パラフィン・ワッ

クスおよびコレステロールについて再検討した。

2) 大気浮遊粒子状物質抽出物の膀脱粘膜発癌性

について：メタノール抽出した大気汚染物質につい

て， さらにメタノール・水画分層， 、ンクロヘキサン‘

層ニトロメクソ層に画分抽出したものについて

bladder implantationを行ったが，各画分層とも，膀

脱粘膜に対する発癌性は，がテストで有意性 (5%

危険率）を示さなかった。

2. 発癌性物質の分析

1) 5ーニトロアセナフテン (5-NA)について：雑

犬雌に 5-NAを投与し膀脱発癌をみたが，現在，

ビーグル雌 l頭，雑犬雄 1頭に生後3カ月より 5-

NAを投与観察中である。これらの犬の尿および糞

便中に 5-NAの還元代謝産物である 5ーアミノアセ

ナフテソ (5-AAN)が排泄されるかどうか検討した

ところ，尿中，糞便中共に微量ながら検出された。ま

た，ラットの肝ホモジネートと 5-NAとの反応，摘

出腸管内での 5-NAの代謝についても検討中であ

る。

2) 喫煙者尿中の変異原物質の検出：尿中変異原

物質の陽性率は非喫煙者尿に比べ喫煙者尿に高い。

紙巻タバコの煙中に含まれる多環芳香族炭化水素類

中の 7種（ピレン，フルオランテン，ベンゾ（a）アン

トラセン， クリセン，ペリレン，ベンゾ(e)ピレン，

ベンゾ（a)ピレン）について尿中にどの位排出され

るか測定を行った。
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研究概要

I. 乳幼児急死例の法医病理学的研究

乳幼児の急死は「ゆりかごの死」，すなわち “crib

death"ゃ “cotdeath"などと呼ばれ，先進諸国で

は法医学領域のみならず，社会的にも問題となって

いる。特に死亡の原因が不明な一群は乳幼児急死症

候群 (SIDS)と呼ばれ，欧米を中心に精力的に種々

の角度から研究されているが，いまだに本態が明ら

かにされていない。わが国では乳幼児急死例が必ず

しも多く剖検されておらず，その実態が十分に把握

されてはいない。そこで当教室での剖検例を中心に

以下の如く種々の角度から検討を加え，わが国にお

ける SIDSの実態を浮き彫りにすることを試みた。

1. 乳幼児急死例の統計的観察

生後 l日以上の 2歳未満の乳幼児急死例432例を

SIDS群 (SIDSの定義に厳密に従ったもの）と疾患

群（剖検により死因が何らかの疾患と判定されたも

の）に大別し，疫学的諸因子について統計的に比較

検討した。その結果，東京都における法医剖検例か

らみた発生頻度は生存出生児 1,000人当たり

0.15-0.18人，広義の SIDSで0.57-0.59人であ

り，剖検率をも含めれば，欧米の低発生国の頻度に

近かった。乳幼児急死の 3大原死因は感染症， SIDS

群，先天性異常の順で，この 3者で全体の 94.8%を

占めていた。 SIDS群の平均年齢は生後4.1カ月，男

女比は 1.24: 1,大部分が死亡して発見され， 75%で

臨床症状が認められておらず， 90%が受診していな

かった。

2. 乳幼児急死例の病理形態像

乳幼児急死例 68例を死因判定に苦慮した群，明ら

かな病死群，外因死群に大別し，肺組織型の分類，

mural bronchitisの頻度，心筋内ミオグロビンの逸

脱現象，肝細胞周囲の線維化，副腎皮質周囲の褐色

細胞の分布などに焦点を合わせて病理形態像を観察

した。この結果，肺組織型分類ではI型がSIDSの最

短距離におかれると考えられた。 ミオグロビンの逸

脱現象， muralbronchitis,副腎褐色細胞の出現は生

前の病態の一部を反映していると思われた。今回の

検査項目を個々の症例でまとめてみるとかなりのバ

ラッキがみられる点を重要視すると， SIDSと診断

されるものは決して homogeneityではなく，いろい



ろな病因で発生している可能性が示唆された。

3. 乳幼児急死例におけるウイルス感染の関与に

ついて

乳幼児急死例 17例について蛍光抗体法によりイ

ンフルエソザAおよび B型コクサッキーBl~5 

型，単純ヘルペス 1および2型，水痘，帯状疱疹な

どの各種ウイルス抗原の検索を行った。その結果6

例(35.3%）でウイルス抗原が検出され，その内訳は

インフルエソザ B型4例が肺に，コクサッキーB型

1例が心筋に，サイトメガロウイルス 1例が顎下腺

に検出された。剖検診断は間質性肺炎5例，間質性

心筋炎 1例であり，乳幼児急死例におけるウイルス

感染の重要性が示唆された。

4. 乳児急死と心臓剌激伝導系の変化

1歳以下の乳児 34例を SIDS群，外因死群，病死

群，吐乳群の 4群に大別し，心臓剌激伝導系を精杏

し，乳児における心剌激伝導系の病理学的変化を把

握するとともに， SIDSの除外因子となり得るか否

かについて検討した。

その結果，心房，心房中隔，洞結節，房室結節に

おいて，対照の外因死群以外では生前の慢性循環障

害や反応性炎症性変化がみられ，その程度によって

はSIDSの除外因子となり得ることが示唆された。

5. 乳幼児急死例における臨床検査データの動向

乳幼児急死例22例の死体血を用いて通常の臨床

検査を行い，生前の病態把握の可能性を検討した。そ

の結果成人と大差はなかったが，発育に伴う生理的

変動を加味する難しさがあった。血清酵素類のアイ

ソザイムの分布パターン，尿素窒素，クレアチニン‘

など生前の病態や罹患期間の推測に役立つ可能性が

示唆された。また，死戦期の臨床検査データが死後

と同様の傾向を示した 1例を経験， この時期の臨床

検査データの評価には注意を要する点が示唆され

た。

II. 多発外傷の法医病理学的研究

l. 統計的観察

当教室で剖検された外傷死 734例から多発外傷

247例 (33.7%)を選択し，発生状況，剖検所見，臨

床的経過など種々の角度から検討を加えた。法医剖

検例の性質上他殺例が多く含まれ，臨床領域での報

告と多少差異がみられた（例えば損傷部位組み合わ

せ別頻度では腹部，顔面・頚部損傷が臨床領域に比

して著しく多い）。

移行期，持続期間中，死亡時および死後の臨床検査

学的データを比較検討した。ショック持続期問が長

引くに従い死後のデータに近似する傾向がみられ

た。今後モニタリ‘ノグを完全に行い，多発外傷を含

めた種々の外傷死における臨床検査データの解析を

行う予定である。

III. 死体血の臨床検査データの法医学的応用の可

能性に関する研究

これまで一般的な傾向を中心に研究を進めてきた

が，今回，死体血における血清浸透圧の変動，変動

に影響を及ぽす因子のひとつとして乳酸に着目し検

討を加えた。その結果，死体血の血清浸透圧は 330

-473 mOsm/］で，生体における正常値より高値で

あったが，死体血における概算式の方が実測値より

も正常値に近い傾向がみられた。浸透圧上昇の主因

は乳酸の増加と考えられた。熱射病の 1例から死体

における血清浸透圧の診断的価値が検討された。

IV. 剖検に基づく研究

冠動脈起始異常に基づく突然死 4例，酪酌者にみ

られた膵破裂2例について症例報告された。また急

性心臓死における心筋内ミオグロビ‘ノ逸脱現象の組

織学的診断価値について検討を加えた。

研究業績

I. 原著論文

l)高津光洋，重田聡男，佐藤理子，青木 博，庄司宗介：

法医剖検例からみた乳幼児急死例の統計的観察．文部

省科学研究費補助金総合研究 (A)「乳幼児急死例の法

医病理学的および免疫組織化学的研究」研究報告書．

lQ-20 (1986) 

2)高津光洋，河合貴久，阿部光伸：乳幼児急死例の病理

形態学的検討．同研究報告書． 21-37(1986) 

3)倉田 毅（国立予研），佐多徹太郎，佐藤由子＊ （＊東

大医科研），高津光洋：乳幼児急死例におけるウイルス

感染の関与について．同研究報告書． 52-61(1986) 

4)庄司宗介（都監医），阿部光伸，村山とも子，河合貴

久：乳幼児急死と心臓剌激伝導系の病理学的変化．同

研究報告書． 62-81(1986) 

5)重田聡男，折茂 淳，佐藤理子，高津光洋：乳幼児急

死剖検例における臨床検査データの動向．同研究報告

書． 82-94(1986) 

2. 出血性、ンョックにおける臨床検査データの変 II. 総 説

動 1)高津光洋：内因性急死の法医学．病理と臨床． 3:

ウサギを用いた動物実験で出血性ショック状態の 1295-1306 (1985) 

- 58 -



2)石山艮夫（東大医），高津光洋：心筋の検査法．虚血

性心疾患の診断法を中心として．検査と技術．14:596-

601 (1986) 
寄生虫学

教授：小林昭夫 原虫・嬬虫学，熱帯医学

III. 学会発表 講師：渡辺直熙寄生虫感染と lgE

1)重田聡男，折茂 淳，佐藤理子，阿部光伸，高津光洋：

臨床検査データの法医解剖例への応用． II.死後の血清

浸透圧の変動について．第69次日本法医学会総会． 5

月．盛岡〔日法医誌． 39: 558 (1985)〕

2)重田聡男，本田有ー（ベックアソシェイツ），佐藤理

子，高津光洋：慈恵医大法医学教室で行っているパー

ソナルコンピュークによる剖検例の管理．第69次日本

法医学会総会． 5月．盛岡．〔日法医誌． 39:6130985)〕

3)高津光洋，庄司宗介（都監医），重田聡男，阿部光伸，

河合貴久：冠動脈起始異常による急死例 4例．第69次

日本法医学会総会． 5月．盛岡．〔日法医誌． 39:699 

(1985)) 

4)阿部光伸，重田聡男，佐藤理子，青木 博，庄司宗介，

高津光洋：当教室で剖検された小児急死例．第58回成

医会第三支部例会． 12月．東京．〔慈恵医大誌． 101:

132-133 0986)〕

5)重田聡男，阿部光伸，庄司宗介，高津光洋：酪酎者で

みられた膵破裂2例．第58回成医会第三支部例会． 12

月．東京．〔慈恵医大誌． 101:133 (1986)〕

6) Takatsu, A., Kawai, T., Sigeta, A., Abe, M., 

Shoji, M. and Ishiyama, I. : Diagnostic value of 

deletion of myoglobin from myocardial fibres in 

acute cardiac failure. XIII th Congress of the Inter-

national Academy of Legal Medicine and Social 

Medicine. Sept. Budapest. 〔Actamedicinae et 

legalis. 0986)〕

IV.著書

l)石山畏夫．高津光洋．向田政博：臨床法医学．南山堂．

(1986) 

研究概要

I. 原虫に関する研究

1. トキソプラズマ (Tp)感染による免疫抑制

1) Tp感染経過に伴う牌 Mr/>のIa陽性率変化

Tp感染によってマウスに誘導される抑制性マク

ロファージ (Mr/>s)について検討した。 C57BL/6マ

ウスにTpを感染させ，経日的に牌 Mr/>上の Ia腸

性率を抗Ia抗体と補体処理による細胞毒性試験で

調べた。その結果は，正常マウスではMr/>の40

~50％がIa陽性であったのに対し，感染マウスで

は急性感染期にIa陽性率の著減(1/6)をみることが

分かった。

2) 感染の経過に伴う牌Mr/>の抗体産生抑制活

性の変化

In vitroの一次抗羊赤血球 (SRBC)抗体産生系を

用いて，感染に伴うマウスの牌Mr/>の抗体産生抑制

活性を経日的に測定した。牌Mr/>の抑制活性は，感

染 7日目に最高で，以後漸減し感染 8週後には認め

られなくなった。したがって牌 Mr/>における Ia陽

性率の低下，すなわち Ia陰性 Mr/>の増加と，その抗

体産生抑制活性とは，よく相関することが判明した。

3) Mr/>s細胞表面上の Ia抗原の有無

感染 7日目の牌Mr/>を抗Ia抗体と補体で処理

し，その抗体産生抑制活性の変化について調べた。同

上の処理が，感染マウスの牌Mr/>の抑制活性になん

ら影響を及ぽさなかったのに対して，正常の牌 Mr/>

（対照）では完全に失活したことから， Mかはその

表面に Ia抗原を有していないことが明らかとなっ

た。

2. 抗体感作ラテックス粒子凝集反応（血中 Tp

抗原の検出法の開発）

急性Tp症の早期診断法として，抗Tp抗体感作

ラテックス粒子による凝集反応 (Ag-LA)を開発し

た。本反応は， Tp抗原の検出感度が 78ng/ml（たん

ばく量）と，極めて高く，血中からの抗原の検出は

抗体のそれより早く，また nu/nuマウスでは nu/+

に比して高い値が得られる (Ag-LA価 1:38対 1:

8) ことが明らかになった。

3. 緑膿茜ヘモリジンのトキソプラズマに及ぼす

作用について

耐熱性ヘモリジンは緑膿菌の多くの株の産生する
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糖脂質である。 Tryonら (1978, 1979)ぱ， これを

Tp増殖型虫体を含むマウス腹腔細胞に低濃度で作

用させ，宿主細胞を選択的に破壊した後，高濃度で

作用させることにより， Tp虫体の外膜が得られる

と報告した。これを検証するため，緑膿菌ヘモリジ

ンを調整し，原報にしたがい Tp虫体に作用させて

検討したところ原報告と異なる成績を得た。 11株の

緑膿茜のなかから最高の溶血活性を示す株を選びヘ

モリジンを調整した。感染マウスから得た Tp虫体

(RH株）を既報の猥度のヘモリジソで処理し，得ら

れた試料を固定，包埋後，電顕で観察した。試料に

は膜， コノイド，微小管が含まれ，膜は外膜の特徴

である単位膜構造を呈さず，その表面も滑らかでは

なかった。一方． Tp虫体を蒸留水中で破裂させて得

られるゴーストには，外膜，内膜ともに残存し，そ

れらは明瞭に識別できたのに対して，ヘモリジン処

理を施したものでは，外膜に相当する構造は観察さ

れず．すべて内膜と形状が同じであった。以上の結

果から， Tp虫体のヘモリジ｀ノ処理により残存する

膜は内膜であると結論された。

4. ドノバンリーシュマニアの毒性に関する研究

ドノバンリーシュマニア (Ld)の前鞭毛型の標準

株で，わが国で長期継代されてきた 2S株は毒性が

低く，宿主（マウス等）に感染させ，その増殖をは

かることは困難である。我々は先に，この 2S株をマ

ウスと人工培地とに交互に継代接種 (15代以上）す

ることにより安定した強毒株が得られることを報告

した。

本年度は， これらの弱毒株と強毒株のマウスに対

する感染力の差について生化学的な解析を試みた。

その結果， これらの原虫の表面膜上に局在する酒石

酸抵抗性の酸性フォスファターゼ (ACP)活性が Ld

原虫の毒性につよく関与していることを示唆する成

績を得た。すなわち，虫体をトライトン X-100で可

溶化して，その総ACP活性を比較した場合には，強

毒株は弱毒株の約 l.7倍の比活性が示されたのに対

して， 0.5mM酒石酸抵抗性の ACP活性で比較した

場合には強毒株は弱毒株の約2倍であった。 Ld虫

体の表面膜に結合している ACPが酒石酸抵抗性で

あること，原虫の表面膜上の酒石酸抵抗性の ACP

が，好中球やマクロファージの殺原虫活性の発現を

抑制するとの既知の事実に照らして考察すると，強

毒弱毒両株の毒性の差の一部は，両株の ACP活性

の差とりわけ虫体表面膜結合性の ACP活性の差

に起因するものと考えられた。

II. 嬬虫に関する研究

1． 嬬虫感染における IgE抗体の役割

IgE抗体産生と好酸球増多は，嬬虫感染による特

徴的な宿主反応としてよく知られている。 IgEは肥

満細胞から好酸球遊走因子の放出を起こし，好酸球

増多の誘因となる。また好酸球は，抗体の存在下で

螺虫を殺滅する機能を有し，この仲介抗体として

IgEの関与も最近報告された。そこで嬬虫感染宿主

の好酸球増多および感染防御における IgE抗体の

役割を明らかにするため，我々が最近発見した IgE

欠損マウス (SJA)を用いて検討した。

感染に用いた嬬虫は正常マウスにおいて嬬虫抗原

特異 IgE抗体を産生させる旋毛虫 (TS)と嬬虫抗原

に無関係な IgEをつよく産生させる Nippostron-

gylus (Nb)とである。その結果， TSおよびNb感

染による末梢血好酸球の動態，初感染による寄生虫

体数，再感染防御能は， IgE欠損SJAマウスと IgE

産生をみる SJLマウスとで同等であった。この事実

は，これらの防御反応が IgE以外の因子によって強

く影響されることを示唆する。

2. 蟷虫惑染宿主における IgE産生細胞の検出

IgE産生系の最終分化段階である IgE産生細胞に

関する研究の一環として，抗原特異的にこの細胞を

検出する新しい方法の開発をめざし基礎的検討を

行った。 Nb感染ラットのリンパ組織より細胞浮遊

液を作成し，その抽出液を用いて受身皮膚アナフィ

ラキシー (PCA)反応を行うことで定量的に IgE産

生細胞の抗原特異的検出が可能となった。また， IgE

産生ハイブリドーマ細胞の抽出液を用いて同様の

PCA反応により検出された抗原特異的IgE量は，

ELISA法により定量された値とよく一致し，この方

法が信頼できるものであることが示された。なお

PCA反応によって検出される IgE抗体産生細胞の

最小数は2~3Xl0ツmlと算定された。
3. 好酸球による殺螺虫作用に及ぼすじqの影

響

特異抗体の存在のもとで，好酸球が一部の嬬虫に

対して殺滅的に作用することは最近知られるように

なってきた。しかし好酸球の殺嬬虫作用における補

体関与のしかたについては不明な点が多い。そこで

同殺滅機序における補体，なかんず<clqの影響に

ついて，マンソン住血吸虫の感染幼虫を用い生体外

で検討した。その結果，特異 IgG抗体量が比較的少

ない場合には，ヒト Clqはヒト好酸球の殺虫作用を

増大（約2倍）させることがわかった。一方， Clqの

添加は， ヒト好中球による殺虫作用には全く影響を

及ぼさなかった。 1型コラーゲンで前処理した好酸
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球において殺虫作用の上昇がみられなかったことか

ら，細胞上の Clqレ七プターを介する経路が必要で

あると考えられた。 1251標識の Clqを用いて細胞上

のClqレセプターの存在を調べたところ，好酸球

1.9 X 107に対して好中球 1.1X 107と，前者は後者の

約2倍に達することが判明した。以上の結果から，

clqと好酸球上の Clqレセプターが，好酸球による

殺蟷虫作用に重要な意味をもつことが示唆された。
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研究概要

I. 臨床生理学に関する研究

1. 若年境界域高血圧者の運動負荷時カテコール

アミソ，アンギオテンシン アルドステロン'

分泌反応

高血圧患者の運動療法適用可否の試みとして高血

圧患者に身体トレーニングを課し降圧効果およびそ

の機序の解明は当教室研究課題の一つである。

運動療法施行に際し重要なことは運動強度の決定

である。今年度は若年境界域高血圧患者を対象に，ト

レッドミルにより最大下の種々の強度の運動を負荷

し，血圧や尿中カテコールアミン (uCA)，血漿アン

ギオテンシン II(Ang. II)，アルドステロン (Aid)濃

度および電解質排泄量などを指標に高血圧患者に適

当と思われる運動強度を決定することにした。その

結果， 25%V02max強度ではカテコールアミン分

泌上昇はわずかで，運動後の血圧上昇はみられず，

Ang II, Aid分泌上昇もなく，尿量や尿中 Na排泄量

はむしろ増加したことから，若年性本態性高血圧患

者が降圧効果を目的にトレーニングする場合には末

梢血管収縮をおこさず，水， Na排泄を促進するよう

な軽強度の運動が勧められ，本研究では 25%vo2 
max強度 (110拍／分）がそれに相当した。

2. 痩身児童の血液性状および体力

肥満児の体力，運動能力の低下に関しては多くの

報告があるが，痩身児のそれはみられず，痩せた学

童の骨折頻度や罹患率が高いこと，病欠日数が多い

ことなどから痩身児の血液性状と体力について平均

体重児，肥満児のそれと比較した。

その結果，痩身児童は体重が低値であるのみなら

ず血中脂質，タンパク質猥度が低く，かつヘモグロ

ビン濃度も低値であり，栄養状態が軽度不良であっ

た。運動能カテスト成績は劣っていなかったが，一

過性運動負荷ストレスに対し血中乳酸や白血球反応

が過剰であった。また，運動後の心拍数の回復も遅

延した。

以上のことから， とくに発育期にある低体重，低

栄養は好ましくなく，小児肥滴の過剰予防から極端

な低タンパク，低脂肪食に｛扁ることは避けなければ

ならないことが強調された。

3. 呼気機能に関する研究

体位変換と肺機能，非発作時喘息患者の Flow-

volume曲線の解析を行った。

II. 臨床化学に関する研究

1. 血清コリンニステラーゼの遺伝的変異に関す

る研究

欧米の多くの報告に比し，我が国ではこれら ChE

変異の頻度は少なく， A型は 1例も報告がなく， S

型 F型が数例報告されているにすぎない。一方， C5

変異は近年日本国内でも地域差があるのではないか

との推定がされているが，東京地区では検索がなさ

れていない。本教室で， Dibucainenumber, Fluoride 

numberの判定およびPolyacrylamideslab gel電

気泳動による C5変異， D型， F型検出のスクリーニ

ングを施行した。 C5変異例は 266例中 18例(6.7%)

であった。 F型 S型およびD型の関与を推定させ

る症例も見いだされており，検討を続けている。

2. 乳酸脱水素酵素サブユニット欠損に関する研

究

乳酸脱水素酵素は M(A)とH(b)の2種のサブユ

ニットよりなる四量体で常染色体の 11と12に別々

に遺伝子が存在している。 Mサブユニット欠損は

1979年着色尿と筋硬直を上訴とする患者に見いだ

され， 日本に 3家系の報告があるにすぎない。東京

医大臨床病理学，浮田賓助教授との協同研究により

第3例の骨格筋中の M サプユニットが活性を示さ

ないだけでなく，我々が作成した antiM subunit抗

体とも反応を示さないことが見いだされた。

3. ラテックス凝集反応を利用した尿中，髄液中

の微量アルブミンの定量法を検討した。

III. 体腔液に関する研究

前年に引き続き主として fJ2ーマイクログロブリ

ン， フェリチンの症例を追加中である。体腔液中の

リンバ球のフローサイトメーターによる分析を試み

たが細胞数などの点から問題が多く，今後の研究課

題としたい。

IV. フローサイトメトリーによる研究

60年 12月にフローサイトメーターが設置された

のでこれを用いた研究を行った。

1. 基礎的研究

2. 犀アレルキー患者の末梢血 T,B細胞ならび

にT細胞のサブセットを検索し，健常人に比べて鼻
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アレルギー患者では T4/T8比の上昇を認めた。

3. 肝疾患における末梢血T細胞サブセットと

B細胞の関連について比較検討をした。肝硬変につ

いては T細胞が高値を示し， しかも T4/T8比の著

しい上昇を認めた。急性肝炎では B細胞が高値を示

した。 2, 3の詳細については，逐次発表の予定であ

る。

V. 臨床細菌学に関する研究（患者血液から得られ

たコアグラーゼ陰性ブドウ球苗について）

前年度に引き続き，敗血症を疑う患者血液からコ

アグラーゼ陰性ブドウ球菌(CNSと略す）を集め，生

化学的プロファイルを調べてみると， S.epidermidis 

では前年度と同じく 6606113,6706112, 6706113, 

6606112の株が多く認められた。しかし，これらの生

化学的プロファイルをもった S.epidermidisが皮附

からも多く検出されることから，採血時皮向からの

混入の可能性が考えられたが， これら生化学的プロ

ファイルの株が皮粛よりも糞便，鼻削庭，咽頭から

より多く検出され，必ずしも皮附からの汚染菌とは

いい難い結果であった。

これら両CNSについて毒力に関連があると考え

られる生化学的性状を比べてみると， S.epidermidis 

に関しては両者の間にあまり差がみられなかった。

その他の CNSではDNase, caseinase, hyalur-

onidaseの産生能で血液由来株の方が賜性株が多く

みられたが，かhemolysin,eggyolk factor, esterase 

の産生能は健康者由来株の方が陽性株が多かった。

人血清中での抵抗性をみてみると， S.epidermidis 

では血液由来のファージ II型の株が最も強く増殖

傾向を示したが，健康者由来の II型の株はほぽ横ば

い状態であった。一方， III型， I型，型別不能株は

むしろ殺茜される傾向がみられた。また，血液由来

のDNase陽性の CNSは血清中で最も強く，接種菌

数の 20倍位まで増殖がみられた。

マウス静脈内接種で腎内の生残菌数を比べてみて

も，常在菌のファージ I型の S.epidermidisに比べ

ると，血液由来の DNase陽性の CNSは最も高いレ

ベルで生残し，次いでファージ II型の S.epider-

midisであった。これらマウスの体重当たりの牌臓

の大きさを比べてみても， DNase陽性の CNSを接

種したマウス群が最も大きく，マウスが強い反応を

示していたことがうかがわれた。

VI. 免疫応答遺伝子に関する研究

Staphylococcal exfoliative toxin A (ET A)の

マウスにおける免疫応答追伝子の解析およびヒトの

ETA,ETBに対する抗体保有率の ELISA法による

検索を行っている。

研究業績

I. 原著論文

1. 臨床生理学に関する研究

1)井川幸雄：血液pHの測定誤差．臨床検査． 29:595-

596 (1985) 

2)井川幸雄，原田邦彦，鈴木政登，塩田正俊，飯島好子，

松原 茂（日大）．樽哲也（千葉県教育庁）：発育期の

体力に関する基礎的研究；スボーツ（野球）活動が発育

期にある児童の体力および血液性状に及ぽす影響．特

定研究(1)昭和59年度文部省科学研究費研究成果報告

書． 83-85(1985) 

3)松原茂＊，樽哲也（千葉県教育庁），磯野国男＊＊，

加藤守男＊＊ （＊＊我孫子市少年野球連盟），中村 久（我

孫子市少年砺式野球クラブ），岩本圭史＊（＊日大），鈴木

政登，塩田正俊，飯島好子，井川幸雄：少年野球選手の

発育発達，体力および血液性状．テサントスポーツ科

学． 6:104-112 (1985) 

4)井川幸雄，鈴木政登，塩田正俊，飯島好子： No.V ス

ポーツ選手における貧血の発生と予防に関する研究；

II.スボーツ選手の貧血発生頻度に関する調査．昭和

59年度日本体育協会スボーツ科学研究報告． 3＿6

(1985) 

5) JII上憲司，井川幸雄，細田孝子： No.V スボーツ選

手における貧血の発生と予防に関する研究； III.長距

離走者の赤血球寿命と鉄代謝に関する研究．昭和59年

度日本体育協会スボーツ科学研究報告． 7-15(1985) 

6)丸山剛生＊，相原康二＊（＊東工大），鈴木政登，塩田正

俊：東京工業大学ボート選手の身体的特性．東京工業

大学人文論叢 (11), 53-65 (1985) 

7) Masuda, M., Ohira, Y. (Washington Univ.) and 

Ikawa, S. : Biochemical responses of xenopus 

laevis muscles to changes in environment ; I. Com-

parison to Rana catesbeiana and exposure to gravic 

environment. ].]. Aerospace Environ. Med. 22: 

33-39 (1985) 

8) Ohira, Y.*, Masuda, M., Hasegawa, H., Ohira, 

M.• (*Washington Univ.) and Ikawa, S.: Biochem-

ical responses of xenopus laevis muscles to changes 
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sure. ].]. Aerospase Environ. Med. 22 : 40-45 

(1985) 

9) 井川幸雄，鈴木政登，塩田正俊，飯島好子，松原 茂
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（日大），原田邦彦：痩身児童の血液性状および体力．体
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i志． 11:67-70 (1986) 
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〔臨床病理． 33: 427 0985)〕

7) Ikawa, S., Suzuki, M., Shiota, M. and Matsubara, 

S. : Renal function during physical exercise ; The 

effects of sodium bicarbonate ingestion on urinary 
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The 62nd annual meeting of physiological society of 

Japan. 3月．久留米．〔日本生理学雑誌． 47(8•9) : 
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尾周三＊＊＊，谷嶋二三男＊＊＊（＊＊＊横浜市大），芝山秀太郎
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臨床

第 1 内科学

教授：亀田治男

教授：藤沢 冽

助教授：渡邊證次郎

講師：今井 深

講師：永森静志

講師：小倉和雄

講師：石原扶美武

研究概要

I． 消化管に関する研究

消化管・肝・胆道

肝・肝生化学

神経内科・脳血管障害

消化管・肝・門脈循環

肝・肝細胞培養

肝・肝生化学

胆道

1. 胃潰瘍発生因子のうち防御機構の減弱を重視

し，胃潰瘍各ステージの胃粘膜血流量をレーザー

ドップラー法，色素希釈法で測定し活動期での粘膜

血流量低下を確認した。

2. ストレス潰瘍実験モデルを作成し，喫煙の胃

粘膜におよぼす影響を観察し，ストレスと喫煙が相

乗的に胃防御機構を減弱させることを確認した。

II. 肝門脈循環に関する研究

1. 厚生省門脈血行異常症調査研究班（班長亀田

治男）活動も 2年目となり，特発性門脈圧冗進症を

中心に原因究明を目標に，全国的な調査，病因病理

学の検討，臨床実態，治療法予後の検討と幅広く研

究を行った。

2. 超音波トラソジットタイム血流計で門脈，肝

動脈血流星を測定し，プロプラノロールの肝循環に

及ぼす影響を検討した。

3. 食道静脈瘤の出血例，非出血例の内視鏡所見

での出血危険因子について検討した。

4. 肝硬変時とくに肝不全時の血漿プロラクチン

の変動の臨床的意義について検討した。

5. 心不全時のうっ血肝や Budd-Chiari症候群

での肝門脈循環および肝組織所見の検討を行った。

III. 肝疾患の臨床免疫学的研究

1. 慢性肝炎患者におけるインターロイキン 2

(IL-2)を介する免疫応答を末梢血リンパ球の IL-2

産生能，および NK,LAK細胞活性の IL-2による

誘導の点より検討し，さらにリコンビナント IL-2

による B型慢性肝炎治療の pilotstudyを行った。

2. 肝細胞癌の腫瘍マーカーである AFPについ
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医学

て新たに開発されたモノクローナル抗体を用いた測

定法を検討した。また肝動脈塞栓後の免疫動態につ

いて抗肝細胞膜抗体の点より検討を加えた。 adop-

tive immunotherapyの基礎的研究を行い本年度よ

り臨床応用に入る予定である。

3 腹腔鏡による肝疾患診断能の向上を目的とし

て白色紋理所見に注目し，新たな診断基準の提唱を

行った。

4 実験的に免疫学的肝障害，肝線維化モデルを

作成し病因について検討した。

5， 胆汁分泌機構解明を目的として催胆汁うっ滞

因子の作用機序を胆汁脂質分泌，肝ニンドサイトー

シスの点より明らかにした。

IV. 肝疾患の生化学的研究

1. アルコールおよび食餌蛋白のラット肝核酸代

謝への影響を高速液体クロマトグラフィーによって

分析した結果， Adenin系列に強く影響し，低蛋白ア

ルコールラット肝の energychargeの低下と redox

stateの著しい変位を裏付けることが出来た。

2. B型慢性肝炎へのインターフェロンCINF)の

臨床的効果をひきつづき検討し， INF投与前のリン

パ球2-5A活性の低い症例ほど，また INF投与によ

る2-5A活性の誘導の高い症例ほど有効なことを明

らかにした。

3. 肝疾患における血清Adenosine deaminase 

(ADA)活性の上昇機序を解明する一端として，血清

および組織中のADAisozyme patternを明らかに

した。

4. 2Hーケノデオキシコール酸 (CDCA)を肝硬変

患者に投与し， CDCAの体内動態を解析した。

CDCAのpoolsizeは肝硬変の重症度に逆相関して

減少しており，血清を試料としても解析が可能で

あった。

V. 肝・胆道系細胞の基礎および臨床的研究

1. 無アルプミンラット (NAR)の硬変肝作成に

成功し，そのアルブミン合成陽性肝細胞の集族発現

を確認し，それを指標とし小葉改築や肝細胞の再生

に関する研究の新しい領域を開いた。

2. ヒト肝胆道系培養細胞を使用して細胞レベル

から温熱に対する変化を機能と形態面から研究し．

さらに抗癌剤の併用による効果を詳細に検討した。

これらの結果に基づき．臨床での温熱療法を含む集



学的治療研究を行い成果を挙げた。

3. 肝非実質細胞の fatstoring cell (FSC)を分

離培養し， VitaminAのFSCへの移送について，

ォートラジオフィー等を用いて多くの点を明らかに

した。また，ヒト FSCの分離培養にも成功し，その

微細構造をグロー放電レプリカ法等を駆使し，形態

学的な新しい知見を発表した。

4. 肝癌培養細胞株の HBV-DNAのintegra・

tionについて検討し発表した。

VI. 胆道疾患の病態と臨床の研究

1. 当科通院中および入院中の胆石症患者の臨床

症状，経過，検査所見などの検討を行った。とくに

無症状胆石について，その臨床経過，臨床像の特徴，

各種画像診断などを検討し，無症状胆石の取り扱い

方の方針を決定した。

2. 黒色胆石の構造，臨床的特徴に関する検討を

行い，その臨床像を明らかにした。

3. 胆石溶解療法に関する，その後の追跡調査，溶

解効果の判定を行い，その意義を検討した。

4. 近年，増加傾向にある，陽性胆石（石灰化胆

石）について，その臨床症状，臨床経過，画像診断

について検討し，その実態を明らかにし，治療方針

の検討を行った。

5. 圧倒的にコレステロール胆石が多い沖縄地区

での胆石症の実態を明らかにする目的で沖縄地区の

胆石の分析，栄養調査を行った。

VII. 腎疾患に関する臨床的研究

1. 非ステロイド性抗炎症剤 (Indomethacin,

Acemetacin, Azapropazone, Piroxicam)をネフ

ローゼ症候群，慢性糸球体腎炎患者に投与し，その

抗蛋白尿効果について比較検討した。なかでも，

Acemetacinの血中濃度と尿蛋白排泄量，および腎

機能（クレアチニン， クリアランス）との間には逆

相関を認めることを明らかにした。

2. 肝硬変症に伴う腎障害について，昭和49-60

年までの剖検例に関して臨床病理学的検討を行って

し、る。

VIII. 神経病学に関する研究

l. 脳血管障害に関する研究

l) 脳梗塞を心臓疾患合併群と非合併群に分け，

その temporalprofileと背景因子，病巣部位につき

検討した。

2) 脳幹部血管障害とくに橋出血に関して MRI

による経過追跡，橋病巣部位と臨床症状との関連を

考察した。

2. 髄液蛋白に関する研究

連続濃度勾配ポ、リアクリルアミト・マイクロゲル

を用いた蛋白泳動法により，正常人とラットの髄液

の比較，各種神経疾患と低分子蛋白の動態に関し検

討した。

3. 肝疾患の神経学的研究

肝疾患に伴うこむらがえりにつき，その発生機序，

薬物効果を検討した。

4. 頭痛とくに片頭痛の発生機序，臨床的特徴，予

防的治療につき検討，またパーキンソン病の自律神

経学的検討を心電図 R-R間隔， Schellongtestによ

りおこなった。

IX. その他

教授亀田治男の副会長（会長 HansPopper教授）

のもとに，昭和60年 1月25日に東京において

International Bile Acid Meetingが開催された。

研究業績

I. 原著論文

l. 消化管に関する研究

1)川村忠夫，鬼沢信明，野沢博，鳥居明，有泉雅博，

穎川一忠，亀田治男，スジャルオ：消化性潰瘍に対する

新しい H2受容体拮抗剤TZU-0460の臨床的検討ーと

くに肝機能に及ぽす影響について一．基礎と臨床． 19:

2685-2692 (1985) 

2)広浜恵生，スジャルオ＊，町田 崇＊（＊社保大宮総合

病院），植松幹雄，山崎一信，鬼沢信明，石沢和敬，竿

代丈夫，今井 深，川村忠夫，亀田治男，高木敬戸，下

田忠和： Cronkhite-Canada症候群の 1例ーとくに

CTおよび超音波検査の有用性について一．日本消化

器病学会雑誌． 82:1585-1590 (1985) 

2. 肝門脈循環に関する研究

l)山崎一信，戸島恭一郎，植松幹雄，広浜恵生，竿代丈

夫，今井 深，亀田治男：超音波トランジットタイム血

流計による肝循環動態の研究．肝臓． 26:674 (1985) 

2)今井 深，山崎一信，戸島恭一郎，植松幹雄，広浜恵

生，亀田治男：サイコサポニンの肝血流量におよぽす

実験的影響．現代医療学． 1: 99-103 (1985) 

3)亀田治男，植松幹雄，広浜恵生，竿代丈夫，山崎一信，

石沢和敬，今井 深：門脈血行異常症，とくにうっ血肝

における組織学的および循環動態の検討．厚生省特定

疾患特発性門脈圧充進症調査研究班．昭和59年度研究

報告書． 209-212(1985) 

4) Kameda, H., Yamazaki, K., Imai, F., Sugiura, M., 

Nakashima, T. and Okuda, K.: Obliterative portal 

venopathy : A comparative study of 184 cases of 
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extra hepatic portal obstruction and 469 cases of 

idiopathic portal hypertension. J. Gastroent. and 

Hepatology. 1: 139-149 0986! 

5)今井深．山崎・倍．植松幹雄．樺 恵．広浜恵生．

竿代丈夫．亀田治男：門脈圧冗進症，とくに特発性門脈

圧冗進症と肝硬変症の鑑別について．厚生省特定疾患

特発性門脈圧充進症調査研究班．昭和59年度研究報告

書． 170-173(1985) 

3. 肝疾患の臨床免疫学的研究

l)銭谷幹男，渡辺文時．宮崎寛，大越裕文．尾泉博，

韓 南奎嵐山泰志，西山正輝，安藤秀樹，藤田由美子，

高橋 弘，清水能-,出浦正倫，相択良夫，伊坪真理子，

飛鳥田一朗，亀田治男： Interferon,SNMC投与慢性

活動性肝炎患者リンパ球の NK.LAK活性およびIL-

2産生能．消化器と免疫． 16:99-101 (1986) 

2)伊坪真理子，渡辺文時，宮崎 寛，大越裕文，尾泉

博，緯南奎，安藤秀樹．藤田由美f・，高橋弘，出illi

正倫，清水能ー，相沢良夫，銭谷幹男，飛鳥田一朗，角

田治男：手術不能肝細胞癌に対する抗癌剤の肝動脈内

one shot動注療法の効果と適応．慈忠医大誌． 101:1-

8 (1986) 

3)安藤秀樹．渡辺文時．宮崎寛．大越裕文，尾泉博，

韓南奎嵐山恭志西山正輝，藤田由美子，高橋弘，

清水能ー，出浦正倫，相沢良夫，銭谷幹男，伊坪真理子，

飛鳥田一朗，亀田治男，稲田省三，小林 進，桜井健司：

股腔鏡下肝生検後のフィフリン糊注人止血法． Gas-

troenterological Endoscopy. 27: 2753-2758 (1985) 

4. 肝疾患の生化学的研究

l)中島尚登，平川淳-・,片山辰郎，中山 一，山崎士子，

高原 仁，中原正雄，山内慎義，木村和夫，川瀬治通，

渡部幸夫，北原敏久，小倉和雄，藤沢 冽．亀田治男：

ェクノールによる肝酸溶性nucleotideの修飾．アル

コール代謝と肝． 5:215-222 (1985) 

2)小倉和雄，中山 ．．平川淳一，中島尚登．山崎圭子，

中原正雄，山内慎義，木村和夫，藤沢 冽，亀田治男：

肝疾患における血清Adenosinedeaminase活性の臨

床的意義についてーイノシン定量法による検討ー．り1:

胆膵． 12:477-481 (1986) 

5. 肝・胆道系細胞の基礎および臨床的研究

3) Matsuura, T., Nagamori, S., Fujise, K., Homma, 

S., Sujino, H., Shimizu, K. and Kameda, H.: Studies 

on the ultra structure of cultured human stellate 

(Fat-storing) cells. J. Clin. Electron Microscopy. 
18: 5-6 (1985) 

4)本間定，永森静志，藤瀬清隆，筋野甫，松浦知和，

清水恵一郎，亀田治男：ヒト肝胆道系癌培養細胞の生

存と増殖に及ぽす温熱の効果．日消誌． 82:2043-2048 

(1985) 

5)清水恵一郎，永森静志，藤瀬清隆，蓮村 哲，本間

定，筋野 甫，松浦知和，亀田治男，田中寿子：無アル

フミンラット (NAR)硬変肝に集族出現したアルプミ

ン陽性細胞．肝臓． 26:115 (1985) 

6) Homma, S., Nagamori, S., Fujise, K., Sujino, H., 

Matsuura, T., Shimizu, K. and Kameda, H.: His• 

tological similarity of nude mice transplanted 

tumor to the original human hepatobiliary car・

cinomas. Jikeikai Med. J. 32: 317-321 0985) 

6. 胆道疾患の病態と臨床の研究

l)高木一郎，山秋拓司，柴田耕司，亀田治男：胆殺小隆

起性病変の手術適応ー内科側から一．胆と膵． 6:863-

869 (1985) 

2)亀田治男：日本における胆石症の病態および臨床的

特徴．慈恵医大誌． 100:215-231 (1985) 

3)亀田治男，石原扶美武，柴田耕司：サイレントストー

ンの実態と治療方針． Medicina.22: 644-645 (1985) 

7. 神経病学に関する研究

l)竹内 正，比嘉康宏，江森 勇（社保大宮総合病院検

査科）：肝疾患の神経学的研究（第4報） 自覚症状に

占める末梢神経・筋障害の位置付け．埼玉県医学会雑

iも． 20: 859-862 (1985) 

2)比嘉康宏，竹内 正，中林治夫： Parkinson病の自律

神経障害について．埼玉県医学会雑誌． 20:791-795 

(1985) 

3)中村治火，柳沢 徹，永森静志，渡辺礼次郎，亀田治

男・連続濃度勾配ヤ I）アクリルア、トマイクロゲル電

気泳動法による微量髄液蛋白の解析．生物物理化学．

29: 179-184 (1985) 

1) Homma, S.: Studies on the establishment and II. 総説

some biological characteristics of cultured human 1)亀田治男：中毒性肝障害．日本臨床． 43:1100-1102 

liver cancer morphological characteristics and tem- 0985) 

perature sensitivities-. Jikeikai Med. J. 32: 289- 2)亀田治男： Ilfl_石症の病型分類．内科． 55:1129-1131 

315 (1985) (1985) 

2) Cheng, S-Y., Hasumura, S., Willingham, M.C. and 3)亀田治男： H本人の胆石症．臨床と研究． 62:2379-

Pastan, I.: Purification and characterization of a 2382 0985) 

membrane-associated 3, 3', 5-triiodo-L-thyronine 4)藤沢 冽，川瀬治通，北原敏久，渡部幸夫．平川淳一：

binding protein from a human carcinoma cell line. 肝細胞癌特異 y-GTPアイソザイム，肝胆膵 11: 81-

Proc. Natl. Acad. Sci., USA. 83: 947-951 0986) 91 0985) 
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5)藤沢冽，山内真義，川瀬治通，中山 一，山崎圭子：

早期肝癌の生化学的診断．臨床成人病． 15: 1529-1635 

(1985) 

6)伊坪真理子，亀田治男：中毒性肝障害．概論一定義，

分類ー． 日本臨床． 43:1103-1107 (1985) 

7)本間定，永森静志藤瀬清隆，筋野甫，松浦知和，

清水恵一郎，亀田治男：肝・胆道系癌細胞の温度惑受性

一細胞の蛋白分泌の変化を中心に一．組織培養研究．4:

77-83 (1985) 

8)柴田耕司，日原雅文，亀田冶男：総胆管胆石の超音波

診断の意義と限界．消化器科． 3:270-275 (1985) 

9)柴田耕司，亀田治男：胆石の種類とその成因．臨床看

設 12:292-301 (1986) 

10)植松幹雄，本倉徹．池田均，竿代丈夫，井上昇：

肝不全．臨床医． 11:1229-1233 (1985) 

III. 学会発表

l)野沢 博，山根健樹，近藤謙二，林田康明，穎川一忠，

有泉雅博，鳥居 明，鬼沢信明，川村忠夫，亀田治男，

スジャルオ（社保大宮総合病院） ：酢酸潰瘍治癒過程に

おける胃粘膜血流量， PD,粘膜内 Hexosamine量の関

連性の検討．第 71回日本消化器病学会総会． 5月．札

幌．

2)植松幹雄，広浜恵生，戸島恭一郎，片山辰郎，山崎一

信，樺恵山内員義石沢和敬，颯佐高雅，今井深

川村忠夫，亀田治男，竿代丈夫＊，井上十四郎＊（＊国立

王子病院） ：Budd-Chiari症候群の診断法についての

検討ーNMR-CTの有用性について一．第 71回日本

消化器病学会総会． 5月．札幌．

3)今井 深： （シンボジウム）肝門脈循現の病態生理と

臨床．肝門脈循環の実験的検討．第22回日本臨床生理

学会． 10月．千葉．

4)山崎一信，戸島恭一郎，植松幹雄，樺 恵，石沢和敬，

広浜恵生，竿代丈夫，今井 深，亀田治男：肝循環動態

に関する実験的研究一超音波トラ‘ノシットタイム血流

計による連続的観察の試み ．第21回日本肝臓学会総

会． 6月．米子．

5)穎川一忠，山根健樹，近藤謙二，林田康明，有泉雅博，

鳥居明，野沢博，鬼沢信明，今井深，川村忠夫，

亀田治男：消化性潰瘍吐・下血例の臨床的・内視鏡的検

討．第30回日本消化器内視鏡学会総会． 10月．松江．

6)銭谷幹男，清水能ー：白色紋理病変の診断的意義

ー白色紋理所見の拡大．第30回消化器内視鏡学会総

会． 10月．松江．

7)韓南奎渡辺文時宮崎寛，大越裕文，尾泉博

嵐山恭志，安藤秀樹，藤田由美子，高橋 弘，出浦正倫，

清水能ー，相沢良夫，銭谷幹男，伊坪真理子，飛鳥田一

朗，亀田治男： Effectof Immune Cholestetic Factor 

on Bile Secretion. International Bile Acid Meet-

ing. 1月．東京．

8)相沢良夫，渡辺文時，宮崎寛，大越裕文，韓南奎，

嵐山恭志，西山正輝，安藤秀樹，藤田由美子，高橋 弘，

尾泉 博清水能ー，出浦正倫，銭谷幹男，伊坪真理子，

飛鳥田一朗，亀田治男： Enhancementof IL-2 produc・

tion and modulation of NK-cell activing by sensit-

ization of OK-432 in adenocarcinoma patients. 

14th International congress of chemotherapy. June. 

Kyoto. 

9)安藤秀樹，渡辺文時，宮崎寛，尾泉博，韓南奎，

嵐山恭志，大越裕文，西山正輝，藤田由美子，高橋 弘，

清水能ー，出浦正倫，相沢良夫，銭谷幹男，伊坪真理子，

飛鳥田一朗，亀田治男：消化器癌診断における CA19-

9, TPA, CEAの臨床的評価．第 27回日本消化器病学

会秋季大会． 11月．松山．

10) Nakahara, M., Katayama, T., Takahara, M., 

Yamazaki, K., Kitahara, T., Ogura, K., Fujisawa, K. 

and Kameda, H. : Guanase activity in the donor 

serum and posttransfusion non-A, non-B hepatitis. 

Asian Pasific Association for the Study of the Liver. 

Jan. Singapore. 

11)山崎圭子，平川淳一，片山辰郎，中山 一，中島尚登，

中原正雄，川瀕治通，北原敏久，小倉和雄，藤沢 冽，

亀田治男： B型慢性肝炎に対するインクーフェロン療

法と 2'-5'-oligoadenylatesynthetase活性について．

第72回日本消化器病学会総会． 3月．新潟．

12)木村和夫，藤沢 冽： （シンボジウム）アルコール性

肝炎の予後について．第 72回日本消化器病学会総会． 3

月．新潟．

13) Fujise, K., Shimizu, K., Matsuura, T., Sujino, H., 

Homma, S., Nagamori, S. and Kameda, H.: Effects 

of hyperthermia and adriamycin on cultured human 

liver cancer cells. 5th Asian Pacific Association 

for the study of the liver. Jan. Singapore. 

14)清水恵一郎，永森静志，藤瀕清隆，蓮村 哲，本間

定，筋野甫，松浦知和，亀田治男：無アルフミンラッ

ト(NAR)の硬変肝作成とその血清蛋白合成能の変化

についての研究．第21回日本肝臓学会総会． 6月．米

子．

15) Homma, S., Nagamori, S., Fujise, K., Sujino, H., 

Matsuura, T., Shimizu, K. and Kameda, H.: 

Human hepatoma cells in hyperthermic culture. 

3rd International Cell Culture Congress. Sept. 

Sendai. 

16) Matsuura, T., Nagamori, S., Fujise, K., Homma, 

S., Sujino, H., Shimizu, K. and Kameda, H.: Mor-

phological and functional studies on cultured rat fat 

storing cells. 3rd International Cell Culture Con-

gress. Sept. Sendai. 
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17)高木ー・郎，田野博宜，日原雅文， Il1秋拓司，月・止英一，

柴田耕司，石原扶美武，亀田治男：黒色石の臨床的特

徴．第 72回日本消化器病学会． 3月．新易

18)本橋信博．山田裕史．鈴木文夫，亀田治男： Bartter

症候群の経過観察中に両腎の石灰化と cysticlesion 

を認めた 1例．第 15回日本腎臓学会東部部会． 5月．福

島．

19) Nakabayashi, H., Yanagisawa, T., Nagamori, S., 

Watanabe, R. and Kameda, H.: Analysis of 

ultraminute amount of cerebrospinal fluid by con-

tinuous gradient polyacrylamide microgel electro-

phoresis. XIII the World Congress of Neurology 

Sept. Hamburg. 

20)柳沢徹．中林治夫．竹内 iE．法橋建，比嘉康宏，

渡辺鐙次郎：脳梗塞の Temporalprofileと背景因子

について．第 10回H本脳卒中学会総会． 4月．京都．

IV.著書

l)亀田治男：黄疸と肝性昏睡（分担執筆）．竹本忠良，亀

田治男編： EssentialLecture消化器．メシカルビュー

社． 132-145(1985) 

2)清水能ー，飛烏田一朗，安藤秀樹，亀田治男：腹腔鏡

による肝硬変症の診断．肝表面積と生検組織および臨

床検査所見との対比（分担執筆）．並木正義，亀田治男，

矢野右人編：腹腔鏡的にみた慢性肝炎から肝硬変ま

で．医学図書出版． 17-31(1986) 

3) Aizawa, Y., Watanabe, F., Miyazaki, H., Okoshi, 
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tion of NK-cell activity by sensitization of OK-432 

in adenocarcinoma patients. Ed. by Ishigami, J.: 
Recent Advances in Chemotherapy, Univ. of Tokyo 

Press. 241-242 (1985) 

4) Homma, S., Nagamori, S., Kameda, H. and 

Okumura, H.: Effects of hyperthermia on the 

release of AFP and CEA from the cultured human 

cancer cells in Hyperthennia in Cancer Therapy. 

eds. Abe, M., Takahashi, M. and Sugahara, T. 

NAG BROS. Inc. 0985) 

5) Imai, F., Yamazaki, K. and Kameda, H.: Effect 

of ranitidine on hepatic blood flow and action of 

Xiao-chai-Hu-Tang on this effect. Excerpta 

Medica, International Congress Series. 693: 256-

260 (1985) 

V. その他

1)永森静志： （質疑応答）医療従事者への HBsワクチ

ンの適応と使用法． 日本医事新報， 3228:135 (1986) 

2)永森静志，本間 定： （C.P.C)上腹部痛，嘔吐を主訴

とし，上腹部腫瘤を指摘され，温熱療法 (hyperther-

mia)を施行した 77歳の女性例．臨床成人病． 16:117-

132 (1986) 

3)高木さゆみ．服部 晃，山内真義，木村和夫，筋野

甫，柴田耕司，渡辺纏次郎，亀田治男： Nuclearmag-

netic resonance-computerized tomography (NMR-

CT)が診断に有用であった慢性膿胸による続発性

Budd-Chiari症候群 11)1例．日内誌． 74:952-957 

(1985) 

4)片山辰郎，山内員義，高木さゆみ，中林治夫，木村和

夫，渡部幸夫，鬼沢信明，小倉和雄，藤沢 冽，亀田治

男： NMR-CTが診断に有用であった Budd-Chiari

症候群の 3例，肝臓． 26:1541-1548 (1985) 

5)渡辺轄次郎，中林治夫，柳沢徹，竹内 正： Dysar-

thria-Clumsy hand Syndromeをしめした原発性橋出

血の 1例．脳卒中． 8:22-25 0986) 
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第 2 内科学

教授：宮原 正 腎臓病学・神経内科学

助教授：酒井 紀 腎臓病学

助教授：小椋陽介 腎臓病学・内分泌電解質代

謝

助教授：石本二見男 腎臓病学・内分泌•免疫学

講師：斎藤 篤 感染症・化学療法

講師：下条貞友 神経内科学

講師：嶋田甚五郎 感染症・化学療法

講師：川口良人 腎臓病学・電解質代謝

講師：酒井聡一 腎臓病学

講師：橋木隆男 高血圧・腎臓病学

研究概要

I. 腎臓病学に関する研究

l) 腎循環に関する研究

犬腎動脈にグルカコンを注入し高グルカゴン血症

の腎への影響を検討し，腎血流， GFRの増量および

尿中 Na排泄の増加を認めたが，グルカゴンの腎に

対する作用は腎 PG以外の因子の関与も示唆され

た。

2) 膜性腎症の長期予後に関する研究

教室例92症例（経過観察平均 7.7年）の解析から

76%がネフローゼ症候群を呈し約40%が寛解し

た。しかし 15%はCRFに移行した。非ネフローゼ

群の予後ぱ良好であった。本症の生存率1ま10年 86.

5%, 20年 76.8%であった。

3) 非 lgAメサンキウム増殖性腎炎に関する研

究

IgA沈着をみない群と lgAが巣状分葉状に陽性

を示す群に大別され，いずれも尿蛋白陰性化するも

のが多く，とくに後者は lgA腎症周辺疾患に属する

と考えられた。

4) MPGN type IIIに関する研究

特殊染色や電顕法による検索から本症は質的，量

的に広い spectrumを示す可能性が示唆された。

5) 思春期（中間期）腎炎の病型に関する研究

糸球体疾患の病型は 20歳を境として明らかに変

化し，思春期と成人期での腎炎の病型が異なってい

た。

6) 腎疾患の非免疫学的進行因子に関する実験的

研究

ネフロン数減少ラットを作成し残存糸球体の形態

学的検討から同程度の残腎機能を有する場合でも機

能喪失ネフロンの存否により病態に差のある可能性

が示唆された。

7) 腎性骨異栄養症に関する研究

本症防止のため高リン血症をコントロールする必

要がある。そのためにAlを含まない炭酸カルシウ

ムの経口投与が有用なことを明らかにした。

8) ビタミン D代謝に関する研究

SHRでは血漿Caイオンの低下，血中 PTHの増

加，腎における la水酸化酵素活性の低下を認め，血

庄上昇と Ca代謝調節ホルモン異常との関連性を解

明することの必要性を提起した。

9) CAPDに関する研究

体内に蓄積した Alの除去にはCAPDは血液透

析よりも効率がよく有用であることを明らかにし

た。

10) plasmapheresisに関する研究

難治性ネフローゼ症候群に plasmapheresisを行

い， TxB2,フィブリノペプタイド Aあるいは Bの

減少と腎機能改善との間に関連性のあることを認め

た。

11) 薬剤による尿蛋白減少に関する研究

PANネフローゼラットにブレジニンを投与し著

明な尿蛋白減少をみとめ，その機序として throm・

boxaneふ合成酵素阻害作用が考えられた。また，

原発性ネフローゼ症候群に acemetacin60-90 mg/ 

日を投与し 50%に著明な尿蛋白減少，一部に完全寛

解を認めた。

12) 薬物性腎障害に関する研究

CET-Nbで免疫したマウスあるいは抗Dansyl

抗体を移入したマウスに高頻度に実験的急性間質性

腎炎 CAIN)を発症させたが， さらにラット，モル

モットにも同様の処置でヒト同様の AINを発症さ

せることが出来た。

13) 多変量解析による膜性腎症の予後について

諸変動因子をパソコンを用いて多変量解析し膜性

腎症の予後不良因子として発症時年齢，性，血清蛋

白濃度があげられた。

14) 尿中 NAGの排泄動態に関する研究

PANネフローゼラットでは多景の尿蛋白排泄以

前に尿中 NAGB componentの増加が認められた

ことよりネフローゼ症候群での尿中 NAGisozyme 

測定は再発予知の一方法と考えられた。

15) uremic toxinに関する研究

腎不全患者の血清uremictoxin濃度と尿毒症症

状との関連， invitro添加実験から患者を管理する

うえで望ましい血清 uremictoxin猥度を明らかに

した。

16) 糖尿病性腎不全の病態と治療に関する研究
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食事の蛋白摂取量，摂取エネルギー量を一定にし 者に有効かつ安全に実施し得ることを明らかにし

て検討した結果，摂取蛋白量やエネルギー星は栄蓑 た。

状態や血糖のコントロール状態を十分に考慮し個々 4) 抗菌剤の中枢神経毒性に関する研究

に適した量を処方すべきことを報告した。 セフェム系抗生剤のマウス脳室内投与実験により

本抗生剤はGABA受容体結合を抑制することによ

II. 神経内科学に関する研究 り痙攣を誘発することが示唆された。

l) 尿毒症の神経障害に関する電気生理学的研究

尿毒症の聴性脳幹反応の検討についで大脳高次機

能に関係する長潜時反応，事象関連電位の検討を進

めている。また，心電図 RR間隔の検討から尿毒症

では自律神経機能異常の多いことを認めた。

2) 神経培養法による uremicneuropathyの成

囚研究

培養系で胎生期マウス脊髄後根神経節の髄鞘形成

過程を観察し， これにグアニジノ化合物，患者血清

の添加実験を行いneuropathyの発生機序を検討中

である。

3) 自己免疫性神経疾患に対する plasmapher-

esis-pulse併用療法

重症筋無力症，慢性期ギランバレー症候群，多発

性硬化症に本併用療法を試みとくにギランバレー症

候群に著しい効果を認めた。

4) Xenon CT法による脳循環測定方法の研究

Xenon吸入CT脳血流測定法における諸問題点

の改善を目的として 3分間短期吸入法を開発し臨床

例において満足すべき成績を得た。

5) 多発性脳梗塞の全血粘度，赤血球変形能のレ

オロジーに関する研究

多発性脳梗塞群では粘度，変形能とも有意に低下

し， とくに痴呆を伴う群では著明であった。

6) 指尖容積脈波のデジタル解析による自律神経

機能検査法の開発

指尖容積脈波を用い連続 100脈波の波高変動係数

CVw11と脈拍間時間の変動係数CVP-Pより交感副

交感神経両機能を別々に測定可能となった。

III. 臨床細菌学的研究

1) 血液培養に関する研究

血液培養時の菌検出率向上をはかるのに Antimi-

crobial Removal Device処理の有用なことを認め

た。

2) CAPDと感染に関する研究

CAPD腹膜炎にはAmpicillin,Cefmetazoleは1

g／日， Tobramycin60 mg／日の使用で蓄積性をみる

ことなく有効血中濃度がえられた。

3) インフルエ｀ノザワクチンに関する臨床的研究

HI抗体価を測定しワクチン接種が慢性腎不全患

IV. 高血圧に関する研究

5/6腎部分切除による腎不全ラットを種々の Ca

含有食で飼育し， Ca負荷により昇圧の抑制， Ca欠

乏により高血圧の悪化がみられ，収縮期血圧と i-Ca

との間に強い負の相関を認めた。

V. 臨床血液学的研究

l) 再生不良性貧血の骨髄血輸注療法

治癒機転を骨髄幹細胞コロニー形成能から詳細に

解析し骨髄支持細胞の賦活化，ついで遺残造血幹細

胞の分化増殖により寛解に至ることを示唆した。

2) 造血細胞における糖転移酵素活性

糖転移酵素のうち Galactosyl transferase, N-

acetyl-glucosaminyl transferase活性を測定し前

者は未分化細胞で低値を示すが，後者は未分化ほど

高値を示した。

3) 骨髄線維症の発症機転に関する研究

骨髄線維症の末梢血や骨髄血T細胞破砕上清中

に線維芽細胞コロニー増殖因子を認めたが現在本因

子の分析を行っている。

VI. 痛風に関する研究

1) 痛風の腎障害に関する研究

痛風患者の剖検腎では実験的高尿酸血症ラット同

様，腎内尿酸濃度は有意に高く，皮髄境界部に最も

顕著であった。

2) 無症候性高尿酸血症に関する研究

164例について平均 69カ月観察した結果，本症で

は痛風関節炎，尿路結石，蛋白尿の発症率がコント

ロールに比し著しく高率であった。

VII. 循環器学的研究

l) 各種 Ca2十拮抗薬の作用機序の解明

成熟ラットの単一心筋細胞を用いパッチクランプ

法により単一の Ca電流を得，各種Ca拮抗薬の作用

機序を比較検討している。

2) 抗不整脈剤の作用機序に関する研究

正常 Na猿度下でパッチクランプ法により単一

Na電流を測定し， Naチャンネルの開閉機構および

condactanceに対する抗不整脈剤の影響を検討して
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し、る。

3) 循現器疾患の診断法に関する検討

20IT]心筋シンチを行い，その画像を三次元化する

方法を開発し，心筋梗塞の部位診断に有用なことを

明らかにした。

VIII. MEに関する研究

パーソナルコンピュータを利用した CT画像処

理管理システムを開発し． CT画像のデジタル処理

を臨床応用した。

研究業績

I． 原著論文
1. 腎臓病学に関する研究

1) Sakai, 0., Kitajima, T., Mitarai, T., Matsumoto, 

A. and Miyahara, T.: The long-term outcome of 

idiopathic membranous nephropathy. Jap. J. Med. 
24: 405 (1985) 

2)津久井一平：腎移植によるビクミン D代謝物の変

動一血漿 1,25(0H), D3を中心にして一．慈恵医大誌．

100: 801-813 (1985) 

3) Kawaguchi. Y., Oda, Y., Imamura, N., Shigemat-

su, T., Kimura, Y.. Aizawa, S., Fujimaki, H., Shoji, 

R., Tsukui, I., Ogura, Y. and Miyahara, T.: Unre-

sponsiveness of bone to parathyroid hormone in 

alminum-related renal osteodystrophy. Kidney 

International. 29 (suppl. 18) : S 49-52 (1986) 

4) Fujimaki, H., Sakai, S., Shibasaki, T., Ikeda, H., 

Mitarai, T. and Miyahara, T.: Influence of double 

filtration plasmapheresis on circulating plasma 

proteins. Therapeutic plasmapheresis (IV). Ed. 

by Oda, T. 549-554 0985) 

5)村井誠三：糖尿病患者における腎蛋白保持能に関す

る研究．慈恵医大誌． 100: 1193-1205 0985) 

6)藤原誠治： uremictoxinに関する研究一尿毒症患

者における血清中uremictoxin濃度と尿毒症症状と

の関連について一．慈恵医大誌 101: 215-233 (1986) 

2. 神経内科学に関する研究

1)豊島良一，豊原敬三，石川和仁，下条貞友，宮原 正：

バーソナルコンピューターを利用した Xenonenhan-

cedCT法による局所脳血流マップ表示． CT研究． 7:

17-22 (1985) 

2)城市貴史，佐藤成明，保田浩平，小林正之，下条貞友，

小椋陽介，宮原 正： L-DOPAによる自己免疫性溶血

性貧血の 1例． 日内会誌． 74:1432-1435 (1985) 

3)城市貴史，本田英比古，野田 豊，下条貞友，宮原

正：自己免疫性疾患における plasmapheresis-puls療

法． preliminaryreport. 神経内科治療． 2:37-41 

0985) 

4)城市貴史．本田英比古，野田 豊，下条貞友，宮原

正：ー側第5指の知覚障害と対側舌の味覚障害をきた

した脳幹部梗塞の 1例．臨床神経学． 25:1066-1069 

0985) 

5)本田英比古，木下正信，下条貞友，宮原 正：虚血性

脳梗塞の全血粘度と赤血球変形能にかんする研究．脳

卒中． 7:386-389 (1985) 

6)本田英比古，木下正信，下条貞友，宮原 正：脳梗塞

における赤血球変形能．脳卒中． 7:391-395 0985) 

3. 臨床細菌学的研究

l)加地正伸：慢性腎不全患者に対するインフルニンザ

ワクチン接種．感染症学雑誌． 60: 51-63 (1986) 

2)奥田新一郎，斎藤篤，宮原正，渡辺邦友＊，上野

一恵＊（＊岐阜大）：吸着体による抗菌剤の除去に関する

甚礎的検討．感染症学雑誌． 59:1073-1083 (1985) 

3)加地正伸，山路武久，斎藤篤，嶋田甚五郎，柴孝

也，北条敏夫，）1|口良人，宮原 正： CAPD（持続的腹

膜透析法）施行時における抗生剤の体内動態にかんす

る研究．腎と透析． 19:211-215 (1985) 

4. 高血圧に関する研究

1) Tamura, H., Kino, M.（関西医大）， Tokushige,A., 

Searle, B.M. • and Aviv, A•. （＊ニュージャージー大） ： 

Increased membrane permeability of skin fibro・

brasts from the spontaneously hypertensive rat. 

Hypertension. 7: 300-305 (1985) 

2) Kino, M.（関西医大）， Tokushige,A., Tamura, H., 

Hopp, L.*, Searle, B. M.*, Klalil, F.* and Aviv, A.* 

（＊ニュージャージー大） ：Cultured rat vascular 

smooth muscle cells: extracellular calcium and 

Na+-K+ regulation. Am. J. Physiol. 248: C 436-
441 (1985) 

5． 臨床血液学的研究

1)片山俊夫：再生不良性貧血の骨髄血輸注療法にかん

する研究ーコロニー形成能検討による治癒機転の解析

ー．慈恵医大誌． 101:235-246 (1986) 

2)菊池明夫：造血細胞における糖転移酵素活性にかん

する研究ーGalactosyl transferaseおよびN-acetyl

glucosaminyl transferase活性の測定とその臨床的意

義について一．慈恵医大誌． 100:483-501 (1985) 

3)落合成正，小林正之，片山俊夫，菊池明夫，吉田真弓，

田中信子，海渡健，宮原正：骨髄線維症の T細胞

破砕上清に認められた線維芽細胞コロニー増殖因子．

医学のあゆみ． 134:1101-1102 (1985) 

6. 痛風に関する研究

l)池田 斉，細谷龍男，河野英雄，市田公美，宮原 正：

実験的高尿酸血症ratの腎および大動脈壁内尿酸濃

度．尿酸． 9:10-18 (1985) 

2)細谷龍男，河野英雄，池田 斉，市田公美，宮原 正：
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無症候性高尿酸血症の予後に関する研究． リウマチ．

25: 369-371 (1985) 

1 循環器学的研究

l)高橋世行：慢性腎不全患者の自律神経機能に関する

研究ーリンパ球膜/3-receptorsiteからの検討ー．慈恵

医大誌 100:525-535 (1985) 

2)保田浩平：慢性腎不全における血液透析施行中の血

圧低下機序にかんする研究ー自律神経機能からの検討

-．慈恵医大誌 100:537-548 0985) 

8. MEに関する研究

1)豊島良一．豊原敬三．下条貞友．宮原 正：ハーソナ

ルコンピュータを利用した CT画像のデジタル記録．

画像診断． 6:194-199 (1986) 

II.総説

l)柴崎敏昭，宮原 正：急性腎不全の治療と対策．中毒

性腎症．臨床と研究． 63:1094-1099 (1986) 

2)酒井紀： lgA腎症の診断基準．内科． 55:1156-

1158 (1985) 

3)小椋隔介，相沢純雄，笠井健司，臥村さゆみ：近位

（型）尿細管性アシドーシス．日本臨床． 47:1864-1873 

(1985) 

4)石本二見男，五味秀穂，青木みなみ：腎疾患における

免疫療法の現状と展望．臨床免疫． 17: 435-442 (1985) 

5)川口良人，小路 良，石田裕一郎，藤原誠冶，北条敏

夫，中尾俊之，笠井健司，久保仁，宮原正： CAPD

療法．臨床泌尿器科． 39:267-279 (1985) 

6)宮原 正，宮嶋真之：腎と神経．一腎不全患者にみら

れる末梢神経・自律神経の異常．腎と透析． 19:183-186 

(1985) 

7)斎藤 篤：各種病態における感染症対策．腎不全． H

本臨床． 43(suppl.) : 1032-1036 0985) 

8)小林正之，片山俊夫，菊池明夫，落合成正，吉田真弓，

田中信子，海渡 健，宮原 正：骨髄輸血ー自家骨髄移

植の現況と骨髄輸血の造血環境に及ぽす影響について

ー．外科． 47:818-823 (1985) 

9)宮原 正，細谷龍男，河野英雄，池田 斉，市田公美：

高尿酸血症．老年医学． 24:57-60 (1985) 

10)嶋田甚五郎：新しい抗菌薬の使い方．アミノグリコ

シド系．治療． 67:789-796 (1985) 

3)酒井紀．北島武之，御手洗哲也，松本章．川村哲

也，美田誠＿．．，金井達也，宇都宮保典，石本二見男．宮

原 正：原発性膜性腎症の長期予後にかんする検討．

第82回日本内科学会講演会． 4月．名古屋．

4)木村靖夫，尾田芳隆，笠井健司，久保 仁，川口良人，

今村典嗣，小椋陽介，宮原 正： SHRの腎 25-0H-Dぷ

la hydroxylase活性について．第 28回日本腎臓学会

総会． 10月．東京．

5)尾田芳隆，川口良人，相沢純雄，笠井健司，久保 仁，

木村靖夫，小椋陽介，宮原 正：慢性腎不全患者におけ

る沈降炭酸カルシウムの燐除去能について．第3回日

本骨代謝学会． 7月．東京．

6)藤原誠治，笠井建司，宮原 正，中尾俊之：慢性腎不

全患者における uremictoxinの体内蓄積および栄養

状態におよぽす食事の影轡について．第 7回日木臨床

栄養学会総会． 10月．東京．

7)柴崎敏昭，城 謙輔： （シンボジウム）薬剤と腎毒性．

薬剤過敏性間質性腎炎の発症機序ーCephalothinに

よるマウス実験モデルー．第28回日本腎臓学会総会．

10月．東京．

8)石本二見男： （ワークショップ）難治性ネフローゼ症

候群治療の問題とその対策．成人における巣状糸球体

硬化症治療の問題点．第28回日本腎臓学会総会． 10

月．東京．

9)辛島仁，今井健郎，宮原 正，呉羽由利恵，衛藤義

勝：培養末梢神経の myelinationに関する研究．第26

回日本神経学会総会． 5月．松江．

10)本田英比古，城市貴史，野田 豊，下条貞友，宮原

正： Guillain-Barre症候群と多発性硬化症に対する

plasmapheresis-pulse療法．第 26回日本神経学会総

会． 5月．松江．

11)豊原敬三，豊島良一，石川和仁，辛島 仁，木下正信．

下条貞友，宮原 正： XenonCT法による多発性脳梗

塞の検討．第 10回日本脳卒中学会総会． 4月．京都．

12) Saito, A. :（ワークショップ） {J-lactamaseblock-

ing agents ; absorption, excretion, distribution and 

metabolism of sulbactam/cefoperazone. 14th 

International Congress of Chemotherapy. 6月．京
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13) Hori, S., Shimada, ]., Saito, A., Miyahara, T., 

Kurioka, S. and Matsuda, M. : Effect of new 
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2)御手洗哲也，川村哲也： （ワークショップ）腎炎の増 療．透析患者における血圧と血中イオ｀ノ化カルシウム

悪因子．血行動態よりみた腎炎の非免疫学的増悪因子． 濃度．第 28回日本腎臓学会総会． 10月．東京．

第28回日本腎臓学会総会． 10月．東京． 15)田村展―・，橋本隆男，玉井 桂，徳留悟朗，友成治夫，
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木村方之，宮原 1E: SHRの培養血管平滑筋細胞にお

ける細胞内 Na十， K+調節．第 28回日本腎臓学会総会．

10月．東東．

16)片山俊夫，小林止之，菊池明夫，落合成正，吉田真弓，

田中信了・,／毎渡 健，内而玉堂，宮原 正：骨髄血輸庄

療法による再生不良性貧血寛解機序の検討．第 47回日

本血液学会総会． 4月．東京．

17) 落合成凪小林正之，片山俊夫，吉田真弓，田中信f•,

海渡 健小幡和恵，宮原 正：巨核芽球性白血病のコ

ロニー形成能について．第47回日本血液学会総会． 4

月．東京．

18)河野英雄，池Ill 斉，細谷龍男，宮原 正：尿酸排泄

剤および尿酸I·1:•成阻害剤の長期使用における検討．第

29回日本リウマチ学会総会． 5月．福岡．

19)副島道正，保HI浩平，太田 真，大村延博，宮原 ll:， 

間島寧興 11/111哲久，原田潤太，川上憲司，多田信平，

平野隆f・*，細羽 実＊（＊島津製作所） ：二次元極座標表

ポ (bull'seye-view)法の虚血性心疾患に対する診断

的有用性ー各種左喉短軸断（象との比較ー．第50回日本

循環器学会総会． 3)］．東都．

20)雨宮光比占．野田 豊保田浩平，宮原正：脳卒中

患者のホルター心電図による狭心症，不整脈の解析．第

83回日本内科学会講演会． 4)］．名古屋．

IV.著書

l)酒井 紀：急付糸球体腎炎一成人の立場から ．の

項分担執筆．武内clt/i郎編：新臨床腎臓病学．南江堂．

173-184 (1985) 

2)小椋陽介：初心者のための酸塩基平衡．新興医学出

版．＼1985)

3)斎藤 篤：プトウ球柑感染症，グラム陰性梓菌感染

症，緑膿菌感染症，嫌気性1消感染症の項分担執筆．宮本

昭正編：系統別内科治療事典．南lll堂．568-5720985) 

4)石本二見男：薬物・放射線による腎障害の項分担執

筆．武内重五郎編：新臨床腎臓病学．南江営． 363-373

(1985) 

5) ド条貞友：頭蓋内柄変．脳梗塞の項分担執筆．多田信

平編：磁気共鳴両像診断学．金原出版． 71-97(1985) 

V. その他

1)宮原正，御f洗哲也，酒井紀，北島武之，川村哲
也，金井達也，宇都宮保典： Nephron数減少ラットに

おける残存糸球体の形態学的検討ーnon functioning 

nephronの有無と残存糸球体の変化について一．厚生

省特定疾患．進行性腎障害調森研究班（班長，大野丞

こ）．昭和60年度研究業績集． 106-110(1986) 

2)宮原 ll：．，石本→．見男，柴崎敏昭，村井誠三，児玉和

也， li味秀穂， 1’i木みなみ，松田弘之，城 謙輔，藍沢

茂雄，渡辺直煕： Cephalothinによる薬剤過敏性間質

性腎炎の実験モデル．屏生省特定疾患．進行性腎障害調

査研究班（班長．大野丞二）．昭和60年度研究業績集．

256-261 (1986) 

3) Nakao, T., Fujiwara, S. and Miyahara, T.: Sim-

pie methods for the determination of methyl-

guanidine and guanidinosuccinic acid in biological 

fluids. Ed. by Mori, A., Cohen, B.D. and Lowenth・

al. A. : Guanidines. Historical, biological. bio-

chemical and clinical aspects of the naturally occur・

ing guanidino compounds. Plenum Press. 33-38 

(1985) 

4)宮原 正．磯田和雄（埼玉医大）：特殊疾病に対する

プラスマ・フェレーシスに関する研究，血液バイオク

リーニング療法としての人工腎臓の有用性に関する研

究ー特に有毒物質の除去と代謝異常の是正ならびに実

施法についての研究ー．東京都衛生局．昭和 59年度特

殊疾病（難病）に関する研究報告書． 203-208(1985) 

5)酒井 紀．北島武之：中高年者の腎疾患の実態と生

活管理の実情と評価．腎疾患予防対策に関する基碗的

研究ー小児から中高年に至る生涯管理ー．厚生省特別

研究事業報告書． 150-179(1985) 
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第 3 内科学

教授：磯貝行秀 血液レオロジー・糖尿病学

助教授：小山勝一 糖尿病学・肥満

助教授：橋本信也 臨床免疫学

助教授：池田義雄 糖尿病学・肥満

講師：斎藤宣彦 心筋代謝・糖尿病学

講師：佐々木英継 代謝病学

講師：山田治男 糖尿病学

講師：倉石安庸 血液・癌化学療法

講師：横瀬琢男 血液レオロジー・糖尿病学

講師：田嶼尚子 糖尿病学

研究概要

I. 糖尿病学に関する研究

1. 発症予防に関する研究

基礎的研究として IDDMモデル動物の NODマ

ウスに対するサイクロスボリン投与を試みた。本剤

の免疫抑制効果が NODマウスの発症予防に有用で

あることを明らかにした。また．発症直後に投与し

ても治療効果が得られた。この研究は将来， ヒトの

IDDMの発症予防と治療に大事な研究である。

2. I::トインスリンに関する研究

ヒトインスリンの登場により，インスリ｀ノ治療の

副作用はまれなものとなった。しかし， ヒトインス

リンによる治療でもなお血中にインスリン抗体が証

明される。これがどのような機序によってもたらさ

れるかを解明する目的で，各種インスリンに対する

モノクローナル抗体の作成を試み，一部その作成に

成功した。これにより， コンピューク・グラッフィ

クを用い，イ｀ノスリンの免疫原性部位が明らかにさ

れつつある。

臨床的研究としては糖尿病関係で，人工膵臓，血

糖自己測定が，肥満で，半飢餓療法(LVCD)の有用

性を明らかにした。

3. 糖尿病性合併症に関する研究

1) 細小血管症の成因に関する血液レオロシー的

研究：糖尿病における血小板機能の冗進が細小血管

閉塞に寄与していると考えられる。血小板は形態変

化・粘着・凝集および放出反応など多様な機能を有

するが，機能冗進時の毛細血管ないし膵微小循環を

擬した細孔通過性を検討し，糖尿病では血小板細孔

通過性の低下を認めた。

2) 自律神経障害に関する研究：糖尿病性心臓自

律神経障害を有する症例で， Holter心電図により心

電図 R-R間隔の日内変動を分析した。時間帯による

再現性の変化は認められず，どのような時間帯でも，

同一の結果を示すことを確認した。

II. 血液レオロジーに関する研究

1. 赤血球変形能に関する研究

赤血球変形能測定法の標準化について，測定試料

中に混在する白血球の影響を検討した。白血球の混

在と，数の増加は赤血球変形能を細孔通過法で調べ

る場合．大きな誤差要因になることを指摘した。

また，糖尿病では赤血球変形能が低下しているが，

赤血球内ソルビトール濃度の増加との関連を検討し

た。赤血球ソルビトール増加と変形能低下との関連

をみた。

2. 臨床血液レオロジーに関する研究

各種血栓性疾患，高血液粘度症候群における全血

粘度．血漿粘度を検討し，病態生理学的研究を進め

た。

3. DICの臨床的研究

合成抗トロンビ｀ノ剤 (Mesilategabexate)がヘパ

リン併用でDICに有効であった。

III. 臨床免疫学的研究

l. 自動化細胞電気泳動装置の開発

細胞電気泳動の自動化装置開発を都老人研生化学

大橋望彦部長と共同で研究した。顕微鏡光学部分を

杉浦研究所， コンピュータによる画像処理解析部分

をエーディエスが担当し，本邦最初の装置が完成し

た。既に研究室に設置され検討をすすめているが，泳

動後の細胞の画像指示を除いてほぼ自動化を完成し

た。

2. 細胞電気泳動試験 (EMT)

細胞性免疫の新しい invitro assayとして近年

EMTが注目されている。これを新しく開発した自

動化装置によって研究し，刺激リンパ球培養上清に

よる EMTの遅延率の増加を確かめ，臨床応用を

行っている。

3. 膠原病患者白血球の電気泳動的研究

SLE, RA好中球の表面荷電密度の変化を検討し

てし、る。

IV. 悪性腫瘍の化学療法に関する研究

1. 癌および造血器腫瘍の化学療法

Cl)急性非リンパ性白血病に対して DCTP(II) 

療法を施行し， 74%にCR（完全寛解）を得た。 (2)

進行非ホジキンリンパ腫にはADM,VCR, VP-16, 

PDNの併用療法に放射線療法を加えた治療を施行

しCR率68.2%であった。 (3)再発進行乳癌に対
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して ADM,CPA, tegafur, VCR併用療法を施行し

奏効率 74%であった。 (4)肺小細胞癌には VCR,

VP-16, CPA併用療法と放射線療法の併用， CDDP,

VLB併用療法との交替療法を施行し奏効率90%,

また肺非小細胞癌にはCDDP,VLB, 5-Fuの併用療

法を施行し奏効率 13%であった。

2. Human tumor clonogenic assay 

各種ヒト悪性腫瘍の組織片について検討したが，

特に詳細に研究した乳癌については抗癌剤の in

vitro感受性と臨床効果の相関は 83%であり，本法

の臨床応用への有用性を確立できた。

V. 心血管系に関する研究

1. 心筋ボリアミン動態

自然発症高血圧ラット (SHR)の心筋ボリアミソ

動態を観察した。これを高血圧性心肥大の指標とす

れば，降圧剤投与による心肥大抑制の指標になる可

能性を明らかにした。

2. 糖尿病における心筋内細小血管の変化

ヒト糖尿病心筋では，心筋内細小血管症と，血管

系と心筋の断面積の比率に乱れが生じていることを

確かめた。

3. 下肢血流パターンの核医学的検討

糖尿病性 Charcot関節で下肢血流パクーンを核

医学的に検索し，極めて早期から血流パターンに異

常をきたすことを見いだした。

VI. 消化器病に関する研究

1. 実験的胃潰瘍に関する研究

l) 胃潰瘍の成因：若年者と高齢者の胃潰瘍の成

因を攻撃因子と防御因子の両面から，実験的に研究

した。

2) 胃粘膜G細胞およびD細胞の関連：十二指

腸潰瘍症例の症状，胃炎の合併の有無と G細胞数の

間には密接な関連があるが，この研究を発展させ，胃

生検材料を用いて G・D細胞の関連性を研究した。

2. 膵の微小循環動態に関する研究

1) 実験的膵障害（ラット）：実験的膵障害ラット

の発症様式を走査型電顕，透過型電顕を用い，形態

面から検討した。

2) 膵のラ氏島微小循環（ラット）：膵ラ氏島の微

小循環動態について，微小循環調節機序を自律神経

面から研究した。

VII. 臨床神経学的研究

l. 重心動揺に関する研究

脳血管障害片麻痺患者の諸病態のなかで筋緊張充

進が重心動揺を大きくする要因であることを明らか

にした。

2. 小脳変性症における MRI

脊髄小脳変性症の小脳・橋の MRI上の形態学的

異常と臨床的重症度との関連について検討し，その

相関を明らかにした。

3. 糖尿病性神経障害に関する研究

Aldose reductase inhibitor, Prostaglandin E1,お

よびGangliosidesによる治療を行い，その有用性を

検討した。

4. 悪性腫瘍と神経障害

悪性腫瘍患者の神経・筋障害に関する研究を継続

している。

VIII. 内分泌代謝疾患における病態代謝と細胞生

理化学的研究

糖尿病，甲状腺疾患における甲状腺ホルモン代謝，

脂質代謝脂溶性ビタミンの検討と， ヒトリンパ球

を用いた蛋白リン酸化酵素の測定およびリン酸化蛋

白の検出について検討した。後者ではサイクリック

AMP依存性蛋白リン酸化酵素，チロシンリン酸化

酵素，および10種前後のリン酸蛋白の検出が出来

た。糖尿病の病型別，インスリン治療前後別，重症

度別，甲状腺機能冗進および低下別で上述の研究成

果の比較検討を行い，ホルモン作用と合併症発現機

序の解明を研究している。酵素活性およぴ蛋白リン‘

酸化においてプロテアーゼインヒビターあるいは二

価陽イオンの慟きも検討している。

IX. その他

核医学的手法を用い換気位相分析や，喘息発作時

の/32剌激剤の効果を検討した。
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研究

I． 動脈硬化

1. 動脈硬化および脳循環に関する研究

1) 脳動脈硬化度の非観血的定量測定； 1979年，

頸動脈血流量を定量測定するための超音波定呈的血

流巌測定装置 (QFM)を開発した。その後，頸動脈

圧波形と血流贔波形から脳動脈硬化度を測定するシ

ミュレーション法を開発した。本年度は，頸動脈圧

波形の代わりに血管壁偏位波形を用いることの妥当

性を検討，計測精度向上の見通しを得た。

2) 脳動脈硬化度の病理学的研究； QFM計測に

よる総頸動脈血流量とその剖検所見より得た頸・脳

動脈の狭窄度による定量的硬化度との関係を病理学

教室の協力を得て調べた。血流量 6.4ml/sec以下の

例では全例に 50%以上の狭窄病変を有し，本法が

頸・脳動脈硬化度の診断に有用であることを確認し

た。

3) 甲状腺機能充進症の脳循環動態；甲状腺機能

冗進症においては， FreeT,の高値にしたがい外頸

動脈血流量の増加をみとめた。本計測が甲状腺機能

状態治療判定の良き指標となることを確認した。

4) 薬物効果の検討； QFMを用いて血管拡張薬

Isosorbide dinitrate (ISDN)舌下投与時の内・外頸

動脈血流呈の変化を計測した。内頸動脈血流星は変

化なく，外頸動脈血流量は有意の増加を認めた。同

様に Nimodipine,Nicardipine, Dipyridamole, Er-

gotamine tartrateの総頸動脈の血行動態に及ぽす

影轡を検討した。

2. 動脈硬化の成因に関する生化学的研究

血清リ｀ノ脂質とりわけPlasmalogenに注目し，虚

血性心疾患との関連を，リポ蛋白レベルでの検討，海

概 要
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層クトマトグラフィによる各Componentの動態，

さらに脂肪酸分析を行い，動脈硬化の成因を生化学

的に検討した。

3. 動脈硬化の形態学的研究

動脈硬化は，血行力学的因子も動脈硬化発生の原

因の一つと考えられている。動脈硬化の多発部位で

ある弓部大動脈の内皮細胞を観察すると屈曲の内

側，外側面は大動脈長軸の血流方向に一致した内皮

細胞の配列を認めるが，左右側壁面の内皮細胞は斜

めに，かつ左右対称に配列し，弓部大動脈における

二次流れの存在が示唆された。家兎に動脈硬化を作

製すると弓部大動脈では，ずり応力の最小部位であ

る屈曲の内側面に最初にアテロームの発生すること

が確認された。

II. 心疾患

l. 不整脈の臨床電気生理学的研究

臨床電気生理学の一貫として，引きつづき次の不

整脈につき，臨床的な立場から検討を加えてきた。

1) 発作性上室性頻拍症；発生機序により分類

し，房室結節リエントリー性頻拍 (AVNRT)には

Ca拮抗剤が，副伝導路を旋回する頻拍 (APRT)に

はI群Aの薬剤が特に有効であることが示された。

また PSVTの発作予防として verapami]の経口投

与について検討した。また PSVTの自然停止につい

て， 自然停止部位と有効な抗不整脈剤との関係につ

いて検討した。

2) 心房細動；機質的心疾患のない心房細動の発

生機序として心房内伝導障害の関与について検討し

た。

3) 心房粗動；心房粗動を common type, un-

common typeに分類してそれぞれの発生メカニズ

ムについて検討を加えた。

4) 心室性期外収縮；機質的心疾患を伴わない

VPCの特徴について， 12誘導心電図， Holter心電

図による検討を行った。

5) 心室頻拍；再発性持続性心室頻拍について

は， これに programmedpacingを施行し発作の誘

発，停止を試み，その発生機序，治療法等について

検討した。 • 

2. 心機能に関する研究

l) 大動脈血流量加速度CdF/dt)による評価；超

音波パルスドプラ血流計を用いて大動脈血流量波形

を計測し， phasicなaorticflow patternを解析し，

dF/dtを求めた。その最大値peakdF/dtから心機

能評価を試み，同法が無侵枇的心機能評価法として

の有用性が示された。また，得られた血流量波形に

上腕血圧波形を加え，心仕事率(power)を求め，そ

の最大微分値peakdpower/dtも同様に心機能評価

として有用であった。

2) 運動負荷による心機能評価； peak dF/dt, 

peak dpower/dtを運動負荷時経時的に計測し，心

収縮能の負荷応答を検討した。健常例と心疾患例と

の応答について検討している。

3) 大動脈インビーダンスの無侵製的計測法の開

発；心機能評価における後負荷について検討し，大

動脈インビーダンスを超音波パルスドプラ法および

ェコートラッキング法を用いて無侵製的な計測を試

みている。

3. 冠循環に関する研究

l) 実験的冠動脈血栓症の研究；犬の大腿動脈に

作製した血栓にスタフイロキナーゼを全身投与，局

所投与につき種々の投与量に関して再開通血流景の

計測を行った。その結果，スタフィロキナーゼの線

溶効果は，至適投与量が存在することが明らかに

なった。また，スタフィロキナーゼはフィブリノー

ゲンをも分解していることが示唆され，現在これら

の点の解明を行っている。

2) 実験的心筋梗塞の研究；我々はAgar-gelを

用いて，経カテーテル的に各冠動脈を選択的に閉塞

する方法を開発した。この Agar閉塞法によれば，閉

胸下の自然な状態で心筋梗塞の血行動態を検討する

ことが可能となった。本年は右室梗塞を作製し，梗

塞急性期における ECG変化，不整脈分析，

Hemodynamicsの検討を行い，最近注目を集めてい

る右室梗塞の診断と治療に寄与しようとした。

3) 冠動脈血流量測定装置の開発；超音波定量的

冠動脈血流量測定装置の開発について，本年は血管

が揺動しても冠動脈腔内の血流信号が検出可能な血

管追跡型ドップラー血流計を T社 ME研と共同開

発した。

4) 虚血心筋におけるリン脂質代謝；心筋の虚血

時には膜の主要構成分であるリン脂質が代謝的変動

を示す。我々は犬に実験的心筋梗塞を作製し，虚血

部における心筋リン脂質各Componentを薄層クロ

マトグラフを用いて分析を行い， リン脂質の心筋代

謝における役割を解明しようとした。

4. 自動計測による心臓病集団検診装置の臨床応

用

本年度は世田谷区の小中学生の心臓検診を F社

と，教室で開発した Hメヂコ社の装置を用い検討を

行った。対象は世田谷・王川両医師会の総計 35,209

名である。そのうち検診装置による一次検診は

8,680名である。二次検診，精密検査で判定された主
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な心疾患はVSD,ASD,ファロー四徴症， PSなど66

名であった。今回の検診場所は防音設備が全く無く，

したがって外来雑音が多く，装置の判定結果をその

まま用いるには問題があった。特に F社製について

はソフトの改良が望まれ，また，使用前に簡単に

チェック出来る装置の開発が必要と思われた。

III. 呼吸病学に関する研究

肺の酸素化能の低下を惹起する機序を追求するた

め，従来，重力効果による肺の換気，血流，間質圧

等の変化を検討してきた。本年は倒立位の換気・血

流分布を核医学的に測定し，倒立位では，換気・血

流比は低値に傾くこと等の所見を得て，その動脈血

酸素分圧の低下を解析し得た。

IV. その他の研究

1. 特発性心筋症の非観血的診断の研究

心カテーテル検杏にて確認しえた HCMの肥厚

形態を UCT,ECG,それにベクトル ECGを加味し

てnoninvasiveにより的確な診断方法を確立した。

2. トレッドミルの臨床応用；我々は運動負荷心

電図 ST下降の真陽性，偽陽性の鑑別，虚血性心疾患

の慢性期の管理，特に抗狭心症薬の選択，至適投与

量の決定について，運動負荷試験による心機能の評

価などを中心に研究を進めた。今後は ExerciseCar-

diologyの臨床応用を追求する予定である。
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研究概

I. 心臓代謝

1. 糖尿病の心臓代謝と機能

前年度に引き続き STZ糖尿病ラット心肺標本を

作成，虚血・再灌流による血行動態と心筋ニネルギー

代謝との関連。また，これに対するインスリン．

Coenzyme Q10, L-Carnitineの影響を検索。

61年 5月第 29回日本糖尿病学会ワークショップ

で発表。

2. 自然発症高血圧ラット (SHR)の心機能と経

年変化に関する研究

若年と老年の SHRとそれぞれの同週齢の WKY

の摘出心をWorking heart法でcoronary flow, 

cardiac output, L V pressure, L V dp/ dt, L VEDPを

測定．代謝指標はhighenergy phosphate,乳酸，

extracellular H+。心筋酸素消費呈を測定。さらに虚

血，圧負荷等の loadにどのように対応するかを検

討。 60年第50回日本循環器学会シンポジウムで発

表した。

3. 実験的糖尿病ラットの心機能と代謝特性に関

する研究

STZによる実験的糖尿病ラットの摘出心を瀧流

し．その心機能特性について検討。 60年 9月第2回

カンファレンス“糖尿病と心臓障害”にて発表。

4. 虚血心筋の酸塩甚平衡と収縮能に関する研究

SD系ラットの摘出灌流心を用いて one-way

valveによる wholeheart ischemiaを作製し，心筋

のacid-basechangeと心収縮能の関連を検討，さら

に虚血心のガス代謝に及ぼすCa2十拮抗薬の影響も

あわせて検討。

5. 虚血心筋の脂質代謝，特にリボ蛋白リパーゼ

活性と心筋内脂質の動態を検討。

6. 重症不整脈と心筋代謝に関する研究

重症不整脈（心室頻拍．心室細動）発生に関する

要

心筋のガス代謝，電解質代謝，およびエネルギー代

謝の役割を検討。

7. ひと心室筋のミオシンアイソザイム

ひと心室筋ミオシンはVM-B（ラット v3に相
当）， VM-A（ラット V2に相当）の 2つに分離され，

これらアイソザイムは二次元電気泳動法により明ら

かに 2つの異なった移動度を示すミオシンであるこ

とが確認し得た。

本研究は 61年3月第 50回日本循環器病学会で発

表。

＆ 心肥大促進因子に関する研究

Cardiac Growth Factorに関する研究は皆無に等

しい。また肥大抑制物質についてもほとんど知られ

ていない。これも高血圧性肥大心や肥大型心筋症の

心肥大の病因解明にとって重要なものであり， 60年

度はその予備実験を始め，現在のところ肥大心筋中

にCardiacgrowth factorの存在を見いだしてい

る。厚生省特発性心筋症研究班会議で発表 (1985年

度）。

9. 心肥大のメカニズムを解明するため，各種降

圧剤を用い SHRの肥大心の regressionの有無。ま

た，この時の心室筋ミオシンアイソザイム，核酸，コ

ラーゲンの動態について検討を加えた。この成果は

60年 11月第 21回SHR学会にて発表。

10. 心臓のメカニックスとミオシンアイソザイ

ム

圧負荷肥大心（大動脈狭窄ラット）および量負荷

肥大心（腹部大動脈・下大静脈ヽンャントラット）に

おいて，摘出左室乳頭筋のメカニックスを測定，発

生張力 (T)，張力発生最大速度 (dT/dt)は肥大心

でやや低下するもコントロール群と有意差はなく，

これらパラメータのイソプロテレノールに対する反

応性は肥大心で低下。さらに， DBcAMPに対する反

応性もこれらで低下し，心筋収縮力のカテコラミン

反応性における心筋細胞膜¢—受容体以後の問題の

関与も示唆された。

本研究は 60年 9月第8回心筋代謝研究会発表， 61

年 3月第50回日本循環器病学会および， 61年 6月

International Symposium Cardiac Energeticsに発

表。

lL アドリアマイシンの心臓障害

従来，心筋細胞の変性過程における心筋細胞膜の

変化について研究を行ってきた。昭和60年度は，薬

物心筋障害としてアドリアマイシンの心筋毒性につ

いて研究を行った。

アドリアマイシンによる心筋細胞膜の機能および

構造の変化を活性酵素，脂質過酸化現象とともに論
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じ，昭和60年2月第5回国際心臓研究学会日本部会 に及ぽす影響。

（東京）で発表した。また，アトリアマイシン心筋障 ② 血漿交換術を用いた高脂血症の治療の確立。

害時に，活性酸素産生抑制を介し心筋保護作用を示 ③ fJーブロッカー， Ca拮抗剤などの投与による

すxanthineoxidase inhibitorの効果を検討した。 脂質代謝異常と動脈硬化に及ぽす影響。

本研究は昭和 61年2月第 12回国際心臓研究学会 4. その他

（メルポルン）にて発表。 ① 血漿中の抗苗物質の同定とリポ蛋白の抗茜作

II. 生体膜

1. 各種実験的高血圧ラット心筋形質膜Na-Ca

exchangeに関する研究

高血圧ラット心筋形質膜の・Na-Ca交換初速度が

有意に低下している。 Na-Ca exchangeの初速度が

低値を示す原因は種々考えられるが， Na-Ca

exchangeの初速度はcalmodulin依存性の燐酸化

過程により調節されることから， この過程の異常に

起因することが考えられるので，現在， calmodulin

依存性燐酸化過程の影響について検討した。本研究

は1961年 2月メルボルソでの ISHR総会でポス

ター第 1位 (Nayler賞）を受賞。

2. 糖尿病ラット心筋形質膜および筋小胞体の

Ca輸送異常について

糖尿病心筋の収縮異常の成因の一つとして Caの

膜輸送異常が考えられる。前年度に引き続き，心筋

形質膜の Na-Ca exchangeおよび筋小胞体の Ca

uptakeおよびCa-ATPaseに対する cAMPおよび

calmodulinの影響について検討した。

第 28回日本糖尿病学会総会および第 12回国際糖

尿病学会に発表した。

III. 脂質代謝兼動脈硬化

1. 高脂血症の成因についての研究

① モノクロナル抗体を用いた抗アポ AIアフィ

ニティカラムの作製を行い，高脂血症や各種疾患に

おけるリポ蛋白，アポ蛋白の異常の検索を行う。

② 糖尿病における TGリッチリポ蛋白代謝異

常を研究するため，アボ Cのシアル酸との関係を研

究する。

③ 脂質負荷後のリボ蛋白・アポ蛋白の変化を研

究し，肥満者の高脂血症の成因とその治療効果につ

いて研究。

④ 各種脂肪酸の摂取によるコレステロール負荷

ラットのリボ蛋白の代謝ならびにヒトにおける影響

についての研究。

2. 肝疾患における血清アポ蛋白の変化。特に血

清胆汁酸のアポ蛋白に及ぽす影響。

3. 高脂血症の治療

① 抗脂血症剤の動脈硬化性リポ蛋白の出現形式

用。

IV. 血液・造血器

1. 造血器腫瘍細胞におけるビタミン B12代謝に

関する研究

白血病細胞， とくに顆粒球系細胞の分化・成熟度

により各種ビタミン B12同族体の動態が異なること

を明らかにした。さらにこの機序解明のために細胞

内thymidylatesynthetase, methionine synthetase 

活性を検討。

2. ポリアミンに関する臨床的・実験的研究

尿中ボリアミンの測定は腫瘍マーカーとしての臨

床的意義を有し，治療薬剤感受性，病態と予後の判

定に有用であることを明らかにした。またポリアミ

ンおよびその代謝拮抗剤を用いて CHLcellの染色

体に対する変異原性を観察し，細胞内ポリアミン濃

度により変異原性の異なることを明らかにした。

3. ビタミン B12欠乏状態における染色体異常の

発生機構に関する研究

悪性貧血患者の約30%に骨髄細胞の染色体異常

を認めるが，その発生機構として DNA合成障害と

つながり染色体異常を生ずるものと考えられる。

4. ヒト，モルモットにおけるピタミン B12の

brain-blood barrier,. labyrinth-blood bar・

rierに関する研究

広島日赤血液内科との協同で造血器腫瘍患者にお

ける髄液内 B12値を測定し，各種病態との関係を明

らかにした。また大阪市大耳鼻咽喉科との協同でモ

ルモットの内耳リンパ液 B12値を測定し， フロセマ

イドの併用によりその増加することを認め，現在そ

の機序を検討中。

5. ヒトおよびラットにおける methotrexate代

謝に及ぽすmethylcobalaminの影響につい

て。
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障害．医歯薬出版． 33-40(1985) 
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編：今日の診断指針． 852-854(1985) 
研究概要

I. 消化器病学に関する研究

（出血性胃潰瘍といわゆる Dieulafoy型潰瘍） ：消

化管出血にて緊急内視鏡検査を施行した胃潰瘍症例

105例を検討した。年齢との関連では高齢者で大き

な潰瘍の占める割合が多かった。再出血のため露出

血管が確認された割合は深い潰瘍より浅い潰瘍で高

率であった。手術施行例のうち 2症例が組織学的に

検索された。破綻動脈は径 1,200-1,000μであり，粘

膜下層を蛇行または粘膜と乎行する走行異常血管と

考えられるもので， この一部がUIIIの潰瘍底に露

出したもので，いわゆる Dieulafoy潰瘍であった。

（膠原病と胃病変）：結節性動脈周囲炎にみられた特

異な形態の網目状のびらんと敷石状の胃粘膜病変

が，ステロイド治療により内視鏡的組織学的に改善

される例があることを報告した。

II. 肝臓病学に関する研究

肝形態的研究：アルコール性肝硬変の主病変部位

は，小葉中心部であったことを報告してきたが， さ

らにこの点を明らかにするために，肝細胞骨格， と

りわけ中間径フィラメントの形態変化に注目し，生

検肝組織をdetergentsolutionに浸漬する方法によ

り肝細胞骨格標本を作製し，透過型電顕で観察した。

アルコール性肝障害では，中間径フィラメソトの太

まり，集束像を含む走行・分布の乱れを認め， これ

らの所見は小葉中心部に優位であった。また， Mal・

Jory body構成フィラメントは，周囲の中間径フィ

ラメントが太まって移行して構成されている所見を

得たが，これらの変化も小葉中心部に優位であった。

肝循環に関する検討：〔133Xe法〕前年に引き続き

牌摘，胃体上部切除術，肝切除術，食道静脈瘤硬化

療法が門脈血行動態に与える影響について 133Xe法

を用いて症例を重ね検討し，同一術式でも肝外側副

路の存在部位と程度により術後の門脈血流量が減少

する例と増加する例があることを示した。〔ICG〕肝

硬変，肝細胞癌などの腹部血管写の際にICGを腹部
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各動脈より注入して．測定した肝通過時間は．肝硬

変，肝癌ともに健常例に比し短縮することを明らか

にした。〔dynamicCT〕前年に開発した肝血行動態

に基づ <dynamicCT法について検討を重ね．肝細

胞癌，転移性肝癌などの性状的中率がきわめて高

かった。〔イヤピース法〕前年に方法論を確立した

ear pieceをモニターとする ICG持続注入法によ

り， ICGの肝摂取について検討した結果，段階的濃

度上昇時と下降時において．同一血中濃度でも肝の

分時摂取量が異なることを明らかにするとともに，

前者の条件で算出された VmaxがRmaxに代わる

指標となることを指摘した。また，血中猿度 Cと分

時肝摂取量 R は． R=C• • eb (a, bは定数）の式に

実験的に近似できることを示した。

肝生化学的研究：〔肝性脳症〕肝硬変を 75g経ロ

糖負荷試験によって分類すると，空腹時血糖が 140

mg/di未満で，しかも高い 2時間値（空腹時の 2.5倍

以上）を呈した群は，約2年以内にほとんどが肝性

脳症を発症した。この high-riskgroupは，肝機能

低下が著しく，血中ケトン体比の低下と血漿アミノ

酸の imbalanceを伴い．肝性脳症を発症しやすい状

態にあると考えられた。また血中遊離脂肪酸／アセト

酢酸比は，血中ケトン体比と同様に，肝性脳症の経

過程度，予後をよく反映し．その予知と予後の指

標として有用であることを示した。〔肝癌〕経口糖負

荷試験にて．非糖尿病型でしかも linear型の耐糖能

曲線を示す症例は，ほとんどが肝細胞癌合併肝硬変

症であった。また．肝硬変症に肝癌が合併すると，動

脈血中総ケトソ体量が，有意に上昇した。（アルコー

ル性肝障害の予防〕急性エタノール投与実験にて，ア

ラニンに少量のオルニチンを加えたアミノ酸組成物

の投与によって肝保設作用が示されたが，今回血中

ケトン体比とケトージスの改菩効果がみられること

を明らかにした。〔アセトアルデヒド肝障害とグルタ

チオン〕アルコール投与によって肝内グルタチオン

含量の低下がみられ． これがアセトアルデヒドとグ

ルタチオンとの結合によることが推測されている

が，エタノールの投与なしに invivoでアセトアル

デヒドを負荷した成績はない。ラットにアセトアル

デヒドを吸入負荷することにより．肝内グルタチオ

ン量が約 50%減少することが確認された。また，グ

ルタチオンの腹腔内前投与は． この低下を明らかに

抑制した。アセトアルデヒド負荷による肝内グルタ

チオンの減少は，両者の conjugateによる非酵素的

な化学反応によってアセトアルデヒドの処理にグル

タチオンが役割を果たしているものと思われた。ま

た，グルタチオンの減少が， cyclicAMP量の上昇と

鏡像関係を示すことが観察され． グルタチオンの分

解系に関与する y-GTP活性との連係が示唆され

た。

免疫学的研究：モノクローナル抗体OKT3,

OKT4, OKT8および抗IL2-R抗体を用い，慢性肝

疾患患者の末梢血T細胞表面抗原について検索し．

LC群で末梢血リンパ球に占める OKT炉細胞の割

合は軽度低下がみられた。また helper細胞／sup-

pressor細胞比は LC群 L46士0.43,CAH群 1.73士

0.41, N群 1.93士0,25であり臨床病理組織像とよく

対応することが示唆された。また末梢血Tリンパ球

に占める IL2一応細胞はLC群に増加を認めた。

III. 呼吸器病学に関する研究

〔呼気ガス分析による喘息の研究〕喘息発作時の血

液ガス・動態には Pao2, Paco2・の低下とともに A-

aD02 • V ~/Pao2, C (v-a)co2, y A/Qの増加する群，
Paco2, V A/Pa?z, C ¥v-a)co2, Q/C (v-a)co,, V A/Q 

が不変ないし Vo2,Vco2が高値で A-aD02の上昇，

Pao2の低下を来す群， さらに Rのみ高値となり他

は変化しない群に分類されることを明らかにした。

〔呼吸不全〕ICUに入室した急性，慢性呼吸不全患者

の血行動態，血液ガス代謝を測定し，急性呼吸不全

患者では， S.I.,H.R.ともに増大し，慢性呼吸不全で

は， S.I.の低下があるか H.R.の増大がみられた。

SVR, PAR, TPR, LVSWIに有意差が認められた。

また慢性呼吸不全では酸素運搬能と酸素消費量に相

関関係が認められたが，心疾患患者のそれとは差異

があることを示した。〔慢性呼吸器感染症〕実験的

Bacteriemiaを段階的に作製し，細網内皮系の賦活

化に carbonclearanceを用い， steroidの有効性を

検討した。その結果， Bacteriemiaの重症度により

steroidの細網内皮系の賦活化には差異を生じるこ

とがわかった。〔肺胞マクロファージ (AM</,)に関

する研究〕ヒト AM</,の融合と活性化に及ぼす T

Interferon (IFN)の効果， さらに Dexamethazone

(Dex), l.25(0H)2恥などのステロイドの影響を検

討した。 AM</,は肺癌，肺炎健常人より気管支肺胞

洗浄(BAL)により得た。①肺癌患者の AM</,はグ

ルコース消費呈が有意に低下していたが， y-IFN添

加培養により用量依存的に消費増大がみられ，健常

人とほぽ同等の活性化が得られた。② HeLa細胞

に対する増殖抑制効果も y-IFN添加により約 70%

を示した（無添加：約40%）。③また，どの群の

AM</,もy-IFN添加培養すると細胞融合によりあ

たかも肉芽腫中にみられる如き多核巨細胞を形成し

た（約 20%）。④ Dex,1.25D,いずれのステロイド
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も融合を抑制し， また Dexは y-IFNによる活性化

をも抑制した。これらより肉芽腫性肺疾患における

多核巨細胞形成への y-IFNの関与が示唆された。

IV. 循環器病学に関する研究

〔運動負荷試験〕エルゴメーターを用い 25,50 

ワットの比較的軽度な運動負荷を同一患者に立位お

よび仰臥位で行い，虚血性心疾患と，僧帽弁膜疾患

での疾患による差につき検討し，両群間に有意な差

がSVIに認められることを確認した。これらのデー

タにより外来患者の運動処方につき検討している。

〔血管拡張剤）前年同様 COPDを伴う右心不全の患

者に DBcAMPを投与し，血行動態の変化をスワン

ガンズカテーテル法にて観察し， COPDで特に左心

不全を伴う症例に positive,inotropic, chronotropic 

作用があり，また Vasodilator,Bronchodilatorと

しての DBcAMPが有効であることを確認した。〔心

筋症〕前年はアセトアルデヒドの心筋に関する間接

作用につき証明したが，今回はWorkingHeart法

を用いて， Denervationした摘出心に比較的低濃度

のアセトアルデヒドを投与し，従来いわれている心

機能の九進とは逆の抑制効果があることを見いだし

た。
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8)長沢博，須Ill都三男堀11正11fi，宮浦千里＊，阿部

悦子＊，須llJ立雄＊ （＊昭和大学・歯学部・生化学） ：y-

Interferonによるヒト肺胞マクロファーシの融合と活

性化．第3回LI本骨代謝学会． 7月．東京．〔日骨代謝

誌． 3:71 (1985)〕

と意義．第 22回日本臨床生理学会総会． 10月．千葉．

〔日本臨床生理学会雑誌． 15:62 (1985)〕

12)幸野仁，王金城，佐藤哲夫，原正道，児島靖，

堀n正晴：呼吸器疾患における運動負荷時の肺ガス交

換．第22回日本臨床生理学会総会． 10月．千葉．〔日

本臨床生理学会雑誌． 15: 107 (1985)〕

13)八木 茂，永山和男，横須賀甫，宇井忠公，里井重仁，

藤沢孝一郎，相沢健彦，小沢 靖，堀口正晴： !CGによ

る肝内通過時間の測定．第27回日本消化器病学会大

会， 11月．松山．〔日消誌． 82:237 4 0985)〕

14)文 豊，須田都三男，神尾裕，三上誠，松生恒

夫，小笠原久隆，堀口正晴：急性アルコール性肝障害に

及ぽすアラニン・オルニチン投与による影響．第27回

「•1 本消化器病学会大会． 11 月．松山．〔日消誌． 82: 2375 

(1985)〕

15)神尾裕，須田都三男，松生恒夫，文 豊，三上

誠小笠原久隆，堀口正晴：肝硬変症の肝癌合併による

耐糖能と血中ケトン体の変動．第 20回日本肝臓学会東

部会． 11月．神奈川．〔肝臓． 27: 692 (1986)〕

16) Tanaka, T., Tsuboi, Y., Kanezaki, A. and Horigu-

chi, M. : Cyclic nucleotides in experimental liver 

damage induced by acetaldehyde inhalation. 

Asian Pacific Association for the Study of the Liver 

5th Biennial Scientific Meeting. 1月． Singapore.

17)柴田正純，中田哲也，藤沢孝一郎，伊吹重雄，高択

勤，小笠原久隆，川村光良，永山和男，堀口正睛：食道

静脈瘤に対する治療前後における門脈血流の変化．第

72回日本消化器病学会総会． 3月．新汚．［日消誌． 83.

435 (1986)〕

18)柴田まり，藤多和彦，松藤民子，大野俊幸，里井重仁．

山口桜—丘八木 茂，藤択孝一郎，相沢健彦，横須賀甫，

永山和男，堀 1]正晴：段階的濃度上昇時と段階的凝度

ド降時における !CG分時排泄量(R)の差異．第 72回日

本消化器病学会総会． 3月．新餞〔日消誌． 83:221 

(1986)〕

19)松生恒夫，須田都三男，佐藤春喜，西野晴夫，神尾

裕，文 豊，三上誠，小笠原久隆，堀口正睛：血中

ケトソ体と I(Il清遊離脂肪酸による／jf性脳症の検討．第

72回日本消化器病学会総会． 3月．新潟．〔日消誌． 83:

258 (1986)〕

20)高橋和良，外丸晃久，西山尚樹，堀口正睛：アルコー
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ル性心筋症についてーアセトアルデヒドの直接作用，

間接作用．第50回日本循環器学会． 3月．京都．［Jpn.

Circ. J. 50: 209 (1986)〕
精神神経科学

教

IV.著書

l)永山和男，堀口正睛：臨床病態セミナー3-II「肝循環

と異常」（分担執籠）．亀田治男編：消化器 II—肝・胆道．

メディカルビュー社． 54-68(1984) 

V. その他

l)井上冬彦，宇井忠公，柴田正純，伊吹重雄，成宮徳親，

森本 晉，）II村光良，永山和男，堀口正晴：結節性動脈

周囲炎の一例にみられた特異な胃病変．消化器内視鏡

の進歩． 27: 235-238 (1985) 

2)成宮徳親，松田文男，牛尾剛雄，児島 靖，三上誠，

柴田まり，伊吹重雄，川村光良，永山和男，堀口正睛：

Exulceratio (Dieulafoy)の二症例．消化器内視鏡の進

歩． 27: 239-241 (1985) 

3)荻原正雄，今泉忠芳，松永篤，間瀬豊，佐藤哲夫，

井上冬彦，早川和男，三宅川登，堀口正晴： CDDPを

化学療法の主薬とした原発性進行肺癌の集学的治療例

の検討．肺癌． 25:709 (1985) 

4)田中照二：第三分院における薬剤血中濃度測定の臨

床応用．慈恵医大誌． 101: 545 (1986) 

授：森

助教授：清水

講

講

講

講

講

師：笠原

師：北西

師：小松

師：佐藤

師：西川

温理

信

洋勇
字一
尺虫一

順一

譲二

嘉伸

てんかん・精神薬理学・脳

波学

老年精神医学・社会精神医

学

老年精神医学・躁うつ病

精神療法学・うつ病

脳波学・精神療法学

脳波学・てんかん

精神薬理学・脳の画像診断

研究概要

I. 森田療法に関する研究

1. 「絶対臥褥」の生物学的・心理学的研究

前年度に引き続き森田神経質非定型例（重症対人

恐怖など）について 24時間ポリグラフおよび心理検

査を施行しているが，本年度は対照例，神経症例と

も5例ずつを終了，近くまとめる段階にある。一方，

定型例についての体温，脈拍の変動をコンピューク

にて処理しているが，近く完成の予定である。これ

らの仕事がまとまると，森田療法の治癒機転と密接

に関係のある絶対臥褥期の意義については一応の結

論が得られるものと思われる。

2. 治療理論および治療成績

新森田療法棟の経験を中心として治療の場，治療

構造の変化が治療成績にあたえる影響について昨年

度に引き続き研究を行っているが，本年度は旧森田

療法室と比較した集団力動，いわゆる治療共同体と

の比較などを通して，森田療法の治療理論の検討を

行った。また，米国ジョージ・ワシントン大学との

神経症の家族についての協同調査，治療経過と心理

テストの関係についての研究なども続けられてい

る。なお森田療法棟に本年度も外国から数名の訪問

者があった。

II. てんかんに関する研究

1. 抗てんかん薬

抗てんかん薬血中濃度モニタリングの臨床的応用

についてはすでにルーチン化されているが，昨年来

5年以上外来通院中の 250例を抽出し，脳波および

発作頻度を指標として PHT,PB, VPA, CBZなど

主要抗てんかん薬の薬理学的特性が，モニタリング

と治療成績の上にどのような影響を及ぼしているか

について調査を続けている。また，偏光免疫測定法

(FPIA法）による各種抗てんかん薬非結合型の測定
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も引き続き行われ，他法による結果との比較，臨床 化について比較検討した。うつ病者では REM-

上の応用が検討された。なお抗てんかん薬服用下に NREMサイクルの延長や体温周期の乱れなどが正

おける血中モノアミン動態に関する研究が終了し， 常化するが， この結果はリチウムの治療効果の一端

てんかん発作間けつ期にはカテコールアミンの過剰 を示すものと思われる。

状態にあること．また発作前後の一過性の変化とし 2・ 臨床的研究

てモノアミンの減少があることなどが示された。ま 昨年度に引き続き最近の躁うつ病像の変化，治療

た抗てんかん薬（とくに PHT)使用例における骨代 と経過の変還などをみるために，外来および入院例

謝異常に関する microdensitometryによる研究も について調査が行われており，またうつ病とその社

完了し興味ある所見を発表できた。 会文化的背景に関する比較精神医学的研究も関連施

2. ABRおよび脳波的研究 設と協同で続行されている。

てんかん患者の聴性脳幹反応(ABR)について，昨

年度は発作型（とくに一次全般発作と複雑部分発作） V. 睡眠に関する研究

による潜時および頂点問隔の変化について検討した 1. 睡眠覚醒スケジュール障害

が，本年度ぱ，服用中の抗てんかん薬の影響をみる 時差による航空乗務員の睡眠覚醒パターンの変化

ため，できるかぎり単剤投与例CDPHおよびVPA) については，昨年度の米国宇宙局 (NASA)による

につき，各薬物別の対象症例を集積中である。 プロジェクトは一応終了し，本年度は日本航空およ

また脳波学的研究としては部分発作の問けつ期脳 び各国航空会社（ルフトハンザ，英国航空）との協

波，てんかんにおける周期性同期性放電など興味深 同研究として進行中であるが，興味深い所見が得ら

い症例の研究を行った。 れている。また， これと関連し健康成人を対象とし

て人工的に睡眠時間帯の前進，遅延を行いそれによ

III. 精神薬理学的研究 る昼間の眠気への影響についても研究を行ってい

1. 薬効評価 る。

本年度も引き続き抗うつ薬，抗精神病薬，抗不安 2. 薬物の睡眠に及ぽす影響

薬，睡眠薬などの薬効試験を他施設と協同で行った リチウム服用者，睡眠薬服用者について， MSLT

が，とくにDepot剤 (haloperidoldecanoate)の血 を用いたhangoverの研究がすすめられているが，

中濃度と臨床効果， benzamide系抗精神病薬の血中 とくにshortacting drugを対象としてその有用性

濃度とプロラクチン分泌，第二世代抗うつ薬の臨床 の検討が行われている。その他睡眠時無呼吸症候群

応用に関する研究をまとめることができた。なお，厚 の症例の発見とダイアモックスによる治療成績とが

生省委託研究である向精神剤実態調査については まとめられた。

59年度より継続して行われ報告書が出されている。

2. 向精神薬の副作用 VI. 臨床脳波・神経生理に関する研究

リチウム服用患者の血中および尿中佑マイクロ 聴性脳幹反応 (ABR)については，本年度も引き

グロブリンの測定が， リチウムによる腎障害（尿細 続きてんかん，アルコール中毒，老年期脳障害など

管障害）の鋭敏かつ簡易な方法として有用であるこ を対象として症例を集積中であるが，本年度はとく

とは昨年度において明らかにしたが，本年度も引き にアルコール中毒 60例の解析を行い，同時に男女差

続き検討を進めている。また副作用の起因薬剤同定 についても検討することができた。頂点間潜時延長

法の一つであるリンパ球刺激試験 (LST)を向精神 1ま女性では著明ではなかった。

薬の副作用と判断される症状の出現をみた症例に使 その他二次元脳電図による a-blocking過程の研

用しているが約34種類の薬物について結果をまと 究， wholebody vibrationの生理機能に及ぽす影響

めることができた。 とくに MSLTの変化についての研究が引き続き行

IV. 躁うつ病に関する研究

1. 時間生物学的研究

躁うつ病の治療薬として用いられるリチウムは生

体リズムに影響をあたえることが知られているの

で，健康成人とうつ病患者においてリチウム投与に

よる体温．脈拍．睡眠内サーカティアンリズムの変

われ，また貴重な症例の脳波をあつめている。

VII. 老年精神医学に関する研究

無侵殷定量的血流装置(QFM1000)を用いた老年

期痴呆患者の血流動態の研究はその後も進展し，脳

血管性痴呆， アルツハイマー型老年痴呆などを対象

として研究が行われているが本年度はとくに脳波の
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定量分析との結果の比較が行われた。また NMR,

CT所見が集積整理されつつある。そのほかいくつ

かの抗痴呆薬の臨床治験ならびに老人の実態調査的

研究が行われた。

VIII. その他

社会精神医学研究所との協同による女子アルコー

ル依存症者の成因や心理・社会的状況の調査，入院

分裂病者の老齢化に伴う医療•福祉上の問題， コン

サルテーション・リエゾン精神医学の研究などが続

けられている。

教授森温理は昭和60年11月8, 9日第 3回森

田療法学会を東京において主催した。

研究業績

I. 原著論文

1. 森田療法に関する研究

l)豊原利樹：森191療法の経過と MMPI.森田療法室紀

要． 7:24-32 (1985) 

2)橋本和幸：新森田療法棟における治療上の諸問題

一治療環境の設定の変化とその影閻に関する考察ー．

森田療法宅紀要． 7:33-39 (1985) 

3)中村 敬：森田療法の治療構造再考一治療共同体と

の比較から一．森田療法室紀要． 7:40-46 (1985) 

2. てんかんに関する研究

1)中山和彦：抗てんかん薬治療下におけるてんかん患

者の臨床生化学的研究一特に血中 Monoamine濃度を

中心に一．慈恵医大誌． 101: 93-113 (1986) 

3. 精神薬理学的研究

l)森 温理，工藤義雄（大阪第二警察病院），渡辺昌祐

（川崎医大），岡田導夫（関東逓信病院），野口拓郎（埼

玉医大），原田敏雄（自衛隊中央病院），井上令ー＊，永

田俊彦＊（＊順犬堂大），田口冠蔵（公立1::下湯ケ丘病院），

長谷川和夫 (H月マリアンナ医大），藤谷 豊（中央鉄道

病院），笠原洋勇，東本 務＊＊，宮坂松衛＊＊（＊＊独協医

大），中沢恒"¥十，野村総一郎＋ビ名古屋保健衛生大），大

原健士郎＋＋，鈴木康夫＋＋（＋＋浜松医大），熊代 永＋＋＋，

金子元久＋＋＋（＋＋＋福島県立医大），辰沼利彦（防衛医大），

鳩谷 龍（：：：：重大），成田四郎（四谷神経科） ：Nomifen-

sineとImipramineの抗うつ効果に関する二重盲検比

較試験． Clin.Eva!. 13: 53-103 (1985) 

2)森 温理，三浦貞則（北里大），上島国利（杏林大），

伊藤 斉（疫応大），野口拓郎（埼玉医大），長谷川和夫

（堅マリアンナ医大），金野 滋（東京医歯大）： Sulto-

pride (MS-5024)の躁病に対する臨床効果．精神医学．

27: 445-453 (1985) 

3)森 温理，井上令ー（順天堂大），金子嗣郎（松沢病

院），風祭 Jじ＊，菅野 道＊ （＊帝京大），小島卓也（東

京医歯大），諏訪克行（自治医大），高橋三郎（滋賀医大），

鳥居方策（金沢医大），内藤明彦（新渇大），難波益之（岐

阜大），野口拓郎（埼玉医大），長谷川和夫（型マリアン

ナ医大），村崎光邦（北里大），山口成良（金沢大），大

熊輝雄（東北大） ：二重盲検法による zopicloneと

nitrazepamの不眠症に対する薬効比較．精神医学．27・ 

561-572 (1985) 

4)森温理，大熊輝雄（東北大），八木剛平＊，山下 格

（北大），伊藤斉＊ （＊慶応大），高橋 良（東京医科歯

科大），工藤義雄（大阪第二警察病院），川北幸男（大阪

市大），市丸精・（アイノ・クリニック），山口成良（金

沢大），大）］ ；．郎（岡山大），稲永和豊（久留米大），中

根允文（長崎大），佐藤筒男（済生会鴻巣病院），栗原雅

直（虎ノ門病院） ：精神分裂病に対する Haloperidol

持効剤 (Haloperidoldecanoate)と経口剤の二重盲検

比較試験．神経精神薬理． 7:984-996 0985) 

5)玉置暢子，湯沢俊，笠原洋勇，森温理：リチウム

服薬患者の血中および尿中佑マイクログロプリン測

定の意毅．神経精神薬理． 7:335-341 0985) 

6)笠原洋勇，増茂尚志，中山和彦，中川茂昭，佐々木啓

昭，田村 元，須江洋成，有安孝義，比嘉千賀，高橋義

人，氏原鉄郎，川室 優，西川嘉伸，繁田雅弘，中村吉

伸，岡井平太，岡井凡二，豊原利樹，北原達基，森 温

理：新しい Depot neuroleptics (Haloperidol 

decanoate)の臨床効果と血清中 Haloperidolレヘル．

神経精神薬理． 7: 891-903 (1985) 

7)笠原洋勇，中山和彦，恩田光信，北原達基，田村 信，

増茂尚志，豊原利樹，樺島 司，岡井平太，須江洋成：

選択的比受容体阻害作用を有する Benzamide系抗

精神病薬 Sultoprideの血清中濃度とプロラクチン分

泌．薬理と治療 13: 409-420 (1985) 

8)佐藤譲二，清水信，森温理： Lofepramineの使

用成績．臨床医薬． 1:1451-1461 0985) 

9)西川嘉伸，新貝憲利，中山和彦，大西 守，森温理：

Amoxapine細粒の各種うつ病に対する臨床効果．医

学と薬学． 14:1565-1579 0985) 

10) Miyata, H.. Yuzawa, T., Nakayama, K., Kasahar-

a, H. and Mori, A. : Antipsychotic Effects of Lith-

ium on Schizophrenic Patients -Following Bio log-

ical Markers of Urine Monoamine Metabolites and 

Serum Prolactin under Concurrent Treatment with 

Lithium and Haloperidol. Folia Psychiat. Neural. 

J apon. 39: 606-607 0985) 

11) Kabashima, T., Fujisaki, F., Yuzawa, S., Onda, 

M., Kasahara. H. and Mori, A.: Erythrocyte-

Plasma Lithium Ratio and Lithium Responders 

Folia Psychiatrica et Neurologica Japonica. 39: 

607-608 (1985) 
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12)森温軋要田裕（関東逓（r，病院＼長谷川和夫＊．
岩井 寛＊（＊聖マリアンナ医）().野 II 拓郎（埼 I,• 松人）．

村崎光邦（北里大）．上島国利（杏林大）．水嶋節雄(IIIJ

愛記念病院）．北西憲二：各種神経1,iに対する CM6912

(Ethyl loflazepate)の臨床効果．臨床精神朕学． 15:

275-285 (1986 l 

4. 躁うつ病に関する研究

l)森温理．笠原洋勇，高橋敏治．大瀧紀宏．巽新，'¥'.

須正洋成．宮田久嗣．篠崎 徹：うつ病入院例の治療と

最近の変化．精神経誌． 87:741-750 (1985) 

2)高橋 良＊．矢崎妙子＊（＊東京医歯大）．北西憲二：う

つ病の社会文化的研究ーその日本的特性ー．精神朕学．

27: 1391-1401 (1985) 

5. 睡眠に関する研究

l)伊藤 洋．北原達基．増田直樹．田村 信．大瀧紀宏．

高橋敏治，佐々木三男．森 温理：精神分裂病者に対す

るnitrazepam投与 nitrazepam投与による睡眠内

容および精神症状の変化について一．最新医学． 40:

1730-1740 (1985) 

2) Sasaki, M., Endo, S., Nakagawa. S., Kitahara, T. 

and Mori, A. : A chronobiological study on the 

relation between time zone changes and sleep. 

Jikeikai Med. J. 32: 83-100 0985) 

6. 臨床脳波・神経生理に関する研究

l)伊藤洋．樺島司．田村伯．繁旧雅弘，松永阻樹，

山口 修．増田直樹，笠原洋勇佐々木三男．森温J里：

Whole body vibrationの生理機能に及ぼす影響ー特

にMSLTの変化に関して一．社会精神医学研究所紀

要． 14: 6-13 (1985) 

7. 老年精神医学に関する研究

1)丸山 晋（国立精神衛生研）．藍沢鎮雄（浜松医大），

片山義郎（桜應大）．清水 信．その他：老年期神経症

の臨床像およひその治療に関する研究．精神衛生研究．

31: 41-50 (1985) 

2)清水 信，長谷川和夫（聖マリアンナ医大）．西村飩

（大阪大）他：老年期の器質性疾患における精神症状に

対する Tiaprideの効果ーニ順盲検法による Chlor-

promazineとの比較ー．精神医` 芹． 27:573-582(1985) 

3)笠原洋勇千策ー・夫＊．橋本卓雄＊（＊都老人研） ：健康

老人脳の CT像．老年精神医学． 2:185-192 (1985) 

4)笠原洋勇：痴呆， 5,老人の痴呆とポケヘの対応．理

学療法と作業療法． 19:325-330 (1985) 

8. その他

l)森温理．大西守：性格と神経1嵐総合臨床． 35:

593-596 (1986) 

II. 総説

l)森 温理：ー：環系抗うつ薬．株学と薬学． 14:1487-

1493 (1985) 

2)森 温理：うつ病の症候学一精神，身体両面から一．

Clinical Neuroscience. 3: 494-496 0985) 

3)森 温罪：内囚性うつ柄． Pharma.Medica. 3(5) : 

37-41 (1985) 

4)森温即：てんかん．診断と治療． 74:125-127 

(1985) 

5)清水 f，1● ：痴呆の薬物療法は何処まで可能か． II本

医師会雑誌． 94:775-778 (1985) 

6)清水 信：初老期のうつ病． ClinicalNeuroscience. 

3: 534-535 C 1985) 

7)清水 似：老年期の犯罪とその特性．老年精神朕学．

2: 734-742 (1985) 

8)笠原洋勇：ポルフィリン精神病．精神科 Mook.11: 

84-95 (1985) 

9)笠原洋勇：抗精神病薬の副作用とその対策．精神科

冶療学． 1(1) : 33-45 (1986) 

10̀) 笠原洋勇：札年期の自殺．臨床精神医学． 14(9):

1329-1336 (1985 J 

III. 学会発表

l)宮田久嗣，湯沢俊，中山和彦，笠原洋勇，森温理：

精神分裂病患者に対する炭酸リチウムの抗精神病作用

ーハロペリドール併用下における尿中 HVAと血中プ

ロラクチンの変化を指標として．第 5回リチウム研究

会． 4月．束点．

2)樺島 司，藤崎史代，湯沢俊，恩田光信，笠原祁勇，

森 温理：リチウム比とリチウム Responderに関す

る研究．第 5回リチウム研究会． 4月．東京．

3)森 温理： （シンポジウム）うつ病入院例の治療と最

近の変化．第 81回日本精神神経学会． 5月．東京．

4)大西守，西川嘉伸，橋本和幸，中村敬，森温理：

入院式森田療法の今日的課題．第 81回日本精神神経学

会． 5月．東京．

5)佐々木三男，伊藤洋，北原達基，田村信，高橋敏

冶，杉浦啓太，森 温理，遠藤四郎（精神研），黒崎祐

子（日航）：時差による航空乗務員の睡眠・覚醒リスム

の検討（その 1)Baseline nightについて．第 10回日

本睡眠学会． 6月．東京．

6)大滝紀宏，笠原洋勇，丸山 晋，森温理：大学総合

病院における Consultation-LiaisonPsychiat内に関

する研究（第 1報）．第 26回日本心身医学会， 6月．東

凩．

7) Mori, A., Sato, ]., Oishi, M., Nakagawa, S., 

Nakayama, K., Inoue, E. and Tamura, G.: The 

prognosis of epilepsy under antiepileptic drug 

monitoring. 16th Epilepsy International Congress. 

9月． Hamburg

8) Sato, J., Oishi, M., Mori, A., Nakagawa, S., 

Nakayama, K. and Inoue, E.: Auditory brain stem 
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response in epileptic patients. 16th Epilepsy Inter響

national Congress. 9月． Hamburg.

9)宮田久嗣，樺島 司，湯沢俊，伊藤洋，中山和彦，

固 II嘉伸，笠原洋勇，森 温理：精神分裂病患者に対す

る炭酸リチウムの抗精神病作用ーハロペリドール併｝！］

下におげる）成中モノアミン代謝産物と血中プロラクチ

ンの変化を指探として一．第 15回1_1本神経精神薬理学

会． 9月．求都．

10)伊藤洋，西川嘉伸，田村侶，森温理，有安孝義

（総武病院） ：精神病院人院中の高齢精神分裂病者の実

態第27回日本老年医学会． 9月．東京．

11)繁田雅弘，西／1|嘉伸，清水 信，森温理，田中勝也，

大友英——·（浴風会病院） ：老年期痴呆の脳波．第27回II

本老年医学会． 9月．東京．

12)大石雅之，田村 元，野中和俊，井上栄吉，中川茂昭，

中山和彦．佐藤譲二，森 温理：てんかん患者の聴性脳

幹反応について．第 19回日本てんかん学会． 10月．大

津．

13)田村 元，野中和俊，大石雅之， JI：上栄吉，中川茂昭，

中山和彦，佐藤譲こ，森 温理：抗てんかん薬モニクリ

ングと通院てんかん患者の治療経過．第 19回日本てん

かん学会． 10月．大津．

14)井上栄吉，中山和彦，中川茂昭，田村 元，大石雅之，

佐藤譲二．森 温理：てんかん患者の骨代謝異常につ

いて．第 19回H本てんかん学会． 10月．大津．

15)大西守，西）1|嘉伸，森温理，北西憲二：森田療法

の抱える諸問題．第 102回成医会総会． 10月．東京．

16)佐々木三男，伊藤洋，北原達基，田村信，杉浦啓

太，森 温理，遠藤四郎（東京都精神研），黒崎祐子（日

航） ：時差による航空乗務員の睡眠・覚醒パターンの変

動について．第 15回日本脳波・筋電図学会． 10月．福

島．

17)小松順一： （シソボジウム 森田療法絶対臥褥期の

生物学的側面）感覚遮断としての臨床的側面．第 3回森

田療法学会． 11月．東京．

18)北西憲二： （シンボジウム）各領域での森田療法ー大

学専門施設の立場から，第3回森田療法学会． 11月．東

京．

19)中村敬北西憲二，近藤喬ー（町田市民病院），藤

田千尋（常磐台神経科）：森田療法の治療構造について

一治療共同体との比較から一．第 3回日本集団精神療

法学会． 1月．東京．

20)大西守，大滝紀宏，中山和彦，田村元，清水信：

外国人精神障害者の救急外来例について．第6回日本

社会精神医学会． 2月．大阪．

IV.著書

l)森 温理：不l脱（分担執筆）．今日の治療指針．医学

書院．（1986)

2)中山和彦．森 温理：急性錯乱状態で搬入された 17

歳の男性（分担執筆）．太田宗夫他編：救急ケーススタ

ディ． Volume2救急疾患．医学書院．（1985)

3)中山和彦．森 温理：薬物による自殺企図で発見さ

れた 30歳の女性（分担執筆）．太田宗夫他編：救急ケー

ススクディ． Volume2救急疾患．医学書院． 435-442

(1985) 

4)清水 侶：行動異常．意識障害（精神科の立場からの

項分担執筆）．上田編：図説臨床老年医学講座(1)．主

訴・症候からみた老年病の診断． メシカルビュー社．

(1986) 

5)笠原洋勇：情動異常，せん妄．不眠の項分担執筆．上

田編：図説臨床老年医学講座(I)．主訴，症状からみた

老年病の診断． メジカルビュー社． 58-67(1986) 

V. その他

l)高橋敏治，大滝紀宏，笠原洋勇，佐々木三男，森

温理五味秀穂宮島真之： Sheehan症候群の 1

例一精神症状と睡眠ポリグラフ所見を中心に一．

精神医学． 27: 1153-1157 (1985) 

2)橋本和幸．佐藤譲二，守屋爽ー，森温理：

Haloperidolによる治療経過中に挿問性，可逆性

のdiffusemonorhythmic 8 wavesを呈した一例．

臨床脳波． 27:243-246 (1985) 

3)森 温理（班長）：向精神剤実態調査事業報告書

（昭和59年度）． 1-71(1985) 

4)清水 信，田中勝也：老年期痴呆の社会・心理

的要因．現代のエスプリ「ぽけとは何か」． 224:60-

77 (1986) 

5)清水 信：脳動脈硬化症の精神症状について．

慈恵医大誌． 98（補冊）： 34-36(1985) 
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教授：前川喜平

教授：赤塚順一

助教授：衛藤義勝

講師：広津卓夫

講師：久保政勝

講師：伊藤文之

講師：臼井信男

研究概要

I. 神経研究班

児 科学

小児神経学・発達神経学

小児血液学・悪性腫瘍

先天性代謝異常

小児血液学・悪性腫瘍

小児感染免疫学

先天性代謝異常

小児腎臓病学

1) 発達に関して：新生児・乳児は一人ひとりが

個性をもって環境に反応し，行動することが知られ

るようになってきた。我々は，新生児の行動のパター

ンについて母乳栄養と人工栄養との相違を客観的数

値で示し，新生児の行動にも個体差があることを明

らかにした。また，乳児の気質について分析をおこ

ない，客観的数値を示すことにより，乳児もその行

動に特徴的なものがあり， この気質の解析により乳

児一人ひとりの育児指導を具体的におこなえるよう

になった。乳児・新生児の重心点の移動を Pedos-

copeを用いて測定解析し，その生理学的意義と正常

児・異常児の相違点を数字上に示し，乳児の発達診

断および各種乳児早期の脳障害の予後に対する客観

的指標となりうることが明らかになりつつある。

2) 小児神経疾患の生理学的解析：夜尿症の成因

に関して，抗利尿ホルモンの日内変動およびサーモ

グラフを用いた体表発汗の日内変動を検討し，病態

生理的解析をおこなった。多くの神経疾患に呼吸障

害を伴うものが多いが，中枢性無呼吸を呼吸筋群の

電気生理学的解析をおこない，呼吸中枢の機構の解

明を試みている。

3) 形態学的研究：近伝性神経疾患のモデル動物

を利用し，その病理学的変化を検討し年齢に伴う病

理的変化を比較し，その病因の解明に形態学的にア

プローチをしている。

4) 脳性麻痺：脳性麻痺およぴ発達障害児の自己

操作性の発達を分析し，知覚異常の早期発見と発達

障害の評価法の確立をし，今後の障害児療育の一助

とする予定である。

5) その他：臨床的研究として現在，急性脳症

(Reye症候群およびその他の脳症），脳炎における

II. 代謝研究班

現在代謝研究室は主要テーマとして，先天性代謝

異常症の遺伝子診断ならびに遺伝子レベルでの病因

の解析をおこなうことを目指している。

l) 大橋らは，米国 Mt.Sinai大学との協同研究

でGaucher病の Mutationを遺伝子構造解析して

いる。五味淵らはNeuroblastomaにおける N-myc

遺伝子の Amplificationを検討している。

2) 津田らは，アリルサルファターゼAを精製し

アミノ酸配列を決定付け，それに対応する塩基配列

を決定して C-DNAを作成，本疾患の遺伝的 Heter-

ogeneityを検討している。これらの近伝子解析の他

に動物モデルを用いて，梅沢•井田らはロイコジス

トロフィー症の病因・治療の試みをおこなっている。

3) 豊田らは消化器（特に消化管）におけるアミ

ノ酸・脂質の発達に伴う変化，離乳における消化管

生体物質の変動等を解明している。

4) 田原・山口らは HPLC,GC-MSを用いて有機

酸ミトコンドリア脳筋症の診断法を開発している。

5) 佐々木らは甲状腺ホルモンとムコ多糖代謝の

関連性を検討している。

III. 血液・腫瘍研究班

主要テーマとして小児 ITPの成因・治療，骨髄移

植，小児悪性腫瘍の治療，小児の鉄代謝がある。

1) 小児ITPでは，成因として血小板抗体の特異

性について検討しているが，その一つとして血小板

膜抗原 Ilb-IIIa complexに対する血小板抗体を認

識する慢性ITPが存在することを明らかにした。治

療では各種治療法の効果を retrospectiveに比較

し，急性ITPでは速効性の点から yーグロプリン大

量療法が，慢性ITPでは罹患期間の短縮化の観点か

ら摘牌が有効なことを示した。

2) 骨髄移植では，最大の問題点であったサイト

メガロウイルス感染症を含む初期感染症が簡易無菌

ベッドを使用するとともにサイトメガロウイルス抗

体陰性の血小板 donor の使用と予防的ッ—グロプリ

ン投与により減少することを明らかにした。

3) 鉄代謝では，乳幼児の鉄欠乏症と行動異常に

ついて検討し， 2.9-3.4%に鉄欠乏性貧血が， 8.6

-14.3%に潜在性の鉄欠乏が見いだされ，鉄剤投与

により貧血が改菩すると良くなることを明らかにし

た。

Neunn specific enolaseを髄炎血液を測定し，脳障 IV. 感染免疫研究班

害の程度と予後の関係について検討中である。 1) 好中球について現在その機能と膜の糖蛋白分

析．細胞内小器官，表面張力との関連を invitroと症
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例で検討①新生児で遊走能， 02ー産生能， fJグルク

ロニダーゼ測定をおこない， fJグルクロニダーゼが

低下していることを示した。②好中球遊走能と表

面張力との間の相関性を認め臨床に有用性を示し

た。③日本で第二例目の ANCHOR病の好中球膜

の糖蛋白を検討した。

2) 単球については末梢血より純粋分離が可能と

なり，現在遊走能，表面張力を検討中である。

3) リンパ球に関して現在組織化学的研究で a

naphtyl acetate esterase (ANAE)染色を用い，免

疫不全，膠原病で検討し JRA（特に stillI type)で

急性期に著明に陽性細胞の増加を示した。関節液に

ついても現在検討中である。

4) 膠原病について本年度は小児 SLE, Der-

matomyositisに関し臨床統計を報告した。 JRAの

早期に抗コラーゲ｀ノ抗体(TypeII抗体）の上昇をつ

きとめ臨床への有用性を示した。

5) 感染症に関し過去 30年におけるブドウ球菌

感染症の変遷，最近のプドウ球菌感染症の細菌学的，

臨床学的検討について報告した。

V. アレルギ＿研究班

Mast cell関係では斎藤により Choleratoxinに

よるマスト細胞増殖を C-AMP増加によるものと

推察した。 NCF関係では恩田により運動の中でも

EIAが起きにくく NCFの増加がみられない水泳の

有用性を検討した。小幡は従来の肺機能測定では出

来なかったものを呼吸筋の面から検討し有用性を示

した。 ExerciseInduced Asthmaのlateresponse 

に関しては飯倉がEILARについて肺機能の面から

検討し，また EILARの各種薬物の効果を検討した。

山田はアレルギー疾患の中でも発症機序の不明な点

の多い食物ァレルギーについて抗体産生の面から検

討した。

VI. 循環器研究班

先天性心疾患を対象とし位相解析，肺血流量分布

パクーンの研究を RIアンジオグラフィーを用いて

継続的に検討している。また，ホルター心電図によ

り正常児の不整脈を解析し発達心電図の一端を究明

しつつある。その他・ンゴキシンの血中猥度を左心機

能の相関．先天性心疾患とカテコラミン血中濃度の

相関 ト·•プラ超音波検査による肺動脈弁狭窄の検討

などをテーマとして進めている。

VII. 腎臓研究班

1) ネフローゼ症候群については，各種ステロイ

ド療法の視床下部，下垂体，副腎皮質系への影響を

検討し，本症の発症にこれらの内分泌系の不全状態

が関与する可能性を示した（羽烏）。またステロイド

投与中の本症患児では骨粗髭症の程度と相関して血

中オステオカルシソ濃度が低下しており，骨粗髭症

の指標として有用であることを示した（望月）。

2) 糸球体腎炎については，各種糸球体腎炎患児

における好中球機能を NBT テスト， 02—産生能に

より検討し，特に MPGN患児ではこれらが低下し

ていることを示した（太原）。また，半月球形成を伴

うIgA腎症に対するステロイド剤・抗凝固剤のカク

テル療法について検討しその有用性を示した（村

松）。

3) 血尿を来たす疾患として注目されている高カ

ルシウム尿症について臨床的特徴，病態に関する検

討がなされた（望月）。

4) その他 TammHorsfall蛋白の尿中排泄量を

Laser N epherometryによる測定法を開発して検討

し，腎機能検査法としての有用性を示した（片山）。

研究業績

I. 原著論文

1. 神経発達・障害児に関する研究

1) Maekawa, K., Y okoi, S. and Soeda, A. : Gravity 

center of newborn infant in supine and prone posi-

tion. Jikeikai Med. J. 31: 83-89 0986) 
2) Maekawa, K., Soeda, A., Yokoi, S.: Pedoscope 

studies on neonatal activity and center of gravity 

after delivery. Brain and Development. 8: 37-46 

(1986) 

3)横井茂夫，副田敦裕，庄司順一：乳児の気質に関する

研究． 1)乳児用行動様式質問紙の標準化．慈恵医大誌．

100: 871-877 0985) 

4)横井茂夫，副田敦裕，庄司順ー：乳児の気質に関する

研究． 2)乳児の気質と母児因子について．慈恵医大誌．

100: 879-885 0985) 

5)奈良隆寛，吉田弘道，帆足英一：母乳栄養の新生児行

動に及ぼす影響．第 1編 Breast feeding（母乳）と

bottle feeding（人工乳または搾母乳）との比較． 日本

新生児学会雑誌． 21: 867-873 0985) 

6)奈良隆寛，吉田弘道，帆足英一：母乳栄養の新生児行

動に及ぽす影響．第2編 抱かれている時間，吸啜時

間，哺乳バターンについて．日本新生児学会雑誌． 21:

874-880 0985) 

7) Maekawa, K., Nara, T. and Hoashi, E.: Influence 

of breast feeding on neonatal behavior. Acta 

Paediatr. Jpn. 27: 608-614 (1985) 

2. 代謝に関する研究

-100-



1) Kureha, Y. and Eto, Y. : The effects of various 

hormones on myelin synthesis in neuronal tissue 

cultures. Jikeikai Med. J. 32: 691-696 (1985) 

2) Ohhashi, T., Kanamoto, Y., Yamaguchi, S., Eto, 

Y. and Maekawa, K.: Abnormal excretion of 

autofluorescent lipids in urine from patients with 

neuronal ceroid lipofuscinosis. Tohoku J. Exp. 

Med. 148: 335-339 (1986) 

3) Tada, Y., Sekiguchi, S., Ito, F. and Eto, Y.: 4-

methylumbelliferyl lipase in human mouse brain : a 

possible localization in myelin. J. Neurochem. 46: 
140-142 (1986) 

4) Eto, Y., Sekiguchi, S. and Maekawa, K.: Trig-

lyceride lipase in human brain. Jikeikai Med. J. 
33: 187-193 (1986) 

5) Toyoda, S., Lee, P. and Lebenthal, E.: Physiolog-

ical factors controlling release of enterokinase from 

rat enterocytes. Digestive Diseases and Science. 

30: 1174-1180 (2986) 

6) Toyoda, S., Lee, P. and Lebenthal, E.: Interac-
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ing sites of enterocytes isolated from rat small 

intestine during development. Biochim. Biophys. 

Acta. 886: 295-301 (1986) 

3. 血液に関する研究

l)有泉隆裕：小児特発性血小板減少性紫斑病のリンパ

球動態．（第 1編）小児特発性血小板減少性紫斑病にお
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（第2編）小児特発性血小板減少性紫斑病の自然治ゆ例

および各種治療法におけるリンパ球subpopulationお

よびT細胞 subsetsの変動．慈恵医大誌． 100:1277-

1300 (1985) 

2)藤沢康司： PlateletAssociated IgG in Children. 

Acta Pediatrica J aponica. 27 : 445-449 (1985) 

3)北島晴夫：小児期諸疾患におけるフェリチンの変動

に関する研究．（第 1編）思春期貧血における血漿フェ

リチン値について．（第2編）小児急性白血病および各

種疾患における血漿フェリチン値について．慈恵医大

i.t. 101: 9-29 0985) 
4)広津卓夫：乳幼児の鉄欠之症と行動異常に関する研

究．保健所における小児発達•発育健康診査充実のため

の研究班業績集． 1-8(1985) 

4. アレルギーに関する研究

1) Saitoh, H.: Cholera toxin enhances factor-depen-

dent colony growth of murine mast cell progenitors. 

Exp. Haematol. 13 : 261-266 0985) 

2)恩田威文：喘息児と水泳(8) 肺機能と血中 NCF.

アレルギー． 34:1015-1020 (1985) 

3) Obata, T.: Clinical Applications of Respiratory 

Muscle Electromyographic Activity: (1) Relations 

Between Forced Expiratory Volume and Expirator・

y EMG in Asthma. Acta. Paediatr. Jpn. 27: 131-

137 (1985) 

4) Iikura, Y.: Factors predisposing to excercise-in-

duced late asthmatic responces. J. Allergy. Clin. 
Immunol. 75: 285-289 (1985) 

5. 感染に関する研究

1)福永 謙：好中球の表面張力．医学のあゆみ． 133:

185-186 (1985) 

2)永田正人：小児皮府筋炎の 2例および本邦の小児

38例の臨床的検討．小児科臨床． 38:1803-1807 

(1985) 

3)瀬川孝昭：ヒト T細胞subpopulationおよびa-

naphtyl acetate esterase酵素活性に関する研究．慈恵

医大誌 100: 503-511 (1985) 

6. 循環に関する研究

l)簡 瑞祥，野中善治，加藤克治，的場雅子，浜田朗生，

小川 潔：プロスタグランヂ‘/El長期投与にともな

う新しい副作用について一多量のムチソを含む高粘着

便によるイレウスを来した 2症例． 日本小児科学会雑

5志． 89: 2633-2640 (1985) 

2)加藤克治，簡 瑞祥，野中善治，的場雅子，浜田朗生，
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た心室中隔欠損に後天性漏斗部狭窄を生じ肺血管抵抗

が正常化した 1例．小児科診療． 48:363-367 (1985) 

3)加藤克治，簡 瑞祥，野中善治，的場雅子，浜田朗生，

小川 潔：三尖弁閉鎖不全を伴った左冠動脈右房の 1

例．小児科臨床． 38:557-561 (1985) 

7. 腎臓に関する研究

l)羽鳥則夫：小児特発性ネフローゼ症候群におけるス

テロイド療法の副作用に関する研究（第 1編）ステロイ

ド療法と腎尿細管障害について．日本小児科学会雑誌．
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元試験による検討．慈恵医大誌． 100:124-130 (1985) 

3)望月 弘：ステロイド投与患児における血清オステ

オカルシソ値測定の意義．医学のあゆみ． 134(11):

1015-1016 (1985) 

II. 総説
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小児科臨床． 38:31-38 (1985) 

6)赤塚順ー：特発性血小板減少性紫斑病．小児科診療．
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7)星 順隆：移植片宿主反応(GVHR)とその対策．小
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のための免疫学ー．小児科Mook.43 : 209-226 0985) 
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III. 学会発表

1) Gotoh, K. : Respiratory failure and sleep apnea in 
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prevent sleep apnea with transcutaneous electrical 

stimulation. XIIIth World Congress of Neurology. 

Sept. Hamburg (Germany). 
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4) Shimizu, H., Itoh, F., Etoh, Y. and Maekawa, K.: 

Hyperammonemia associated with hyperornith-

inemia and homocitryllinuria. 1st Pan-Pacific 
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項分担執筆．小林 登，多田啓也，藪内百治編：新小児

医学大系第26巻．中山書店． 426-431(1985) 

2)衛藤義勝：保因者検索の問題点の項分担執箪，小林

登他編：新小児医学大系第7巻．中山書店． 285-298

(1985) 
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皮膚科学

教授：新村慎人

助教授：神田行雄

講師：小山啓一郎

講師：本田まり子

講師：上出良一

講師：石氏道夫

講師：三原一郎

研究概要

I. ウイルス性洸贅

神経線維腫症・ウイルス性

皮府疾患

皮屑外科療法

アトピー性皮府炎

ウイルス性皮府疾患

光線過敏症

蕎麻疹

皮膚病理組織学

ヒト乳頭腫ウイルス(HPV)は，皮膚や粘膜に種々

の紀賛（イボ）を発生させ，その DNAのsequence

の差により少なくとも現在42型に分類されている。

このうちのいくつかは発癌能を有することが示唆さ

れ，皮府癌，泌尿器癌，子宮頸癌，喉頭癌，舌癌，肺

癌等の一部に HPV-DNAが検出されている。当教

室においても細菌学，病理学，産婦人科および泌尿

器科の諸教室と共同研究を行い，尖圭コンジローム，

子宮頸癌，外陰部癌，皮府癌等について検索をすす

めている。子宮頸癌に多く検出される HPV-16が

我々の検索ではほとんど検出されず，諸外国と異

なった型の HPVによる可能性が推測されている。

また，尖圭コンジロームはSTDの一つとされて

いるが，乳幼児にもしばしばみられる。これらの多

くのものは家族内に梵贅はな<,STDの一つとも考

えられない。これらの HPV-DNAは，成人から検出

される HPV6, 11とは異なっており，新しい型であ

る可能性も考えられ， さらに検索をすすめている。

さらに，皮膚にみられる種々の乳頭腫について in

situ hybridization法や， Southernblot法によって

HPVの型分類および疫学的調壺も行っている。

II. 単純ヘルペス

単純ヘルペス CHSV)は， 1型と 2型に分類でき

るが， 1型ウイルスは主として三叉神経節に， 2型ウ

イルスは主として腰・仙椎後根神経節に潜伏し，何

かの誘因でウイルスが活性化すると， 1型は主とし

て口唇ヘルペス， 2型は主として陰部ヘルペスを再

発させる。当教室においてウイルスの分離同定を

Vero細胞での細胞変性効果の性状，免疫蛍光法，お

よびHSV感染細胞DNAの制限酵素切断パターン

により行い， HSV感染症の疫学的調査を行ってい

る。また，抗体価の推移を観察し， HSV感染免疫に

ついても検索を行っている。

また，近年めざましく開発がおこなわれている抗

ウイルス剤として AraA,アシクロビル等の薬剤に

ついても臨床的にまたはウイルス学的にその効果な

どについて検索を行っている。

III. 神経線維腫症

当科を受診する神経線維腫症患者は，初診，再診

を含めて年間 100例におよび，約20例の入院手術を

行っている。神経線維腫の発生と神経成長因子との

関係など，基礎的な研究も行っているが，本年度は

厚生省特定疾患疫学調査班と協力して，有病者の全

国調査を行った。神経線維腫症および結節性硬化症

の診断某準を作成し， 200床以上の約8,000の病院，

8科に対するアンケート調査の結果，神経線維腫症

約3,500,結節性硬化症約 1,500の回答があった。さ

らに第2次調査個人票を作成し，調査を継続して

行っている。

IV. 光線過敏症

日光過敏専門外来を訪れる患者の診断は多岐にわ

たるが，最近特に薬剤に起因するものに注目して，光

パッチテスト，内服照射試験， invitroにおける光毒

性試験などにより，原因薬剤の決定を行っている。そ

の結果これまで報告がみられなかった，筋弛緩剤で

ある afloqualoneによる光線過敏型薬疹の 2例を見

いだし報告した。

男性化粧品中に含まれる muskambretteなどの

香料による光アレルギー性接触皮膚炎心 しばしば

原因物質との接触を絶った後も年余にわたり日光過

敏症が持続し， persistentlight reactionとよばれる

慢性の日光過敏症に移行する。患者は極短時間の日

光照射でも露出部に掻痒性紅斑を生ずるため， 日常

生活にも支障を来す。その治療のために，光化学療

法(PUVA)を行いある程度の効果を得た。この“毒

をもって毒を制する”光化学療法の作用機序は一般

的には， DNAに対する傷害によるとされているが，

それ以外に我々がこれまで invitroおよび， ラット

を用いた invivoの実験で得た結果では，真皮の肥

満細胞からのヒスタミン遊離を抑制することが分か

り， これが炎症性皮膚疾患に対して PUVAが有効

である理由の一つと考えられた。

V. アトピー性皮膚炎

本疾患の発症機序は遅延型アレルギー機序と，即

時型アレルギー機序の両者の立場から検索されてい

る。当専門外来においても遅延型アレルギー機序の
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立場からはその細胞性免疫， とくに血中，組織中の

T細胞サフセソトの検討を加えている。また即時型

アレルギー機序の立場からは以下の如き推論のもと

に，特異的減感作療法を施行している。すなわち何

らかの素因的原因や感染によるサプレッサーT細

胞の質的，量的異常により IgE抗体の異常産生， IgE

抗体とマスト細胞の結合， これに続く化学伝達物質

の放出，それに連なる好酸球連鎖，好中球遊走能ヘ

の影響。播痒の惹起，皮府炎の遷延化といった一連

の流れが，素因的に乾性肌で，発汗異常などの存す

る個体に生じて，その—・次性皮府炎を遷延化する。こ

のような観点から，主として成人型アトピー性皮府

炎患者に対して特異的減感作療法を実施し，その効

果を検討している。

VI. 苺麻疹

蒋麻疹は日常の診療においてしはしば遭遇する極

めてありふれた疾患であり， 般に（ま食餌等の I型

アレルギーによって引き起こされるものと思われて

いるが，実際の lJ常診療で遭遇する慢性蕎麻疹の多

くは，食餌アレルギーを有していることはむしろ少

なく，原因不明のまま種々の治療がおこなわれるこ

とが多い。我々ば慢1生蒻麻疹における自律神経の関

与について， コリナージック・レセプターおよびア

ドレナリーシック・レセプターを中心に研究し， こ

れらレセプターの異常が関与し得る可能性を示唆し

た。さらにアスピリンおよび食品添加物の慢性蒻麻

疹に対する影響について，内服試験を施行し臨床的

に検討している。また，われわれは膨疹の持続時問

の長いタイプの蒻麻疹に注目し，皮内反応， IgE

RAST,病理組織学，血消補休価治療等臨床的に

種々の検索を行っている。

VII. 接触皮膚炎とパッチテスト

日常生活をとりまくすべての物質は．接触原たり

得るわけで最近接触皮府炎は増加し，その原因追

求ぱ治療ならびに再発防止のうえから重要である。

厚生省のモニター病院として，鳥居製抗原系列ばか

りでなく．歯科金属・ンリーズ． AADのバッチテスト

キット， SCANDINAVIANバッチテストキットな

ど種々の貼布試験系列によるパッチテストを施行す

ることにより，接触皮府炎の原因の解明を行ってい

る。さらに，近年報告があいついでいる謳幹・四肢

の骨の直上皮府にみられる色素沈着とナイロンタオ

ルとの関係について， タオルがどのようにかかわっ

ているか．接触皮府炎か否か．皮府アミロイドーシ

スとの異同などについて研究をすすめている。
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放射線医学

教授：望月幸夫

教授：五味 誠

助教授：多田 信平

助教授：川上憲司

講師：山下 孝

講師：原田澗太

講師：関谷 透

研究概要

I. 放射線診断学

放射線治療学・放射線生物

呂子

放射線治療学

放射線診断学

核医学

放射線治療学・放射線免疫

A 子

放射線診断学

放射線診断学

1) 磁気共鳴画像 (MRI)

MRIは脳・脳幹部，脊髄などの中枢神経系疾患に

対して有用である。小脳扁桃の慢性ヘルニヤ(Chiari

奇形）では高率に頭蓋底部の奇形を合併し，前者が

後者に続発することを MRIによる正中矢状断から

考察できる。ガドリニウムはT1時間を短縮させる

経静脈性の MRI造影剤で脊畦腫揚の描出に極めて

有用である。その他，脳白質病変，特に脳室周囲高

信号病変の研究，頭頸部腫瘍の診断に関する研究が

MRIですすめられている。

2) 超音波断層法 (US)

USの乳癌正診率はマンモグラフィより高く，

種々の特異的 US所見を見いだしている。胆襄壁肥

厚は腹水貯溜患者にみられる場合，一重あるいは二

重であり，前者は癌性を後者は非癌性を示唆する。胃

は脱気水で充満させると USの検脊対象となり，粘

膜性，粘膜下，胃外性腫瘤相互の鑑別に有効である。

3) CT 

横断断層をほとんど実時間で矢状あるいは冠状ヘ

の再構成が可能となり，それを動的に観察できる。こ

れを先天性心疾患の診断，脊髄腫瘍の診断に応用し

得る。

II. 核医学

核医学では呼吸器疾患，循環器疾患，末梢循環動

態，肝胆道機能などの臨床研究を行った。

1) 呼吸器疾患：慢性呼吸器疾患，喘息，胸・腹

部術後例，肺塞栓症などの換気・血流状態を核医学

検査によって病態生理学的に検討した。術後の早期

離床には心肺循環系の最適管理が必要であるが，胸

部・腹部手術について，術後の換気・血流動態の変

化，特に体位変換による影響について検討した。
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2) 慢性呼吸器症状を訴える患者で．去痰に対す 最近開発された抗乳癌単クローン抗体， CA15-3

る理学療法は重要である。 99mTcーエロソール吸入後 Cll5D8およびDF3)を用いた研究を行っている。

の肺内放射能の推移は，粘液線毛運動の状態を表し 115D8およびDF3はともに乳癌細胞および乳汁中

ている。本年は， 99mTc—エロソール排泄に対する体 の高分子糖蛋白を認識している。この洋クローン抗

位変換やバイフレーションの効果をみた。体位変換 体を 131Iあるいは 111Inにより標識し乳癌の早期診

とバイブレーションの併用療法が去痰に有効であっ 断の応用を試みている。さらにこの単クローン抗体

た。 を用い免疫組織学的に組織型と抗原の分布を検討し

3) 循環器疾患への応用としては，心筋シソチグ ている。

ラフィにおける欠損像の評価法として， ‘‘Bull'seye" 2. 臨床的研究

法を行い，臨床的評価を行った。これは，心筋 1) 分割照射法の研究

SPECT像を心尖部を中心に，心基部を最外円に 放射線治療による局所制御率を向上させる試みと

とって同心円状に配列し，一つの画面に表示する方 して “-B多分割照射法”がある。通常の照射方法

法である。核医学経験年数の異なる 4人の医師で より小さい 1回線量を 1日数回照射し総線呈を高く

ROC曲線解析を行った結果， ‘‘Bull'seye"法は，経 する hyperfractionationと1日数回照射すること

験の浅い医師にとっても高い accuracyが得られ により治療期間を短縮し腫瘍の repopulationを最

た。 小限にする acceleratedfractionationを種々の難

4) 末梢循環では，正常人および糖尿病性細小血 治性癌に試み局所の一次効果を検討している。

管症をはじめとする種々末梢循環障害における細動 2) 温熱療法の臨床研究

脈血圧を測定した。前頸骨部において， 133Xe注入法 13.56 MHz RF波による温熱療法は高度先進医

を用いて血流を測定しながら，頸骨上を次第に加圧 療として認知され，種々の深部腫瘍に対して治療が

していくと，ある庄において 133Xeクリアランスは 行われている。内科・外科との共同で最適な加温方

停止する。このクリアランス停止時の圧を細動脈圧 法，湿度測定法，さらには放射線治療，腫瘍血管塞

とした。正常人では30cmH心であったが糖尿病性 栓術との併用方法について検討を行っている。

末梢循環障害例では有意に低下しており，数 cmH2 3) 集学的治療における放射線治療の場について

0の症例もあった。 各科との研究会を通して進行癌に対する集学的治療

III. 放射線治療学

1. 基礎的研究

1) 放射線腫瘍免疫に関する研究

放射線照射後に生じる抗腫瘍免疫能を利用する癌

治療法として放射線治療と免疫賦活剤および抑制性

T細胞を減少させる抗癌剤との併用効果について

マウス移植腫瘍系を用い実験を行っている。併用療

法によりリンパ球系細胞浸潤が認められた薬剤につ

いてはモノクローナル抗体を用い抑制性T細胞の

変動を経時的に観察して免疫学的動態について検討

を行っている。

2) 組織内加温の基礎実験

比較的深部の腫瘍を確実に，かつ均等に加温する

方法としてマイクロ波による組織内加温が期待され

ている。臨床応用への基礎実験として 915MHzマ

イクロ波アンテナによる加温方法をファントームお

よび犬の筋組織で実験した。アンテナの剌入方法，均

等な温度分布が得られる最適なアンテナ間隔， さら

に加温時の温度上昇と時間の関係について検討し

た。

3) 抗腫瘍単クローン抗体を用いた研究

において放射線治療がどのような形で参画していく

ことがより良い治療成績につながるか種々の臨床研

究がなされている。

研究業績

I. 原著論文

1)多田信平，畑 雄一，宝意幸治：磁気共鳴画像．眼科．

28: 23-27 (1986) 

2)井田正博，辰野 聡，有泉みつこ，多田信平：頭頸部

のCT診断一喉頭腫瘍ー．画像診断． 6:146-149 

(1986) 

3)宝意幸治，小針俊行，山口 学，畑 雄一，多田信平：

脳内出血の磁気共鳴像による検討~ドーナッ現象

について―.NMR医学． 5:61-64 (1985) 

4)多田信平：核磁気共鳴画像による診療の現況と将

来．慈恵医大誌． 100:367-378 (1985) 

5)水沼仁孝，中谷理子，多田信平，成瀬勝，柳沢暁，

森永泰良，井出哲也，中本 実，高橋恒夫，長尾房大：

非開放性外傷による肝内胆汁腫ー超音波誘導下ドレ

ナージにより治癒した 1例ー． 日本消化器外科学会雑

i志． 18:2487-2490 (1985) 
6)片山仁＊，池中徳治（阪大），石田修（近大），河
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野通雄（名古屋市立大）．高島 力（金沢大）．高橋英喜

（明治薬科大），多田信平．田中卓雄＊．峰屋順—--（杏林

大）．平松京—-d愛大）．松浦啓—-（九大）．山 n 昂ー（山

形大）．横田 健＊（＊順天堂大） ：ヨート造影剤の副作用

に関する臨床調査．日本医学放射線学会雑誌． 45:

1198-1205 (1985) 

7)畑 雄—•-.杉本寿美子，原田潤太，多田信平：脳脊髄

のMRI診断．脳加齢，外傷．画像診断． 5:925-930 

(1985) 

8)多田信屯 Illll 学，畑 雄一：特集ー脳卒中の画像

診断 MRI.臨床画像． 78-83(1985) 

9)水沼仁孝．多山信平：膵臓．総合臨床．34:2110-2116 

(1985) 

10)畑 雄—・→．多田信平： NMR 映像法の臨床医からみ

た現況．外科診療． 27:1129-1135 (1985) 

11)畑 雄一．杉本寿美子．原田潤太，多田信平：脳脊髄

のMRI診断．脳加齢，外傷． 5:925-930 (1985) 

12)石川隆志多田信平，水沼仁孝，山口 学．関谷透．

野村幸史．杉本寿美子：尿路造影剤により比較的重篤

な副作用を呈した症例について．画像診断． 5:884-891 

(1985) 

13)杉本寿美子，関谷 透，原田潤太，多田信平：心膜の

CT. 正常像と異常像． 日本医学放射線学会雑誌． 45:

591-599 (1985) 

14) Tsujimoto, F., Miyamoto, Y. and Tada, S.: 

Differentiation of benign from malignant ascites by 

sonographic evaluation of gallbladder wall. Radi-

ology. 157: 503-504 (1985) 

15) Sekiya, T., Fukuda, Y., Kobayashi, H., Hata, Y. 

and Tada, S. : Magnetic resonance imaging of the 

normal pituitary gland and pituitary adenoma : 

preliminary experience with a resistive magnet. 

Radiation Medicine. 3: 131-136 0985) 

16)松本徹，飯沼 武，石川達雄，舘野之男（放医研），

小坂 昇，岡田吉隆，牧田幸三，西川潤一，町田喜久雄，

飯尾止宏（東大），瀬戸—一彦，宇野公一（千葉大），内山

暁（山梨医大），森 豊，川ヒ憲司，高木八重ー丘久

保敦司湛蔓大），秋山芳久，油井信春（千葉がんセン

クー），中島哲夫（埼玉がんセンター），村田 啓（虎の

門病院）， 日l；一部きよ子（女f医大），小山田日吉丸（国

立がんセンター） ：肝SPECTイメージの SOL検出能

- SOL検出モテルによる解析ー． RADIO-

ISOTOPES. 34 : 414-420 0985) 

17)松本 徹，飯沼 武，石川達雄，舘野之男（放医研），

小坂 昇，岡田吉隆，牧田幸―三，西川潤一，町田喜久雄，

飯尾正宏（東大），瀬戸一彦，宇野公一（千葉大），内山

暁（山穂医大），森 豊川 l憲司，高木八重子，久

保敦司（鹿大），秋山芳久，油井信春（千葉がんセン

ター）．中島哲夫（埼玉がんセンクー），村田 啓（虎の

門病院）， 日下部きよ子（女子医大），小山田日吉丸（国

立がんセンター） ：肝SPECTイメージの SOL検出能

-ROC曲線の構造解析 ．RADIOISOTOPES. 34: 

486-492 (1985) 

18)富永滋，）1|上憲司，森 豊，島田孝夫，伊坪喜八

郎：自然気胸術後の局所換気機能．呼吸と循環． 33:

887-890 (1985) 

19) Roullet, C., Kawakami, K., Mori, Y., Thomasset, 

A. and Mochizuki, S.: Nutritional assessment by 

impedance-measurements. Jikeikai Med. J. 32: 
77-82 (1985) 

20) 辰野聡，）1| 上憲司： ••mTc-fibirinogen．ンンチグラ

フィが有効であった Kasabach-Merritt症候群の 1

例．臨床核医学． 19:18-21 (1986) 

21) 多田勝彦，木村恒夫．川上憲司： ••mTc-MAA 腹腔内

注入法により診断された肝性胸水．臨床核医学． 18:

61-65 (1985) 

22)川上憲司：肺，縦隔一呼吸器核医学．診断と治療．74:

530-539 (1986) 

23) Hayes, D.F., Sekine, H., Ohno, T., Abe, A., Keefe, 

K. and Kufe, D.W. : Use of a murine monoclonal 

antibody for detection of circulating plasma DF3 

antigen levels in breast cancer patients. J. Clin. 
Invest. 75 : 1671-1678 0985) 

24) Sekine, H., Hayes, D.F., Ohno, T., Keefe, K.A., 

Schaetzl, E., Bast, R.C., Knapp, R. and Kufe, D.W. 

(Harvard Medical School) : Circulating DF3 and 

CA125 antigen levels in serum from patients with 

epithelial ovarian carcinoma. J. Clinical On・
cology. 3: 1355-1363 0985) 

25) Sekine, H., Ohno, T. and Kufe, D.W. CDana-Far-

ber Cancer Institute and Harvard Medical School) : 

Purification and characterization of a high molecu-

lar weight glycoprotein detectable in human milk 

and breast carcinomas. J. Immunol. 135: 3610-
3615 (1985) 

26)山下 孝，早川幸子，望月幸夫：放射線療法と非特異

的免疫療法併用の効果， OK-432投与の効果について．

基礎と臨床． 19:95-99 0985) 

27)山下 孝：婦人科悪性腫瘍に対する放射線治療の進

歩．産婦人科の実際． 35:23-26 (1986) 

28)望月幸夫：外科領域における放射線治療．臨床外科．

40 : 1091-1098 0985) 

29)小林博，山崎博嗣，宮吉誠，川島康，山崎可夫

（東京歯科大），望月幸夫：上顎洞性悪性腫瘍の治療法

と予後について，上顎洞癌．日本口腔外科学会雑誌．31:

1786-1798 (1985) 
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III. 学会発表

l) 大谷洋一．間島寧典，森 豊守谷悦男，川上憲司，

島田孝夫： SlmKrと99mTc-MAAによる VIV分布の

測定一'33Xe法との比較を中心に一．第44回日本医学

放射線学会総会． 4月．鹿児島．

2)内山慎幸，辻本文雄，水沼仁孝，栗栖康寿，多田信平：

7.5 MHzポリマー探触子による乳房超音波断層像の

検討．第44回日本医学放射線学会総会． 4月．鹿児島．

3)中谷理子．水沼仁孝，栗栖康寿，金子健＿こ，五味 誠，

三浦英浪月．橋r.I文智，小林輝久，安藤 博，中村浩一：

胆管癌，膵頭部癌の術後放射線治療成績．第44回日本

医学放射線学会総会． 4月．鹿児島．

4)石川隆志多田信平，水沼仁孝，栗栖康寿棚山年租

平井勝也，高橋宜畔，三穂乙実，長尾房大，岩本公和，

坂元龍，長山瑛，安藤博，中村浩一：切除不能胃

癌の CT. 第44回日本医学放射線学会総会． 4月．鹿

児島

5)間島寧興石川隆志宮本幸夫，大谷洋一，守谷悦男，

森 豊，橋本廣信，川上憲司，伊藤秀稔，島田孝夫：

RIプレチスモグラフィーによる四肢血流定量の臨床

応用．第44回日本医学放射線学会総会． 4月．鹿児島．

6)宮本幸夫，中谷理子，畑 雄一，阿武泉，原田潤太，

多田信平： MRIによる脊髄腫瘍の診断．第 44回日本

医学放射線学会総会． 4月．鹿児島．

7)辻本文雄，内山慎幸，大谷洋一，宮本幸夫，栗栖康寿，

水沼仁孝．多田信乎：乳癌超音波断層像における新し

い診断基準． Connectivetissue signについて．第44

回日本医学放射線学会総会． 4月．鹿児島．

8)森 豊，関根広，山下孝，川上憲司，望月幸夫，

大野典也： 131I標識モノクロナール抗人乳癌抗体によ

るRadio-immunodetection. 第44回日本医学放射

線学会総会． 4月．鹿児島．

9)水沼仁孝，栗栖康寿，金＋健＿．．，五味誠福田安，

山序二郎，辻本文雄，多田信平，柳沢暁，中本 実，

高橋恒夫，長尾房大：超音波誘導下経皮経肝胆炭ドレ

ナー、；； (USguided PTGBD)．第44回日本医学放射

線学会総会． 4月．鹿児島．

10)杉本寿美子，関谷 透，原旧潤太，多田倍平：心膜の

CT一正常像と異常像一．第 44回日本医学放射線学会

総会． 4月．鹿児島．

11)河合隆，安田晶信，守谷悦男，福田 安，山岸二郎，

兼平千裕，原田潤太，多田信平： X-CTによる腹部大動

脈の石灰化，径，籠行，又疾患についての検討．第 44

lu]日本医学放射線学会総会． 4月．鹿児島．

12)福田 安，畑 雄一，山岸二郎，川上憲司，多田信平：

先天性気管支閉鎮症の 3例．第 44回日本医学放射線学

会総会． 4月．鹿児島．

13)畑雄一，宮本幸夫，山岸二郎，山口学，関谷透，

多田信平：磁気共唱画像 (MRI）による頭底角視lj定の

意義．第44回日本医学放射線学会総会． 4月．鹿児島．

14)山岸二郎．河合隆，福田 安，兼平千裕，多田信平：

腎孟・尿管腫瘍の CT診断．第44回日本医学放射線学

会総会． 4月．鹿児島．

15)山梨俊志，渡辺一，兼平千裕，杉本東一，山下孝，

望月幸夫：骨髄移植における magnafieldirradiation. 

第44回日本医学放射線学会総会． 4月．鹿児島．

16)山田哲久，栗栖康寿．原田潤太．多田信平： NMR-

CTによる大動脈解離の診断．第 44回日本医学放射線

学会総会． 4月．鹿児島．

17)福田国彦．多田信平：脊髄損傷における表面コイル

を用いた超伝導磁気共鴨画像．第 44回日本医学放射線

学会総会． 4月．鹿児島．

18)関谷透畑雄一，多田信平：脳梁欠損症の磁気共

鳴画像．第44回日本医学放射線学会総会． 4月．鹿児

島

19)兼平千裕，望月幸夫：脊髄耐容線量関係．第44回日

木医学放射線学会総会． 4月．鹿児島．

20)原田潤太，山田哲久，栗栖康寿，問島寧興，森 豊，

多田信平：心筋疾患の MRI. 第44回日本医学放射

線学会総会． 4月．鹿児島．

IV.著書

l）多田信平，畑 雄一，宮本幸夫：頭蓋脊椎移行部の異

常と磁気共鳴像の項分担執筆．藤井恭一編： TheLat• 

est Medical Book一気管食道科における診断と治療

の進歩．医学教育出版社． 71-82(1985) 

2)小林はる美，関谷透，多田信平，畑 雄一，原田潤

太，福田国彦，山岸二郎，山口 学，山田哲久：多田信

平編：磁気共鳴画像診断学．金原出版．（1985)

3)川上憲司： RIによる気道閉塞部位の検討（分担執

筆）．小林敏夫，志田寿夫編：肺小病変の画像診断．日

本医事新報社．（1985)

4) JII上憲司： 8ImKrによる肺換気・血流検査法（分担執

筆）．田坂 皓，他編：放射線医学大系．呼吸器循環器．

中山書店． 39: 91-113 (1985) 

5)望月幸夫：放射線療法概説（分担執筆）．吉田 修，

編：ヘッドサイト泌尿器科学ー診断・治療編．南江堂．

310-317 0986) 
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第 ー 外 科 学 教

教

教

助教授：石川

講

講

講

講

講

講

授：桜井

授：鈴木

師：河井

師：荒瀬

師：養田

師：赤羽

師：穴沢

師：山崎

健司

正弥

正昭

啓三

憲朗

俊之

紀武

貞夫

洋次

一般外科・血管外科・肝，胆

道外科

一般外科・消化器外科・悪

性腫瘍・救急外科

一般外科・臨床免疫・内分

泌外科・血管外科

消化器外科・消化器 ME・

レーザー外科

一般外科

血管外科

血管外科

大腸，肛門外科

小児外科

研究概要

I. 消化器に関する研究

1) 食道に関する研究

食道静脈瘤に対する経腹的食道離断術は定形化

し，術前・術後管理の向上とあいまって良好な成績

をあげている。ただ術後はほぽ全例が際下障害を訴

える。そこで食道離断術後における食道内圧を測定

し検討したところ，手術後6カ月目に内圧曲線はほ

ぼ術前曲線と同様のパターンに改善し，臨床症状も

内圧の正常化にやや遅れて消失することが判明し

た。

2) 肝・胆・膵に関する研究

最近切除可能な肝臓癌症例が増加している。しか

し肝臓癌の約80%の症例が肝硬変を合併しており，

肝切除を行うときは術前の肝予備能と門脈圧充進状

態の評価が重要な問題である。

われわれはそれに関連して肝硬変ラットを作成し

血行動態，特に短絡路，短絡率と肝硬変の重症度と

の関係を動物実験で検討している。

また肝切除術後比較的多い肺合併症を解明するた

めSlmKrを用いた肺換気血流ヽンソチを術前・術後に

経時的に施行して肺換気・血流状態と肺合併症との

関係を検討している。

3) 炭酸ガスレーザーメスの臨床応用に関する研

究

レーザーは瞬時にして細小血管やリンパ管をシー

ルドしながら切開および気化蒸散させることが可能

である。この事実に基づいて体表の悪性疾患（乳癌，

皮膚癌など）および会陰部の尖圭コンジロームに対

してレーザー治療を行っている。

4) 大腸．肛門疾患に関する研究

わが国における大腸疾患の急激な増加に伴い，

室でも大腸癌症例は増加してきた。

大腸癌の臨床病理学的研究としては腺腫，腺腫症，

癌の因果関係， denova cancerの組織発生を引き続

き検討している。

また非浸潤癌より浸潤癌に移行する際，重要な働

きをする Laminineを免疫組織化学的手法で研究し

ているが， Laminine染色は大腸癌の浸潤，転移，着

床の起点を明らかにするうえで役立つものと思われ

る。

ストーマリハビリテーションは当教室が以前から

取り組んでいる研究課題であるが，引き続きわれわ

れの提唱する経腹直筋的ストーマ造設術の優位性，

自然排出法の意義などについて研究，啓蒙を行って

し、る。

このほか現在進行中の研究としては経腸栄養剤を

用いた bowelpreparationと腸内細菌の変動があ

る。

II. 血管外科に関する研究

末梢血管疾患の診断法としては近年いろいろな非

侵襲的検査が開発されている。われわれも非侵製的

検査法の一つとして引き続き QFM（超音波定量的

血流量測定装置）で ASO,TAO患者の大腿動脈血

流量と血管径を測定し，下肢末梢の血管抵抗の定量

化を試みてきた。これと従来から行われている API

(ankle pressure index)とを比較関連させると run

offの状態をより正確に把握でき，下肢血行再建の手

術適応や術後経過の推移とその予後判定に役立たせ

た。

治療面では手術手技やgraft素材の進歩により，

high risk患者にも外科的治療が可能となった。しか

し複雑な病態を示す末梢血管疾患も紹介されてくる

ようになり，保存的治療の必要性も増えてきた。こ

れら症例に対しては PGE1,PGI2, EPA, Cilostazol 

などの血管拡張剤，抗血小板製剤などを治験し，

ASO, TAO, Raynaud病に対するこれら薬剤の有効

性を確認した。

III. 乳腺・甲状腺関連の研究

l) 乳腺に関する研究

当教室における乳癌症例も着実に増加してきてい

る。乳癌組織のニストロゲ‘ノ・レセプター (ER)を

モノクローナル抗体を利用して免疫組織化学的に染

色した。今までの ERの生化学的方法と異なり少量

の組織で測定ができる利点がある。この方法による
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染色はこれまでの生化学的な測定と約 80%の一致

率をみた。

乳癌は追伝的，環境的因子の影響を受けやすい腫

瘍と言われているが，当科に入院した乳癌症例の中

で家族発生した乳癌を選び臨床的病理学的な特徴に

ついて調査研究を行っている。また乳癌手術後の補

助療法としては放射線科，第 3内科と協同して臨床

研究を 5年前から行っている。それらの結果は現在

集計しつつあるが，以前の症例と比較して無病期間

の延長，生存率の改善を得ている。

2) 甲状腺に関する研究

甲状腺疾患を診療するうえで診断は重要である。

術前確実に癌を診断することがでぎれば治療方針を

決めることができるからである。

細菌学教室と協同で開発した甲状腺癌のモノク

ローナル抗体を用いた穿刺吸引細胞診は興味深い結

果を示しつつある。また甲状腺の非侵襲的な Radio

isotope検査も研究中であるが， TlとTcによる画

像の同時デジタル処理を試みている。

甲状腺癌のうちコロイドをもたない低分化癌の予

後は不良であるが， この種の甲状腺癌は通常の癌よ

り血管浸潤を起こす頻度が高いことが分かった。

IV. 胸部外科に関する研究

呼吸器系・消化器系手術後の肺合併症を予防する

ため「早期離床」という概念がある。われわれは胸

部および上腹部手術前後の体位変換による肺換気お

よび血流分布の変化を観察した。具体的には各肺気

量位での肺胸郭コソプライアンス分布を求め，臥位，

坐位，および両側側臥位における換気および血流分

布，血流比分布を求めた。その結果肺葉切除後には

術側の残存肺に拡張不全と同時に収縮不全があり，

胸部手術後の体位変換を含めた早期離床が肺炎や無

気肺の予防に有効であること，および上腹部手術後

には臥位よりは坐位のほうが換気が良好であるが換

気血流比はやはり増悪することなどが分かった。

v. 小児外科に関する研究
臨床研究では新生児外科（特に外科的感染症），小

児の胆道疾患，應性固形腫瘍を中心に臨床データの

集積を行っている。とくに StageIII, IV期の神経芽

腫に対する多剤併用療法施行後の delayedprimary 

operationやsecondlook operationにより良好な

治療成績を得た。また従来行われていた遺伝性球状

赤血球症に対する牌摘の効果と牌摘前後の免疫学的

変化についても検討した。

基礎研究では出血性ショック時のサイクリック
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AMP誘導体の効果に関する実験的研究を実施中で

ある。また Hirshsprung病の実験モデルである

aganglionosisラットを交配・飼育し， Hirschsprung

病の病態生理の解明を試みている。

VI. その他

教授桜井健司は昭和60年 7月20日第 185回日本

消化器病学会関東甲信越地方会を開催した。

研究業績

I. 原著論文

1. 消化器外科関連の研究

l)小林進，桜井健司，稲田省三，宮本 栄，蜂谷公敏，

川島紀文，河井啓三：フィプリン糊による肝切除面の

処理．手術． 39:539-543 0985) 

2)又井一雄，河井啓三：炭酸ガスレーザーメスによる

痔核根治手術．手術． 36: 1011-1018 0985) 

3)山田順子，石田秀世，高橋日出雄，穴沢貞夫，伊坪喜

八郎，桜井健司：内視鏡的に盲腸部粘膜下腫瘍の所見

を呈した原発性虫垂癌の 1例．消化器内視鏡の進歩．

27 : 320-323 (1985) 

4)稲田省三，小林進，宮本 栄，蜂谷公敏，河井啓三，

桜井建司：フィブリソ糊塗布肝切離面の治癒過程につ

いて．最新医学． 40:1982-1983 (1985) 

5)青木誠孝，武井恒夫（神奈川県予防医学協会），西村

好雄（厚木市医師会），山田順子，井上怜子（神奈川県

立成人病センター） ：神奈川県集検における早期胃癌

診断能の向上．消化器科． 3:321-331 (1985) 

6)青木克彦：骨盤腹膜炎．臨床外科． 40:1249-1251 

0985) 

7)青木克彦：急性腹症を呈する腹部以外の疾患．臨床

外科． 40: 1253-1255 0985) 

8)臥村泰樹，秋元博，原伸一，石井義之，柏木秀幸，

吉井修二，伊藤顕彦，足利 健，堀 訓也，曽爾ー顕（富

士市立中央病院） ：巨大腹部腫瘤を形成した小網原発

平滑筋腫の 1例．臨床外科． 41: 125-128 0986) 

2. 胸部外科関連の研究

1)三枝幹久，半沢 隆，串田則章，桜井雅夫，桜井健司：

スボーツ選手にみられた特発性自然気胸ーその危険性

と対策について ．臨床スボーツ医学． 2:422-427 

(1985) 

2)篠崎登，半択隆，伊坪喜八郎，桜井健司：斜角筋

前リンパ節生検の臨床的評価ー各種胸部疾患99例の

検討ー．日本臨床外科医学会雑誌． 46:435-4410985) 

3. 血管外科の研究

l)赤羽紀武，氏家 久，梅沢和正，三浦金次，山本敬雄，

川上憲司，島田孝夫，阪本要一，伊藤秀稔，池田義雄，

磯貝行秀：糖尿病に対する ProstaglandinE,の治療



効果一壊疸への PGE1―lnsulin-Urokinase混合動注
を中心に．糖尿病． 28:525-535 (1985) 

2)赤羽紀武．山本敬雄：椎問板ヘルニア手術により発

生した大動脈 1く）く静脈悲の 1例．整形外科． 36:1551-

1556 (1985) 

3)赤羽紀武．且ll]金次．氏家 久．梅沢和正．桜井健司：

大伏在静脈 insitu bypass法による卜．IJ支動脈血行再建

術． 手術． 39:1447-1451 (1985) 

4) Amemiya, A., Kawashima, N., Yoshida, K. and 

Sakurai, K. : Hematuria -An important sign of 

aorto-caval fistula secondary to ruptured abdomi-

nal aortic aneurysm. Jikeikai Med. J. 32: 283-287 
(1985) 

4. 小児外科の研究

1)山田順子．宮本繁）j.岡部紀lt，山崎洋次．桜井健司，

坂田裕美．臼井信男：保{f•的治療にて軽快した穿孔性

十二指腸潰瘍の 1小児例．腹部救急診療の進歩． 5:

331-334 (1985) 

2)山崎洋次．桜井飩司：小児に対する Broviaccentral 

venous catheterization. 医学のあゆみ． 134: 12 

(1985) 

3) Okabe, N., Hashimoto, K., Yuno, S., Mizuno, R., 

Yamazaki, Y. and Sakurai, K. : Endoscopic retro-

grade cholangiopancreatography in pediatric 

patient. Jikeikai Med. J. 32: 733-738 0985) 

5. 乳腺・内分泌関連の研究

1)小林進：血管俎影による乳腺腫瘤の臨床的評価．

慈恵医大誌． 100:673-683 (1985) 

2)篠崎登．細谷哲男．内田 賢，助川茂．桜井健司：

原発性上皮小体機能fし進症の外科治療ー12例の臨床

的経験の検討 ．日本臨IK外科医学会雑誌． 46:1444-

1448 (1985) 

3)細谷哲男．坂本穆彦（癌研究所）．桜井健司，河西信

勝（癌研付属病院）：甲状腺分化癌における血管浸潤の

意義とリンパ節似移・腺外連続浸潤の関係．癌の臨床．

32: 23-26 (1986) 

II. 総説

l)桜井健司： Steroid長期投与．消化器外科． 8:704-

705 (1985) 

2)桜井健司，片山隆市：大腸憩室症の病態と治療． Cur-

rent Therapy. 3: 822-830 (1985) 

3)桜井健司：肝障害．外科治療． 52:913-915 (1985) 

4) Sakurai, K.: Gynecomastia. Asian Med. J_ 28: 

411-418 (1985) 

5)山崎洋次，岡部紀i]：：，水野良児，安川繁博，祐野彰治，

桜井健司：成因からみた小児II!！石症の多様性．小児外

f斗． 17:1143-1151 (1985) 

6)河井啓三，桜井娃司：小腸憩室．外科．47:1009-1014 
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(1985) 

7)桜）1：健司，祐野彰冶：イレウス．外科．47:1237-1242 

(1985) 

8)青木克彦，桜井健司：無気肺，外科．48:49-53(1986) 

III. 学会発表

l)岡部紀正．池内建二．安田雄一郎．宮本繁方．又井一

雄．／jjJ井啓て．桜井健司：十二指腸傍乳頭憩室症におけ

る適応術式について．第 14回日本胆道外科研究会． 5

月．長崎．［ブロシーディングス． 143-144(1985)〕

2)赤羽紀武．氏家 久，桜井健司．堀越茂樹：解離性大

動脈瘤流入部閉鎖用円筒型バルーンカテーテルの開

発．第 6(）回日本医科器械学会大会． 5月．東京．〔医科

器械学． 55: 191 (1985)〕

3)水野良児．山崎洋次．安川繁博．祐野彰治．桜井健司：

副腎皮質ステロイド誘発による急性膵炎 (Steroidin-

duced pancreatitis)． 第22回日本小児外科学会総

会． 5)］．東京．〔日本小児外科学会雑誌． 21:381 

(1985)〕

4)山崎洋次．水野良児，安川繁博，祐野彰治，桜井健司：

遺伝性球状赤血球症の外科治療．第 22回日本小児外科

学会総会． 5月．東京．〔日本小児外科学会雑誌． 21:380 

(1985)〕

5)吉田和彦，小林進，工藤十右衛門，宮本 栄．蜂谷

公敏．川島紀文．稲田省三，河井啓三．桜井健司．宮崎

寛鈴木正章．藍沢茂雄，鈴木直記．永野允： Fi・

brolamellar hepatocellular carcinomaの一例．第 21

回H本肝癌研究会． 6月．米子．

6)石田秀世．池上雅博，下田忠和．石川栄世．穴沢貞夫，

桜井飩司：大腸癌短期死亡例の臨床病理学的検討．第

23回大腸癌研究会， 7月．福岡．

7)又井・・雄，河井啓三，翁 伯東．桜井健司．高橋日出

雄，町田 崇： （シネ・クリニ、ノク）消化器外科領域に

おける炭酸ガスレーザーメスの臨床応用ー特に肛門部

外科の手術手技について．第26回日本消化器外科学会

総会． 7月．札幌．〔日本消化器外科学会雑誌． 18:1203 

0985)) 

8)宮本 栄．小林進．蜂谷公敏，稲田省三，川島紀文．

河井啓三．桜井健司：肝細胞癌塞栓術の予後に影響す

る因子について．第 26回日本消化器外科学会総会． 7

月．札幌．〔日本消化器外科学会雑誌． 18:1348(1985)〕

9)吉田和彦．蜂谷公敏，川島紀文，雨宮 厚，桜井健司：

高齢者開腹手術後の腹腔内感染症と対策．第 26回日本

消化器外科学会総会． 7月．札幌．〔日本消化器外科学

会雑誌． 18:1470 (1985)〕

10)篠崎登，内田賢，細谷哲男，助川茂，蛯名大介，

石川正昭，鈴木正弥，桜井健司：癌家族歴と乳癌．第 42

回乳癌研究会． 8月．東京．

11)枡井弘美，細谷哲夫，桜井健司：パソコンによる手術



情報のテータベ＿ス化ー卒業教育ヽンステム再評価への

利用ー．第 11回日本診療録管理学会． 10月．福岡．

12)石田秀世．片山降市．東郷実元，高橋日出雄．穴沢貞

夫，桜井健司：教室における直腸炎症例の検討．第 40

回日本大腸肛門病学会． 10月．東京．

13)石川正昭．川島紀文，助川茂，篠崎登，内田賢，

細谷哲男，小林進，鈴木正弥．桜井健司．高崎捷：

牌摘症例の病態と手術適応（第 2報）．第47回日本臨床

外科医学会総会． 10月．前橋．〔日本臨床外科医学会雑

i志． 46:93 (1985)〕

14)内田賢川島紀文，助川茂，篠崎登，細谷哲男，

又井一雄，河井啓三，石川正昭．桜井健司： CO2レー

ザーメスによる乳輪下膿瘍（乳管艇の手術）．第 47回日

本臨床外科医学会総会． 10月．前橋．［日本臨床外科医

学会雑誌． 46:125 (1985)〕

15)高橋日出雄，石田秀世，穴沢貞夫，桜井健司：大腸癌

とその移行粘膜における杯細胞の粘液組織化学的研

究．第 44回日本癌学会総会． 10月．東京．

16)山田真一，河井啓三，桜井健司，山本敬雄：脊損にお

ける胃機能の検討．第 20回日本パラプレジア医学会．

10月．厚木．〔日本バラプレシア医学会抄録集． 51

(1985)〕

17)氏家 久，梅沢和正，三浦金次，巷野道雄，養田俊之，

赤羽紀武，桜井健司，鈴木直樹，古幡 博：超音波法に

よる下肢末梢血管抵抗と容積弾性率の検討．第 26回H

本脈管学会総会． 11月．千葉．〔脈管学． 25:1136 

(1985)] 

18)内田 賢篠崎登，蛯名大介，細谷哲男石川正昭，

桜井健司，小林 直，相羽恵介，倉石安庸，磯貝行秀，

山下 孝，望月幸夫：乳癌根治手術後の補助放射線・化

学療法の効果．第26回日本癌治療学会総会． 11月．広

島（日本癌治療学会雑誌． 20: 1697 (1985)〕

19)宮本栄，小林進，稲田省三，蜂谷公敏，吉田和彦，

河井啓三，桜井健司：肝切除後のトレーンと腹腔内感

染．第27回日本消化器外科学会総会． 2月．米子．〔日

本消化器外科学会雑誌． 19: 277 (1986)〕

20)片山隆市，石田秀世，東郷実元，高橋日出雄，安川繁

博山崎洋次，穴沢貞夫，桜井健司：結腸人工肛門，結

腸艇の閉鎮と術後合併症．第 27回日本消化器外科学会

総会． 2月．米子．〔日本消化器外科学会雑誌． 19:418 

(1986)〕

IV.著書

1)桜井健司：中心静脈栄養の基礎と臨床の項分担執

筆吉利和総監修，田中亮責任編集：代射管理ハ

ンドフック第 2版．メヂカルフレンド社． 249-257

(1985) 

2)穴沢貞夫：ストーマ用品概説および悲孔の局所管理

の項分担執筆．ストーマリハビリテーション実行委員

会編：ストーマケア 基礎と実際．金原出版． 117-128,

199-207 (1985) 

3)桜井健司，穴沢貞夫：人工肛門造設術の項分担執筆．

日本外科学会教育委員会編：外科卒後教育セミナー

25.腸管の炎症性疾患．その診断と治療．中外医学社．

138-175 (1986) 

4)石川正昭：合併症を有する患者の管理，外科手術の

項分担執筆．池田義雄，編：新糖尿病，合併症診療の

チェックポイント．日本メディカルセンター． 253-262

(1986) 

V. その他

1)篠崎 登，伊坪喜八郎，桜井健司：放射線照射で誘発

された耳下腺癌の一例．外科診療． 27:779-784(1985) 

2)篠崎 登，桜井健司：穿刺生検の手技とコツ．外科．

47: 1377-1381 (1985) 

3)内田賢篠崎登，助川茂，細谷哲男，蛯名大介，

石川正昭，渡辺喜世子，鈴木正弥，桜井健司：再生不良

性貧血に合併した乳腺，胃，外陰同時3重複癌．臨床外

和f.40: 1755-1758 0985) 

4)河井啓三，細谷哲男，篠崎 登，桜井健司，小椋陽介，

川上憲司，多田信平，井川幸雄，田中 貢，柿本伸一：

高カルシウム血症に高度の腎不全を合併し急性呼吸不

全で死亡した症例(CPC)．臨床成人病． 15:1903-1917 

(1985) 

5)青木克彦，水野富ー，土井 修，野辺地篤郎（聖路加

国際病院） ：FCRによる骨盤計測．臨床画像． 2:82-84 

(1986) 
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下の機序についてもカテコールアミン． ヒスタミン

などの血管作動性化学物質の関与の程度についてさ

らに研究を進めている。また，臨床的研究としては，

教授：長尾房大 消化性潰瘍の成因，病態と 次項の消化管出血の項と重複するが，術後とくに感

外科治療学・上部消化管出 染，黄疸時の場合の急性潰瘍 (AGML)，それらの臨

血病的環境下の創傷治癒 床病態．治療方針などについて研究をすすめている。

門充症の外科 3. 胃手術後（潰瘍）障害に関する研究

教授：鳥海達弥

教授：渡辺 豊

助教授：池内 準次

講師：柏崎 修

講師：貴島政邑

講師：青木照明

講師：高橋宣肝

講師：中村紀夫

講師：平井勝也

研究概要

ストレス潰瘍

消化器内視鏡（診断と内視

鏡的治療）

上部消化管出血・術後スト

レス潰瘍・潰瘍性大腸炎

外科における栄養と代謝．

老人外科

食道，肺，胸部外科

潰瘍（胃分泌と消化性潰瘍

の治療法），門冗症の外科

消化器（胃・大腸）悪性腫

瘍

急性胃粘膜病変，消化性潰

瘍の病理・創傷治癒

消化器（胃・大腸）悪性腫

瘍

I. 消化性潰瘍の成因と外科治療の研究

1. 胃分泌動態の研究

とくに十二指腸潰瘍に対する手術適応の問題なら

びに手術術式の選釈の問題を， 胃の内・外分泌動態

を中心に検討してきた。近年の胃分泌動態の日本人

における変化にも注目すべきものがあり．次第に欧

米化していることが判明した。このような状況下で

10年来の臨床成績を反省し，術後の潰瘍再発を探る

と同時に，胃切除術と迷切術の適応にもある程度の

結論を出せる段階に達した。

なお，現在の研究としては，消化管ホルモ｀ノ，特

にガストリン，セクレチンなどの酸分泌動態の feed-

back機構， さらにヒスタミン H2receptor antago・

nist投与および迷走神経切離術時における変化など

を検討している。なおこれらの研究は，胃壁の G細

胞• P細胞あるいは腸壁の S細胞などの組織化学

的・酵素学的方法および電顕レベルの形態的研究の

方法によって分析している。

2. 胃潰瘍の成因に関する研究

実験的にはラットにおける急性胃疾患モデルを用

い検討している。とくに，胃粘膜血流・粘液分布・

粘膜ポテンシャルなどの点につき観察する。血液低
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胃切除術，迷切術においても少数とはいえ術後愁

訴は存在する。とくにダンピング症状は代表的なも

のといえよう。従来本症候群は胃腸の短絡化のみが

問題とされたが，現在ではSerotonin,Bradykinin 

化学的物質の存在が大きな主題である。教室でも血

中定量によって dumpingの愁訴の在り方，化学物質

の量的問題などが大略説明しうるようになった。

II. 上部消化管出血の研究

過去 30年来の教室における系統的研究テーマで

あり，研究症例ぱ最近 1,500例を超える。教室におけ

る吐・下血症例の出血程度の判定規準および治療方

針の決定方法は，広く他教室から評価をうけ，教室

規準が本邦では出血症例に対する標準的治療方針と

なってし、る。

とくに近年の研究は，消化器疾患手術の適応範囲

が拡大，高度化された反面として発生頻度が高く

なったとされる。いわゆる術後ストレス潰瘍，およ

ぴ食道静脈瘤破裂などの臨床病態，治療対策などの

研究が主題となっている。内視鏡的レーザー，硬化

療法およびH2receptor antagonistの使用など治

療対策に大きな変化があり，当然手術対策の適応が

大きく変わってきた。

III. 腹部消化管の悪性腫瘍に関する研究

対象は胃癌，大腸癌が大部分である。

1. 基礎的研究

ラットによる胃・大腸の発癌実験を行い，発癌過

程の組織学的研究，各種プロモーターの検索，免疫

賦活剤，抗癌剤の影響，宿主免疫能の変化などを検

討している。また，手術と宿主免疫能の関係，それ

を介しての癌発育病態の検討，手術補助免疫化学療

法の新しい方法 BRMとしての意義癌転移経路の

実験的研究などが行われている。

2. 臨床的研究

胃癌，大腸癌の新しい術式，郭清法の開発研究，手

術補助免疫化学療法の開発研究， BRMの研究，手術

に伴う宿主免疫パラメーターの研究などを主体とし

て行われている。

さらに，胃癌の根治術可能例については， 5生， 10



生存率の成績も教室として確立された。

IV. 創偽治癒に関する研究

動物実験として偏腎摘出，偏腎動脈結紫による慢

性腎不全モデルを作成し，消化管吻合創の治癒過程

をコラーゲン形成，酸性ムコ多糖の消長の面から研

究している。ことに消化管吻合部の手技的局所的因

子との関連で， これら特殊環境下の実験動物で方法

別に観察している。

V. 門冗症および食道・胃接合部の機能の研究

門九症においては，直達手術の術式の確立と肝予

備力を中心とした surgicalriskの問題を中心に研

究を進めてきているが，術式に関してはほぽ満足で

きる術式が確立した。

食道・胃接合部機能については，食道・胃内圧測

定ならびにpH引き抜き曲線の分析により食道・胃

接合部機能を検討し，アカラジアに対する新しい術

式の確立を求めている。

VI. 消化器内視鏡的な研究

従来内視鏡は診断的な意味のものが主流であっ

た。現在はとくに治療的な意味において，すなわち

ポリープ摘除，レーザー止血，内視鏡的硬化療法（食

道静脈瘤）および内視鏡的乳頭切開法など，消化器

外科全野におよんで使用検討し，ほぽ良好な成績を

おさめている。

VII. 肝・胆道・膵の研究

臨床的には，胆石症における胆のう壁の組織学的

変化と胆石組成との関係，胆石の肉眼ルーペサイズ

での観察を行い， これらと臨床経過との相関の有無

を検討している。また，閉塞性黄疸時の外科的適応

と対策およびドレナージ器具の開発，肝内結石症の

治療対策早期胆道癌の診断および外科的治療の問

題点，良性・悪性膵疾患における治療などについて

症例を対象に検討中である。

原発性肝癌の症例も増加，治療（手術）と同時に

実験的には， ラットの実験肝癌を形成し，肝癌生体

血中のグルカゴン，サイクリック AMPの変動を測

定し，エネルギー変動を検討し，併せて肝予備能力

を検討している。

VIII. 頸・胸部臓器外科の研究

肺，食道，縦隔，乳腺，甲状腺，耳下腺などの外

科的疾患を対象に臨床的研究を行っている。

肺に関しては，肺癌の新しい取り扱い規約にもと

づいて，手術例の整理・検討を始めた。

食道では癌摘出後の再建術の研究を行っている

が，「太目の胃管使用による胸壁前再建法Jが再建術

の大半となっている。これによって吻合部の縫合不

全などの合併症も少なく，教室の標準的な術式とし

てさらに症例を重ねつつある。

縦隔では，胸腺と重症筋無力症との関係からみて，

ほとんど全例に胸腺摘出術を施行している。

乳腺では，癌進行による組織欠損部に対する有茎

皮筋肉弁と補填法を検討している。一方，比較的早

期癌に対する縮小手術の症例も重ねつつある。また

乳癌の内分泌療法も研究対象としている。

IX. 外科における栄養・輸液に関する研究

高カロリー輸液，中心静脈栄養法の発達により，輸

液剤としての糖質ァミノ酸脂肪など各栄養素の

各病態に適した組成について研究され，また経管栄

養法ならびに使用栄養剤の消化・吸収について術後

の， とくに術式別による差異を検討している。さら

にビタミソについては，とくに脂溶性ビタミソ A,

D,E,の術後の代謝ならびに必要量などを検討して

いる。またビタミソ Aは，患者の栄養状態の指標に

なりうるのではないかとの検討を行っている。

X. 老人外科に関する研究

高年者の手術症例が極めで増加している現在，い

かに完全に手術成績を向上させるか重要課題であ

る。 70歳以上の高年者でも積極的に手術されるよう

になったが，救急手術例ではいまだ死亡率は高く，術

前・術後の管理を含めた対策を中心として検討して

し、る。

研究業績

I. 原著論文

l)永田 徹，中村紀夫，坂口友次朗，田村茂樹，小山

厚原 伸一，小野敏孝，山本英昭，石井雄二，池内準

次，長尾房大，三宅秀和（大鵬薬品）：閉塞性黄疸ラ、ノ

トにおける胃粘膜防御機構について． Cytoprotection

and Biology. 2: 117-125 (1985) 

2)長尾房大，青木照明：消化性潰瘍に対する術式の選

択と手術．消化器外科． 8(7):1079-1086 (1985) 

3)梱田正敏： Insulin刺激による胃酸gastrin分泌機

序と迷走神経切離術の新しい完全性判定法について．

慈恵医大誌． 100(3):471-482 (1985) 

4)貴島政邑，長尾房大，小菅 勝，岩渕秀一，坂口友次

朗，櫛田正敏神山正之，伊東 保：皮府ロールによる

高位食道再建後皮府ロールの機能および変化． 日本胸
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部外科学会雑誌． 33(5): 672-689 (1985) 

5) 長尾房人．，大平洋—-，貴島政邑，岩渕秀一，森永泰良：

円形無気肺ーその概念と自験例ー．慈恵医大誌． 100

(5) : 989-994 0985) 

6)長尾房大．秋元 博，青木照明：変くわりゆく手術適応

と手術―f技一十二指腸潰瘍ー．外科． 47(11): 1157-

1161 (1985) 

7)青木照叫，稲垣芳則，佐々木謙吾，森川洋一，関 I_I更

ー，長尼房大： )J下硬変合併患者の手術と管理一術中管

理と手術方針（胃・十二指腸潰瘍手術）一．臨床外科．

40(12) : 1503-1507 (1985) 

8)高野 哲：胃幽門洞G細胞分布と gastrinおよび胄

酸分泌相I対についての臨床的研究．慈恵医大誌． 100

(6) : 1129-1145 (1985) 

9)三浦設之：肝障害時における脂質代謝に関する実験

的研究．慈恵医大誌． 100(6): 1147-1164 (1985) 

10)永田 徹，中村紀夫，坂口友次朗，長洲甕雄，田村茂

樹，小山厚原伸一，小野敏孝，山本英昭，池内準

次，長尾房大：閉塞性黄疸ラットにおける胃粘膜変化

と胃粘膜防御機構の問題点．実験泄瘍． 11:103-104 

(1985) 

11)水沼仁孝，中谷理子，多田信平，成瀬勝．柳沢暁，

森永泰良，井出哲也，中本 実，禍橋恒夫，長尾房大：

非開放性外傷による肝内胆汁腫一超音波誘導下ドレ

ナーシにより治療した一例ー．日本消化器外科学会誌．

18(12): 2487-2490 (1985) 

12)渡辺 豊，神山正之，森川洋一，稲垣芳則，長尾房人万

食道静脈瘤の内視鏡的硬化療法ー特に傍静脈瘤注入と

静脈瘤内注入の併用療法について一．肝胆膵． 11(6):

1071-1076 (1985) 

II.総説

7)柏崎 修，久保宏隆，長尾房大，（他校 19名）：多施

設共同による高カロリー輸液用甚本液 GFX-ES,Eの

臨床評価． JJPEN.6(5) : 585-599 0985) 

8)高山澄夫，青木照明．秋元 博．櫛田正敏，柏木秀幸．

高野哲，瀬川豊，伊藤顕彦．徳安公之，水永篤．

梅沢 充，烏海弥寿雄，長尾房大：壁細胞機能におよぽ

す副交感神経支配と adrenalinの作用機序について．

自律神経． 22(4): 287-293 0985) 

9)久保宏隆，柏崎修，吉井修二，堀訓也，佐々木龍

司，長尾房大，山下 宏（病理）：剖検例よりみた高カ

ロリー輸液と脂肪肝． JJPEN.7(1): 117-119 (1985) 

10)青木照明，秋元 博，長尾房大：消化性潰瘍保存的治

療の進歩と手術適応．日本消化器外科学会雑誌． 18

(10) : 2192-2195 (1985) 

III. 学会発表

l)原 伸一，中村紀夫，坂口友次朗，田村茂樹，小山

厚小野敏孝，永田 徹，山本英昭，石井雄二，長尾房

大：胃演瘍の慢性化に対する胃粘膜微小循環系関与．

第25回l:l本消化器外科学会総会． 2月．横浜．

2)木村 明，高橋宣眸，平井勝也，千葉秀明，大塚明夫，

高橋正人，加藤信夫，石井義之，吉田 忍，黒田 徹，

棚山年和，足利 建，長尾房大：胃癌切除術後MOFと

その対策．第 25回日本消化器外科学会総会． 2月．横

浜．

3)高橋正人．高橋宣拌，平井勝也，千葉秀明，木村 明，

大塚明夫，加藤信夫，石井義之，吉田 忍，黒田 徹．

足利 建，柵山年和，長尾房大： Borrman4型胃癌治療

の問題点．第 25回日本消化器外科学会総会． 2月．横

浜，

4)青木照明，長尾房大： （シンボジウム）消化性潰瘍保

存的治療の進歩と手術適応．第 25回日本消化器外科学

l)長尾房大，池内準次，久保宏隆： 1：部消化管出血の治 会総会． 2月．横浜．

療の進歩．臨床と研究． 62(1): 194-200 (1985) 5)平井勝也，高橋宣肝．大塚明夫，千葉秀明，加藤信夫，

2)青木照叫神山正之，長尾房大：胃・十二指腸の良性 高橋正人，木村明．石井義之．吉田 忍，黒田 徹，

疾患一胄出血に対する緊急内視鏡検任と内視鏡的胃分 柵山年和，足利 建，北原慎太郎．長尾房大： （シネ・

泌機能検森．外科． 47(3):275-279 (1985) シンボ）幽門側胃癌に対する Appleby手術．第25回日

3)長尾房大，柏崎 修，久保宏隆：老年者の輸液ーII 本消化器外科学会総会． 2月．横浜．

その実際ー消化管癌と輸液．老年医学． 23(3):387-392 6)坂口友次朗，中村紀夫，田村茂樹，小山 厚，原 伸

(1985) -，小野敏孝．永田 徹，山本英昭．石井雄二，長尾房

4)中村紀火，坂口友次朗．田村茂樹，原 伸一，長尾房 大：胃潰瘍と胃粘膜微小循環．第 85回日本外科学会総

大：消化管の吻合不全および迎孔閉鎖に対するフィプ 会． 4月．仙台．

リン接着剤の臨床用（第 2報）．臨床外科． 40(4):569- 7)渡辺 豊，神山正之： （ワークショップ）前方視型パ

573 (1985) ンエンドスコープを胃用として使用するメリット，デ

5)鈴木博昭，稲垣芳則，神山正之，三穂乙実，渡辺 豊， メリット．第29回日本消化器内視鏡学会総会． 5月．東

長尾房大：食道静脈瘤の内視鏡的硬化療法．胃と腸．20 京．

(5) : 489-495 (1985) 8)田村茂樹，中村紀夫，坂口友次朗，小山 厚，原 伸

6)青木照明： t-•ご指腸潰瘍治療の変遷．カレントテラ ー．小野敏孝，永田 徹，山本英昭，石井雄二，長尾房

ピ―.3(7):33-39 (1985) 大：ヒト正常胃粘膜の血流と抗潰瘍薬の影響．第 71回
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日本消化器病学会総会． 5月．札幌．

9) 大平詳·.—，キ］生伯義，古） 1| 良ヤ，！『木照明，長尾房大：

選択的近位迷走神経切離術後の連動と消化管ホルモ

ン．第27回日本、V・滑筋学会総会． 6月．弘前．

10)吉井修．．，久保宏隆，堀 訓也，佐々木龍司，柏崎

修，長尼房大：術後血液製剤の使用に関する臨床的検

討．第 22回1::1本外科代謝栄養学会． 7月．京都，

11)高橋恒夫，柳沢暁，成瀬勝，森永泰良，井出哲也，

中本 実，佐藤良昭，三穂乙実，長尾房大，水沼仁孝：

（シネ•シンポ）肝内結石症の内視鏡的治療．第 26 回 11

本消化器外科学会． 7月，札幌．

12)柵山年和，高橋＇紺罪平井勝也，千葉秀明，大塚明夫，

高橋正人，木村叫，加藤信火:,,ii井義之，吉田 忍，

黒田 徹，足利建，北原慎太郎，長尾房大： （ワーク

ショップ）延命効果社会復帰の観点からみた胃癌姑息

の意義．第 26回II本消化器外科学会． 7月．札幌．

13)堀 訓也，久保宏隆，佐々木龍司，吉井修二，柏崎

修，長尾房大：ストレス侵裟に対する TPNの効果に

関する実験的検討．第 26回日本梢化器外科学会． 7月．

札幌．

14)稲垣芳則，岩崎 責，関口更・，森ILL洋ー，神山正之，

鈴木博昭，青木照lリ］，長尾房大：食道静脈瘤1こ対する[fl

達手術例の術後ililfIIとその対策．第 261n]日本外科学

会． 7月．札幌．

15)佐々木龍司，久保宏隆，吉井修こ，堀 訓也，高橋＇宜

罪柏崎 修，長尾房大：胃全摘術後の血中ヒタミンの

変動．第26回日本消化器外科学会． 7月．札幌．

16) 大平洋——-，羽生信義，古川良幸，青木照明，長尾房大：

選択的近位迷走神経切離術後の胄連動と消化管ホルモ

ソ．第 26回日本梢化器外科学会． 7月．札幌．

17)田村茂樹，中村紀夫，坂口友次朗，小山 厚，原伸

ー，小野敏孝，山本英昭，永出 徹，石井雄二，長尾i}｝

大：閉塞性黄疸時における‘1肖化管吻合創の治癒遷延囚

子の分析とその対応．第 26回H本消化器外科学会． 7

月．札幌．

18)石井雄．．，中村紀夫，坂I.J友次朗，田村茂樹，小山

厚，原伸一．小野敏孝，永田 徹，山本英昭，長尾b}

大：電解式組織血流計による肝｛應変患者の胃粘膜血流

の検討（食道静脈瘤硬化療法による静脈瘤改善症例を

中心として）．第30回日本消化器l村視鏡学会総会． 10

月．松江．

19)柳沢暁，高橋但火，中本 実，長尾房大：当教室に

おける肝内結石の治療方針．第 102回成医会総会． 10

月．東京．

20)長尾房人::（教育講演）上部哨化管出血の最近の治

療．第 13回II本救急医学会総会． 10月．盛岡．

IV.著書

l)青木照明：アトレナリン作動性胃酸分泌におげるカ

ストリンの役割と十二指腸潰瘍症の病態の項分担執

筆．亀191治男，山中学，桃）1；宏直，松橋直編：消化

とホルモン． メディコピア 12. 12: 60-80 (1985) 

2)長尾房大．池l村準次：消化管出血の項分担執筆．尾形

利郎，戸部隆吉．堀 原一．武藤輝ー．朝倉哲彦，水戸

迪郎，岩槻 真編：外科．メシカルビュー社． 579-588

(1985) 

3)長尾房大：食道静脈瘤の項分担執筆．診療手帖「救急

のコッ」． 4:20-21 (1985) 

4)中村紀夫．坂口友次朗．田村茂樹．小山厚，原 伸

ー．小野敏孝．山本英昭，永田 徹．石井雄二．長吊房

大：潰瘍の発生と胄粘膜血流の変化の項分担執筆． t
屋雅春，長尾房大，浅野牧茂編：消化器微小循環． 11本

医学館． 49-54(1985) 

5)長尾房大：急性胃病変をめぐっての項分担執筆．浅

木 茂，佐々木巌編：急性胃粘膜病変．診療新社． 208-

226 (1985) 

V. その他

l)長尾房大．柏崎 修：経ロ・経管栄養剤 ME-8281（エ

ンシュアーリキッド）の臨床試験． JJPEN.6(5): 737-

743 (1985) 

2)高橋恒夫．中本実，井出哲也．森永泰良，成瀬勝．

柳沢 暁，三穂乙実，池内準次．長尾房大： Avitene

(microfibrilar collagen hemostat)の手術時における

止血効果の検討．日本消化器外科学会雑誌． 18(3): 

722-724 (1985) 

3)長尾房大，青木照明：術後合併症とその管理一吻合

部潰瘍ー．消化器外科 5.合併症管理マニュアル． 8（臨

増6):932-933 (1985) 

4)高橋＇宜肝，大塚明夫，高橋 1［人．小山 厚，石井義之．

小野敏孝，柳沢暁，水永篤，北原慎太郎，岩崎 買，

平井勝也．長尾房大：肝膿瘍破裂および腸管大量出血

をともなったアメーバー赤痢の・冶験例． 日本消化器

外科学会雑誌． 18(7): 1711-1714 (1985) 

-117-



青戸病院外科学

教授：三穂乙賓 消化器外科・肝，胆道の外

科・大腸疾患

助教授：鈴木博昭 消化器内視鏡・レーザー治

療

研究概要

I. 消化器外科学

1. 大腸炎症性疾患；憩室症，クローン病，ベー

チェット病，潰瘍性大腸炎，大腸結核，非特異性大

腸潰瘍などについて検討を加え，そのうち穿孔例に

ついて報告した。

さらに大腸の悪性腫瘍および外傷を含めた下部消

化管穿孔例について，穿孔部位，診断法，手術術式

と予後の関係などについて検討し報告した。

2 大腸癌症例は年間40-50例を数えるが，肝転

移陽性例が多く 20%強を占める。これらに対しては

積極的な肝合併切除の方針をとっているが， リピオ

ドール加制癌剤の投与を経肝動脈あるいは経門脈的

に行って，その効果を検討し， さらに正常肝部への

影響も形態および機能の面から検索している。基礎

的研究として，動物を用いて大腸癌の肝転移機構，癌

細胞の移行・着床•発育に関する脈管学的研究を計

画している。

3. 肝癌に対しては拡大肝切除術を原則として

行ってきたが，切除不能例に対する温熱療法を，肝

動脈灌流法で行うための基礎的研究を行うが，現在

は流量と液温の調整の段階である。

4. 食道静脈瘤を伴う肝硬変症例が増加している

が，従来より行ってきた内視鏡的硬化療法の前後に

ついて，肝血流最の変化および胃分泌への影響につ

いて検索中である。

5. 胃癌の手術成績を不良ならしめている因子は

多いが，特に外科的“切除”にとって問題となるの

は腹膜播種である。そこで動物および臨床例につい

て，腹膜播種の成立機転を解明し，その防止対策を

講じるべく研究を行っている。

II. 内視鏡学的研究

1. 消化管出血による緊急内視鏡

上部消化管の大量出血を主な対象として緊急内視

鏡検査のタイミング，出血像の観察法，露出血管像

と手術適応との関連性などを検討している。近年は

出血病巣の観察に引き続いて止Iilを目的に各種の内

視鏡的止血法を検討している。そのうちわけは，高

周波， Nd_YAGレーザー，ヒートプローブ，マイク

ロウェーブ，純エクノール局注法，凝固因子搬布法

などである。

食道静脈瘤出血に対しては，緊急止血と止血予防

さらに静脈瘤の消失を目的として内視鏡的硬化療法

を行い，薬剤の選択，注入法の手技，治療成績，長

期の予後，合併症とその対策，手術成績との対比，治

療前後の門脈血流の変動など多方面からの検討を

行っている。

2. 消化管癌の診断と治療

消化管癌の早期診断法としては，普通の内視鏡検

壺（含生検）に加えて，色素内視鏡検査を積極的に

導入している。深達度の診断法としては，超音波内

視鏡検査，粘膜下造影剤注入法などが有効であると

考え，検討を始めている。

消化管ポリープとくに大腸ポリープについては癌

化の可能性が高いので，診断と治療を兼ねた内視鏡

的ポリペクトミーを行い，摘出標本について病理学

的検索を行い，大腸癌の発生病理について検討して

し、る。

食道胃の早期癌については，手術適応外症例，手

術拒否例などを対象に，内視鏡レーザー (Nd-YAG

レーザー，Argonレーザー十HDP)，ヒートプローブ

法，純エタノール，または抗癌剤局注法などの内視

鏡的治療に取り組み，長期予後を検討している。

消化器癌の手術不能例や再発例については出血の

コントロールと狭窄の解除がqualityof lifeに有用

であり，内視鏡的止血法，内視鏡的狭窄解除術に取

り組んでいる。狭窄解除の継続的効果を目的に食道

内挿管（プロステーゼ）についても検討している。

3. 胆道，膵疾患の診断と治療

胆道系，膵管系疾患には，ほぼ全例に内視鏡的膵

胆管造影法 (ERCP)を行い，血管造影， CT,Echo 

所見などを参考にして総合的診断の確立を目指して

し、る。

遺残再発結石，化膿性胆管炎，十二指腸乳頭の良

悪性狭窄などに対しては，内視鏡的乳頭切開術

(EPT)を行っている。とくに閉塞性黄疸について

は，減黄のための本法と PTCD法の併用法や選択法

について検討中である。

胆道系の術中および術後の経過観察については，

術中胆道鏡，術後Ttubeからの胆道鏡， PTCD孔か

らの胆道鏡•EPT 開口部を通しての経口胆道鏡につ

いても検討を行っている。
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研究業績

I. 原著論文

1)三穂乙賞：教室における肝切除症例の検討．慈恵医

大誌． 100:401-415 (1985) 

2)鈴木博昭，稲垣芳則，神山正之，三穂乙賓，渡辺 豊，

長尾房大：食道雑脈瘤の内視鏡的硬化療法 その実際

と予後．胃と腸． 20:489-495 (1985) 

3)鈴木博昭，三穂乙賓，神山正之，永田卓司，永田 徹，

森川洋一．伊藤顕彦，渡辺 豊．長尾房大：手術前後に

15回の内視鏡的治療を併用し．良好な治療効果を得た

食道静脈瘤出血の 1例． Progressof Digestive Endos-

copy. 26: 188-190 (1985) 

4)藤田力也．鈴木博昭：食道静脈瘤の診断と止血対策．

日本医師会雑誌． 93:118-124 (1985) 

5)鈴木博昭：十二指腸球後部潰瘍，臨床医． 11: 1278-

1279 (1985) 

6)鈴木博昭：内視鏡的止血法． Gastroenterological

Endoscopy. 27 : 635-638 (1985) 

7)鈴木博昭：緊急出血時の処置．臨床消化器内科． 1:

425-436 (1986) 

8)鈴木博昭：消化管出血の種々相と内視鏡的止血法．

臨床のあゆみ． 6: 1-4 (1986) 

9)鈴木博昭：出血に対する内視鏡的止血法その効果と

限界． Mebio.3: 69-71 0986) 

III. 学会発表

l)岡井秀行，守矢士郎，塩入信彦，千葉秀明，鈴木博昭，

三穂乙賓：腸回転異常の一例．第54回成医会青戸支部

例会． 6月．東京．

2)須田健夫，小菅 勝，千葉秀明，鈴木博昭，三穂乙賓：

両側耳下腺に同時発生した扁平上皮癌の 1例．第54回

成医会青戸支部例会． 6月．東京．

3)鈴木博昭，並木正義： （シンボシウム）苦痛なき内視

鏡検査．第 5回日本消化器内視鏡学会セミナー． 8月．

東京．

4)岡井秀行，鈴木博昭，塩入信彦，千葉秀明，三穂乙賞：

上部消化管出血に対する内視鏡的ヒートプロープ止血

法．第30回日本消化器内視鏡学会． 10月．松江．

5)鈴木博昭，塩入信彦，千葉秀明，岡井秀行，三穂乙賓：

内視鏡的硬化療法後の食道静脈瘤の荒廃効果，特に食

道粘膜の壊死脱落例の検討．第30回H本消化器内視鏡

学会． 10月．松江．

6)鈴木博昭，塩入信彦，千葉秀明，岡井秀行，三穂乙賓：

食道狭窄の解除におけるガイドワイヤー式プーン一法

の効用．第 30回日本消化器内視鏡学会． 10月．松江．

7)岡井秀行，須田健夫，千葉秀明，塩人信彦，鈴木博昭，

三穂乙賓：大腸炎症性疾患穿孔例の検討．第 102回成

医会総会． 10月．東京．

8)山本 学，ド原 光，岡沢憲雄，岡井秀行，千葉秀明，

塩入信彦，鈴木博昭，三穂乙賓：高齢者十二指腸潰揚の

穿孔例について．第55回成医会青戸支部例会． 11月．

東京．

9)岡井秀行，千葉秀明，塩入信彦，鈴木博昭，三穂乙賓：

（シンボジウム）大腸穿孔例の検討．第6回腹部救急診

療研究会． 3月．東京．
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第三病院外科学

教授：伊坪社八郎 舟般外科・食道，肺，縦隔

の外科・癌の治療

助教授：安藤 博 一般外科・消化器外科・消

化器内視鏡・外科学史

講師：小室恵二 一般外科・乳癌の外科と化

学療法

講師：長山 瑛 一般外科・消化器外科・胃

癌， 大腸癌

研究概要

I. 血管外科に関する研究

下肢に広範囲の閉塞性病変を有する高度虚血肢に

対して，我々は Arteriovenous fistula（以下AVF)

を併設した下腿bypass術を施行し，良好な結果を

得ているが， AVF併設により下肢末梢の血行動態

は複雑に変化すると思われるため，特に AVF吻合

部の動静脈吻合径と静脈の管径の影器について実験

的に検討し，過去数回の学会で報告してきた。今後

はさらに AVF吻合部より米梢レベルでの血行動態

の変化について検討していく f定である。また

AVF併設 F腿bypass術の適／心に1共lしての報告は

またほとんどみられず， また適応を確立するには末

梢抵抗の評価が必要と考えるため，我々独自の未梢

抵抗測定装樅を製作した。現在臨床例にて検討中で

あるが，測足装置における未梢への注入液，注人鼠，

注人速度，［I:人波型に関して現在研究中である。

II. 胸部外科に関する研究

呼吸器疾患の術前後における患者の自覚症の他覚

的評価および治療の効果の判定を Xeおよび MAA

を使用した RIにより換気と血流動態を動的にとら

え，スパイログラムと照合し，肺機能の推移を総合

評価している。特に巨大肺設胞症の手術適応の術前

評価法の確立を目指している。 l：腹部手術の術後の

疼痛による呼吸抑制の評価も同様に行う予定であ

る。

気腫性肺炭胞の発育および気胸の成因に関する走

査電顕および光顕的所見を既に発表しているが， さ

らに設胞の進展に伴う沈胞直下の肺組織の破壊進展

に関して組織学的に検討しており，近く報告の予定

である。

肺扁平上皮癌を除く肺癌に対しては原則として

Daniel biopsyを施行し，より厳密な stageの分類の

指標とし冶療計画を決定し予後を比較している。ま
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た肺癌の発育に対する気管支動脈の変化を digital

subtraction angiography CDSA)により検討してい

る。

胸部食道癌に対する手術は上縦隔の十分なリンパ

節郭清の目的のため，原則として食道は亜全易IJし，胸

骨後経路にて大弯側胃管をつり上げ頸部吻合にて再

建しているが， さらに空腸に細かいカテーテルを挿

入し栄養艇を作成し中心静脈栄養法と併用しなが

ら，術後早期の十分な栄養管理と回復期間の短縮に

ついて引き続き検討中である。

III. 乳癌の外科に関する研究

乳癌の早期発見，自己診断法の啓蒙を目的として，

狛江市役所の検診，あるいは調布医師会の集検の第

二次健診等を積極的に行っている。また術後外来定

期検診における再発の発見のため，従来の諸検査に

加え，腫瘍マーカーとしてモノクローナル抗体を利

用した CA15-3の測定を行い検討中である。

手術療法は教室で設定した適応によって術式を選

定している。症例ならびに早期癌の増加に伴い縮小

手術は増加領向にあり，症例を選んで広背筋皮弁を

用いた形成手術も頻繁に行っている。さらに踏み込

んだ術式も行う予定である。化学療法は術前療法を

ルチンな投与法から症例を選択して投与する方法

に，術後療法としては進行度に応じた方法を行って

いきたい。また hormontherapyもさらに積極的に

化学療法と併用する方法を考えている。

IV. 消化器内視鏡学的研究

消化器内視鏡の役割は器械・技術・周辺器機の開

発と進歩により，消化器疾患の診断ばかりではなく

治療にも応用され， さらに消化管の機能検究にも応

用されつつある。当教室では分院としての特性を生

かし，若い医師に対する研修の機会を与え，かつ進

歩•発展に遅れることのないよう自ら研銀に励んで

いる。診療面では，診断の向上を常に念頭に置き，胃

と大腸の悪性腫瘍の早期発見と手術適応の決定に役

立て，肝・胆・膵疾患でも ERCPを中心にその診断

率の向上を目指している。また最近は特に小児科領

域の内視鏡が増加する傾向にある。内視鏡的手術の

分野では消化管ボリープ切除，内視鏡的十二指腸乳

頭括約筋切開，食道静脈瘤硬化療法，各種の内視鏡

的止血などを多数例に行うとともに，最近では動物

実験の基礎的検討をふまえて内視鏡的胃悲造設術の

臨床応用にも着手し，これらの結果を克明に検討し

た臨床的研究を関連各学会・研究会に報告した。今

後はさらに臨床症例の検討と動物実験に立脚した新



しい内視鏡的治療法の開発を行うべく努力してい 因子 (Pz,P3)症例に対する治療法の検討， 3)S2 S3 

る。 症例治癒切除例に対する chemotherapyを行って

V. 肝・胆・膵の外科に関する研究

1. 肝臓外科

肝臓外科は主に肝切除と食道静脈瘤や肝硬変を合

併した他臓器手術の管理を中心に臨床的研究を行っ

ている。原発性肝癌のうち切除可能なものは 25%程

度で，他ぱchemoembolizationを繰り返し施行し，

肝硬変合併症例の肝予備能の評価によって，その方

法を考案し効果と合併症を臨床的に検討している。

転移性肝癌に対しても積極的に切除する方向でその

延命効果を検討中である。また多発性転移に対する

抗癌剤およびLipiodol動注療法についてもその効

果を検討している。その他，肝内結石，胆淡癌肝浸

潤上部胆管癌にも積極的に肝切除を行い適切な術

後管理について検討している。食道静脈瘤は内視鏡

的硬化療法を行っているものが多いが，直達手術施

行例については術後の経過からみた手術適応につい

て肝予備能の面から検討中である。その他，前年度

と同様に食道静脈瘤合併肝細胞癌の冶療方針の確

立，肝切除あるいは肝硬変症例の他臓器手術に際し

Swan-Ganzカテを挿入し肺血管外水分量等の測

定，肝硬変合併手術症例に対する経腸栄養の効果の

検討，肝切除例や食道静脈瘤直達手術前後の肝血流

量の変化などを検討している。

2. 胆．膵の外科

胆・膵の悪性腫瘍の切除率ぱ 40%弱であり，特に

膵癌では10%と低率である。現在，早期発見のため
CT, ECHO, Angio, ERCP等を駆使して努力してい

る。しかし胆道系悪性腫瘍に対しては肝切除および

PDを含めた拡大手術に有効例が増加しており，伺

領域悪性腫瘍に対する積極的外科療法と術後管理を

研笥中である。さらに膵癌術後放射線療法および切

除不能症例に対する動注化学療法のより効果的方式

についても研究中である。切除し得た胆管癌，乳頭

部癌においても Ewおよびn因子などにより放療

を行い臨床効果を検討している。また切除胆管につ

いては病理組織学的検討を行い胆管壁深達度および

神経周囲浸潤(PNI)を検討することにより，胆竹癌

の病理組織学的特性および進展経路の研究を行って

し、る。

VI. 消化管の外科に関する研究

1. 胄癌

胄癌症例につし、て， U Borrmann IV刑胃癌に対

する chemotherapyおよびhormontherapy, 2) P 

し、る。

60年後半より教室における症例は早期癌を含む

stage I症例と進行癌のなかでP因子による stage

IV症例がstageII, IIIに比べて増加する傾向がみら

れる。従来この typeの予後は約 50%が6カ月以内

であり，予後に関してのみいえば手術十adjuvant

chemotherapy例と chemotherapyのみとの間には

ほとんど有意差ぱないが，長期生存例は手術例にみ

られるということから，積極的な切除とともに適切

なadjuvant chemotherapyを検討中である。また

Borrmann IV型の治療の一つとして hormonther-

apyを施行検討中であるが現在のところ，腫瘤・転移

リンパ節ともにERぱ正常範囲にある例が大部分で

あるが，今後も引き続き検討を加える。 S2ふ症例に

対しては積極的に切除を行っているが，治癒切除が

可能であった症例に対する各種adjuvant chemo-

therapyの検討を行っている。

2. 大腸癌

大腸癌は最近ますます増加する頑向にあり，多発

癌や他臓器癌との重複癌も多く，これらの因子や

historyの検討を行うとともに早期診断と治癒切除

率の向上を目指している。大腸癌肝・肺転移に対し

て積極的に外科療法を行うとともに臨床病理学的検

討を行っている。また直腸癌については自然肛門を

温存しつつ，かつ根治性を低下せしめないよう，種々

の手術法の比較検討を行っており肛門括約筋温存手

術の症例が逐次増加しつつあり，直腸切断術との間

の予後の比較検討も行われている。進行直腸癌に対

する骨盤内臓器合併切除も検討されているが，術前

放射線照射や術後持続あるいぱoneshot動注化学

療法の効果も臨床病理学的に検討している。

（編集部より） 中村浩ー教授ぱ昭和60年3月31

日をもって定年退職され， 4月 11::1付客員教授を委

嘱された。第：病院外科学講座担当教授には伊坪料

八郎助教授が選任され 4月1日に就任された。

研究業績

I. 原著論文

l，村井降：．， r:111足，波，・fl．山崎雅文．小室恵二．安藤 博

伊坪喜八郎：胃切除後にToxicShock Syndromeを

合併し救命し得た 1例．腹部救急診療の進歩． 6:317-

320 (1986) 

2) 伊坪凸八郎．小＇未恵＿．—,長山 痰．平沢正典 ‘I'••1尺

隆．石l:H 孝．桜井雅夫：創傷の冶亜過程からみた閥II:

-121-



酸素療法の有用性．（特集）高気庄酸素治療法，臨床の

現況．最新医学． 41:300-307 (1986) 

3)中村 亮，栗栖敏嘉，佐々木寿彦，長崎雄二，小林輝

久，中村浩一：食道静脈瘤合併肝細胞癌の治療方針．臨

床外科． 40:1743-1748 (1985) 

4)中村亮，栗栖敏嘉，佐々木寿彦，戸森教雄，長山

瑛，中村浩一：肝切除における血清コリンエステラー

ゼ値の臨床的意義 とくに血漿療法の指標として一．

日消外会誌． 18: 2300-2304 (1985) 

5)小室恵二，三森教雄，岩本公和，村井隆三，石田 孝，

長崎雄二，藤井康広，天野良平，山崎雅文，長山 瑛，

中村浩一，飯田幹穂（沼津医師会病院外科）： 5-DFUR

により胄癌術後腹膜転移巣の寛解をみた 1例．癌と化

学療法． 11: 2222-2224 (1985) 

6)中村 亮，栗栖敏嘉，佐々木寿彦，中村浩一：肝硬変

におげる術後成分栄養． ]]PEN（日本輸液栄養ジャー

ナル）． 7: 239-242 (1985) 

7)篠崎登，桜井健司，半沢隆，伊坪喜八郎：斜角筋

前リンパ節生検の臨床的評価． 日臨外会誌． 46:435-

441 (1985) 

8)富永滋（順大内），川上憲司，森 豊，島田孝夫，

伊坪喜八郎：自然気胸術後の局所換気機能．呼吸と循

環 33:887-890 (1985) 

9)篠崎 登，桜井健司，伊坪喜八郎：放射線照射で誘発

された耳下腺癌の 1例．外科診療．27:779-784 (1985) 

10)安藤博，栗栖敏嘉，村井隆三，岩本公和，石田 孝，

長崎雄二，萩原博道，長山 瑛，小室恵二，伊坪喜八郎，

小林尚明，佐々木伸彦，赤塚順一：内視鏡にて確認され

た小児上部消化管出血症例の検討．小児科診療． 49:

267-272 (1986) 

II. 総説

l)安藤 博：出血との闘い．局所止血法の歴史（その

l)古代．臨床外科． 40:933-931 (1985) 

2)安藤 博：出血との闘い．局所止血法の歴史（その

2)ギリシャ・ローマ時代．臨床外科． 40:1079-1080 

(1985) 

3)安藤 博：出血との闘い．局所止血法の歴史（その

3)中世．臨床外科． 40:1259-1261 (1985) 

4)安藤 博：出血との闘い．局所止血法の歴史（その

4)ルネッサンスより 18世紀まで．臨床外科．40:1373-

1375 (1985) 

5)安藤 博：出血との闘い．局所止血法の歴史（その

5) 18世紀以降の止血法の発展．臨床外科． 40: 1531-

1533 (1985) 

6)安藤 博：出血との闘い．局所止血法の歴史（最終

回）ペアン鉗―fの出現．臨床外科． 40: 1679-1681 

0985) 

III. 学会発表

1. 血管外科

l)萩原博道，佐々木寿彦，伊坪喜八郎，石本不見男，小

山年勇（慈秀病院），佐竹省吾（亀田病院）：透析用

blood accessにおける再手術例の検討一過剰発達例に

対する縫縮術について一．第47回臨床外科医学会総

会． 10月．前橋．

2)萩原博道，佐々木寿彦，伊坪喜八郎，石飛幸三（済生

会中央病院外科）： AVF併設下腿バイパス術の血行動

態についての実験的検討．第25回日本脈管学会総会．

11月．千葉．

2. 胸部外科

1)天野良平，石田孝，半沢隆，長山瑛，安藤博，

伊坪喜八郎：食道癌の術後3カ月以内死亡例の検討．

第39回食道疾患研究会． 11月．東京．

2)石田 孝，片岡順三，山崎雅文，長山瑛，小室恵二，

安藤 博，伊坪喜八郎，真柄直郎：気管支壁より発生し

た海綿状血管腫の 1例．第83回日本肺癌学会関東部

会． 6月．東京．〔肺癌． 25: 1053 Cl 985)〕

3)半沢隆，天野良平，石田 孝，桜井雅夫，伊坪喜八

郎：両側vanishinglungの1手術例．第31回城西外

科研究会． 9月．東京．

4)伊坪喜八郎，半沢隆，桜井雅夫，石田 孝，串田則

章，秋葉直志桜井健司：巨大肺援胞症の術後経過とく

に肺機能を中心として．第38回日本胸部外科学会総

会． 10月．福岡．〔日本胸部外科学会雑誌． 33（臨増） ： 

216 (1985)〕

5)桜井雅夫，半沢隆，石田 孝，天野良平，伊坪喜八

郎：重篤な肺気腫および両側巨大肺倣胞症に合併した

気胸の 1手術死亡例．第26回気胸研究会． 12月．東京．

3. 乳腺外科

l)小室恵二，渡辺喜世子，桜井雅夫，石田 孝，原 芳

信，天野良平，萩原博道半沢隆，伊坪喜八郎：乳癌

縮小手術の予後．第102回成医会総会． 10月．東京．

2)小室恵二，半沢隆，原 芳信，萩原博道，天野良平，

石田 孝，桜井雅夫，渡辺喜世子，伊坪喜八郎：乳癌の

doubling timeと生検の影響．第 43回乳癌研究会． 2

月．大阪．

4. 消化器内視鏡

1)村井隆三，栗栖敏嘉，岩本公和，長崎雄二，石田 孝，

長山瑛，小室恵二，安藤博，伊坪喜八郎：内視鏡的

にて確認された小児上部消化管出血症例の検討．第 12

回小児内視鏡研究会． 7月．横浜．

2)長崎雄二，中村亮，岩本公和，三森教雄，安藤博，

伊坪喜八郎：食道静脈瘤に対する内視鏡的硬化療法の

検討一早期死亡例および合併症を中心に一．第30回日

本消化器内視鏡学会総会． 10月．松江．

5. 肝・胆・膵の外科

l)佐々木寿彦，栗栖敏嘉，三森教雄，三浦英一朗，岩本
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公和，長崎雄二．中村亮．小林輝久．安藤博．中村

浩一：食道静脈瘤合併肝細胞癌の治療方針．第26回日

本消化器外科学会総会． 7月．札幌．

2)橋口文智．小林輝久．長山瑛．小室恵二．安藤博．

伊坪喜八郎．中村浩一： Studieson perineural inva-

sion of the extrahepatic bile duct cancer. 第7回

International biliary Association. 5月． Rome.

3)三森教雄．岩本公和．長崎雄二，後藤雅彦．長山 瑛，

安藤 博，中村浩一：教室における胆道再建術と成績．

第26回日本消化器外科学会総会． 7月．札幌．

4)橋口文智．小林輝久．村井隆三．片岡順三，原 芳信，

長山瑛小室恵二，安藤博，伊坪喜八郎：胆道癌組

織学的深達度の検討．第27回消化器外科学会総会． 2

月．米子．

5)村井隆三，佐々木寿彦．中村亮．橋口文智．長山

瑛，小室恵二．伊坪喜八郎：胆淡癌手術症例の検討ー特

に進行癌の拡大手術症例について一．第27回日本消化

器外科学会総会． 2月．米子．

6)岩本公和．三森教雄，三浦英一朗，佐々木寿彦．中村

亮．橋口文智，平沢正典，安藤 博，伊坪喜八郎：大腸

癌肝転移切除の経験．第27回日本消化器外科学会総

会． 2月．米子．

6. 消化管の外科

l)三浦英一朗．吉見 優．渡辺喜世子，栗栖敏嘉，長崎

雄二．長山瑛，小室恵二，安藤博．伊坪喜八郎：大

腸癌治癒切除の早期死亡例に対する検討．第23回大腸

癌研究会． 7月．福岡．

2)長山瑛，坂元龍．岩本公和，三森教雄．小室恵二．

安藤博，中村浩一： Diagonal approachによる，

llO・lllリンパ節郭清について．第26回日本消化器外

科学会総会． 7月．札幌．〔日本消化器外科学会誌． 18:

369 (1985)〕

3)吉見 優，渡辺喜世了，栗栖敏嘉，村井隆三．安藤

博．伊坪喜八郎：小腸腫瘍．第32回城西外科学会． 3

月．東京．

V. その他

l)小室恵二：乳房の検診について．大森医師会学術講

浪集．人間と歴史社． 52:1-11 0985) 

整形外科学

教授：室田景久

助教授：鈴木清之

助教授： J::野博嗣

講師：片山国昭

講師：富田泰次

講師：藤井克之

講師：大久保康一

講師：司馬 立

講師：近藤秀丸

研究概要

I. 基礎的研究

手の外科学

股関節外科

感染症

膝関節外科

バイオマテリアル

生化学

マイクロサージャリー

脊椎外科

骨腫瘍

1. biomechanicsならびにbiomaterialに関す

る研究

l) 人工関節，人工骨頭に関する研究

素材の耐久性を改善するために，現在放射線を照

射した HDP‘ノケットの耐摩耗性ならびに生体反応

につき動物実験により検討中である。また，人工骨

頭の骨頭径と頸部長の差が臼蓋軟骨に及ぽす影響に

ついても犬を用いて検討中である。

また，新しい人工素材としてリン酸カルシウム系

結晶化ガラスの臨床応用の可能性を検討し，極めて

良好な組織親和性を有するものの，力学的強度に問

題があり，むしろ骨補填材としての応用に適してい

るとの結論を得た。

2) 骨折固定用プレートに関する研究

金属プレートに代わる材料としてカーボンファイ

バー複合材を用いたプレートを作製，動物を用いて

引き続き検討中である。

2. 感染症に関する研究

現在，開放骨折における感染症成立の因子，複数

菌感染，異物の存在の影響などにつき検討している。

(1) マウス腔骨に開放性骨折のモデルを作製，局

所に 103個の黄色ブ菌を接種し，創閉鎖後の骨折部

周辺の筋肉および骨，骨髄中での菌の増殖状態につ

き検討しているが，骨，骨髄中での菌の増殖は筋肉

内に比し著しく良好であること，感染が成立するか

否かは 6時間でほぽ決定されること，正常筋肉内で

は菌接種後 12時間までは菌の増殖を認めるが，それ

以降は菌数が減少し， 3日目までには菌が陰性にな

るものも認められた。

(2) 開放性骨折において，黄色ブ菌と緑膿菌の混

合感染が生じた場合の両菌の局所における増殖状態

につき検討するとともに，われわれが開発したマウ
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ス用人工骨頭を用い］ateinfectionの問題や年齢差

による感染防禦能の弟についても検討中である。

3. 生化学的手法による研究

l) 慢性関節リウマチ (RA)に関する研究

(1) RAにおけるコラーゲンの自己免疫につい

て：これまで， RAでは関節軟骨に存在する II型コ

ラーゲンに対する自己抗体が産生され， これが関節

炎の発症と進展に重要な役割を演じていることを指

摘してきたが，さらに II型コラーゲン分子のどの部

分のペプチド鎖が本疾患における抗原性を発現する

ものであるかにつき検討し， RAにおけるコラーゲ

ンの自己抗体の産生は II型コラーゲンの helical

determinantsに枯因するものであるとの推論に達

した。

(2) RA滑膜細胞におけるコラーゲン代謝

近年， RAの滑膜細胞において III型コラーゲンの

占める割合が多いことが見いだされ，関節炎の進展

におけるその意義が議論されている。しかし， この

III型コラーゲンの増加が果たしてコラーゲン合成

あるい9ま分解面のいずれの異常によって生じるもの

であるかについてはイ＜明であり，この点を解明する

ために RA患者ならびに正常人の膝関節滑膜組織

から totalRNAを回収後， a1(I)および a1(III)プ

ロコラーゲ‘/cDNAを用いて，それぞれの mRNA

を測定した。その結果， RA滑膜組織では，正常に比

ベ a1CIII)プロコラーゲ‘1/mRNAの著明な増加が

認められ， RA滑膜組織における III型コラーゲンの

増加ぱ， コラーケン合成の促進によってもたらされ

るものであることが示唆された。

(3) 末梢神経組織コラーゲンに関する研究

末梢神経損傷後に発生する神経組織の線維化は，

神経線維の再生を妨げる岨要な因子となっている。

こうした線維化機構を解明することを目的とし，家

兎の坐骨神経を部分的切除後の神経組織のコラーゲ

ンに対する生化学的分析を行い，末梢神経が損傷さ

れると，旺盛なコラーゲン合成が速やかに開始され，

未熟なコラーゲン線維への置換が生じることが判明

した。

(4) 特発性側弯症とコラーゲン代謝

特発性側弯症の病因を探る目的で，傍脊柱筋のコ

ラーゲン代謝異常について検索した。本疾患の凹側

傍脊柱筋では，成熟したコラーゲン線維による線維

化現象が生じていることが判明した。

(5) 膝半月板コラーゲンに関する研究

膝半月板の損傷は辺縁部分に多発することが知ら

れているが，その原因を解明するために，同組織の

主要な構成成分であるコラーゲンの部位別特性に関
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する分析を行った。その結果半月板の辺縁 1/3部

分のコラーゲンは，内側のそれに比べて，皮府コラー

ゲンに類似していることが観察され， これが半月板

損傷の発生に深く関与していることが示唆された。

(6) プロテオグリカンの遺伝子学的研究

軟骨の生理，病態をプロテオグリカンの遺伝子レ

ベルから追求することを可能とするために，プロテ

オグリカン・コア蛋白の mRNAの解明とその

cDNAのクローニングを行い，本研究で見いだされ

たcDNAクローンを用いることにより，軟骨細胞中

のプロテオグリカン・コア蛋白の mRNAを検出す

ることが可能となった。

(7) フィブロネクチンに関する研究

Ionophore群の一つであるモネンシンを用いて，

培養線維芽細胞の中のフィブロネクチンの糖鎖生合

成過程について検索し，モネンシンがゴルジ装置に

存在するゴルジマンノ・ンダーゼ I活性に主たる影響

を及ぽすことを明らかにし，また，モネンシンはフィ

ブロネクチンの細胞内移行と糖鎖合成の関係を研究

するに当たり，有用な reagentであると推定した。

4． その他

(1) 移植骨の運命に関する研究

大腿骨頭無腐性壊死に対する遊離血管柄付き骨移

植に関する動物実験，ならびに移植骨を被覆する皮

弁の血行が骨に与える影響について検討中である。

(2) 干渉低周波電流の骨癒合促進効果について

の実験的研究

(3) 靱帯形成術に遊離腱を使用した場合の効果

(4) 腕神経叢麻痺に対する肋間神経移行術の基

礎的研究

(5) 変形性関節症に対する筋解離術の除痛効果

発現に関する甚礎的研究

(6) 関節遊離体ならびに各種組織片の関節液中

における変化に関する基礎的研究

(7) 頸髄症における臨床症状の責任病巣診断の

精度をあげるべく，屍体標本について，椎間板高位

と脊髄節高位との位置的相関，前根，後根間の吻合

破格について検索中である。

(8) fluosal DAを利用しての遊離組織温存に関

する実験

(9) 骨ヽンンチグラムを利用しての血管柄付き移

植骨の骨癒合過程の検討

(10) 血管柄付き腱移植の実験的研究

II. 臨床的研究

1. 人工関節の looseningに関する研究

東京工業大学との共同研究により， acousticemis・



sionを利）IJした測定機を開発，これを臨床に応用し

て looseningの早期発見における有用性を検討中で

ある。

2. 誘発 F波，反復 H波による脊髄機能障害の

評価

3. 化膿性骨髄炎に対する抗生物質の問歌的投与

法の検討

4. 脊椎外科，股関節外科，足の外科，手の外科等，

各臨床研究班ごとに過去の手術成績の分析，新手術

手技の開発などに努力している。

研究業績

I. 原著論文

1. 基礎的研究

1)里村俊彰：ハムスター骨肉腫0s515の生物学的性

状一肺転移の伸展について一．日整会誌． 59:773-784 

(1985) 

2)猪飼哲犬：急性筋融解に関する実験的研究一筋線維

束および単筋線維に対する局所麻酔薬の影響ー．日

整会誌． 60:161-173 (1986) 

3)池本恭［・,藤井克之，梶原敏英，太田光宜，室田景久：

RA関節液における抗コラーゲン抗体．整形外科甚礎

科学． 12:11-13 (1985) 

4)藤井克之，丸毛啓史，辻美智子，室田景久：末梢神経

組織コラーゲンの分離，精製法．整形外科甚礎科学．12:

56-58 (1985) 

5)梶原敏英，室田景久，藤井克之， リ井健二，田中孝1111:

軟骨細胞の硫酸化機構に関する研究．整形外科甚礎科

学． 12:82-84 (1985) 

6)察詩岳，室田景久，藤井克之， 11.I尿健，田中孝lI{土

今村恭子，辻美智+:RA滑膜細胞におけるコラーゲ

ン合成． リウマチ． 25:534 (1985) 

2 臨床的研究

l)南郷明徳＊，三好邦逹＊（＊聖マ医大），上野博嗣，吉田

孝太郎：内側・底側解離術を必要とした先天性内反足．

日整会誌． 59:667-668 (1985) 

2)富田泰次，室田景久，谷 吉彦，大久保康一，森山正

敏，中村信之．杉1J1 惰： PIP関節側副靱帯断裂に対す

る靱帯形成術の遠隔成績．日手会誌． 2:497-4990985) 

3)大久保康一．室田景久，富田泰次，別府諸兄（聖マ医

大），平松隆夫，高橋文人，森山正敏，村井恒雄，武川

幸男： Wraparound flapの経験ー第2報 ．H f会
i志． 2:716-720 (1985) 
4)室田景久，高柳慎八郎．富田泰次，川田英樹，大久保

康一，高橋文人，森山正敏，杉山 惰，平井美智—f-: On 

top plastyの遠隔成績． H手会誌． 2:721-726 < 1985) 

5)丸t啓史室田景久．神前智一，イi垣正美，中村信之，
高柳恢八郎： Arthrogryposismultiplex congenitaに

併発した骨癒合症．整形外科． 36:830-836 (1985) 

6)大久保康一．．室田景久．富田泰次．別府諸兄．高橋文

人．森山正敏．渡辺三夫：難治性大腿骨欠損偽関節に対

する dualfree vascularized fibula grafts. 整形外科．

36: 917-926 (1985) 

7)室田景久，富田泰次：慈大式人工股関節再置換例の

検討から．臨床整形外科． 20:603-610 (1985) 

8)伊丹康人．今井敬人．室田景久．富田泰次．谷 吉彦．

井上哲郎＊． ド小野田嘩夫＊（＊浜松医大）．原田雅弘（開

業）．長谷川芳男（開業），別府諸兄（聖マ医大）： J型

七ラミック大腿人工骨頭の開発と臨床成績．臨床整形

外科． 21: 116-123 (1986) 

9)鈴木清之：シートベルトによる腰椎損傷．整形．災害

外科． 29: 49-55 (1986) 

10)藤井克之．室田景久．三井建二．太田光宣．田中孝昭．

竹内秀実，今村恭f．辻美智子：慈大整形外科における

膝 ‘I'• 月板摘出例の検討．関東整災誌． 16: 146-149 

(1985) 

ll）室田景久．富田泰次．藤井克之．吉田孝太郎，杉山

窄：われわれの梱包式股関節固定術第 1報． Hip

Joint. 11: 182-186 0985) 

12)村瀬鎮雄．山本 勝．梶原敏英，藤井正和．今井敬人．

永井素大：臼蓋回転骨切り術の小経験ーOilier変法

皮切を用いて一． HipJoint. 11: 271-276 (1985) 

13)鈴木清之，金尾 豊．杉山 帝．大谷卓也．村瀬鎮雄．

勝又壮ー：両側変股症に対する 1側THR.他側筋解

離術の検討． HipJoint. 11: 203-207 0985) 

14)神前智一，高柳慎八郎，猪飼哲夫，平井美押子：栃木

県の肢体不自由者更生施設，重度身体障害者更生援護

施設修了者の追跡調査．リハビリテーション医学． 22:

281-282 (1985) 

15)大久保康一，室田景久，富田泰次，吉田孝太郎，森山

正敏，村井恒雄：難冶性大腿骨偽関節に対する dual

free vascularized fibula grafts. 骨折． 7:87-91 

(1985) 

16)勝又壮一，里村俊彰，池本恭子，室田景久．大久保KIt

ー：若年者大腿骨頚部偽関節に対する遊離血管柄付腸

骨移植の経験．骨折． 7:98-101 (1985) 

17)高柳慎八郎： （シンボジウム）肢体不自由児施設にお

ける療育を考える一そのあり方と求められるもの ． 

療育． 26:85-86 (1985) 

18)神前智ー．高柳慎八郎，猪飼哲夫，中村い之，平井美

智＋：保健所における発育障害児の健診．小児保健研

究． 44:520-523 0985) 

19)大森策雄：ネパールに於けるエキスペディションド

クターの活動につし、て．シンポ、ンウム・ネパール． 13:

20-24 0985) 

20)梶原敏英，村瀬鎮雄．藤井止和．今井敬人：慈大式人

L股関節とその成績．神奈川県総合リハヒリテーショ
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ン紀要． 12:35-39 (1985) 

21)吉田孝太郎，室田娯久，藤川 納： 70歳以上の骨折

冶療の firstchoiceとその成績；桃骨下端骨折．整形・

災害外科． 28:65ふ662(1985) 

22)柴田繁貴，大森煎雄，小島伸介，根本文夫，三井健―こ：

痛風における骨・ンンチグラフィーの意義．厚木病院医

誌． 5:(1985) 

23)高 小捷＊．肥後矢吉＊．熊井真次＊．小野雅司＊，布村

成具＊（＊東工大），室E8景久．富田泰次，杉山 帝： AE

による人工股関節の健全性評価．第5回アコーステッ

クニミッション総合コンファレンス論文集． 123-127

(1985) 

24)上野博嗣，室田景久，吉田孝太郎，神前智一，猪飼哲

夫，三好邦達＊，南郷明徳＊（＊聖マ医大）：後胚骨筋移行

術 (Barr-Watkins)の遠隔成績． 日整会誌． 59:243-

244 (1985) 

II. 総説

1)室田景久：手の表面解剖．整形外科 Mook 金原出

版． 39:1-10 0985) 

2)大久保康一，室田景久：手の重度損傷の治療，骨，関

節の処置． 日手会誌． 2:825-828 (1986) 

3)大久保康一，武川幸男，永淵龍彦，室田景久，富田泰

次：遊離血管柄付骨移植法．骨折・外傷シリーズ．南江

堂． 2:93-101 0986) 

4)司馬 立：腹部脊柱管狭索症の鑑別疾患．治療学．

15: 258-260 (1985) 

5)里村俊彰，大森煎雄，勝又壮一，奥井光敏，池本恭子，

村瀕鎮雄，永井素大，藤井正和，今井敬人，井関三喜男，

平松隆夫，村井恒雄：変形性股関節症に対するオマ

リー手術．厚木病院医誌． 5:9-12 (1985) 

6)村瀕鎮雄：老人骨折とその対策．保健の科学． 28:

24-29 (1986) 

7)神前智ー：脳性麻痺児の超早期療育について．福祉

のひろば． 31:2-5 0985) 

III. 学会発表

l)室田景久，平松隆夫，大久保康一，富田泰次，勝又壮

ー：大腿骨頭無腐性壊死に対する遊離血管柄付き腸骨

移植．第58回日本整形外科学会． 4月．岐阜．

2)上野博嗣，吉田孝太郎，神前智一，猪飼哲夫，三好邦

達，南郷明徳：後腔骨筋移行術（Barr-Watkins)の遠

隔成績．第58回日本整形外科学会． 4月．岐阜．

3)鈴木清之，金尾豊，杉山 帝，室田景久，村瀬鎮雄，

藤井正和，勝又壮ー：先天股脱症例の下肢長について．

第58回日本整形外科学会． 4月．岐阜．

4)大久保康一，森山正敏，武川幸男，室田景久，富田泰

次，別府諸兄： （ワークショップ）偽関節の病態と治療；

欠損性偽関節に対する遊離血管柄付骨移植．第58回日

本賂形外科学会． 4月．岐阜．

5)小林祥―-．井上哲郎，串田一博．福地正行．角佳志志．

森岡庫一，山崎 照．室田景久，斎藤清人，山F源太郎：

不動性骨萎縮に関する研究．第 58回日本整形外科学

会． 4月．岐阜．

6)富田泰次，穂苅行貴．大谷卓也．室田景久．神前智ー．

金尾 豊，杉山 窄：慈大式人工膝関節の遠隔成績．第

58回日本整形外科学会． 4月．岐阜．

7)富田泰次．室田景久，中村信之，大久保康一：血管柄

付き排骨移植について．第58回日本整形外科学会． 4

月．岐阜．

8)片山国昭．室田景久．吉田孝太郎，二階堂元重，中島

公和，高田菩嗣：整形外科プライマリ・ケアの問題点．

第58回日本整形外科学会． 4月．岐阜．

9)室田景久．富田泰次．川田英樹．高橋文人，杉山 窄．

高柳慎八郎．平井美智子，大久保康一，森山正敏： On

top plastyの遠隔成績．第28回日本手の外科学会． 5

月．神戸．

10)大久保康一．森山正敏．武川幸男．室田景久．富田泰

次．平松隆夫，高橋文人，村井恒雄，別府諸兄： （ラウ

ンドテーブルディスカッション）Wraparound flapの

経験ー第2報ー．第28回日本手の外科学会． 5月．神

戸．

11)大久保康一，室田景久： （シンボジウム）手の重度損

傷の治療．骨•関節の処置．第 28 回日本手の外科学会．

5月．神戸．

12)察 詩岳．藤井克之，田中孝昭．室田景久． Tanzer,

M.L.:軟骨proteoglycancore proteinのcDNAク

ローニング．第 17回日本結合組織学会． 7月．京都．

13)太田光宜，藤井克之，田中孝昭，室田景久：特発性側

磯症における傍脊柱筋のコラーゲン代謝．第 17回日本

結合組織学会． 7月．京都．

14)辻美智子，藤井克之，室田景久：末梢神経損傷後のコ

ラーゲン代謝＿第17回日本結合組織学会＿ 7月．京都．

15) Tomita, Y., Murota, K. and Ookubo, K.: Follow-

up studies on Toe Joint Transfer. VIIIth Sympo-

sium of the Internationa Societ for Recon-

structional Microsurgery. July. Paris. 

16) Nakamura, N., Murota, K., Tomita, Y., Kat-

sumata, S., Ookubo, K. and Hiramatsu, T.: Free 

vascularized iliac bone graft for avascular necrosis 

of the femoral head. 8th W.P.O.A. November. 

Bangkok. 

17) Shiba, R., Murota, K., Ueno, H., Kondou, H., 

Honma, G. and Inokuchi, M.: Some experience of 

Mandibulo tongue splitting approach. 8th W.P.0.A. 

November. Bangkok. 

18) Tajiri, K., Sai, S., Fujii, K. and Murota, K. : 

Effects of RA synovial fluid on the collagen synthe-
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sis of cultured synovial cells. 32nd Annual Meet-

ing of The Orthopaedic Research Society. Febru-

ary. New Orleans 

19) Tsuji, M.. Sai, S.. Fujii. K. and Murota, K.: 

Alterations in collagen synthesis in transected 

peripheral nerve. 32nd Annual Meeting of The 

Orthopaedic Research Society February. New 

Orleans 

20) Sai, S.. Tanaka, T.. Fujii. K.. Murota. K. and 

Tanzer. M.L.: Construction of cDNA clones encod-

ing for chondroitin sulfate proteoglycan. 32nd 

Annual Meeting of The Orthopaedic Research Soci・

ety. February. New Orleans. 

IV.著書

l)室田景久：手指の骨折・脱臼の項分担執筆．山本

真，他編：整形外科診療図譜，金原出版． 5:107-125 

(1986) 

V. その他

l)猪飼哲夫，神前智一，平井美智子，高柳慎八郎，黒須

治一，吉川定雄：石灰化をきたした足部結核性滑膜包

炎の 1例．関東整災誌． 16:325-328 (1985) 

2)平井美智子，鈴木清之，谷吉彦，串道昭，名倉直

良：脊髄症状をもって発症した Hodgkin病の 1例．

関東整災誌 16:335-338 (1985) 

3)藤川 浩，片山国昭，司馬立，近藤秀丸，吉田孝太

郎，郭悉陽金子信之，飯尾純，本島哲平：多椎体

にわたって存在した馬尾神経腫瘍の 2例．関東整災誌．

15: 607-612 (1985) 

4)猪飼哲夫，神前智一，平井美智子，高柳慎八郎：小児

両側大腿切断の 2例．総合リハビリテーション． 13:

783-768 (1985) 

教

教

講

講

講

講

授：中村

授：鈴木

師：神田

師：橋本

師：坂井

師：安江

脳神経外科学

紀夫

敬

龍一

卓雄

春男

正治

神経外傷急性期，慢性期・

脳卒中・正常圧水頭症

神経外傷・スポーツ外傷

化学療法

脳血管障害・脳循環

神経外傷・神経学

神経生理・小児脳神経外科

研究概

I. 頭部外傷

幼小児頭部外傷は，当教室における永年の研究

テーマの一つである。今年度は 3歳以下に特徴的で

ある急性硬膜下血腫につき，これまで経験した 48例

の遠隔成績をまとめ，その naturalhistoryと対比

し，最適の開頭血腫除去術に関する検討を行った。外

傷早期から治療され生存している 26名に送った質

問状，および来院してもらって検査した CTスキャ

ン，神経検宵から，次のような結果が得られた。

手術された clottypeの血腫の遠隔成績は思いの

ほか悪い。追跡できた 6名のうち，機能的に良好と

いえるのは 1名で他の 5例は軽度ないし中等度の

handicapを負っている。ことにけいれん，片麻痺，精

神障害は，本人と両親にとって大きな負担になって

し、る。

一方， mixedtypeの血腫の遠隔成績は良好であ

要

る。

術前状態が良好のため，手術せず観察した症例の

成績も良好である。

本年度は頭部外傷の安全対策に関する国際会議が

2種類開催された。この双方に乗車用安全帽の基礎

的研究と事故実例を総括し報告した。その要点のみ

をまとめると次の如くである。

1. 乗車用ヘルメットの持つ衝撃緩和機能は， ヒ

トの頭部の衝撃耐性を落下高さにして約2倍にまで

強くするにすぎない。速度で言えば，頭の速度耐性

限界を毎時約 14kmから約 21kmにするにすぎな

2. 統計的に二輪車事故による死亡実数は，排気

量の小さな二輪車では非着用者に多いので，ヘル

メット着用率を高めることが最も緊急に必要なこと

である。

3. 一方，排気量の大きい自動二輪車では，今のヘ

ルメット着用率は非常に高くなっているが，着用者

の死亡は決して稀ではない。
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4. 着JIl者の死亡事例を人手した事故ヘルメット

症例をもとに検討してみると，頭部外傷死と考えら

れたなかに出身体他部損傷によって死亡したと判

断できる場合もあるが，第 1に頭への衝撃そのもの

が強烈であってヘルメットの衝撃効果の限界を超え

たと考えられる場合が少なくない。このことはヘル

メット着用による過度の安心感を卜分戒め，基本的

安全運転を—•層推進する必要性を示している。

また一方，ヘルメットの辺縁部を打っている場合

も少なくないので，出来ることならば，ハーフ型で

はなく，ジエット型を清用することが望ましく，ヘ

ルメットの快適性や外観にもさらに工夫を加えるべ

きである。

ボクサーの脳損傷について，本年度は社会的に大

きく取り上げられ，ポクサーの健康管理が検討され

た。従来，本学の医師団はコミッションドクターと

してボクシング協会に協力してきたいきさつから，

この面に関する研究が行われた。

我が国においてはこれまでに，プロボクサー27

名，アマチュアボクサー24名が，試合または練習中

に死亡事故を起こしたと言われている。そのうち最

も問題になるのは，急性硬膜下血腫で，その死亡率

は75-90%である。

元来，スポーツ医学は治療医学ではなく，予防医

学である。そのような意味から，衝撃力吸収度の高

いヘッドギャーの開発試合前に脱水，脳萎縮をも

たらすような極端な減量を避けること，常時選手が

健康カードを作成し自らを管理することが最も必要

であり，頸部をしっかり鍛えることが重要であろう。

全員 CTスキャンの義務づけも，脳障害予防に有効

と考えられる。

ボクサーの試合直後や練習前後の聴性脳幹反応を

検査し，直後の検査で潜時が短縮していることが認

められた。

我が国に発祥を持つスボーツとして，柔道と空手

がある。いずれも徒手による格闘技であるが，それ

ぞれ特徴のある外傷を発生する。柔道では背負い投

げ，体落とし，内股，大外刈りなどで，また空手で

は後蹴りや回し蹴りのような蹴り技で外傷を生じゃ

すい。その際脳振盪程度が多いが， ここでも急性硬

膜下血腫を発生することがある。

スポーツ外傷に関連して，たまたま本年度に剣道

による内頸動脈瘤の 1例を報告した。

II. 脳腫瘍

脳腫瘍の免疫学的研究は，最も新しい領域である。

下垂体の GH産生腺腫を用いて，成長ホルモンに対

するモノクローナル抗体を作ることに成功した。同

じ成長ホルモンと一括されているものの中に，免疫

学的に単一てないものがあることが示された。

延髄腫瘍は従来手のつけられない場所と考えられ

ていたが，手術用顕微鏡の普及は， この部位にまで

手が及ぶようになった。最近延髄血管芽腫 2例の全

摘に成功し，その診断と手術手技を報告した。

脳原発の悪性リンバ腫は，最近その頻度が高く

なってきたようにおもわれる。その 1例を報告した。

また頸部動脈瘤の破綻による巨大な血腫で緊急入院

した v.Recklinghausen病の 1例を報告した。稀な

がら本症に動脈瘤の合併することは，既に知られて

し、る。

幼少児の脳腫瘍は全脳腫瘍のうちの約 16%を占

め，一般にテント下に発生することが多い。近年の

CTスキャンの開発と，放射線ならびに化学療法の

進歩によって，その治療予後にも明らかな進歩がみ

られる。とくに松果体部腫瘍において， 目だった進

歩がある。この小児脳腫瘍について，教室例を挙げ

ながら総括的に検討した。

III. 脳血管障害の外科

くも膜下出血で発症した脳動脈瘤の手術タイミン'

グは，いまだに議論の対象である。従来， Hunt

Kosnikの重症分類がタイミングを決める根拠の一

つとされてきたが，今回その予後決定因子を多変量

解析法を用いて分析した。その結果， HK分類，術前

のADL，体格，動脈瘤の大きさ，術前から持つ合併

疾患などが特に予後に関係が深かった。しかし術前

の血液生化学的資料はあまり関係がなかった。

これらの資料から，各要因変量のスコアを用い，症

例の予後を推定することが可能である。

近年の話題の一つは虚血性疾患の病態と治療であ

る。既に我々の教室ではラットを用いた脳虚血モデ

ルを作成しているが，今回はラットの中大脳動脈切

断後の脳について， 24時間から 7日にわたり遊離ア

ミノ酸，カテコールアミン，尿酸の変動を検討した。

その結果，蛋白合成の低下，アンモニアの解毒過程，

free radicalの生成などが示された。

一方， ウサギを用い，種々の程度の乏酸素ないし

過酸素の状態で大脳皮質の radoxstateを測定し，

皮質の酸化系代謝の変化と脳循環の自動調節に対す

る影響を検壺した。すると Pa0250%低下が自動調

節(autoregulation)を保つ下限と考えられた。しか

しその際の大脳皮質酸素分圧は 30%まで低下して

おり，酸化系代謝は自動調節の主役ではないと判断

された。
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なお脳底動脈瘤にかけた金属クリソプの一部が内

頸動脈に接していて， ここに人為的脳動脈瘤を発生

した 1例を報告した。

IV. その他

神経生理学的な研究として，てんかんの焦点に関

し，脳波上棘波を示した 443症例につき， 2次元筋電

図法と同じ手技を用いて検討した。その結果，棘波

の開始点や最高電位の固定が明らかになった。

Tethered cord syndromeも今日の話題である。

患者は進行性に下肢に運動，知覚障害を発生する幼

児の病態である。実験的にそのような病態を作成し，

脊髄内の代謝過程の障害を検討した。

研究業績

I. 原著論文

1. 外傷

1)中村紀夫：安全帽による頭部および脳損傷の防詭

一実験的，臨床的成績．セイフティダイジェスト． 31:

3-7 (1985) 

2) Nakamura, N. : Mode of Accidents beyond the 

Protective Effect of the Helmet. 10th Congress of 

!AA TM. Proceeding. 5: 1-2 0985) 

3)中村紀夫，入倉哲郎：乳幼児急性，亜急性硬膜下血腫

の遠隔成績．神経外傷． 8:28-34 (1985) 

2. 腫瘍

1) Nakamura, N., Sekino, H., Taguchi, Y. and Fuse, 

T.: Successful Total Extirpation of Hemangioblas-

toma Originating in the Medulla Oblongata. Surg. 

Neurol. 24: 87-94 (1985) 

3. 血管

l)田口芳雄， Austin,G.M. (Santa Barbara Univ.) : 

脳循環の autoregulation. CO2反応性と大脳皮質酸

素分圧の関連． Brain and Nerve. 37: 1163-1171 

(1985) 

2)田口芳雄， Austin,G.M. (Santa Barbara Univ.) : 

Cortical Oxdative Metabolismに及ぽすHypoxia,

hyperoxiaの影響一脳循環の autoregulationと関連

して一． Brainand Nerve. 38: 177-185 0986) 

4. その他

1) Purtzer, T.*, Yamada, S.* (*Loma Linda Univ.) 

and Tani, S.: Metabolic and Histological Studies 

of Chronic Model of Tethered Cord. Surgical 

Forum. 26: 512-514 (1985) 

2)橋本卓雄，・中村紀夫，金子大成，入山哲治：脳神経外

科領域におけるサーモグラフィーの応用． Bio-medi-

cal Thermography. 5: 56-58 0985) 

3)安江正治，高橋 宏＊，石島武ー・＊（＊都立府中病院） ： 

正中神経刺激短滑時体性感覚誘発電位の起源に関する

検討．臨床脳波． 27:353-360 (1985) 

4)高橋 宏＊，安江正治，石島武・＊（＊都立府中病院） ： 

Dynamic EEG topographyによるてんかん焦点の検

討．臨床脳波， 27:57ふ585(1985) 

5) Ikeuchi, S.. Yasue, M. and Ishijima, B. (Toritsu 

Futyuu Hospital) : Continuous record of EEG and 

ICP during sleeping NPH. Neurophysiology. 61: 

81 (1985) 

6) Takahashi, H.*, Yasue, M. and Ishijima. B.* 

(*Toritsu Futyuu Hospital) : Dynamic. EEG 

topography of epileptic spikes and spike-wave 

complexes in patients with seizure disorders. 

Neurophysiology. 61: 74 (1985) 

II. 総説

1. 外傷

l)望月龍＿ご，中村紀夫：脳外傷．総合臨床．34:676-678 

(1985) 

2)鈴木 敬：ボクシングでの頭部外傷と安全対策．臨

床スボーツ医学． 2:252-258 (1985) 

3)中村紀夫：スボーツにおける頭部外傷について．

Training Journal. 7: 16-21 (1985) 

4)鈴木 敬，阿部祐二：プロスポーツ，プロボクシング

選手． JapaneseJ. of Sports Sciences. 4 : 659-664 

(1985) 

5)加藤康雄，中村紀夫：小児の頭部外傷． BrainNurs-

ing. 6: 5-13 (1985) 

2．その他

1)神田隆・,中村紀夫：正常圧水頭症および慢性硬膜

下血腫と痴呆．老人科診療． 7: 48-49 (1985) 

2)中村紀夫：脳神経外科種瘍疾患の理解．脳神経外科

看設の知識と実際． 27-79(1985) 

III. 学会発表

1)望月龍-.，八塚 如，布施隆治，橋本卓雄，双津正博，

中村紀夫： Huntand Kosnik分類と予後．第 14回H

本脳卒中の外科研究会． 4月．京都．

2)中村紀夫：安全帽による実験的，臨床的頭脳障害へ

の防護効果．＇ 85国際保安用品会議． 5月．東京．

3)田口芳雄： CorticalOxidative Metabolismの限界

値に関する実験的研究．第26回1-1本神経学会総会． 5

月．松江．

4)双津正博：ボクサーの聴性脳幹反応一試合直後およ

ひKO後の検討ー．第26回日本神経学会総会． 5月．松

江．

5) Nakamura, N.: Mode of Accidents beyond the 

Protective Effect of the Helmet. 10th Congress of 

IAATM. 5月．東京．
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6)阿部聡，諸岡暁，山田 哲，鈴木敬：原発性脳 17)神吉利典，山口由太郎，中村紀夫： NPHの脳代謝面

悪性リンバ腫の 1例．第54回成朕会青戸支部例会． 6 に関する研究 第4報ー．厚生省特定疾患難治性水頭

月．東京． 症調査研究班．昭和60年度 第2回班会議総会． 2月．

7) Yamaguchi, Y.. Kanki. T. and Nakamura. N.： 神戸．

The Brain Stem Function and Biochemical Aspects 18)橋本卓雄，中村紀夫，諸岡 暁，金子大成： Tran-

of Normal Pressure Hydrocephalus. 8th Interna- scranial Dopplerの使用経験第5回日本脳，神経超

tional Congress of Neurological Surgery. 7月， 音波研究会． 2月，東京，

Tronto. 19)馬目佳信，中原成浩，布施隆治，橋本卓雄，中村紀夫：

8) Taguchi. Y. and Austin. G. (Santa Barbara 老人頭部外傷ー特に遅発性頭蓋内血腫について一．第

Univ.J: The Clinical Level of Cortical Oxidative 9回日本神経外傷研究会． 3月．京都．

Metabolism in Hypoxia and the Brain Protective 20)北島具秀，神吉利典，八塚 如，山口由太郎，坂井春

Effect of Lidocaine. 8th International Congress of 男：周期性四肢麻痺を呈した CysticGerminomaの1

Neurological Surgery. 7月． Tronto. 例．第19回脳神経外科学会関東地方会． 9月．東京．

9) Nakamura, N: and Irikura, T.: Infantile Acute 

Subdural Hematoma -Appropriate management IV. 著書

of the two subgroups-. 8th International Con-

gress of Neurological Surgery. 7月． Tronto.

10) Yasue, M., Takahashi, H.* and Ishijima, B.* 

(*Toritsu Futyuu Hospital): Preoperative and 

Intraoperative Evaluation of Spinal Functions with 

Short Latemcy SEPs and Evoked Spinal Potentials. 

8th International Congress of Neurological Surgery. 

7月． Tronto.

11) Knierim, D.*, Purtzer, T.*, Yamada, S.*, Tani, S., 

Peckham, N.* and Knighton, R.* (*Loma Linda 

Univ.) : Tethered Cord Syndrome and Patho-

physiology. 8th International Congress of Neur・

ological Surgery. 7月． Tronto.

12) Hashimoto, T., Nakamura, N., Sekino, H. and 

Kaneko, D.: Application of ultra-red Ther-

mography on the Cerebral Cortex during Surgery. 

8th International Congress of Neurological Surgery. 

7月． Tronto.

13)布施隆冶，望月龍二，坂井春リ），橋本卓雄，中村紀人：

高齢者の脳動脈瘤手術におけるf後決定因子一多変hl

解析による分析ー．第44回日本脳神経外科学会総会．

10月．長崎

14)馬目佳信，中村紀夫，渡辺芙押f,大野典也：下垂休

腺腫の免疫組織学的研究一成長ホルモンに対するモノ

クロナール抗体を用いて一．第44回日本脳神経外科

学会総会． 10月．長崎．

15)松本賢芳．田渋公一，山岡龍平，田口芳雄，中村紀火：

MRIでGd-DTPAにより著明な増強効果を認めた胸

髄髄内腫瘍の 1例．第20回日本脳神経外科学会関東

地方会． 1月，東京．

16)阿部聡．双沖正博八塚如，坂井春男，中村紀火：

頸部皮卜大出 I(llを生じた vonRecklinghausen氏病の

1例．第21[11! 11本神経外科学会関東地方会． 2月．東

京．

1) Nakamura, N.: Judo and Karate-do. 

Schenider, R.C. Ced) Sports Injuries. Williams and 

Wilkins, Baltimore. 417-430 0985) 

2)中村紀夫：腫瘍．幼児に多い脳腫瘍の診断と治療．新

小児医学体系 13E:小児神経学．中山書店．東京． 314-

345 (1985) 

3)阿部俊昭，中村紀夫：脳神経障害とその治療． ICU,

CCU看設：日本看詭協会．東京． 339-367(1985) 

V. その他

l)坂井春男，金子大成，結城研司，中村紀夫：剣道防具

による rubbinginjuryで生じた解離性内頸動脈瘤の 1

例． NeurologicalSurgery. 14: 91-94 (1985) 

2)関野宏明，加藤康雄，神吉利典，中村紀夫：脳底動脈

瘤手術後に内頸動脈に発生した IatrogenicAneurysm 

の1例． Neurol.med. chirur. 25: 945-951 (1985) 

3)小川武希，関野宏明，布施隆治，中村紀夫：多発性頭

蓋内 epidermoidの 1例． Neurol. med. chirur. 25 : 

393-397 (1985) 

4)馬I-l佳信，入倉哲郎，山田 哲，阿部祐二，鈴木敬．

Intranasal Encephaloceleの1例．小児の脳神経． 10:

233-236 0985) 

5)西田 伸，入倉哲郎，結城研司：呼吸停止後蘇生し，

独歩退院できた脳腫瘍患者の 1例．富士市立中央病院

学術雑誌． 1: 52-53 (1985) 
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形成外科学

教授：丸t 英二． 四肢先天奇形・手の外科

教授：大晶 襄 顎顔面外傷・骨代謝・スポー

ッ医学

助教授：児島忠雄 手の外科 •Entrapment

Neuropathy ・四肢皮府欠

損の被覆

助教授・栗原 邦弘 皮府移植・顔面先天奇形

講師：新橋 武 Craniofacial Surgery •顎

顔面外傷

研究概要

I. 四肢先天奇形に関する研究

1. Apert症候群の治療

手足ぱほぽ全合指を呈するために，分離を必要と

する指問は 16指間におよぶ。以前は 9回の手術を要

した症例もある。また，骨性合指をみることも多い。

手術回数および骨露出部の処置に対する検討を行っ

た。片手・片足の第 1•3 指間，ついで反対側の第 1 ・

3 指問 3~6 カ月後に片手・片足の第 2•4 指問，つ

いで反対側の第 2・4指間の分離を行う。骨露出部に

対しては骨を一部削除し，周囲脂肪組織を引き寄せ

て覆い，その上に遊離植皮を行う。以上の方法によ

り， 2回の入院， 4回の手術で全指間の分離が可能と

なった。この治療法で行った Apert症候群と多くの

手術回数を要した以前の症例を比較検討したとこ

ろ，現在の方法による結果がより優れていることが

わかった。

2. 稀な表現型を示した多指症

小指に 3本の指を有する症例に検討を加えた。多

くの奇形書に示された名指症の表現型には報告のな

いものであり，非常に稀な症例である。血管造影お

よびレ線所見から，その発生機転の推測を行った。

3. 先天性手指屈曲変形の症例の検討

教室 16年間の屈指症 56例，握り母指 55例，アル

トログリポーシス 14例の臨床像， F術所見，治療成
績を検討した。屈指症には小指を含む I群と含まな

いII群があり，その臨床像を異にしている。すなわ

ち， I群では 2:1で，女に多いのに対し， II群では3:

1で，男に多く，全例が生下時に屈曲変形を認めてい

る。 II群では 29%の合併奇形があるが，家系内発生

ぱない。これらの：つの奇形は臨床的に異なる面も

ある一・）j, 臨床像，手術所見に類似点もある。とも

に難治例が多い点も共通するところである。これら

の奇形の関連性についても検討を加えた。

II. 顎顔面骨に関する研究

1. ロ蓋裂術後の顔面骨の成長と発育に関する硬

組織学的研究

ロ蓋裂患者の術後の顎発育が抑制されることは臨

床上よく知られている。この問題に対し，幼若家兎

の口蓋に種々の手術侵製を加え， 口蓋骨にみられる

術後の骨動態の変化を硬組織学的に検索してきた。

その結果， 口蓋骨が一部露出した場合には術後早期

より異常な骨動態の変化が生じ，その結果，骨の発

育が著明に抑制されることを知った。今年度は口蓋

骨の歯列弓に近い部の粘膜骨膜を切除し， 口蓋骨の

内部改造の変動を検索した。

2. 顎顔面変形に対する 3次元CTの応用

顎顔面変形に対する診断．治療に際しては，その

変形を 3次元的に把握する必要がある。近年，CT,コ

ンピュータの発達に伴って， 3次元CTの表示が可

能となってきた。日立メディコ社との共同研究によ

り， 3次元CTによる表示法を開発した。この CT像

ぱDepthmethodとReflectancemethodを併用し

たものであり．明瞭な輪廓とともに，自然な立体感

を表示することが可能である。今後，他の軟部組織

の抽出と術前のシュミレーションの開発を目標とし

て． さらに検討をすすめる。

3. 口唇・顎・ロ蓋裂の顎顔面発育

ロ唇・顎• 1]蓋裂冶療例の顔面 X線規格写真によ

り．裂形態別の経時的変化について検索を行った。上

顎の 3次尤的発育は正常人に比較すると，上下．前

後方向への発育抑制があり，前頭蓋底，下顎への発

育抑制もみられた。

III. 神経・筋に関する研究

引き続き第 2生理酒井敏夫教授，西島博明助手の

指導の下に研究を行っている。

1. フィブリソ糊による神経接合に関する実験的

研究

ラット坐骨神経を用い，切断直後に顕微鏡下で．

epineural sutureとフィブリン糊による神経束間接

合を行った。接合後の抗張力の測定，術後の筋肉の

機能回復，坐骨神経の神経再生状態に関して電気生

理学的・組織学的に検索を行った。その結果．

epineural sutureによる縫合群と同様， フィブリン

糊による接合群においても神経再生が得られた。筋

機能の回復も両者にほとんど差異（まななかった。

フィブリン糊による神経接合は糸を用いた縫合術よ

りも atraumaticであり．しかも．短時問で接合が可

能である点で打用である。
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2. Entrapment Neuropathyの実験的研究

ラット坐骨神経にクリップを装着し， ラットの成

長にしたがって神経が漸次圧迫されるような， ヒト

にみられる entrapmentneuropathyのモデルを作

製した。神経・筋機能の経時的変化を検索し，神経・

筋機能ぱ徐々に障害され， neurapraxiaないし，

axonotmesisに相当する変化が起こることがわ

かった。

IV. 振動反射に関する研究

1979年以来，第2生理酒井敏夫教授，昭和大学第

2生理本間生夫教授の指導の下に振動誘発反射の神

経生理学的研究とその臨床応用の可能性の探求を

行ってし、る。

これまで，指中節掌側皮府に振動刺激を与えると

指屈曲反射が生ずることを示し， この反射が皮府の

機械的受容器を介する反射であることを証明してき

たが， さらに機械的受容器がもっとも密に存在する

指尖部および指背側の振動反射の測定に成功した。

すなわち，指尖部の振動剌激により指屈曲反射，指

背側の振動刺激により指伸展反射が生ずる。また，振

動刺激中の浅指屈筋筋活動を針電極により記録し，

振動刺激との相関関係を computarized cross-car-

relation methodを用いて解析した結果， この反射

が多シナプス性反射の成分を主とすることが判明し

た。また，同様の解析法により， この反射の周波数

特性を解析した結果，単一筋放電活動の至適周波数

特性が 60Hzであることが判明した。また，それと

併行して振動刺激が四肢の血行に及ぽす影響につい

て調べた。振動剌激は椅子型の全身振動剌激装置を

用い，血行動態はサーモグラフィーにて測定した。そ

の結果，適切な振動剌激は四肢の血行改善に有効で

あることが示唆された。

V. 微小血管の内皮細胞再生に関する研究

形成外科領域において悪性腫瘍切除，外傷後の機

能と形態の再建に微小血管吻合を用いる手術を行う

ことが多い。微小血管吻合部内膜再生過程の研究お

よぴ化学療法剤が内膜再生過程におよぼす影響につ

いて， ラットを用い，引き続き研究を行った。

VI. スポーツ外傷・障害に関する研究

各種スポーツについて，競技選手・中高年・発育

期小児・女子と 4グループを定め，その身体的プロ

フィルとスポーツ外傷・障害について研究を行って

し、る。

本年度ぱ． 1)発育期サッカー選手の体力につい

て，三菱スポーツクリニックと協同で，同 SCのサッ

カースクールの生徒に対して，体力測定ならびに，サ

イベックス IIによる膝伸展・屈曲筋力を測定調査し

た。 2)中高年のサッカーについて1ま， 51-63歳まで

の熟年サッカー選手6名に対してホルター型心電計

を装着して，実際にサッカー試合を行い，試合中の

心電図の変化を調べた。

なお，本年度 9月以降， これらの研究は大畠教授

が新設された健康医学センター・スポーツ外来部の

部長を兼任したため，同部において引き続いて行わ

れているものである。

研究業績

I. 原著論文

1. 四肢先天奇形に関する研究

l)児島忠雄，増沢源造，里見隆夫，平川正彦，金 民雅．

平瀬雄一，丸毛英二：先天性手指屈曲変形の症例の検

討． 日手会誌． 2:320-324 (1985) 

2)丸毛英二，増沢源造，平瀬雄一：母指多指症手術の一

考案ーBilhaut変法ー．外科診療． 27:387-3900985) 

3)丸毛英二，増沢源造：外表奇形診断tの注意．産婦人
科治療． 52:154-158 0986) 

2. 神経・筋に関する研究

l)長野哲也：神経・筋機能回復からみた神経縫合時期

に対する実験的研究．慈恵医大誌． 100:735-7490985) 

2)佐野新一郎，長野哲也，今井孝行，後藤昌子，児島忠

雄，西島博明： Rat坐骨神経における絞拒性神経障害

の実験的研究． 日手会誌． 2:565-568 (1985) 

3)児島忠雄，木下行洋，林 康男，河野稔彦（河野臨研
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心臓外科学

教授：新井達太

講師：堀越茂樹

講師：小机敏昭

研究概要

I. 超音波心筋刺激法

心臓外科学

大動脈瘤など大血管外科・

ペースメーカー

人丁弁

(1) 超音波心筋剌激法の心機能増強効果について

超音波照射が心機能に及ぽす効果につき，雑種成

犬を用いた右心バイパスモデルを用い，検討した。方

法は，虚血および心筋保護液によ•り心停止とし， 20

分後，好気的状態で再灌流を行う。この際，虚血群

ではその全過程で，心筋保護群では再灌流時に超音

波照射を行い，非照射群と比較した。その結果，両

群とも超音波照射群の方が非照射群よりも良好な心

機能回復率を示した。この実験過程で， より有効な

超音波発生探触子を求め，改良を行い，現在，臨床

応用に向けての探触子を開発中である。

(2) ラット易1J出灌流心を用いた実験では， 10分間

の瀧流の後 Young液で心停止とし， 25分後再瀧流

を行い， 30分間の心機能回復状態をみた。この際，心

停止中の 25分間，超音波照射を行い，非照射群と比

較，この結果，照射群の方がより良い心機能回復を

示し，心保存中の超音波照射の有効性も示唆され，現

在検討中である。また， Ca+＋拮抗薬である Ver-

apamil, 細胞膜安定化作用をもつ Lidocaineを

Young液に添加，超音波照射との相互作用を検討し

たところ， Young液単独群よりも添加群の方がより

良い心機能回復を示し，超音波照射と Verapamil,

Lidocaine添加の相乗作用がみられた。現在， Young

液を Collins液に変更心停止時間を 3時間まで延

長し，超音波照射の心保存中の効果を検討中である。

II. 心筋保護に関する研究

{ I) 心停止中の連続的心筋内 PHモニターの有

用性

心停止中の心筋保存状況の新しいモニターとし

て，心筋内 pHに注目し，実験的検討を行ってきた

が，その結果，大動脈遮断，心停止（心筋保護液に

よる）中の pHの低下が大きいほど，遮断解除，再灌

流後の心機能回復が悪いことがわかった。また，代

謝面の検討から，大動脈遮断中の pHの変化と乳酸

遊出量の間に有意な相関がみられ，臨床面で pHの

変化と心筋保護液追加時期の決定への応用が示唆さ
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れ，現在検討中である。 (2) ドプラー法により心内の血流速度や分散の程

(2) 局所心機能よりみた高度虚血領域への再濯流 度を非観血的に知り得るようになったが， HPRF法

圧の影響の検討 の臨床的有用性につき CW法との比較を行い，有意

大動脈遮断解除後の再瀧流温度と reperfusion な相関が得られた。また，この HPRF法により僧帽

injuryの関係については従来の実験で32゚C以下が 弁狭窄症における僧帽弁口圧較差を求め，心臓カ

最良であるとの結論を得たが，今回は心筋組織内溜 テーテル検壺時の PCW圧と LVEDPの差と良い

流圧との関係を検討した。方法は，左前下行枝を一 相関が得られ，非観血的検査法としての意義を明ら

時的に完全閉塞した成犬モデルを用い，心筋保護液 かにした。現在，各種人工弁の弁機能評価を HPRF

にて心停止とし，再灌流時に左前下行枝を解除し，再 法で示すことを検討中である。

灌流後の心機能回復に対する至適灌流圧を求めた。

その結果，再灌流圧90mmHg以下が好ましいこと

が示された。

III. 人工弁・弁膜症に関する研究

(1) 僧帽弁位における Duromedics弁の臨床使用

経験から，術後早期の弁機能は，従来の Bjork-

Shiley 弁 •SJM 弁 •Ionescu-Shiley 弁よりも若干優

れていることを示した。

(2) 生体弁である Hancock弁， Ionescu-Shiley

弁につき，その遠隔期の問題点としての弁機能不全

を取り上げた。牛心膜から成る Ionescu-Shiley弁で

は，弁尖の亀裂によるもの，豚大動脈弁である Han・

cock弁では石灰化によるもの，があることを報告し

た。

(3) 三尖弁閉鎖不全 (TR)を伴う僧帽弁膜症の手

術成績を検討，重症例にもかかわらず手術成績は向

上していた。この要因として，超音波断層，ドプラー

法による適切な TRの診断，その結果を踏まえた適

切な手術法の選択CDeVega法，弁置換術），心筋保

護法・ IABPなど補助手段の進歩，などが挙げられ

た。

(4) 重症弁膜症の手術として，感染性心内膜炎に

よる膿瘍形成，感染人工弁，大動脈弁閉鎖不全を伴

う上行大動脈瘤，他臓器不全（肝・腎・肺・脳など）

の合併症例を検討した。いずれも適切な外科処置で

良好な結果を得ているが， cardiaccachexiaに至っ

た症例は術後管理も難しくなり，予後不良の場合が

あるので，術後の低心拍出量状態に対する早目の処

置が必要であった。

IV. 超音波心臓診断法の研究

(1) 冠動脈外科における術中超音波断層法は，冠

動脈狭窄部および内腔の変化を知るうえで，従来造

影法に頼っていた点からみて，非常に有用な方法で

あることを示した。また，カラードプラーにより，冠

動脈内の血流を示すドプラー断層の開発にも携わっ

た（アロカ社）。
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V. コンピュータ応用に関する研究

DECK PDP-11による左室造影自動解析システ

ムを用いて，左室容積時系列曲線，左室容積dv/dt

曲線， VCF曲線を自動作図し，左室局所壁運動を検

討している。特に，僧帽弁狭窄症の重症度（弁およ

び弁下病変の程度）からみた至適手術術式の検討で

は，軽度～中等度 (SelorsI・ II型）の場合直視下交

連切開術，重度の場合僧帽弁置換術が，血流の流入

改善・左心機能改善に優れた効果がみられることを

明らかにした。

VI. 人工心肺・血液濃縮器に関する研究

(1) Shiley膜型肺M2000,膜型人工肺BOSCM 

40を臨床使用し，従来の人工肺との比較をした。ガ

ス交換能・血球および血漿蛋白成分に対する影響な

どを調べたが，従来の膜型肺と比べ，特に有意差は

みられず，臨床上問題はみられなかった。現在，補

体活性に注目し，検討中である。

(2) Hollow fibre型血液濃縮器を用い，人工心肺

装置に残った血液を再利用，輸血星節減を行った。溶

血を起こした場合は除くが，濃縮器により赤血球・

血小板・蛋白・アルブミンの再利用が可能で，術後

の輸血量は減少した。これをさらに応用し，無血体

外循環をやりやすくするよう，試みている。肝炎予

防にも効果がありそうである。

VII. 先天性心疾患に関する研究

(1) 無牌症候群では複雑心奇形の合併が多く，根

治手術の可能性は海いとされてきた。しかし，無牌

症候群を伴う単心室症に対し， Fontan型機能的根

治術を施行し，成功したので報告した。

(2) ファロー四徴症に関し，牛心膜を使った右室

流出路拡大術により，その手術成績が向上している

ことを報告した。また，肺血流量評価に非観血的超

音波ドプラー法が有用であることも報告した。

(3) 不完全型心内膜床欠損症では僧帽弁裂隙の処

置が問題であるが，教室で行っている処置に対する



遠隔期における評価を行った。その結果，ほとんど

の症例で僧帽弁逆流の消失がみられ，有効な処置法

であることを明らかにした。また，部分肺静脈還流

異常症を分析し， 自己心膜・豚心膜・牛心膜による

心内パッチの有用性を示した。
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毛性疾患の病理と臨床

助教授：有広忠雅 子宮頸部，頸癌の病理

講師：関根達征 子宮内膜症，子宮内膜癌の

病理と治療

講師：安田 允 卵巣腫瘍・細胞診

講師：楠原浩二 不妊症・婦人科

講師：森本 紀 産婦人科画像診断・卵巣腫

瘍

講師：小室順義 絨毛性疾患，卵巣癌の病理

と臨床

講師：小浜良彦 産科合併症

講師：鶴岡信博 子宮内胎児発育遅延の臨床

研究概要

I. 生殖生理学 (Reproduction)に関する研究

1. 妊卵の着床およびその維持における子宮内

膜，脱落膜の機能に関する基礎的検討

l) 子宮内膜細胞培養法を用いた invitro実験

ヒト初期脱落膜より腺上皮細胞株と間質細胞株を

分離し，それぞれの細胞株を樹立した。

これらの細胞株を用いて， Estrogen, Progester-

one, HCG, Danazol, MPA, Tamoxifen, Clomi-

phene citrate等の影響を検討した。

2) 脱落膜組織中より新たにIgGにaffinityを有

する蛋白を発見した。現在本蛋白の生化学的性状，免

疫組織化学による局在等を検討中である。

2. 不妊例の着床期子宮内膜の Estrogen,

Progesterone receptorの検討

不妊例の子宮内膜の感受性の低下の原因を明らか

にするために，着床期内膜の Estrogen receptor 

(ER), Progesterone receptor (PR)を検討した。そ

の結果，ホルモン不応の不妊患者の着床期内膜では

PRとともにERの低下がみられる例が存在するこ

とが明らかとなった。

3. 黄体のプロゲステロソ (P)産生機構に関する

研究

黄体の刺激因子は種によって異なるが， ラットに
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おいてはプロラクチン(PRL)がその主役をなして

いる。自己下垂体を腎被膜下に移植すると視床下部

のPIFから解放されるため長期にわたる高 PRL血

症を作成することができ． さらに黄体がその剌激を

うけ長期間 Pを分泌することが知られている。しか

しその詳細については不明な点が多かったので．血

中P,PRL値を測定してそれらが移植後 120日間に

わたって分泌されていること，また uterusの存在．

エストロゲン (E)の投与に影響をうげることなどを

示した。

4. スポーツが女子性機能に及ぼす影響に関する

研究

hardなスポーッ負荷が女子の性機能に抑制的に

作用することを既に明らかにした。今回短期間の運

動負荷による内分泌学的変化を検討した。

II. 産科学に関する研究

1. 胎児心拍数図の accelerationの検討

NST上の Acceleration(ACC)の定量的な解析

よりその性質の解明をはかるとともに．パソコンに

よるバクーンの解析処理を試みた。その結果， 37週

以降群においては BaselineFetal Heart Rateがや

や低下すると同時にLongTerm Variabilityの振

幅や頻度も増加するとの傾向が認められた。

2. 胎盤絨毛動脈の構築素材に関する組織化学的

研究

胎盤に分布している血管の構築素材について組織

化学的立場から定量を行ってみた。その結果． ヒト

の他臓器動脈とは異なる特異的構築が認められ．妊

娠20週で成熟． 35-36週で完成， 37週以降退行性

変性が始まることが確認され，その構築ぱ筋型の構

造を示すことが把握された。

3. 妊娠時における Glycosylatedprotein測定

の有効性に関する研究

通常糖尿病のスクリーニングには血糖値および

HbA1が用いられているが妊娠中は有効とは言えな

い。そこでGlycosylatedprotein (G.P.)測定を行っ

た。 HbAI測定によるスクリーニングでは軽度の糖

代謝異常には不適であった。しかしながら GP値は

HbA1に対し鋭敏に反応し， HbA1と組み合わせる

ことにより， コントロールの状況が経時的，効果的

に行えると思われ，また， GPはHbFの上昇する疾

患を合併した妊娠に対しても有効に使用できること

が判明した。

4. 子宮平滑筋構成タンパクの推移

Wister今道系ラットの非妊及び妊娠各時期の子

宮筋の粗actomyosinの抽出を行い，妊娠中の筋構
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成タンパクの推移を検討した。妊娠による変化は，主

として Myosinの増加であり， Actinは妊娠期間中，

変化なく推移した。また，妊娠末期には， Tropo-

myosinは，非妊時の約2倍に増量したが，この現象

ぱ，Myosin: Actinが至適比率へと推移することが，

分娩発来と密接に関連していることを意味するもの

である。

III. 婦人科腫瘍に関する研究

1. 子宮癌関係

子宮腺癌の放射線抵抗性因子の解析とその対策

Spheroid modelによる解析の結果

SKG3a（子宮頸部扁平上皮癌株）， HEC59（子宮

体部腺癌株）を用いることにより， Spheroidを作成

可能であった。 Spheroidmodelでは，腺癌は扁平上

皮癌に比べ放射線抵抗性を示した。

腺癌の放射線抵抗性因子としては， repair(PLD, 

SLD repair)や細胞間結合性が引き起こす抵抗性

(contact effect等）がより重要と確かめられた。

このことは， cureassayとsurvivalassayの両実

験の結果，両細胞Spheroidが同じ治癒率を引き起

こされるように放射線照射を行うと，腺癌細胞は扁

平上皮癌の 10倍すくない生存細胞数を開始できる

ことからも確かめられる。

以上の結果から，治療法として考えられる方法は，

正常組織の放射線耐容線量をまし， 10倍細胞数を減

ずる線量を十分いれる方法，具体的には，多分割照

射法，低線量率照射法の応用である。

2. 卵巣腫瘍関係

卵巣悪性腫瘍の治療大系の確立

1) ヌードマウス継代移植系を用いた卵巣腫瘍の

ホルモン療法に対する基礎的検討

我々はヌードマウス（Nu)移植ヒト卵巣腫瘍を用

い， Estrogen,Progesteroneを投与し，腫瘍への影

響につき検討した。投与した E,Pで得られる血中浪

度は両者とも性周期にみられる正常範囲内のもので

ある。にもかかわらず， Pであきらかな抑制効果がみ、

られ， このことは，本腫瘍のホルモン療法を考える

うえで大変興味深い点であった。

2) 卵巣悪性腫瘍における維持化学療法

卵巣悪性腫瘍に対し， Tegafur, Fluorouracil, 

UFTによる長期維持化学療法を行い，その臨床的

意義につき検討した。その結果，投与群，非投与群

の累積生存率を比較検討すると，前群の五生率は

stage I (N = 16) 100%, stage II (N =23) 59.8%で

あるのに対し，後群のそれはstageI (N=30) 40%, 

stage II以上CN=57) 16%と各stageにおいて投与



群ぱ有意に生存率の延長を認めた。

3. 絨毛性疾患関係

l) 絨t性疾患の細胞性免疫に関する組織化学的
検討

絨毛性疾患の宿主の免疫応答状態とともに細胞性

免疫を把握することを目的とし免疫組織化学的な検

索を試みた。

その結果．胞状奇胎着床部組織．ならびに侵入奇

胎の侵入部組織では一部を除き，その周囲のリンパ

球浸潤9まそれほど顕著には認められなかった。一方．

絨t癌組織では． Tリソパ球を中心とした小円形細
胞浸潤が豊富にみられるものがあった。

2) ヒト絨毛癌の画像診断法確立における

monoclonal抗体の応用

絨毛癌細胞に特異的に反応する monoclonal抗体

を作製し．これにより生体内の病巣の局在像を得る

方法の開発を試みた。

Imagingにて担癌ヌードマウスのシンチグラ

フィーにおいてヒト絨毛癌細胞に特異的に集積する

像を得た。

4. 腫瘍マーカー関係

悪性卵巣腫瘍を中心に，癌関連抗原を応用した血

清学的診断の臨床的ならびに基礎的検討を行った。

乳癌関連抗原の CA15-3に関して検討を加え，

monitoring markerとしての有用性を明らかにし

た。一方． CA125,CA19-9が羊水中で高値を示し，

免疫組織化学的に羊膜上皮に局在することを証明し

た。

研究業績

I. 原著論文

1. 生殖生理学関係

1)楠原浩二，渡辺直生，小田原靖，川勝雅秀．砥西成治，

沿合和徳安江育代．蜂屋祥.:着床期子宮内膜の形態

機能．産婦の世界． 38:257-267 0986) 

2)楠原浩ご，小田原靖．渡辺直生，篠塚正一，蜂屋祥ー：

f宮内膜症不妊例の内分泌動態，特にその黄体機能の

検討． 日不妊会誌． 31: 80-85 0986) 

3) Matsumoto, K.: Studies on the immunoreactive 

prolactin releasing activity of decidualized en・

dometrium in early pregnancy in vitro. Jikeikai 

Medical Journal. 32: 345-356 (1985) 

4)松本和紀，楠原浩二．小田原靖，横山 敬．渡辺直生，

安江育代．蜂屋祥．，：思春期外来の臨床的．内分泌学的

検討ー特に続発性無月経例の分析を中心として．思春

期学． 3:34-40 0985) 

5J Matsumoto, K., Kusuhara, K., Odahara, Y., 

Watanabe, N. and Hachiya, S. : The ultrastructural 

study of various kinds of human decidualized en-

dometrium. J. Clin. Electron Microscopy. 18: 5-6 
(1985) 

6)横山 敬：不妊婦人における着床期の子宮内膜形態

と卵巣ステロイドホルモ｀ノ分泌との関連に関する研

究． 日不妊会誌． 30:335-349 (1985) 

7)小田原靖．楠原浩二．横山 敬．松本和紀，渡辺匝生．

蜂屋祥—ー：運動性無月経 (excercise associated 

amenorrhoea)の検討： （第一報）女子運動選手の月経

異常の分析． 日不妊会誌． 31:29-33 (1986) 

2. 産科学関係

l)伊藤治英：糖尿病合併妊娠の胎盤とその機能．産婦

の実際． 34:1151-1156 (1985) 

2) Kitagagawa, M.. Ohishi, M., Tsuruoka, N,, 

Komuro, N., Sekine, T., Ito, H. and Hachiya, S. : 

Ultrastructural observations of the stroma of 

placental villi in gestosis. J. Clin. Electron Micros-

copy. 18: 681 (1985) 

3)恩田威一：妊娠時における Glycosylatedprotein 

測定の有用性について．慈恵医大誌． 100:621-633 

(1985) 

4)清水良明．落合和彦．蜂屋祥ー：妊娠による子宮平滑

筋収縮タンパクの推移． 日本平滑筋学会誌． 21:319-

322 (1985) 

5)清水良明：妊娠に伴う子宮乎滑筋特性の変化ー特に

構成クンパクの推移を中心として一．慈恵医大誌． 101:

309-318 (1985) 

3・ 婦人科腫揚関係

〔子宮癌関係〕

l)佐々木寛．北村隆，山下孝，岩田正晴．蜂屋祥ー，

望月幸夫，小川淳子：低線量率照射中の細胞周期変化

に関する正常組織と腫瘍組織の相違について． 日産婦

且志． 37: 179-186 (1985) 

2)岩田正晴：癌細胞の放射線照射変化に関する研究．

慈恵医大誌 100: 379-400 (1985) 

〔卵巣癌関係〕

l)寺島芳輝，安田 允．蜂屋祥ー：卵巣癌StageIの取

り扱い．産と婦． 52:450-453 (1985) 

2)藤谷繁雄．安田 允， 111平勝郎，中林豊．芳岡三伊，

寺島芳輝，蜂展祥・：ヒト卵巣癌培養細胞株の in

vitro制癌剤感受制試験．癌と化学療法． 12:1080-1087 

0985) 

3)安田 允，中林豊，砥西成治，高橋幸男田平勝郎，

古賀良—·,山本研吾，寺島芳輝，蜂屋祥一： StageI卵

巣癌の予後因子に関する検討．日産婦誌． 37: 1191-

1196 (1985) 

4)蜂屋祥ー，森本 紀，村江正始：卵巣腫瘍と画像診

断．産婦治療． 52:329-332 (1986) 

-140-



5)蜂屋祥．．安lll 允．木村梃．．．：恩¥i'I．卵槌腫楊の化学

療法．産婦治療． 51:1035-1041 ¥1985 J 

6) 、'i.'島芳暉，木村英．-:.村I「.ll：始：卵巣癌の f後改善ヘ

の対策の展望，産姉の実際， 35:783-788 ¥1986) 

7)木村英―ー；．，村江正始，安田 允，寺島芳輝．蜂屋祥・：

新しい卵巣癌抗原 CA125の腫瘍マーカーとしての臨

床的意義の検討．最新医学． 40: 1097 -1099 ¥l 985) 

8)関根逹征，伊藤治英：胚細胞性腫瘍， とくに Yolk

sac tumorならびに teratomaの組織発生をめぐっ

て．産姉の実際． 34:2031-2039 (1985) 

〔絨t性疾患，内膜癌関係〕
l)伊藤治英小室順義，佐藤 寛，伊藤敬f：治療法な

らびに検査法別にみた絨E性疾患再発例の検討．産妍
治療． 51:775-779 (1985) 

2) Ito. H., Tanaka. T.. Watanabe, H.. Yakushiji, K.. 

Sato. H. and Ito. K.: The nature of gestational 

choriocarcinoma latent two years. Acta Obst. 

Gynec. J. 37: 730-734 (1985) 

3) Ito, H., Sekine. T.. Tanaka, T. and Hirakata, Y.: 

Endometrial carcinoma in two young women in 

anovulatory cycle. Jikeikai Med. J. 32: 337-342 
0985) 

4)伊藤治英：最新薬物療法．絨t癌侵人奇胎．産婦の実
際． 34: 1559-1561 (1985 J 

4. その他

1)落合和徳，平間義昭，高橋幸男，今井 博，大場昭夫，

中林 豊：新生児特発性高ビリルビン血症の予測因—f•

につし、て．小児科． 26:1325-1334 (1985) 

2)寺島芳輝，木村英ふ村江正始：腫瘍マーカー

「AFP」．臨婦産． 40: 497-499 (1986) 

3)伊藤治英，小室順義，大石基夫，佐藤 寛： S字状結

腸贖置術による人工造腔法．産姉の治療． 51:10-14 

(1985) 

4)蜂屋祥・・・，森本 紀：縫合糸一樋Iこ1式横切割法の皮

府縫合を中心として一．産と婦． 53:192-196 (1986) 

II. 総説

l)蜂屋祥｀，大{i },¼火：乳腺炎の診療． 53: 674-676 

(1985) 

2)寺島芳輝，木村英五，村d.l|：始：各臓器疾患における

腫瘍マーカーの臨床的1、c:JIJの現況．産婦実際． 34:

2089-2095 (1985) 

3)北川道弘，伊藤治英：遷延分娩の秤理．臨床看設． 11:

1788-1792 (1985) 

4)寺島芳輝，安田 允：妊娠中の［•宮筋腫・卵巣衣腫の

手術．産姉の治療． 50:159-162 (1985) 

5)蜂屋祥・，安lll 允，木村梃：．：卵復悪性腫瘍の化学

療法．産婦治療 51:1035-1041 (1985) 

6) 小室順義：最新楽物療法．外性 f•宮内膜瓶廂婦史

際． 34:1572-1574 (1985) 

III. 学会発表

1. 生殖生理学関係

l)松本和紀，楠原浩二，小田原靖，村江正始，横山 敬，

安i上育代，木村英三，蜂屋祥ー：ヒト初期脱落膜の細胞

株樹立と，その蛋白合成能の研究ー特に培養細胞株を

用いた steroidhormonesの影響について一．第37回

日本産科婦人科学会総会． 4月．福岡．

2)楠原浩二： （シンポジウム）着床の制御．第3回日本

受精着床学会． 8月．旭川．

3)楠原浩二： （•`・ポ...ウム） U .;;'7 -") Unexplained infertility 

ー診断へのアプローチ．第30回日本不妊学会総会． 11

月．東京．

4)安l.［l 允： （特別講演）．卵巣腫瘍と妊学能：第 30回

[,)木不妊学会総会． 11月．東京．

5)楠原浩二，屠合和徳，磯西成治，松本和紀，川勝雅秀，

安江育代，篠塚正一，蜂屋祥ー：不妊例の着床期子宮内

膜estrogen,progesterone receptorの検討ー特に内

膜形態，卵巣性ステロイドホルモンとの関連より．第

38回[:1本産科婦人科学会総会． 3月．東京．

2. 産科関係

l)高山疫浪似今井 博，大場昭夫，平形菩美，大石基

夫，小室順義，田中忠夫，関根達征，伊藤治英，蜂屋祥

・：胎盤絨t幹動脈の構築特性に関する研究．第 37回
H本産科婦人科学会総会． 4月．福岡．

2)恩田威ー，道肱敏弘，福島和夫：コルチゾールと新生

児の糖代謝．第 37回日本産科婦人科学会総会． 4月．福

岡．

3)北川道弘，渡辺直生，天野信人，遠武孝育，山下恵・一：

妊娠糖尿病における膵外分泌能と膵血流董．第37回日

本産科婦人科学会総会． 4月．福岡．

4)渡辺直生，北川道弘，天野信人，遠武孝育，山下恵一：

IUGR RATにおける子宮血流量．第37回日本産科婦

人科学会総会． 4月．福岡．

5) i青水良叫落合和彦：妊娠による子宮平滑筋収縮タ

ンパクの推移．第37回日本産科婦人科学会総会． 4月．

福岡．

6)今井 博，倉島富代，渡辺 博，大石基夫，小室順義，

関根達征，伊藤治英，蜂屋祥・・：妊娠中毒症胎盤絨毛幹

動脈の構築特性に関する組織化学的研究．第 38回[1本

産科姉人科学会総会， 3月，東京，

7)木村従ら小林軍光，安田 允，寺島芳輝，蜂屋祥•:

や水中 CA125,CA19-9の物理化学的性状およひ組織

局在に関する甚礎的研究と臨床的検討．第 38回H本産

科婦人科学会総会， 3月，東京．

3. 婦人科腫瘍関係

1. 子宮癌関係

1 J佐々木寛，洋野再保，坪井透，光永忍， 1・・fH正祐，
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岩田正晴蜂屋祥ー：ヒト子宮腺癌の放射線低抗性因

子と回復増殖能との関係について．第37回日本産科婦

人科学会総会． 4月．福岡．

2. 卵巣癌関係

l)中林豊安田 允，藤谷繁雄，山本研吾，高橋幸男，

森本 紀，寺島芳輝，蜂屋祥ー：卵巣癌化学療法の甚礎

的検討．第37回日本産科婿人科学会総会． 4月．福岡．

2)中田裕信，山下恵ー：卵巣胎児性癌に対する実験化

学療法．第37回日本産科婦人科学会総会． 4月．福岡．

3)砥西成治，落合和徳，平問義昭，安田 允．寺島芳輝，

蜂屋祥-:ヌードマウス継代移植系を用いた卵巣腫瘍

ホルモン療法の甚礎的検討．第37回日本産科婦人科学

会総会． 4月．福岡．

4)木村英三，村江正始，中林豊，楠原浩二，安田 允，

寺島芳輝，蜂屋祥ー：婦人科悪性腫瘍における CA125

の臨床的ならびに基礎的検討ーCA19-9との比較を含

めて一．第37回日本産科婦人科学会総会． 4月．福岡．

5)村江正始，横山敬，光永忍，大高東皓： CA125な

らぴにCA19-9の免疫組織学的検索一卵巣腫瘍および

妊娠関連組織を中心に一．第38回日本産科婦人科学会

総会． 3月．東京．

3. 絨毛性疾患関係

l)佐藤寛，薬師寺喜八郎，伊藤敬子，渡辺博，倉島

富代，小室順義，関根達征，伊藤治英，蜂屋祥ー，田中

貢：妊娠性絨t癌における宿主側の免疫応答に関する
免疫組織化学的研究．第37回日本産科婦人科学会総

会． 4月．福岡．

2)伊藤敬子，佐藤 寛，小室順義，関根逹征，伊藤治英，

蜂屋祥—-·,大野典也：ヒト絨毛癌の画像診断法確立に

おける monoclonal抗体への応用．第38回日本産科婦

人科学会総会． 3月．東京．

IV.著書

l)安田 尤：卵巣．穿刺吸引細胞診断アトラスの項分

担執筆．卵巣編．文光堂． 242-2570985) 

2)安田 允：卵巣悪性腫瘍の細胞診の項分担執筆．臨

床検査Mook.金原出版． 21:289-306 (1985) 

泌尿器科学

教授：町田豊平 尿路腫瘍学・泌尿器核医学

助教授：増田富士男 腎腫瘍・腎保存

助教授：大石幸彦 泌尿器核医学・尿路腫瘍

講師：上田正山 泌尿器核医学

講師：小野寺昭一 尿路性器感染症

講師：小寺重行 男性不妊

講師：赤阪雄一郎 睾丸腫瘍

講師：田代和也 尿路上皮腫瘍・内視鏡手術

講師：吉田正林 前立腺腫瘍

研究概要

I. 尿路，男性性器腫瘍に関する研究

1. 腫瘍マーカーの検索

睾丸胚細胞腫瘍の腫瘍マーカーとして，すでに

AFP, HCGなどが利用されているが，その特異性を

高めるため細胞融合法によるモノクローン抗体の検

索を行っている．この研究過程でこれまでに報告の

ない HCG産生性睾丸絨毛上皮癌細胞株の cellline 

を樹立させたが， この細胞の細胞膜を免疫原にして

抗絨毛上皮癌細胞膜モノクローナル抗体を作成し

た．この単クローン抗体を利用し，睾丸腫瘍の早期

診断および免疫治療に応用すべく研究中である．

前立腺癌の腫瘍マーカーである PAP (prostatic 

acid phosphatase), PA (prostate specific antigen), 

y-Sm (y-Seminoprotein)について臨床検討を行っ

た。すなわち PAの前立腺癌の診断に対する信頼性

を検討する目的で PAP,PA, y-Sm陰性の前立腺

癌， PAP,PA, y-Sm陽性の前立腺肥大症の追跡を

行った。

尿路悪性腫瘍の腫瘍マーカーとして PSTIの有効

性の検討を始めた。

2. 腎腫瘍

腎腫瘍の基礎的研究としてヌードマウス可移植ヒ

卜腎細胞癌による腎細胞癌の抗癌剤感受テストを継

続して行った。とくに抗癌剤の検討では，多剤併用

療法，ベンズアルデヒド，放射線の併用効果につい

て報告した。また，温熱療法の腎細胞癌に対する効

果ならびに新しい加温装置の開発を行っている。

臨床的研究については， 20年以上にわたり蓄積し

た腎細胞癌症例の治療成績を左右する因子の検討を

行い，手術術式の検討， さらにリンパ節郭清，腎動

脈塞栓術，化学療法の臨床成績について報告した。

3. 膀脆腫瘍，前立腺癌

膀眺腫瘍に対する臨床的研究として，表在性膀眺
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癌で問題となっている局所再発の予防法としての従 し報告を行った。

来の放射線療法の照射法の副作用防止をめざして半 淋菌性尿道炎に関する研究は疫学的，基礎的研究

骨盤照射法について報告した。 を継続中である。一方，非淋菌性尿道炎に関する検

潜伏性前立腺癌に関しては病理学教室と協同で病 討では，最近の傾向として淋菌性尿道炎がより増加

理解剖症例の前立腺組織の連続切片観察による潜伏 している。この病原体としてはクラミジアが注目さ

癌の発生率を検索した。この結果， 50歳以降に達す れている。このため，教室ではクラミジアの検出法

ると潜伏癌の発生率は高くなることが判明した。ま として，モノクローナル抗体による蛍光抗体法を利

た，前立腺癌ぱ従来，後葉に好発するといわれたが 用した MicroTrak法と EIA法の応用による

潜伏癌で（まいずれの部位からも発生することがわ Chlamidiazymeの2法により検討を行い，報告し

かった。 た。

4．睾丸腫瘍 抗生剤の生体内効果に関する研究は，アミノ配糖

教室で確立した AFP産生睾丸腫瘍株(JTG_1)を 体系抗生剤と補体，あるいはマクロファージとの協

中心に，腫瘍存在部位の発見方法，いわゆる Radioー カ的殺菌作用について検討が行われた。セフェム剤

immunodetectionについての基礎実験を行ってい と同じように，アミノ配糖体剤においても各茜種，あ

る。また， AFP産生腫瘍に対する放射線治療の効果 るいは薬剤によって，生体における非特異的感染防

について基礎的研究を行った。 御因子との協力作用の程度が異なる成績が得られ，

臨床的には従来の化学療法に抵抗性の腫瘍に対し 感染防御能の低下したCompromisedHostにおけ

てVP16を中心とした新しい投与レジメンの検討を る抗生剤の投与方法について研究が行われた。

行っている。 術後感染予防投与に関する研究では，術後の抗生

剤の薬剤投与の実体を明らかにし，予防対策の指針

II. 腎の機能形態に関する研究 を作ることを目的に，「術後抗生剤不使用例」を臨床

腎の代謝の研究では，ラットをもちいた実験で腎 的に検討した。新抗菌剤として HAPA -B, Azth-

の糖新生は，諸種のカテコールアミンの影響をうけ reonam, BAY -0987, Imipenem/Cilastacin, Cef・

ており，とくにかreceptorを刺戟するノルアドレ menoximeの基礎的臨床的治験を行った。

ナリンにより著しく増加し， a遮断剤で抑制される

ことを明らかにした。さらに，近位尿細管を単離し V. 核医学に関する研究

てa-adrenergicreceptorの近位尿細管内局在を検 NMR（核磁気共鳴）の泌尿器科領域への応用を放

討し，曲部における存在を証明した。 医研の協力のもとに研究している。 NMRは腎腫瘍

性病変や骨盤内病変においては必ずしも X線CT

III. 男子不妊症に関する研究 を凌ぐものではないが，矢状断面の描出，血流に関

男子不奸における造精機能障害の原因を解明する する情報， Tc値の計測など，画像とともに機能を得

ために，実験的停留睾丸を作成し，その組織学的研 られる画像診断法である。現在，マイコン処理する

究を行った。本年は実験的睾丸障害に対しテストス ことで，画像情報のデジタル化の検討を行っている。

テロンやその他ビタミン剤，循環改善剤の投与効果 腎イメージングについてはSingle photonemis-

を検討した。また，可塑剤による造精障害について sion CT ••mTc-DMSA を利用し使用し， 3 次元イ

は，障害の回復について組織学的研究を行ってきた メージより腎容量，腎摂取率，分腎機能についての

が， これを総括して報告した。 検討を行っている。

臨床例については精管再吻合手術について， スプ

リントとしてナイロン糸を利用した方法で良好な結 VI. 内視鏡に関する研究

果を得たことを報告した。 現在尿路結石の摘出法は経皮的腎尿管結石摘出術

(PNL)が主流になりつつある。しかし，この手術法

IV. 尿路感染症に関する研究 は経皮的に腎悲を作成し砺性あるいは軟性の腎孟尿

薬剤耐性菌に関する研究では，緑膿菌，セラチア 管鏡をもちいて結石の摘出を行う方法であるため，

を対象としてプラスミッドを介する耐性機構の解明 なんらかの機器で結石を破砕しなければならない。

を行ってきた。本年度は，このプラスミッドの伝逹 この結石破砕に重要な機器としては超音波砕石器

性のものからさらに従来あまり検討されることのな (USL)，電気水圧破砕器 CEHL)などがあるが， と

かった非伝逹性のプラスミッドにまでひろげて検討 くに重要な USLの強力なものの開発を行ってい
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る。木手技は比較的に安全とされるが， さらに副作

用の減少をめざした技術開発を行っている。また，下

部尿管結石に対しては尿管鏡による非観血的な結石

摘出を積極的に行い技術開発を行っている。

研究業績

I. 原著論文

1. 尿路腫瘍に関する研究

l)増lmt;l：男．大西哲郎．仲田浄治郎．鈴木正泰．森 義
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0985) 
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典男．町田豊平：腎細胞癌の放射線治療効果．日本泌尿

器科学会雑誌． 76:1154-1160 (1985) 

3)大西哲郎．増田富士男．仲田浄治郎．鈴木正泰，飯塚
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消．泌尿器科紀要． 31: 595-600 (1985) 
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1131-1135 (1985) 
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131-134 (1985) 

7)田代和也．町田豊平．大石幸彦．和田鉄郎．吉越富久

夫．山口 裕，古里征国，藍沢茂雄．石川英世：膀脱癌

剖検 70例からみた転移の検討．臨床泌尿器科． 39:
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栗原邦弘：進行性陰茎癌切除後の再建における大腿筋

膜張筋皮弁の応用．臨床泌尿器科． 39:1013-1016 

(1985) 
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豊平．松本 出，徳田忠昭．藍沢茂雄：腎細胞癌に対す

る術前腎動脈塞栓術の評価．癌と臨床． 31:289-292 

(1985) 

11)増田富士男．吉田正林．近藤直弥，高橋知宏，近藤

泉．古田 希：腎細胞癌にみられる発熱．癌と臨床．31:

1293-1296 (1985) 
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人．飯塚典男．町田豊平： UFTおよび FT投与による

腎細胞癌患者の血中および組織内 5FU濃度の検討．癌

と化学療法． 12:320-324 (1985) 
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人，飯塚典男．町1f1豊平：腎細胞癌に対する UFT療
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T., Kondou, I. and Furuta, N.: The Value of embol-
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2. 画像診断に関する研究
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夫，松本徹，飯沼武，舘野之男：ガドリニウム
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2)鳥居伸一郎，池平博夫，福田信男，舘野之男，遠藤真
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l)鈴木博雄：臨床分離 Serratiamarcescensの伝達性

プラスミドおよび非伝達性プラスミドの検出と耐性伝

達に関する研究．日本泌尿器科学会雑誌． 76:1807-

1814 (1985) 

2)岡崎武二郎：淋疾に対するコプザイムの臨床応用．

臨床と微生物． 12:191-195 (1985) 

3)岡崎武二郎：男子淋菌性尿道炎に対する Cef-

menoximeの臨床効果と細菌学的検討． Chemother-

apy. 33: 45-52 0985) 

4)清田 浩．小野寺昭一，岸本幸一，鈴木博雄，後藤博

ー，町田豊平，斎藤賢一，上田正山：複雑性尿路感染症

に対する Aztreonamの臨床的検討． Prog.in Med. 5 : 

2051-2056 (1985) 

5)町田豊平，小野寺昭一：尿路不定愁訴．内科． 56:

845-84 7 (1985) 

4. 腎の機能形態に関する研究

1) Ohara, T., Yamada, H., Nakata, T. and Endou, 
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H.: Atrial natriuretic peptides stimulate renal 東京．

gluconeogenesis. Biochem. Biophy. Res. Commun. 5)小寺重行： （シンポジウム）造精障害の病態と治療

129: 833-839 (1985) 一停留精果．第20回日木不妊学会総会． 11月．東京．

5. 手術手技に関する研究 6)仲田浄治郎．増田富士男，大石幸彦，上田正山，田代

l)増田富士男，吉田止林．近藤直弥，高橋知宏，近藤 和也，大西哲郎，森義人，鈴木正泰，飯塚典男．町田

泉、古田 希： Ultrasonicsurgical aspirator in rena] 豊平，古里征国，藍沢茂雄：上部尿路上皮腫瘍と膀眺腫

surgery. Jikeikai Med. Journal. 32: 445-452 瘍の続発例の臨床的検討．第73回日本泌尿器科学会総

(1985) 会． 4月．東京．

2) Ill口安夫．荒井由和．中内憲二，太田一朝，田中未知， 7)和田鉄郎，大石幸彦，田代和也，吉越富久夫，町田豊

林田道子： TUR-Btにおける閉鎖神経プロックにつ 平，古里征国．藍沢茂雄：日本人剖検前立腺の形態計

いて．佼成病院医学雑誌． 10:6-11 (1985) 測．第73回日本泌尿器科学会総会． 4月．東京．

3)増田富士男，高橋知宏，鈴木正泰，森 義人．飯塚典 8)大西哲郎，増田富士男，仲田浄治郎．鈴木正泰，町田

男，町田豊平，菱沼秀雄： UltrasonicSurgical Aspir- 隈平，望月幸夫，山下 孝：ヌードマウス可移植性腎細

atorを用いた腎切開術． 日本泌尿器科学会雑誌． 76: 胞癌における放射線治療実験．第73回日本泌尿器科学

889-894 (1985) 会総会． 4月．東京．

6. 男子不妊に関する研究 9)鳥居仲一郎，町田豊平，三木 誠，増田富士男大石

l)池本 庸：フタール酸エステルによる精巣障害に関 幸彦： NMR-CTの泌尿器科への応用一腎腫瘍におけ

する研究．慈恵医大誌． 100: lll5-1127 0985) るX線CTとの比較検討．第73回日本泌尿器科学会

7．腫瘍マーカーに関する研究 総会． 4月．東京．

1)吉田正林，町田豊平，三木 誠，柳沢宗利，山崎春城， 10) Onodera, S., Machida, T. and Okazaki. T.: 

高橋知宏：前立腺性酸性フォスファターゼ (PAP)お Epydemiological and Bacteriological studies of 

よび前立腺特異抗原 (PA)に関する免疫組織化学的検 gonococcal urethritis in Japan. International Con-

討．最新医学． 40:1073-1074 (1985) gress for Infectious Disease. April. Cairo. 

11) Ikemoto, I., Kotera, S. and Machida, T.: Tes-

II. 総説 ticular Damage induced by Dibutyl Phthalate and 

1)小野寺昭ー：性行為感染症 (STD)の診断と治療 Monobutyl Phthalate. 3rd International Congress 

ーペニシリン耐性淋菌．臨床泌尿器科． 39: 113-119 of Andrology. May. Boston. 

0985) 12) Kiyota, H., Machida, T., Onodera, S., Kishimoto, 

2)町田豊乎，山崎春城：腫瘍マーカーの分類と臨床応 K., Suzuki, H., Goto, H. and Yokota, K.: Synergy 

用．臨床泌尿器科． 39:359-363 0985) of bactericidal effect of the complement and macro-

3)町田豊平：酸性フォスファターゼ．綜合臨床． 34（増 phages with subinhibitiory concentrations of 

刊） ：1834-1837 0985) aminoglycosides. 14th Int. Congress of Chemother-

4)小野寺昭一：尿道炎．治療． 67:519-520 (1985) apy. June. Kyoto. 

5)鳥居伸一郎，福田信男，西沢順子：撮像と読影上の注 13)後藤博一，小野寺昭一，清田 浩，町田豊平：複雑性

意点 (NMR特集）．臨床画像． 1:14-20 0985) 尿路感染症の臨床的統計ーとくに宿主側要因からみた

6)大西哲郎：腎腫瘍の予後．医薬の門． 25:125-128 化学療法剤の効果について一．第 33回日本化学療法学

(1985) 会総会． 6月．東京．

14)大石幸彦，町田豊平，木戸 晃，烏居伸一郎，田代和

III. 学会発表 也，和田鉄郎，吉越富久夫，山田英夫，千葉一夫，外山

l)増田富士男： （宿題報告）腎腫瘍の治療をめぐる諸問 比南子，村田 啓： SPECT腎イメーシよりみた各種

題．第73回日本泌尿器科学会総会． 4月．東京． 腎疾患の腎機能．第25回日本核医学学会総会． 10月．

2)柳沢宗利，山崎春城： （シンボ、ンウム）睾丸腫瘍．腫 徳島．

瘍マーカーの有用性と限界，各臓器悪性腫瘍マーカー 15)吉越富久夫，町田豊平，大石幸彦，上EB正山，木戸

の応用．第73回日本泌尿器科学会総会． 4月．東京． 晃，柳沢宗利，三木 誠：いわゆる Superbone image 

3)小野寺昭一： （シンボジウム）最近の感染症をめぐっ を呈した前立腺癌症例の検討．第 25回日本核医学学会

てークラミジア感染症．第 102回成医会総会． 10月．東 総会． 10月．徳島．

京． 16)山崎春城，小寺重行，石川 博，町田豊平： HCG産

4)町田豊平： （シンボ、ンウム）近代泌尿器科学のあゆみ 生性ヒト睾丸絨毛上皮癌細胞株JHTK-1の樹立とそ

ー内視鏡．第50回日本泌尿器科学会東部総会． 11月． の性状．第44回日本癌学会総会． 10月．東京．
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17)望月 篤，人:{;幸彦，小野、『昭・．和191 鉄郎，鈴木[1•9·

泰清田 浩，後藤博一，町11]！侶Ii．・．扁-F・上皮癌を（半っ

たGiantcondylomaの1f'iIJ.第4:l5回ti本泌尿器科学

会東京地）j会． 7月．東京．

18)赤阪雄一郎，人―h幸彦．上11hl.I!1，岸本幸一、倉内袢

文，清田 沿：経胸式副腎摘出術．第50回日本泌尿器

科学会東部総会． 10月．東京．

19) 高坂哲，仲 lll浄治郎．赤阪雄•郎，森義人，上Ill

止山．大石釣彦，町田豊平： ／辰膜管腫瘍の 4例．第50

回日本泌尿器科学会東部総会． 10月．東京．

2(）)田代和也，和191鉄郎．吉越富久K 大石幸彦町田股
‘ヤ．山口 裕．，＼里征国．藍沢茂雄，石川英世：膀脱癌

剖検 70例から及た病変の拡がりについてーとくに治

療との関係について．第 50Inl11本泌尿器科学会東部総

会． 10月．東東．

IV.著書

l)町田豊平．小）1|秋三．横川il：之編：泌尿器科疾患の

ケーススクテ.1. 医学書院．（1985)

2)町田盟平，山崎春城：前立腺癌のモノクローナル抗

体とがんの項分担執筆．谷l)..J 昭．高橋利忠編： 基礎

と臨床ー．癌関連抗原に対するモノクローナル抗体．サ

イエンスフォーラム． 271-279(1985) 

3)増田富 1：男：無症候血尿および腹部腫瘤の項分担執

筆．町田豊平．小川秋竺，横川正之編：泌尿器科疾患の

ケーススタディ．医学：書院． 99-103, 207-211 (1985) 

4) 小野寺昭—→ ：淋疾の項分担執筆． II野原重明．阿部正

和編：今IIの治療指針 27版．医学占院． 429(1985) 

5)小寺重行：停留精巣の項分担執筆．町田豊平編：造

精障害の病態と沿僚．医学教育出版社． 73-88(1985) 

V. その他

l)望月 篤，大石店彦，荒井由和，大西哲郎，後藤博—,

町田豊平：外傷を契機に発見された先天性水腎症の 2

例．泌尿器科紀要． 31:135-140 (1985) 

2) 吉越富久火，大石平彦，赤阪雄→郎，東陽一郎， ,¥':j橋

知宏： ｛卒留睾丸になられた副睾丸帷捻転の 1例．臨休

泌尿器科． 39:348-349 (1985) 

3)和田鉄郎，っ．木誠，谷野誠，柳沢宗利，近藤直弥：

女性尿道炎に発生した悪性黒色腫の 11'il．臨床泌尿器

和f.39: 523-526 C 1985) 

4)近藤直弥， ：：木 誠，赤阪雄一郎，高橋知宏，町田豊

平：膀眺腔腸棲1こ合併した腔結石の 1例．臨床泌尿器

和f.39: 957-959 C 1985) 

5) 今中啓— 4郎，町田既平，増田富士男，小寺重行，山崎

春城，鈴木博雄：クローン病に合併した膀脆腸艇の 1

例．臨床泌尿器科． 39:1033-1035 (1985) 

眼科学

教授：松崎 浩

助教授：北原健二

助教授：堀内 二彦

講師：水野有武

講師：國田正矩

講師：谷内 修

講師：河合一重

講師：環龍太郎

研究概要

I. 視神経部門

神経眼科・外傷・斜視

眼機能・色覚

眼循環

眼生化学

電気生理・糖尿病

網膜剣離・眼病理

神経眼科・眼球運動

緑内障・眼機能

視神経障害の原因 1•ま炎症，脱髄，変性，血管病変，

外傷が主なものである。現在まで外傷性視神経損傷

の実験モデルとして，衝撃による浮腫が起こること

が明らかにされ，臨床的にも外傷性視神経損傷後に

できるだけ早期にステロイド剤と高浸透圧剤を使用

することで良好な成績が得られている。

また，血管病変による視神経障害の動物実験モデ

ルの作成の研究を行い，虚血性視神経症の予防およ

び治療に役立っている。炎症性の視神経障害の中で，

特発性両眼再発性の症例では，その発生原因に免疫

が関与していると推定され， ステロイド剤と免疫抑

制剤の投与により機能回復を計っている。

II. 眼運動系部門

眼球運動は随意性に再固視を行う衝動性眼球運動

と動く対象を捕える追従性眼球運動が存在する。反

射性にぱ視運動性眼球運動 (OKN)と前庭性眼球運

動 (VOR)が存在し， よせ運動（輻談・開散）もこ

れに含まれる。先天眼振における固視と OKN背景

との相互作用を分析し，視覚入力による自己の空間

に対する運動感および位置感の検索を行った結果．

先天眼振の緩徐相は常に錯倒に作動したが，その反

応1まある時定数をもって緩徐に変化し．その時定数

は正常人が VORを打ち消すための視運動性剌激で

の速度蓄積機構が減衰する時定数に近似していた。

先天眼振の患者は固視の不安定性が存在するにもか

かわらず自己の位置感は背景剌激よりかなり正当に

得られている。さらに．視力が良好な先天眼振には

明らかに遺伝煩向を示す家系が多く存在し，伴性劣

性遺伝傾向がみられた。そのような先天眼振の眼球

運動障害を定量的に分析したことで．眼振を制限す

る手術療法に加え，プリズム眼鏡が有用な治療法で

ある。また．眼球運動を正確に分析することで．軽
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度の小脳病変やArnoldChiari奇形などにおける異

常眼球運動を正確に把握し得た。

III. 電気生理部門

視覚誘発脳波 (VEP)は視覚刺激を空間的に定量

できる方法で行うと，網膜の空間的分解能の他覚的

判定が行えることより，視力の予測法として応用可

能であった。VEPは個人差があるが刺激周波数に一

致した周波数ピークを最大ェントロピー法で容易に

検出できた。さらに，検出方法と分析方法を改良す

ることで，視力の他覚的推定方法になるのみならず，

皮質性視覚障害への臨床応用も可能である。また．視

神経障害の多数の症例において VEPを測定し，

各々の視神経伝逹障害の伝達特性を検出し，治療方

法の良否と経過の判定に応用している。

IV. 視覚生理部門

正常者における杵体の視覚特性について検索し，

閾値強度曲線から杵体系の反応に2つのメカニズム

が存在する可能性を述べ，その特性について検索中

である。

後天性色覚異常の色相識別能検査器である 100

hue testのパターンから色相混同軸と極性の度合い

を数量的に判定する方法を考案し，混同軸の有無判

定，赤緑異常および青黄異常の判定基準を設定した。

これらの判定基準にしたがい，視神経疾患の色相識

別能の特性について検索し，多くは暗所視型を呈す

ることを示した。また，視神経疾患における赤と緑

の色対立l青報処理の障害特性をhuecancellation法
により検索し， cancellationの範囲の拡大と RIG比

の上昇を確認した。

パーソナルコンピュータを使用した視機能検脊器

を開発し，視力と輝度との関係について検索し，杵

体系と錐体系の視力の測定を可能とした。

V. 生化学部門

糖尿病性白内障に対するアルドース還元酵素阻害

剤(ARI)の予防効果をレーザーラマン分光法を用い

て検索した。ストレプトゾトシソで発症させた糖尿

病ラットに 6カ月にわたり白内障発症を抑えた。こ

のとき水晶体は発育してゆくにもかかわらず．眼球

自体が発育不良となるために，水晶体ぱ透明を保っ

たまま眼球破裂を伴った。しかし ARIは完全には糖

尿病性白内障の発症を予防できないことを示した。

レーザーラマン分光法で水晶体中のタンパク質

S-H基を測定し，水晶体で部位別にS-H甚の相対

含量が変化しており，水晶体線維の成長と老化に関

係があることを示した。さらに， S-H基の減少が白

内障発症の成因としての可能性を示唆する結果を得

てし、る。

組織中の尿酸とアスコルビン酸が高感度で測定で

きるようになり，網膜組織を中心動脈を結紫するこ

とにより虚血を起こすと尿酸は 10倍近く増加し，逆

にアスコルビン酸は急速に減少した。また， ヒト白

内障水晶体を皮質と水晶体核など 4分割して尿酸を

測定すると， どの部位でも測定され，水晶体核でも

代謝の活発な上皮を含む前皮質と同じようなレベル

の尿酸値を示した。

その他，細胞中での Aminobutylaldehyde

(ABAC)から GABA産生が起こることを証明し

た。

VI. 病理・形態部門

昨年度に引き続き，サル視神経管内視神経に形態

学的検討を加えた。

さらに，薬物 (Lysophosphatidylcholine)注入に

よる視神経脱髄病巣，介達性外力による外傷性視神

経損傷，ならびに視神経栄養血管を含む視神経鞘を

除去することによる虚血性視神経症など，種々の視

神経障害モデルをサルを用いて作成し，その病理所

見を観察した。

また，サル，家兎に眼内レンズを挿入し，毛様体，

Zinn帯，水晶体後淡に対する眼内レンズの影響を光

顕走査電顕にて観察しているが，今後， ヒト摘出

眼内レンズ挿入眼についても検討を加える。

VII. 緑内障部門

緑内障の視野変化の進行パターンを究明して，そ

のコソピュータ化によって診断，予後に利用できる

ように検討した。また，自動視野計を用いて中心30

度の色視野による計測を行って初期緑内障の変化を

把握した。視神経乳頭陥凹を視感度の面より緑内障

と虚血性視神経症の鑑別ができるように研究してい

る。

続発緑内障としては難治の血管新生緑内障につい

て，その予防，治療，特に手術療法について症例を

集めて検討中である。

VIII. 糖尿病部門

CREAD-2000による糖尿病性白内障の検索

アルゴンレーザー光を水晶体に照射し，その散乱

光から水晶体蛋白粒子の大きさの変化をみることに

より，正常人の加齢による水晶体蛋白粒子の変化が，

糖尿病では早められる可能性が検討された。
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網膜症の管理表を作成し， きめ細かい管理が網膜

症進行の抑制にどれほど寄与するのかを検討し，そ

の年齢層の網膜症の経過の比較を行った。

網膜症治療としての硝子体手術に対する効果の観

察をつづけている。

IX. 網膜循環部門

レーザー・ドップラー血流計，電解式水素血流計，

熱勾配式血流測定装置，眼脳循環測定装置COCVM),

DSA検査法などを利用して眼循環の臨床的研究な

らびに実験的研究を行った。

X. 網膜硝子体部門

網膜剣離，糖尿病性網膜症，網膜静脈血栓症など

による増殖性硝子体網膜症に対する手術療法は硝子

体手術の導入により，従来困難とされていた難治性

疾患においても解剖学的，生理的復位を得られるよ

うになってきている。

これらの疾患に対して自覚的，他覚的検査の長期

的観察に積極的な取り組みがなされている。また，硝

子体手術の応用についても検討を行っている。

XI. その他

教授松崎 浩は第41回日本弱視斜視学会総会を

総会長として昭和60年 6月21日～23日，簡易保険

郵便年金会館において主催した。

研究業績

I. 原著論文

1. 視神経部門

1) Shikishima, K., Mizuno, A., Kawai, K. and Mats-

uzaki, H.: Focal experimental demyelination in 

monkey optic nerve by lysophosphatidylcholine. 

Jpn. J. Ophthal. 29 : 429-433 0985) 
2)神立敦野地潤北原健二，松崎浩：視神経疾

患と網膜疾患における赤と緑の huecancellation. 神

経眼科． 3:71-75 (1986) 

3) Nishimuta, M. and Kitahara, K.: Color discrimi-

nation in optic nerve diseases. Neuro-ophthalmol-

ogy. 5(4) : 253-258 (1985) 

4)松崎 浩：外傷性視神経損傷とその治療．日本医事

音斤草艮． 3213: 17-20 (1985) 

5)西牟田真理，國田正矩，河合一重，松崎 浩： NMR_ 

CTにより診断できた蝶形骨洞腫瘍の 1例．神経眼科．

2(4): 417-420 (1985) 

6) Matsuzaki, H.: An experimental study on in-

direct injuries of the intracanalicular portion of the 

optic nerve. Neuro-Ophthalmology. 6(1) : 23-28 

(1986) 

2. 眼運動系部門

l)河合一重：運動欠陥性眼振：神経積分器における固

視と OKN背景剌激との相互作用．眼臨． 79(11): 

2036-2039 (1985) 

2)旗山竜，野口順治，河合一重，松崎浩： Arnold-

Chiari MalformationのMRI像（磁気共鳴画像，

NMR)と異常眼球運動所見について．眼紀． 36(8): 

1432-1438 0985) 

3)高橋裕昭，笹野泰史，河合一重，松崎 浩：追従性眼

球運動負荷による先天性眼振の緩徐相の速度特性．神

経眼科． 2(4):379-383 (1986) 

4)旗山竜，河合一重，松崎浩： Astudy of pris-

matic treatment of congenital nystagmus, fixation, 

pursuit eye movement and optokinetic nystagmus. 

日眼会誌． 90(2):263-271 (1986) 

5)敷島敬悟，河合一重，松崎 浩：頭部外傷後に生じた

痙性上方眼球偏位の一例．神経眼科． 3(1): 76-82 

(1986) 

6)河合一重：眼運動系とスポーツ． Jpn.J. of Sports 

Sciences. 4(6) : 416-423 (1985) 

3・ 視覚生理部門

1)北原健二： Famsworth-Munsell100-Hue testの解

析一色相混同の軸と極性の度合いー．日眼． 89(4): 

544-547 (1985) 

2)神立敦，北原博．北原健二：特異な色覚異常を呈

した兄妹．臨眼． 39(5):585-588 (1985) 

3)北原健二，神立敦： Farnsworth-Munsell 100-

Hue testの解析一極性の有無判定ー． 日眼． 89(10):

1089-1093 (1985) 

4)北原健二，神立 敦，環龍太郎，深見嘉一郎： Fam-

sworth-Munsell 100-Hue testの解析ー赤緑異常の判

定基準ー．日眼． 89Cll): 1151-1155 0985) 

5)北原健二，神立敦，野地潤，北原博： Fam・ 

sworth-Munsell 100-Hue testの解析一青黄異常の判

定基準ー． 日眼． 90(2):229-232 (1986) 

6) Kitahara, K., Tamaki, R., Kitahara, H., Noji, J. 

and Kandatsu, A. : Extrafoveal relative red-green 

sensitivity. Doc. Ophthalmol. Proc. Series. 42: 

255-258 (1985) 

7) Kitahara, K., Tamaki, R., N oji, ]., Kandatsu, A. 

and Matsuzaki, H. : Increment threshold versus 

intensity curves for rods. Doc. Ophthalmol. Proc. 

Series. 42: 259-262 (1985) 

8)北原健二，環龍太郎，野地 潤：青色光により色覚障

害を生じた 1例．臨眼． 39(7):908-909 (1985) 

9)松崎浩．神立敦，環龍太郎．北原健二，和気典二：

パーソナルコンピュータを用いた視機能測定の試み．
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航空機乗員の医学適性研究報；片M. 129-136 (1986) 

4. 生化学部門

1) Mizuno, A., Yaginuma. T.. Machi. N.. Matsu-

shima. S. and Nozawa. H.: CNPase activity in 

diabetic rat visual pathway. Jikeikai Medical 

Journal. 32(3): 473-477 (1985) 

2) Kamada, Y., Shichi, H. and Das, N.D.: Localiza-

tion and properties of an immunoreactive protein in 

bovine ciliary body similar to retinal S antigen. 

Current Eye Research. 4(3) : 207-214 (1985) 

3) Matsushima, S.. Machi. N.. Marumo, M. and 

Mizuno. A. : 2', 3'-cyclic nucleotide 3'-phosphohy-

drolase activity in rat visual pathways with experi-

mental allergic encephalomyelitis. Jpn. J. Ophthal. 
30: 74-81 (1986) 

5. 病理・形態学部門

1) Shikishima, K., Mizuno, A., Kawai, K. and Mats-

uzaki, H. : Focal experimental demyelination in 

monkey optic nerve by lysophosphatidylcholine. 

Jpn. J. Ophthal. 29(4): 429-433 0985) 

6. 網膜循環部門

1)柳沼時影．堀内ご彦：光凝固の合併症．いわゆるマイ

ナー・トラフルについて．眼臨． 79:200-207 (1985) 

2)双津正博，中村紀夫，堀内二彦．松崎 浩： Opto-

ciliary veins. 神経内科． 22:288-289 0985) 

3)椎名一雄，堀内二彦，佐野雄太：眼循環の研究．レー

ザー・トップラー血流計の利用（第 2報）． Therapeutic

Research. 3: 573-577 0985) 

4)堀内二彦椎名・一雄，鈴木 仁：眼循環の研究（第 1

報）． 日眼会誌． 89(12): 1372-1378 0985) 

II. 総説

学会． 5月．京都．

2) Kitahara, K., Tamaki, R., Hibino, H. and Oyama, 

T.: A case of blue-yellow defects induced by 

intense blue light. 8th International Research 

Group on Color Vision Deficiency Symposium. 6 

月．フランス．

3)環龍太郎，神立敦，北原 博，北原健二：定型杵体

一色型色覚の心理物理学的特性．第 39回日本臨床眼科

学会． 9月．新潟．

4)神立敦，北原健二，松崎浩： Rayleigh均等より

みた中心性脈絡網膜症における赤および緑錐体の障害

程度の比較．第 39回日本眼科学会． 9月．新為．

5)西牟nl真理，北原健二，松崎 浩：視交叉部疾患の視

野変状と色相識別能について．第 23回日本神経眼科学

会． 10月．佐賀．

6)北原 博，神立敦，環龍太郎，北原健二：中心外部

位の Slites冗 mechanismに関する研究一bluecone 

mechanismについて一．第 5回国際眼研究会議日本

部会． 11月．仙台．

7)河合ー重：運動欠陥性眼振，神経積分器における固

視と OKN背景との相互作用．第 41回日本弱視斜視学

会． 6月．東京．

8)椎名戌但河合一重，水野有武，松崎 浩：重心計を

用いたケプストラム法による周波数分析，視覚入力の

役割について．第23回日本神経眼科学会． 10月．佐賀．

9)高橋裕昭，笹野泰史，河合一霞，松崎 浩：追従性眼

球運動負荷による先天性眼振の緩徐相の速度特性（続

報），親—f4 家系について．第 23 回日本神経眼科学会．

10月．佐賀．

10)松島新吾，水野有武，堀誠治，松田 誠：中枢神経

系（網膜，線条体）における 4ーアミノプチルアルデヒ

ドからの GABA産生．第 5回国際眼研究会議．日本部

1)松崎 浩：いろいろな領域のめまい一眼科領域一． 会． 11月．仙台．

Clinical Neuroscience. 3(4 J : 420-425 (1985) 11)水野打武，尾崎幸洋，入山哲治，伊藤紘ー：ラマン分

2)松崎 浩：眼振の診断と治療． 11本の眼科． 57(1)： 光法による水晶体中の S-H,S-S結合の研究．第 5回

詞 (1986) 眼薬理研究会． 9月．名古屋．

3)北原健二：非定型杵体・・色型色＇此異常．日本の眼科． 12) Kamada, Y.: Raman eye: Emory mouse lens. 

56(4): 333-336 0985) Third Congress US-JAPAN cooperative cataract 

4)水野有武：眼とビクミ・/Bmについて．眼科． 27: research group (CCRG). 12月．ホノルル．

837-845 0985) 13J Nozawa, H.: Raman eye: Streptozotocin in-

5)水野有武：眼瞼・眼筋痙箪性疾患の薬物療法．中枢竹． duced diabetic cataracts and aldose reductase in-

抗痙攣剤・筋弛緩剤．眼科． 27: 1127-1139 0985) hibitor. Third Congress US-JAPAN cooperative 

6)水野有武：網膜血管細胞の組織培養．眼科．28:135― cataract research group (CCRGl. 12月．ホノルル．

145 Cl986J 14) Kamada, Y., Yamada, M., Das, N.D., Samuelson, 

D., Leverenz, V.R. and Shichi, H.: Preparation of a 

III. 学会発表 uveitogenic peptide by chymatryptic digestion of 

1)北原健二，環龍太郎，北原 博，神立 敦：色光情報 bovine S-antigen. ARVO. 5月．サラソタ．

処理機構に関する研究ーとくに中心外部位 Stile's 15)吉利 尚，水野有武：ヒト白内障水晶体中の尿酸の

blue cone mechanismsについて一．第 89同日本眼科 分析．第24回日本白内障学会．第 11回水晶体研究会．
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6月． I治］I I I. 

16J Shikishima, K., Tsuneoka, H. and Matsuzaki, H.: 

The study on the structure of the intra-canal por-

tion of the optic nerve. ARVO meeting. 5月．サラ

ソタ．

17)敷島敬悟，北原健二，松崎 浩：色失認および大脳性

色覚異常の 5例について．第23回日本神経眼科学会．

l(）月．佐賀．

18)堀内ご彦．椎名・雄．鈴木 仁：眼循環の研究．レー

ザー・ドップラー1血流計の利用．第89回日眼総会． 5

月．京都．

19)椎名一雄，堀1J..Jこ彦，鈴木 仁，佐野雄太：眼循環の

研究．レーザー・ドップラー血流計の利用（第2報）．第

2回眼微小循環研究会． 7月．札幌．

2(）)堀内二彦，鈴木 仁，椎名』雄．窪田まゆみ．佐野雄

太： E様体・ンアテルミーならびにじ様体冷凍術の虹彩
血流に与える影愕について．第39回日本臨床眼科学

会． 9月．新為．

IV.著書

l)松崎 浩： IV.眼損傷の項分担執筆．救急医療の甚

本と実際 6,頭部・頸部・顔面の損傷．情報開発研究所．

2)松崎 浩：頭頚部外傷と眼精疲労の項分担執筆．眼

精疲労．眼科 Mook.23. 金原出版

3)松崎 浩：眼振の項分担執筆．今Hの小児治療指針

第6版．医学書院

4)北原健二：色覚検査表の選択と利用法の項分担執

筆．眼科臨床情報．＇ 86-'87. 医学書院．

5)河合一重： 10.瞳孔の項分担執筆．眼科診療図譜第

3巻．機能疾患．金原出版．
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耳鼻咽喉科学

教授：本多芳男 中耳真珠腫病態・中耳伝音

系の再建手術・頭頸部腫瘍

の臨床研究

教授：内田 豊 鼻副鼻腔疾患の臨床と疫

学・顎顔面の外科

助教授：島田 和哉 耳小骨の病変・副鼻腔炎

助教授：悔澤祐二 中耳真珠腫の病態・中耳伝

音系の手術的再建

講師：佐野真一 真珠腫上皮の細胞の増殖に

関する研究

講師：森山 寛 真珠腫の骨融解機転・鼓室

硬化症の成立機転と病態

講師：宮島逸郎 tympanic isthmusに関す

る研究

講師：青木和博 側頭骨の気胞化・滲出性中

耳炎

研究概要

I. 耳科学に関するもの

中耳の慢性炎症の多くは小児期に罹患した中耳の

炎症性疾患の遷延により引き続き起こることを過去

の継続的研究の結果より結論付けることができた。

この観点より小児期中耳炎症病態の解明，遷延化の

原因，慢性化の誘因ならびに経過を総合的に研究し

続けた。

1. 耳管機能の解明

耳管機能の測定法はいまた確立されていないが，

inflation • deflation test, Toinby法等による active

opening pressure, passive opening pressureの測定

の他，耳管開口部のファイバースコープ所見，鼻副

凡腔所見などを調査し，これらと中耳，乳突腔所見

との関連性を研究した。次項の側頭骨の気胞化との

関係に興味ある結果が出つつある。

2. 側頭骨気胞化の形成ならびに抑制に関する研

究

実験的研究として豚側頭骨を用いた研究結果よ

り，気胞化発育前に中耳の炎症を起こし慢性化する

ことにより蜂裔形成の抑制されることが確実化し

た。この研究についてコペンハーゲン大学の M.

Tos教授と協同研究態勢に入った。

臨床的には気胞化抑制耳に対する広範囲な耳管機

能検査の実施に入った。

3. 中耳真珠腫の成因と発育に関する研究

真珠腫は鼓膜表皮の中耳・乳突洞陥入により発病



することを教室の継続的研究により明確にしたが，

さらにその成長を促進あるいは抑制する因子の解明

法として表皮細胞の成長促進因子，抑制因子を第2

解剖学教室の協力を得て細胞培養法を主体として研

究を継続している。関連研究として中耳粘膜の盃細

胞の増殖因子，鼓膜中間層の線維の変化，鼓膜癒着

のメカニズム，骨融解機転の研究を推進した。

4. 真珠腫の定義，分類法の確立

臨床的ならびに実験的に真珠腫の成因が解明され

てきたことより，その定義，分類の試案を作製する

ことに研究を進めた。これは臨床例の手術所見の分

析を土台としたものを作製しつつある。

5. 内耳障害のメカニズムの研究

正円窓卵円窓経由で，中耳炎症病態が内耳を障

害する機序を研究している。動物の鼓膜癒着を作り

内耳窓の形態学的，生化学的研究を行っている。

6. 鼓室硬化症，耳硬化症とタイプIIコラーゲン

自己免疫の関係

米国におけるこの種の研究の追試として臨床例の

タイプIIコラーゲンの抗体の測定を実施し，この種

疾患が自己免疫性疾患である可能性を調査してき

た。また実験的に本症の作製の実験を試行している。

7. 真珠腫の手術法に関する研究

本手技として closedmethod, open methodの長

所，短所が云々されているが，教室においても真珠

腫に対する臨床的研究の一端として両手技の遠隔成

績を検討した。同時に伝音形成資材として同種軟骨，

骨および人工資材としてセラミックス耳小骨の長，

短所を研究した。

8. 特発性外リンバ艇の鑑別法を該当症例の手術

所見，臨床所見を対比して考究してきた。

9. リドカインの聴覚に及ぽす研究

リドカインの点滴静注により耳鳴音の一過性低下

の認められることより， リドカインが聴覚系のどの

部位に慟くかを，聴性脳幹反応および蝸電図の測定

により研究した。結果，本剤は中枢に作用して，耳

鳴の一過性変化をきたすことを理解し得た。同時に

本研究により，リドカイン静注と同時騒音暴露が，耳

鳴抑制により有効なことを認め得た。

10. OKP. ETTのコンピュータ解析

視運動性眼振の図型の解析を他覚的に判定する方

法として optokineticnystagmusおよびeyetrack-

ing testの図型をコンピュータにより解析を実施

し，実地の応用性を検討した。

II. 航空医学の関係

1. 航空機下降時の中耳腔の変化を航空性中耳炎

と関連して研究した。

2. 搭乗員の騒音性難聴発現の原因音を解明し，

年齢，飛行時間との関係を調査した。

III. 鼻科学に関するもの

1. 環境汚染とアレルギー性鼻炎発症の関係

1) NO, 0, Clガスを動物に暴霧し，卵白アルブ

ミンネプライザーによるアレルギー性鼻炎発病の関

係を国立公害研究所と協同研究を行った。これら汚

染物質は，卵白アルプミソによる血中IgE量を高め

ることが分かった。すなわち， これら汚染物質の鼻

腔内侵入は気道アレルギーの成立に促進的に作用し

た。

2) スイミングプールの塩素濃度と鼻疾患との関

係を実験的ならびに実地に検索した。実験的には前

項の通りであるが，人体に対する直接影響について

は，さらに調査を必要とする。

2. 鼻腔通気度の臨床研究

正常鼻腔における鼻腔通気度の年齢別標準化を研

究するとともに，各種鼻疾患の状態，手術前後の状

態を比較検討した。手術前後の本測定価値は大なる

ものがあるが，症例数を増やし，また長期観察を必

要とし，今後も追求する必要性がある。

3. 鼻中隔の発育に関する研究

一動物実験一

家兎を用いた島中隔軟骨の切除，切除軟骨の再挿

入実験などを実施し，鼻中隔発育の潜在力の部位的

研究を行った。また鼻中隔穿孔の修復手段として穿

孔部に筋膜を移植する実験研究を続行中である。こ

れらは未発育の小児鼻中隔奇形に対する手術法を理

論的に確立する根拠とするものである。

4． アレルギー性恥炎の臨床調査

アレルギー外来を設け患者傾向の調査を行うとと

もに，花粉の散布状況を調査し，また花粉散布前に

発症の予防策を検討した。

IV. 頭頸部腫瘍に関する研究

1. 腫瘍摘出後の再建手技として， microvascular

surgery利用のフラップ移植の研究，これは各所の

修復に利用し始めた。

2. 巨大切片標本の観察

喉頭癌，舌癌，上顎癌などのアンブロック摘出標

本を巨大切片として薄切顕微鏡標本を作り，放射線

照射，抗癌剤投与の効果，腫瘍進展の方向，再発の

原因等を研究した。

3. 上頸部リンパ節の郭清の研究

頸静脈孔付近の頭蓋底の郭清を乳様突起，茎状突
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起，環推横突起の切除により，その可能性と必要性

を形態学的に研究している。

4. 外転神経麻痺と蝶形骨洞癌の関係調杏

外転神経麻痺の発現が上咽頭癌に多いことをいわ

れているが，外転神経麻痺は蝶形洞癌例により多く

好発することより，蝶形骨洞癌による神経麻痺につ

き研究した。蝶形骨洞癌は文献的記載も少なく，極

めて稀とされているが上咽頭癌として診断されてい

る中に混入されている危険性のあることを指摘し

た。

V. 喉頭関係

1. 反回神経麻痺の実態調査

CT, MNRの普及に伴い，判明しなかった早期腫

瘍による反回神経麻痺の発現がなされるようにな

り，新しい考えのもとに反回神経麻痺の原因調査を

行っている。

2. 音剌激に対する迷走神経反射

昨年に続き本研究を続行している。すなわち実験

的に音響刺激を与え，声帯運動筋に分布する運動神

経に反射の現れる事実を明らかにした。

研究業績

I. 原著論文

1. 耳科学関係

1) Honda, Y. : Category of Acquired Middle Ear 

Cholesteatoma. New dimension in otorhinolaryn-

go logy -head and neck surgery. 1 : 153-155 (1985) 

2) Honda, Y.: Pathogenesis of Middle Ear Choles-

teatoma. The Asian Medical Journal. 28: 671-679 

0985) 

3) Ohnishi, T., Shirahata, Y., Fukami, M. and 

Hongo, S. : The atelectatic ear and its 

classification. Auris N asus Larynx, Tokyo. 12 

(suppl. l): 211-213 0985) 

4)本多芳男，佐野真一，溝呂木紀仁，杉田尚史，宮島逸

郎：滲出性中耳炎と真珠腫性中耳炎との関係．耳展．28

（補4): 351-355 C 1985) 

5) Esaki, S., Kikuchi, Y.. Aoki, K. and Honda, Y.: A 

Study in children on the inhibited pneumatization 

of the mastoid in otitis media with effusion. Auris 

N asus Larynx, Tokyo. 12 (suppl. 1): 161-162 

(1985) 

6) Miyajima, I. and Honda, Y.: The clinical 

significance of the tympanic isthmus related to the 

development of cholesteatoma. Auris N asus Lar-

ynx. Tokyo. 12: 149-155 (1985) 

7 J Moriyama, H., Aoki, K. and Honda, Y.: Homo-

grafts of the tympanic membrane with malleus; 

Histological study in cat. Auris Nasus Larynx, 

Tokyo. 12: 73-80 0985) 

8)山口展正：インピーダンスのマノメーターを利用し

た耳管機能．臨床耳科． 12:298-299 (1985) 

9)真崎正美：実験的滲出性中耳炎における鼓膜の形態

的変化．耳展． 28（補2): 109-127 (1985) 

10)斎藤 建：慢性中耳炎耳小骨における骨病変ー病的

脱灰についての検討ー．耳展． 28（補2): 77-108(1985) 

11)森山 寛：慢性中耳炎の耳小骨破壊の様式．日耳屈

（専門講座）． 89:242-245 (1986) 

12)江崎史朗：中耳慢性炎症病態の側頭骨含気蜂腐発育

に及ぼす影響に関する動物実験的研究．耳展． 28(補

5) : 1-32 (1985) 

13)江崎史朗，梅澤祐二，皆藤彦義，本多芳男：結核性中

耳炎についての検討一過去7年間に経験した 6症例

ー．耳展． 28:477-483 (1985) 

14大西俊郎，望月元博，本郷 了：小児滲出性中耳炎の

後遺症の分類と発現頻度．耳喉． 57:29-35 0985) 

15)白幡雄一：鼓膜穿孔閉鎖術．耳展． 29:81-84(1986) 

16)森山寛，梅澤祐二，斎藤建，本多芳男：慢性中耳

炎（真珠腫ならびに非真珠腫）の臨床的観察一耳小骨病

変を中心に一．耳展． 28: 55-64 (1985) 

17)森山寛梅澤祐二，矢部武，関和夫，本多芳男：

外耳道・鼓膜正常な耳小骨奇形の検討一手術療法を中

心に一．耳展． 28:19-25 0985) 

18)森山寛，梅澤祐二，矢部武，本多芳男：鼓室硬化

症例の検討．耳展． 28:19-25 (1985) 

19)岩崎光雄，栄 春海，伊藤裕之，荒井和夫：随意性眼

振の自己体験とその考察．耳展． 28:401-405 (1985) 

20)栄春海： OKP法による視運動性眼振のコ｀／

ビューター解析．耳展． 29（補1):17-30 (1986) 

2. 鼻科学関係

1) Ohnishi, T., Shirahata, Y., Hongoh, S. and 

Mizuno, T.: Computed tomographic features in 

muco-pyoceles of the maxillary sinus. Rhinology. 

23: 327-332 (1985) 

2)内田豊：ー側性副恥腔陰影のある 3症例．

JOHNS. 1: 1009-1013 (1985) 

3)足川力雄：恥副鼻腔のファイバースコピー．

JOHNS. 1: 949-953 (1985) 

4)大前隆：恥中隔手術一手術手技―.JOHNS.I: 

787-791 (1985) 

5)遠藤朝彦，浅野容子，矢部 武，足川哲夫：ヒスクミ

ンカロヒト y—グロプリンの予防的ネビュライザー投

与によって興味ある経過を示したスギ花粉症症例．ア

レルギーの臨床． 6:216-218 (1986) 

3. 頭頸部関係

1)加藤孝邦，内田正興＊，鎌田信悦＊，河西信勝＊（＊癌研・
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頭頸科） ：ド咽頭・頸部食道癌の臨床的検索ーとくに咽 ンボ、ンウム． 11月．名古屋．

頭異常感症との対比ー．日気食． 36:353-362 (1985) 8)中島庸也，上出洋介，森山 寛，本多芳男，益田昭吾：

2)上出梓介，森山 寛．佐野典子，部坂弘彦，本多芳男： 緑膿菌感染症における重症度の予測に関する実験ー局

当教室における反回神経麻痺症例の検討ー最近の 5年 所感染における膿性分泌物の血清殺菌能に及ぽす影響

問ー． l:l気食． 36: 442-449 (1985) について一．第 15回日本耳恥咽喉科感染症研究会． 10

3)上出洋介，森山寛，本多芳男：左反回神経麻痺例の 月．広島．

検討ー特に肺門部癌との関係ー．耳展． 28: 395-399 9)矢部 武，森山 寛，本多芳男，藤井克之：耳硬化症

(1985) 患者血清中の抗 II型コラーゲン抗体価．第33回日本

4)矢部武，森山寛本多芳男，平石弘治：外転神経 基礎耳科学会． 2月．福岡．

麻痺を晶した上咽頭および師骨洞・蝶形骨洞悪性腫瘍 10)山口展正：陰圧負荷時の耳管換気機能．第86回日本

の検討．耳展． 29:47-52 (1986) 耳昇咽喉科学会． 5月．仙台．

5)渡辺健一郎．森山 寛，佐野真一，皆藤彦義，本多芳 11)柏木博道，森山 寛，本多芳男： Mongoliangerbil 

男： Glomusjugulare tumorの治療経験．耳展． 28: における実験的真珠腫．第 33回日本基礎耳科学会． 2

607-616 (1985) 月．福岡．

II. 総説

l)本多芳男：中耳真珠腫（診断の指針・治療の指針）．総

合臨床． 34:1577-1578 (1985) 

2)内田 豊：慢性副昴腔炎の保存的治療の現況につい

て．耳展． 28:193-201 (1985) 

3) 白幡雄一．滝野賢一：食道鏡検査に伴う合併症と必

要な食道入口部の知識．耳展． 29:15-23 (1986) 

4)大西俊郎：小児滲出性中耳炎の保存的治療につい

て． JOHNS.1: 647-650 (1985) 

5)梅澤祐二．本多芳男： t検性中耳炎の局所療法．

JOHNS. 1: 251-254 0985 J 

III. 学会発表

1) Honda, Y.: Category of Acquired Middle Ear 

Cholesteatoma. XIII World Congress of Otor-

hinolaryngology. 5月 マイア

2) Honda, Y., Yamaguchi, N. and Aoki, K.: Eusta-

chian Tube Function after Ear Surgery. Politzer 

Society Memorial Meeting. 9月． ウィーン．

3) Moriyama, H., Honda, Y., Huang, C.C. and 

Abramson, M. : Berne Resorption in Choles-

teatoma; Epithelial-Mesenchymal Cell Interaction 

and Collagenase Production. American Academy 

of Otolaryngology -Head and Neck Surgery and 

Association for Research in Otolaryngology. 10 

月．アトランク．

4) 本多芳男：滲出性中耳炎の冶療法 (Il耳昴総会教育

パネル 1, 小児耳鼻咽喉科，幼小児のとりあっかし、）司

12)桐谷伸彦：民問航空機搭乗員の聴力 第2報．第30

回日本オージオロジ一学会． 9月．岡山．

13) Ashikawa, R., Ohmae, T. and Ohnishi, T.: En-

donasal Sinusectomy under Fiberoptic Telescope. 

XIII World Congress of Otorhinolaryngology. 5 

月．マイアミ．

14)内田 豊：副局腔の保存的治療の再評価，洞内洗浄，

注入療法．第86回日耳鼻総会研修パネル． 5月．仙台．

15)大前 隆，足川力雄．ー川聡夫（厚生年金病院）：内

視鏡利用による恥内手術経過の観察．第 24回f1本鼻科

学会． 9月．秋田．

16)滝口清徳内田 豊，遠藤朝彦，大野昭彦．渡辺健一

郎，真鍋幸二．桐谷伸彦，部坂弘彦：疫学調査における

品ァレルキーの診断精度評価．第 24回日本鼻科学会．9

月．秋田．

17)深見雅也，河野久雄，堀内博人：日常臨床検査として

のアトレナリン噴霧前後の位腔通気度測定．第 24回日

本昴科学会． 9月．秋田．

18)伊藤裕之：バソコンのデーク入力．第 2回耳品咽喉

科情報処理研究会． 3月．神奈）II.

19)児玉 実，遠藤朝彦，本多芳男，福原武彦：音刺激に

よる家兎の反回神経反射電位．第37回日本気管食道科

学会． 11月．福岡．

2(））加藤孝邦，内田正興＊，鎌田信悦＊，河西信勝＊，‘／1ij端

一嘉＊，浅井昌大＊（＊癌研・頭頸科），金子省三，多田信

平：頭頚部癌の画像診断― X線 CTによる喉頭・下咽

頭・頚部食道癌の診断ー．第 22回日本癌冶療学会． 11

月．広島．

会．第 86回l:l耳昴総会． 5月．仙台． IV. 著 書

5) 大西俊郎：小児滲•出性中耳炎治療の変遷．第 86 回日 1)内Ill 咄：品苗IJ鼻腔の炎症性疾患 (I)（II)の項分担
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巻． メディカルビュ一社． 146-1490986) 

3)本多芳男：中耳炎の手術の項分担執筆ならびに編集

担当：図説耳昴咽喉科・頭頸部外科手術書 上巻．メ

ディカルビュー社． 18-19,36-39, 50-53 (1986) 

4)大西俊郎：耳介軟骨膜炎手術の項分担執筆．図説耳

盈咽喉科・頭頸部外科手術書 上巻．メディカルビュ＿

社． 4-7(1986) 

5)内田 豊：後鼻孔閉鎖症手術の項分担執筆．図説耳

昴咽喉科・頭頸部外科手術書 上巻．メディカルビュー

社：． 116-119(1986) 

V. その他

l)岩崎光雄，斎藤 建，望月元博，本多芳男：難治性外

耳炎を呈した Histiocytosis-Xの一例．耳展．28:289-

293 (1985) 

2)尾谷良行，遠藤朝彦：水泳と耳昴咽喉科疾患．スボー

ッ医学． 2:355-363 (1985) 

3)内田 豊：環境庁依託研究．昭和60年度大気汚染健

康影響調査一恥アレルギーの成因に関する臨床的疫学

的研究報告書．（1986)

4)頴川一信：喉頭癌の進展と前連合． 日耳鼻（専門講

座）． 88:1240-1243 (1985) 

5)中耳手術研修会の開催（第 1解剖学教室後援）．昭和

61年2月9-11B.大学構内．

麻酔科学

教授：小林建一 麻酔と呼吸，循環

助教授：高木 康 呼吸生理・肺循環

助教授：谷藤泰正 MAC・肝， 腎障害

助教授：天木嘉清 筋弛緩作用

講師：根津武彦 集中治療

講師：永野 修 疼痛管理

研究概要

I． 神経・筋伝達に関する研究

1. 非脱分極性筋弛緩薬の神経筋ブロックに対す

る抗コリンエステラーゼ薬の拮抗効果につい

て

ベクロニウム，アトラクリウムはパンクロニウム

に比べ作用時間が短く，抗コリンエステラーゼ薬に

よる拮抗が鋭敏である。この作用機序を明らかにす

るため，臨床例についての検討を参考に， ラットの

in vitro（横隔膜神経筋標本）および invivo（坐骨神

経•前腔骨筋標本）の実験で比較した。その結果，臨

床例， invivoではベクロニウム，アトラクリウムは

拮抗薬によく反応するが， invitroでは逆の成績が

得られた。この違いは， invivoにおける薬物の薬動

力学的な作用によることが示唆された。

2. 筋弛緩薬の終板レセプタに対する占拠率につ

いて

筋弛緩薬の作用は安全域が広く，終板レセプタの

75％が占拠されても，臨床的には神経筋伝達機構の

障害は認められない。この特徴が発育途上の幼若生

物についても同様であるかは不明である。この点を

解明するため幼若モルモットの虫様筋を用い， float-

ing electrodeを用い， dissociationconstantを求

め，安全域を算出し，成熟モルモットのそれと比較

検討している。

3. 筋弛緩薬作用機序について

Miniature endplate potential (MEPP)の周波数

変化は前シナプスの因子を，その電位変化は後、ンナ

プスの因子を反映している。そこでラットの横隔膜

に微小電極を剌入し，中間作用型ベクロニウム投与

下の MEPPを求め，いずれの因子がより影響を受

けるかを調べ，同薬の作用部位を検討している。

II. 呼吸に関する研究

1. 妊婦の換気と髄液中プロゲステロンについて

妊娠中の換気増加の原因として，古くからプロゲ

ステロンの関与が指摘されている。これについては
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既に動物実験での結果を発表しているが，今回はl(11 膜の変化を経時的に観察した。その結果， ブロック

液，髄液中のプロゲステロン談度と卵胞期から産衡 直後は粘膜の充血，腫脹が一過性にみられるが，そ

期に至る換気菫との関連を臨床例で検討した。黄体 の後は腫脹は改善し，総鼻道は開き，自覚的改善を

期には生物学的活性を現わすに卜分なプロゲステロ 裏付ける結果が得られている。

ン濃度が髄液中に移行するが．換気量の増加（ま軽度 全頭，多発型の円形脱毛症は難治性であるが．

にとどまる。この結果から，妊娠中はプロゲステロ SGBぱ末梢循環を改善すること，また本症での脳波

ンの換気促進作用に対する種々の抑制機構の関与す 所見では自律神経異常が認められるとの指摘に着目

ることが示唆された。 し，本症への SGBの有効性について検討を続けて

2. バランス麻酢後の呼吸抑制因子について いる。その結果70%以上の症例に有効であり，特に

バランス麻酔術後，｀ンモルホラミン投与群と無作 多発型に著効を示す成績が得られている。

為に選んだ対照群を線形判別分析法により，呼吸抑

制に関連する因子について検討した。その結果，年 V. 麻酔管理，集中治療に関する研究

齢，性，手術時間が関連し，臨床使用量の範囲内で 1. 開心術後の腎機能保持について

は鎮痛薬投与量とは関連しないことが明らかにされ 開心術後は腎機能障害を起こす率が高い。その予

た。 防として早期よりの積極的な利尿薬投与による尿量

確保と，時間尿で喪失される電解質を補給する尿補

III. 麻酔薬，麻酔補助薬に関する研究 正療法の有用性を指摘してきた。今回は血中，尿中

1. 脳波による麻酔深度の定量化について のクレアチニンの推移より検討を加え，その有効性

麻酔深度の定量化は困難とされてきたが，ラット を明らかにした。

の脳波を導出し， コンピュータによる周波数別のバ 2. 開心術麻酔における鎮痛薬および筋弛緩薬の

ワースペクトラム分析を行うことにより客観的に深 検討

度を表現することが可能となった。静脈麻酔薬，吸 成人 159例についてモルヒネ，大呈フェンタニー

入麻酔薬について投与量と周波数分析の関連を検討 ル，少量フェンクニールの 3群に分け，循環動態へ

し，さらにこの方法により麻酔補助薬の血液脳関門 の影響を検討した。その結果いずれも心機能は抑制

通過性についても検討中である。 されるが，大量フェンタニールでは循環動態の変動

が少ないことが明らかにされた。

IV. 痛みとその管理に関する研究 麻酔導人時の筋弛緩薬として，新しいペクロニウ

1. 三叉神経痛と知覚障害 ムを用い，従来のパンクロニウムと比較した。前者

三叉神経支配領域に痛みのほか知覚障害を伴う症 は頻脈を起こすことがなく，冠動脈疾患や僧帽弁狭

例を精細に分析し，頭蓋内，上顎部腫瘍などの症候 窄症例の筋弛緩薬としてすぐれている。

性三叉神経痛や帯状疱疹後神経痛，ベル麻痺などの 3. 低肺機能例と合併症

多く含まれることを明らかにし，診断，治療に当たっ どの程度の低肺機能で合併症が起こるか，またど

ての注意を換起した。また三叉神経支配領域に原因 の程度まで麻酔管理が行われているかを 10年間の

不明の多彩な症状を呈するものを三叉神経症と呼ぶ 症例について検討した。低肺機能例は年々増加し，高

ことを提案した。 度例での合併症の有無は肺機能の程度よりも，重症

2. 疼痛治療における東洋医学の役割 度，手術部位，手術時間の因子の影響をより受ける

当科における治療内容を分析し，痛みの治療にお ことが示唆された。

ける針灸や漠方薬の東洋医学の役割を考察し，東洋

医学と西洋医学の相補性の重要なことを指摘した。 VI. 麻酔と臓器機能に関する研究

通電針刺激により疼痛閾値が上昇することは既に 1. 肝機能障害と MAC

発表したが，今回は経穴に低出カレーザーを照射し， 新生児核黄疸のような中枢神経ヘビリルビンの蓄

疼痛閾値が同様に上昇することを明らかにし，疼痛 積する病態では MACの変化することが予想され

冶療におけるレーザーの有効性を裏付けた。 る。イヌで総胆管結紫により高ビリルビン血症を作

3. 星状神経節ブロック (SGB)について 成し MACを検討したが有意な変化はなかった。こ

SGBの適応の一つに恥アレルギーが挙げられて れは中枢神経ヘビリルビンが蓄積するほど血中濃度

いるが，一方では異論もある。その効果を客観的に が上昇しないためと推定された。

評価するため，眼底カメラを用いブロック後の鼻粘
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2. ハロセン肝障害に対する術後酸素投与の影響

肝障害の発現に局所低酸素が関与することが指摘

されている。四塩化炭素肝硬変ラットにハロセン投

ゲ下で肝切除を施行，術後 24時問酸素投与し，肝機

能を検討した。その結果，病理組織所見で1ま酸素が

有効に作用したと推定されるが，チトクローム P-

450の変化からは有効性を裏付ける結果は得られな

かった。

3. 人為低血｝：じと腎機能について

ハロセンおよびエンフルレン麻酔下で，各種低血

IE薬の術後腎機能に与える影響について検討を続け

てし、る。今回はエンフルレンードニトロプルシド投与

による血清無機弗素の有意な上昇が明らかにされ

た。

4. 悪性高熱症について

臨床例でぱ絶えずその収集に努め，組織的，生化

学的検索を行っている。通常のミニプタを単純高体

温にし，組織像，筋小胞体での Ca2+releaseを臨床

例での所見と比較し変化の軽度なことを明らかにし

えた。

研究業績

I. 原著論文

1. 筋弛緩薬に関する研究

lJ Amaki, Y., Waud, B.E.* and Waud, D.R.* (*Univ. 

of Massachusetts) : Atracurium-receptor kinetics: 

simple behavior from a mixture. Anesthesia and 

Analgesia. 64: 777-780 (1985) 

2! Waud, B.E.*, Amaki, Y. and Waud, D.R.* (*Univ. 

of Massachusetts) : Disuse and d-tubocurarine sen-

sitivity in isolated muscles. Anesthesia and Anal-

gesia. 64: 1178-1193 0985) 

3)天木嘉清． Waud,B.E.*, Waud, D.R.*（＊マサチュー

根津武彦．小林建ー：開心術患者の麻酔導入に伴う循

環動態の変化ーフェンタニール麻酔とモルヒネ麻酔の

比較．循環制御． 6:247-251 (1985) 

2)堀口順子．上出正之．和田隆子．根津武彦．小林建ー：

内頸静脈穿剌による肺動脈カテーテル留置後に生じた

椎骨動静脈悲． ICUとCCU.9: 627-631 (1985) 

3)三島 仁．佐藤素生，堀口順子．根津武彦．谷藤泰正，

小林建ー：重症心疾患を伴った非心手術の麻酔管理

ー特に循環動態についての考察ー．循環制御． 6:231-

235 (1985) 

4)堀口 徹．安田信彦．首藤義幸．根津武彦，谷藤泰正，

小林建ー：上腹部（胃穿孔．出血）救急手術麻酔例の検

討．腹部救急診療の進歩． 6: 155-158 (1985) 

5, 麻酔と臓器機能に関する研究

l)谷藤泰正．景山浩次．安田信彦．小林建ー：人為低血

圧法がエンフルレン麻酔後の腎機能および血中無機弗

素に及ぽす影響ートリメタファンとニトロプル・ンドの

比較．麻酔． 34:953-959 (1985) 

2)谷藤泰正．大塚正彦．三間千寿子，景山浩次，小林建

ー：低血圧麻酔時のニトロプルシド使用量および投与

後の高血圧に対する術前ニフェ・ンピンの影響．麻酔・

35: 260-264 (1985) 

3)安田信彦，谷藤泰正，小林建ー．木村 準（成人病医

学研究所）：肝機能障害と MAC 第2報閉塞性黄疸

イヌにおける MACの変動．麻酔． 34: S 268 0985) 

4) Tanifuji, Y., Mashiko, K., Kobayashi, K. and 

Eger, II, E.I. CUCSF) : Effect of azotemia on MAC 

in dogs. Jikeikai Med. J. 32: 453-457 0985) 

5)阿部 聡，堀口順子，景山浩次，熊谷雅人．谷藤泰正，

小林建ー．西島博明： Dantroleneが著効を示した悪性

高熱症の一例．麻酔と蘇生． 21（別冊）： 17-20(1985) 

6)西島博明．景山浩次．谷藤泰正，小林建ー： Malig-

nant hyperthermia発症筋の分離小胞体膜機能．麻酔

と蘇生． 21（別冊） ：151-158 (1985) 

セッツ大学） ：Atracuriumのreceptorocculusionの II. 総 説

測定・麻酔． 34:S 108 (1985) 

2. 呼吸に関する研究

l)町田浩通，芙馬博史＊，美馬孝夫＊（＊美馬病院），谷藤

泰正．小林建・：髄液中 progesteroneの妊婦の換気に

及ぽす影響．呼吸と循環． 33:1127-1130 0985) 

3. 痛みとその管理に関する研究

l)永野 修．小林建ー：鼻アレルギーと麻酔科．ペイン

クリ・ニック． 7: 27-32 (1985) 

2)永野 修，影嶋克洋．杉本直樹，景山浩次，大高道夫，

小林建-．伊介昭弘，小泉秀行： ：叉神経支配領域に知

覚障害を伴う症例について．麻酔． 34:S 246 (1985) 

4. 麻酔管理，集中治療に関する研究

1)佐藤索生， ：．島 仁，首藤義怜堀口順子，上出正之，

l)天木嘉清：筋弛緩薬の作用機序に関する最近の知

見．麻酔． 34:1185-1195 (1985) 

III. 学会発表

l)熊谷雅人，影嶋克洋，正木英二，中安裕美，杉本直樹，

根津武彦，小林建ー：術前・術後の血清クレアチニン値

の変動．第32回日本麻酔学会総会． 5月．秋田．

2)三間千寿子，三島 仁，森永誠子，谷藤泰正，小林建

ー，古里征国：肝切除肝硬変ラットの肝機能に対する

術後02投与の影響．第32回日本麻酔学会総会． 5月．

秋田．

3)景山浩次，中島庸也，矢部裕之，山本 学，天木嘉清：

眼底カメラを利用した星状神経節プロックによる鼻内
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所見の観寮．第 19回II本ヘインクリニック学会総会． 7 影響ーシメチンンとの比較．第 5回日本臨床淋酔学会

｝］．札幌． 総会． 11月．長崎．

4)永野 修．）、翡道火．小林建・： ：叉神経炎（：．叉神 18)天木嘉1青： （シンボジウム）筋弛緩薬使用時のレ七プ

経麻痺）と思われた症例についての検討．第 19[11[日本 クー占拠率と安全性についての朽察．第 1231[11［成医会

ペインクリニノク学会総会． 7月．札幌． 例会． 2月．東京．

5) 永野剛蔵，永野 修．）、•高追火．砂木 康．太HI4i史． 19)安田信彦，谷藤泰正，小林建一：侵害剌激の麻酔深度

細谷律 J・・：星状神経節プロ・ノク lSGB)の脱t症への による肝血流およひ肝酸素消費量への影響．第7回麻

応用．第 19[11! I I本ペインクリニック学会総会． 7H.札 酔薬代謝と肝腎障害研究会． 11月．東京．

幌． 20)首藤義幸，掘口 徹．根津武彦．谷藤泰正，小林建一：

6) I蓼 英和．小山直四．国見ゆう r.小幡純一．磨英 開心術後の腎機能保持のための治療（尿補正療法）につ

．．曽我武久．キ］尻悦朗：低出カレーザーの経穴照射に いて．第 13回日本集中治療医学会総会． 3月．東京．

よるヒトにおげる疼痛閾値の経時的変動．第 19L11J日本

ペインクリニック学会総会． 7月．札幌．

7) 安田信彦．木村準．佐藤素生．谷藤泰正，小林建—: IV. 著 書

虚血心筋9こおける侵害刺激による心筋酸素消費址およ

ひ冠血流楯の変化と MACの関連．第25回日本麻酔学

会関東甲偉越地方会． 9月．東京．

8)影嶋克洋，安田信彦，景山浩次，谷藤泰正，小林建一：

エンフルレン麻酔下， ATP低血圧の血中無機弗素に及

ぽす影臀第 25回日本麻酢学会関東甲信越地方会． 9

月．東）；（．

9)谷藤泰正，安田信彦，小林建→ ：高体温下における麻

酔深度とカテコールアミンの分泌．第3回麻酔メカニ

ズム研究会． 9n.大阪．
10)小山直四， I蓼 英和，小林建.:バソコンによる麻酔

台帳の試作．第 3回麻酔・船中治療コンピューク研究

会． 10月．東）凡

11) 首藤義怜娯山浩次，和[11 降—r, 111中和代，天木嘉清：

ベクロニウムおよびバンクロニウムプロックに対する

ネオスチグミンによる拮抗効果の比較．第 5回H本臨

床麻酔学会総会． 11)］．長崎．

12)根津武彦，＿三島 仁，佐藤索生，堀口 徹，安田伯彦，

首藤義翌天木嘉清：開心術導入時の Vecuroniumお

よび Pancuroniumの作用の比較．第 5回日本臨床麻

酔学会総会． 11月．長崎．

13)堀口 徹，中安裕美，根津武彦，谷藤泰正，小林建—. : 

低肺機能患者の術中・術後管理および術前評価の検討．

第5回II本臨床麻酔学会総会． 11)］．長崎．

14)小山［｛［四， I蓼 英和，小林建・：ブプレノルフィンに

よるバランス麻酔の術後呼吸抑制に影響を与える因

（．．第 5回日本臨床麻酔学会総会． 11月．長崎．

15)根津武彦，堀 II 徹，小林建一： （シンポジウム）血

怜作動槃の効果からみた開し術中，後の循環管理第5

阿II本臨床麻酔学会総会， 11月．長崎．

16) 1：出,,之，和Ill隆子，高木康，、！淑毎純，相曽ii:．義：

砺行麻における血液，髄液中リドカイソ濃度の検討．第

5回日本臨床麻酔学会総会． 11月．長崎．

17)杉本［直樹，堀 II 徹，こ間伸・，谷藤泰正，小林建一：

ラニチシンの髄液移行および髄液酸塩基平衡に及ぽす

l）小林建ー：脊椎麻酔時の麻痺高に応じた自律神経遮

断の影響（分担執筆）．岡田和夫，沼田克雄編：麻酔科

Q & A.金原出版． 308-309(1985). 

2)小林建ー：体液と酸塩基平衡異常の項（分担執筆）．

石原 昭，小林建ー，早川弘一，美浪部燒編： ICU•CCU

看護（医学編）第2版． 日本看鍍協会出版会． 369-439

(1985). 

3)根津武彦小林建ー：酸素療法と吸入療法の項分担

執筆．石原 昭，小林建ー，早川弘一，美濃部暁編：

ICU・CCU看設（医学篇）第 2版． 日本看設出版協会．

57-84 (1985) 

V. その他

1)小林建ー：麻酔器，レスピレータ，モニター機器など

の定期点検について．臨床麻酔． 9:851 (1985) 

2)上出正之，小林建ー：呼吸と薬；吸入療法と呼吸系

作用薬の適応をめぐって．月刊ナーシング． 5:1376-

1382 0985) 
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リハビリテーション科

肢等速エルコメーター(Fitron)による運動とで，呼

吸循環機能に与える影響について比較した。大学

サッカ一部員男子 10名についておこなった。その結

教授：米本恭そ リハヒリテーショ｀／医学一 果，換気量については，上肢では62.3士12.6l,下肢

般・骨格筋の生理学・神経 では27.3士4.62/であり，酸素消費量も上肢で，

筋疾患・脳循環・腰痛・ス L724士0.281/,下肢で Ll07士0.093lと，共に下肢で

ポーツ生理 の運動の方が低い値を示していた。心拍数では，上

助教授：青木 治人 リハビリテーション医学—— 肢では 160士12,2,下肢では 117士10.7とあまり上昇

般・発達障害学・義肢装具， （ましていなかった。以上をまとめてみると，上肢等

スポーツ障害学 速性運動による測定値を，下肢等速性運動によるも

研究概要

I. 運動療法に関する研究

呼吸循環機能測定のための運動負荷には，一般的

にぱ．トレッドミル走や自転車エルゴメーターなど．

主として下肢運動によるものがおこなわれている。

しかし，下肢運動がおこなえない症例に対しては，上

肢の運動により負荷を加えたり，運動療法をおこな

わざるをえない場合がある。

そこで．上肢の等速性エルゴメーターを用いて．呼

吸循環機能測定をおこなうとともに．これによる訓

練効果について研究した。

大学の運動部に所属する若年男子 23名，同年代の

日頃スポーツをおこなっていない男女各 2名につい

て，サイベックス社製上肢用ェルゴメーターUBEを

用いて呼吸循環機能の測定をおこなった。運動負荷

は漸増負荷法により，各人の最大運動になるまでお

こなった。測定は， AIC社製の呼気ガス分析装置を

用い，換気量，酸素摂取量，呼吸商，呼吸数を測定

した。

その結果，サッカ一部 19名の換気晟の平均値は

83.0 !/minで，ラグビ一部員 2名，アイスホッケー，

水泳部員各 l名は 100!/minであった。運動をおこ

なっていない女性の換気量は，同じ男性の 80%で

あった。酸素消費量のヒ゜ーク値では，サッカ一部員

の平均値は2,006lであり，他の運動部員はこれより

400-780 ml多い値を示していた。また，体重あたり

のピーク値は平駒33.4ml/kg•min であった。

運動時間は，サッカ一部員で7.4分，アイスホッ

ケー，水泳部員は 9分以上であった。

運動中の最高心拍数は平均 179で，予想される年

齢別最高心拍数の約90%であり，これはどの運動部

員についても同じであった。最大運動直後の収縮期

血圧は，安静時と比較して平均29.3mmHg上昇し

ていたが， 160mmHg以上に上昇したのは3名のみ

であった。

次に．上肢等速エルゴメーターによる運動と，下

のとの比でみてみると，換気量は下肢の 71.9%，酸素

消費屋は68.6%，体重あたりの酸素消費量でも

69.4%であり，等速性運動下でも，上肢の運動によ

る酸素消費量は，下肢の約70%であるとの従来より

報告とほぽ一致していた。また，血圧の上昇に関し

ては，等速性運動をおこなった場合では，下肢の場

合の 90%程度しか上昇せず，安全におこなえること

が確認された。

次に， この上肢エルゴメーターを用いて，上肢筋

力強化について検討した。4例について，最大運動の

70%の強度で，週3日以上， 2週間から 12週間運動

をおこなわせ，その運動前後において，肘伸展，屈

曲力について，サイベックス IIを用い，筋力の変化

を評価した。その結果， 1回15分，週 3日以上， 3週

以上の訓練により，上肢筋力の増強が得られた。

II. 脳循環動態に関する研究

従来より，長谷川式痴呆スケールによる精神機能

と， QFMによる総頸動脈血流量との関係について

調べ，相関のあることを確認している。

今回は，特別養護老人ホーム入居者 43名，慈恵医

大第三病院リハビリテーション科入院患者 4名，お

よび老人クラブ会員 44名，計91名について，脳動

脈系の血管物性に関して検討した。年齢は64歳から

89歳平均76.6歳で，男性28名，女性63名である。

長谷川式スケールでは， Normal19名， Subnormal

46名， Predementia16名， Dementia10名であっ

た。頸，脳動脈系の血管物性の評価は，総頸動脈の

血管容積弾性率と，頸，脳動脈系循環抵抗を求める

ことによりおこなった。

その結果，長谷川式スケールと両側総頸動脈血流

の合計量との間には，危険率 1%以下で相関が認め

られた。

長谷川式スケールと，総頸動脈容積弾性率の左右

の平均との問では， Predementia以下の 26名につ

いてのみ相関が認められた。左右差についてみると，

右総頸動脈容積弾性率と長谷川式スケールとの間に
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ぱ相関ぱ認められないが．左総頸動脈容積弾性率と

の間に：ま． 5%以ドの危陰率で相関が認められた。

さらに． Predementia以下の症例を CVA既往の

有無により． 2群にわけると．既往のある群にのみ長

谷川式スケールと総頸動脈容積弾性率の左右の平均

との間に相関が認められた。

方．頸．脳動脈循環抵抗と．長谷川式スケール

との間にも相関が認められたが．これは CVAの有

無による差ぱみられなかった。

III. 身体空間知覚に関する研究

人の身体空間知覚について．肘関節可動域の 2等

分に関する検討をおこなった。

脳血管障害後の片麻痺患者のうち．失行，失認の

ない 19例の，いわゆる健側について．肘関節riJ動域

の2等分を指示させた。

症例1ま．左片麻痺 11名，右片麻痺8名で．年齢は

43-73歳平均 54.4歳である。これを，健常若年 60

名．高齢者（平均 59.9歳〉 9名と比較した。

その結果，若年健常者では，左右側に関係なく， 2

等分指示は伸展側へ｛扁椅していた。

高齢者では，左右ともに同様の傾向を示しており，

体側方垂直面での運動を除いて．若年者と同様に伸

展側へ｛扁筒していた。

片麻痺患者についてみると．左片麻痺患者の右肘

関節では，いずれの肢位においても，垂直方向の運

動は，高齢健常者の右肘関節での偏椅よりさらに伸

展側へ有意に（扁筒していた。また，同じ左片麻痺患

者の右肘関節で，負荷を加えると 2等分に近づく傾

向がみられた。

IV. 物理療法に関する研究

疼痛を主訴とする疾患に対する物理療法は， リハ

ビリテーション医学の中でも大きな比重を占めてい

る。特に，温熱療法はもっとも広くおこなわれてい

るものである。

今回は，新しい温熱療法の一種である Fluidother-

apyについて検討した。

Fluidotherapyとは，固形微粒子を治療ボ y クス

の中で，熱気により吹き上げさせ，そのポックスの

中で患部に温熱を加えると同時に自動運動をおこな

わせる方法である。

治療をおこなったのぱ，手部の外傷後の拘縮，あ

るいは疼痛をt訴とする症例 40例である。内訳は，
コレ骨折後 13例，腱鞘炎 6例，腱断裂 3例．手指11・
折 3例， リウマチ 2例，その他 13例である。

治療効果についてぱ，疼痛に関して評価が可能で

あった 12例について検討した。その結果，従来の治

療と比較して有効であったものが6例，無効であっ

たものが6例で，増悪例はなかった。

今後， この治療法の温熱効果について，従来の温

熱療法と比較検討する必要があると考える。
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歯

教授：田辺睛康

講師：杉崎正志

研究概要

I. 顎変形症

科

ロ腔外科学・顎発育・口腔

修復

ロ腔外科学・顎運動分析・

顎関節症

歯列矯正治療と顎骨骨切り術の併用により顎変形

症に起因する不正咬合の治療は機能的，審美的な改

善が得られるようになってきた。種々の術式の中で

も顎変形症は下顎骨に起因することが多いため， F 

顎枝矢状分割法が頻用されている。この方法は適応

が広く，結果も良好であると言われているが，いわ

ゆる Skeletalrelapse,特に手術後の歯列矯正装置

を利用した顎間固定中に起こる relapseはいまだに

しばしば問題点として指摘されている。これに対し

当教室では骨固定を顎間固定に応用することによ

り，すでに報告したように従来の方法に比べ

relapseを有意に抑制し良好な結果を得ている。し

かし relapseの原因についての根本的な分析，対応

はいまだ実用化されていない。そこで現在，顎間固

定装置内へ歪ゲージを組み込み，電気的筋刺激装置，

A-Dコンバータ―,EMG,バソコン等を用い骨片偏

位をモニターすることにより，手術法の改良，術後

固定の方法，期間の最適化を試みている。

II. 顎関節症

現在，顎関節症はいくつかの分類がなされている。

教室ではそれぞれの診断甚準およびその治療法なら

びに病因を確立するため研究している。

1. 顎関節造影による診断および分類

顎関節X線規格撮影装置を用いた顎関節上

腔および下腔の選択造影による診断

顎関節症において関節円板や滑膜などの顎関節軟

部組織に病変が存在するものは臨床所見と手術，解

剖所見とが対比され，その病態も明らかにされつつ

ある。私たちは顎関節腔造影 X線連続規格写真撮影

法の手技，造影所見および造影後における合併症お

よび継発症などについても検索し，その結果，重大

な合併症や継発症もなく，その必要性および安全性

を明らかにした。さらに，顎関節疾患患者のうち軟

部組織に異常が疑われた症例に対し，顎関節腔造影

X線連続規格写真撮影を行い，造影像ならびに異常

所見を分類し，臨床所見との対比を行い，本法の臨

床的検討を行い報告した。

2. 顎関節上腔の関節鏡視

顎関節）l」関節鏡鏡視所見の VTR記録と上記

造影 X線所見との対比

関節鏡的検宵法における所見の記述用語はいまだ

確定されているとは言えず， さらに，関節腔造影所

見との関連性については全く検索されていない。そ

こで，私たちは，同一患者において，関節鏡VTRと

造影 X線VTRとを前後して行い，比較検討し，そ

の際得られた両検査所見を観察し，それらにおけ

る所見の関連性について報告した。

3. 外側翼突筋の解剖学的観察

外側腐突筋の走行および関節円板との関係

成人屍体 14体26側を用いて，経頭蓋法による外

側翼突筋の頭数および走行，側頭筋と外側翼突筋の

交錯，関節円板に付着する筋の観察を行い，機能を

含め，文献的考察を加えた。

4. 顎関節円板とッチ骨の解剖学的観察

Disco-malleolar ligamentの確認と耳症状との

関係を成人屍体を用い明らかにした。

5. 関節円板の解剖学的観察

関節円板の anteriordisplacementの確認と

外側翼突筋との関係について

関節円板および下顎頭になんら肉眼的異常が認め

られなかったもの 10側と，関節円板にanteriordis-

placementがみられたもの 9側を用いて外側翼突筋

の筋頭数および走行，関節円板に付着する筋などに

ついて検索した。

6. 咀II爵筋における緊張性振動反射 (T.V.R.）に

関する研究

健康正常人群と顎関節症患者群において T.V.R.

による反射性咬合力を測定し比較検討した結果，顎

関節症発症後，経過が短く，筋症状が著しい患者群

では反射性咬合圧が強く出現し， y-loopの克進が示

唆された。

また，以前より顎関節症の治療には各種薬物療法

が用いられており，特に咀咽筋緊張に対しては各種

筋弛緩剤が使われているが，その効果については臨

床的報告のみで，根拠に乏しい。

そこで中枢性筋弛緩薬が咀哨筋（咬筋）の緊張性

振動反射の及ぽす影響を反射性咬合庄を用いて検索

した。その結果，本剤は健常人の脳幹反射である咀

喘筋（咬筋）の緊張性振動反射を十分に抑制するこ

とが判明した。また，本剤は， y-loopが充進してい

ると思われる顎関節症発症後，経過が短く，筋症状

が著しい患者においては咀哨筋緊張抑制に効果があ

ることが示唆された。
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III. 口腔粘膜病変および前癌病変におけるレクチ イドロオキシアバタイト ｀ゞ、ノルコニアアパタイト

ン結合パターンの組織細胞化学的検討 ファインセラミックの応用が中心に行われ，当教室

細胞膜や細胞内の膜系に存在する複合糖質連鎖構 でも，ジルコニアアパタイトによる人工歯根の研究，

造は，細胞の分化，加齢，変性，悪性化などにより 歯槽骨異常吸収に対するファインセラミックの補填

変化することが知られている。こうした糖鎖の変化 について検討している。

は，特定の糖構造と特異的に結合する糖結合蛋白質

であるレクチンを用いて，組織細胞化学的に解析す

ることができる。

今回，糖結合特異性の異なる数種類のレクチンを

川い，従来ほとんど検索されていない口腔粘膜病変

におけるレクチン結合パターンについて，ペルオキ

シターゼ標識法により光顕的および電顕的に検討

し，正常粘膜との分布パターンの相違について研究

している。

IV. ラット耳下腺の培養

唾液腺の培養は種々な方法により行われてきた

が，いずれの場合も細胞分化機能の発現や長期培養

は困難とされている。われわれは唾液腺の細胞培養

を行い，唾液腺機能をもった celllineを確立するた

めに研究を行っている。方法は， 4週齢のオスラット

の耳下腺を無菌的に摘出し細分した。 0.1%コラゲ

ナーゼを加え， 37゚C, 1~2時間の酵素処理を行い，

pipettingによりさらに分離し， i應過，遠沈して細胞

浮遊液とした。培養液はJoklic modified MBMに
10%の牛血清を加えたものを用いた。ミリポアフィ
ルターに約 1,000個のクラスター形成細胞を植え込

み， 37゚C,5% CO2, 95% airにて incubationした。ミ

リポアフィルクーを横断面で薄切りし， HE染色後，

光学顕微鏡および電子顕微鏡にて形態学的な観察を

行っている。

V. 口腔修復

1. 顎顔面補綴

2. 唇顎口蓋裂患者の修復

唇顎口蓋裂患者では，矯正治療後，顎裂部へ骨移

植，およひアパタイトの挿入を行って，顎骨内部か

ら顎の構造を構成しなおして，顎骨の歯槽の連続性

を保たせる。同時に，顎骨外部の歯に上部構造物を

作製し，内外から顎骨に加わる歪みをさけるように

試みている。顔面に奇形を持つ患者に対しては，顎

骨に加わる外｝］の方向を検討している。

3. 歯科インプラント

人工歯根の開発が近年急速に進み，人工歯根とそ

の周囲生体との祝和性についてもほとんど問題なく

なってし、る。

それには，人工材料すなわち，チタニウム金属，ハ
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共用研究施設

附属研究部

形態研究室

教授：鈴木昭男 超微構造病理学・細胞小器

管病理学

部長鈴木昭男

合管の上皮細胞の糸粒体の拡大したクリステ腔や内

外膜間腔にラセソ型フィラメントが見いだされた。

ラセン型フィラメントは太さ約40A,ラセ｀ノ直径約
180A，ビッチ約 180Aで，クリステ腔の拡大程度に

伴って単発あるいは束状に集積していた。急速凍結，

助教授：田中 寿子 細胞の形態と機能に関する 急速置換法によって作られた試料においても，ラセ

組織化学的研究 ‘ノ型フィラメントは同ーな構造として認められた。

ラセン型フィラメントは胎生期のラット腎髄質の尿

研究概要 細管上皮細胞にもわずかではあるが見いだされた。

I. 超微構造病理学および細胞小器管の異常構造に

関する研究

糸粒体は種々の条件下で多様な形態を示すことが

知られており，その意義についても古くから注目さ

れているが，いまだ不明な点が多く十分に理解され

ているとは言い難い。当研究室では，糸粒体の構造

異常と機能の相関について研究を進めており，その

一環として本年度は次の研究を行った。

1. ヒト腎臓の近位尿細管上皮細胞に見られる糸

粒体の巨大化一その臨床病理的意義

ヒトの病的腎臓の近位尿細管上皮細胞に散見され

る巨大糸粒体の発現頻度および病理診断，年齢との

関連を 120例の生検材料について検討した。 120例

中陽性率は平均40%であり，疾患別にみると，慢性

糸球体腎炎の 50%， ネフローゼ症候群の 37.9%,

SLEの16.7%に巨大糸粒体(GM)が認められた。急

性糸球体腎炎の 3例を観察したが，全例に比較的多

数の GMが認められた。 GMの出現と年齢との関連

は明らかでないが， 51歳以上では発生率が低い傾向

がみられた。

2. ラット腎髄質の尿細管上皮細胞に見られる糸

粒体内ラセン型フィラメントについて

通常の飼育環境において成熟した SD, Wistar, 

Lewis, Fischer, Donryu, Buffaro, ACI各系統雄

ラット， SD系成熟雄無茜ラット，妊娠 16-20日の

胎生ラットおよび生後0~30日の SD系未成熟雄

ラットの腎を透過電顕で観察したところ，無菌ラッ

トを含む各系統の正常な成熟ラットのすべてにおい

て，腎のヘソレー係蹄下行細脚，上行太脚および集

以上のことから， この封入体は出生前に既に形成さ

れており，生後の発育に伴って増加•発達すること

が示唆された。さらに，無菌ラットにおいても同様

の封入体が観察されたことからみて，感染を含めた

飼育環境の変化により出現したものとも考え難い。

このラセン型フィラメントの形成にはおそらく糸粒

体膜の機能異常が関係していると考えられるが，そ

の詳細については現在のところ不明である。

3. アルコール投与ラット肝の実質細胞に見られ

る糸粒体の変異について

30%ないし 50%の割合でアルコールを混入した

飲料水で 1-12週間飼育したラットの肝を透過電顕

で観察し，糸粒体の変異について検討した。 30%で

は投与後4週， 50%では 1週で異型糸粒体および巨

大糸粒体が出現し，アルコール投与期間の延長に伴

いその数は増加煩向を示した。異型糸粒体としては

亜鈴型，指環型などを呈しているものや，糸粒体の

長軸に平行なクリステをもつものなどが観察され

た。巨大糸粒体は甚質の電子密度が高く，外区画に

ラット腎髄質の尿細管上皮細胞の糸粒体に出現する

ものと同様の形態を示すラセン型フィラメントをし

ばしば含んでいた。アルコール投与が進むとラセン

型フィラメントは増加の傾向を示すとともに，巨大

糸粒体の基質にいわゆる spherical homogeneous 

globule or bodyが散見されるようになった。異型糸

粒体，巨大糸粒体， ラセ‘ノ型フィラメントなどの機

能や本態についてはいまのところ全く不明である。
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II. 牌臓の立体微細構築に関する研究

各種哺乳動物の牌臓の立体微細構築に関する比較

解剖学的な研究の一環としてゴールデンハムスター

の牌臓を，動・静脈圧負荷灌流固定，凍結割断して

走査電顕で観察し，既報の動物の場合と比較した。

ゴールデ｀ノハムスターの牌臓は，発達した白牌髄

と比較的良く発達した濾胞周辺帯，牌洞の発達が十

分でない赤牌髄が明瞭に区別された。白牌髄の周囲

には， ラットやモグラで認められたような所々に不

連続部をもつ2~3層の有窓性層状の被膜様細網組

織層が同心性に取り巻き，最外層の一部には辺縁洞

が認められ，濾胞周辺帯側に不規則に開口していた。

赤牌髄は比較的広い牌索域と，あまり発達の良くな

い牌洞系から成り，牌洞は場所によって壁の構造が

異なる 2種類の型が認められるのが特徴的であっ

た。第 1の型では内壁が洞の長軸に平行配列する枠

状細胞で被覆され，細胞間にはヒトやイヌほどの規

則性はないが，格子状に近い配列の stomataがみら

れた。第2の型は分化度の低いもので，被覆細胞が

不規則な形で広がり， stomataも不規則な配列を示

していた。また所により両者の中間型に相当するよ

うな構造も観察された。このような牌洞の発達と分

化の程度からみると， ゴールデンハムスクーの牌洞

は分化型と未分化型の中間に位するものと推察され

た。英血管は認め得なかった。

牌索毛細血管は壁の末端が有窓性になると同時に

牌索細網織の網目構造に移行することによって牌索

腔に開放性に終わっていた。なお，牌索毛細血管末

端が牌洞に直接開口する像は確認されなかった。以

上の所見より，ゴールデ｀ノハムスクーの赤牌髄も，開

放性循環を示していると考えられた。

III. ヒト癌組織内の免疫担当細胞の分布とその意

義に関する組織化学的研究

乳癌組織内リンパ球subsetsの分布を検索してき

たが，癌巣間質では癌に対する免疫応答の遺残を示

唆するような所見が得られ，一方癌巣周辺域では

helper T cell数は比較的多く， macrophageも混在

し， lymphokinecascade機構の存在の可能性が示

され，免疫活動性が間質より高いものと推察された。

そこで interleukin2 receptor CIL2-R), transferrin 

receptor, HLA-DRを指標として， T リンパ球の活

性化の有無を検索した。乳管癌ではこれらの抗原を

有する T リンパ球はきわめて少なく cytotoxic T 

cell (CTL)の活性化が弱いことが示された。一方，

予後が比較的良いといわれるリンパ球浸潤を伴った

髄様癌では，浸潤T リンパ球の大部分に IL2-Rが

検出され，他の組織型と異なる免疫学的反応が認め

られた。さらにCTLが標的細胞と反応する際に必

須といわれる組織適合性抗原 class1の癌細胞にお

ける動態を検索したが，乳癌細胞では高頻度にこの

抗原が検出出来なくなり，癌細胞側にも免疫機構を

抑制する方向に働く因子があることが示唆された。

IV. ヒト cisplatin腎症の病理学的研究

Cisplatin (CDDP)は抗癌作用を有する白金製剤

であるが，腎毒性を有することが良く知られている。

しかしヒトにおける腎障害についての病理学的研究

は乏しい。我々は癌センター病理部の協力を得て，

CDDP治療経過中腎機能異常を起こした 10剖検例

の腎臓について組織学的に検索した。近位尿細管の

曲部と直部，遠位尿細管，集合管に散発的に上皮の

変性，壊死，再生が認められた。再生上皮内の大型

で多形の核と集合管上皮細胞の局所的過形成は，他

の薬剤性腎障害では稀な変化であり， CDDPに特異

なものと考えられた。きわめて高用量の CDDP投与

にもかかわらず，腎機能障害を起こさなかった 1例

の腎摘出が行われたので，電顕的に検索した。尿細

管各部位の上皮内に電子密度の高い lysosomeが増

加し， Henle係蹄の細脚および集合管の上皮には核

の恢入が顕著であった。

臓器内白金濃度を 8剖検例について検索したが，

腎臓内白金濃度と腎機能障害の間には全く関連が認

められなかった。
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2) Takasaki, S., Tanaka, H., Takaki, K., Fukunaga, 
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granuloma (Kimura's disease). Adv. Exp. Med. 
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394 (1985)〕

4)佐々木博之，鈴木昭男：哺乳類腎ヘンレ係蹄太脚細

胞におげるミトコントリア内封入体について．第41回

u本電子顕微鏡学会講演会． 6月．札幌．〔J.Electron 
Microsc. 34(3): 195-196 (1985)] 

5) Tanaka, H. and Ishikawa. E.: Histopathological 

study of human cisplatin nephropathy in autopsy 

cases. Vlth International Symposium "Renal 

Pathology and Toxicity". June. Washington D.C. 
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究．第44回日本癌学会総会． 10月．東京．〔日本癌学

会総会記事第441111. 115 0985)〕

9) Suzuki, T. and Sasaki, H.: Intramitochondrial 
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l)鈴木昭男：走査電子顕微鏡試料， II卑臓，良い写真と悪

い写真（分担執筆）． 日本病理学会編：病理学領域にお

ける電顕応用．医歯薬出版． 101-108,192-199, 409-

435 (1985) 

2)古里征国，桐野有爾：「連続切片」の項分担執筆． 日

本病理学会編：病理学領域における電顕応用．医歯薬

出版． 83-92(1985) 

3)石川栄世，田中寿子，柿本伸一，高崎 促，高木敬三：

木村病ー好酸球性リンバ｛應胞様構造増生性肉芽腫の項

分担執華．小島 瑞，編：リンパ節の病理．文光堂． 70-
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機能研究室

助教授：栗岡 晋 神経化学・蛋白質化学

研究概要

I. GABA受容体に関する研究

GABAおよびベンゾヂアゼピン (BZ)の両結合サ

イトを持ち，GABA-BZ-CI-ionophore Complexで

あると考えられている GABA受容体のアフィニ

ティゲルに対する相互作用を検討した。

ラット脳 P2分画から可溶化調製した GABA受

容体を， ムシモール (GABAagonist)をリガンド

としたアフィニティゲル(MUSーゲル）に作用させる

と， BZ結合サイトが非吸着画分に主として見いだ

され， BZをリガンドとしたアフィニティゲル(BZ-

ゲル）の場合には，逆に， GABA結合サイトが非吸

着画分に主として見いだされた。GABA受容体のア

フィニティゲルによる精製と併せ， GABA受容体複

合体の存在状態について研究を進めている。

MUSーゲル， または BZーゲルに吸着した GABA

受容体はこれらのゲルから特異的および非特異的溶

出画分として得られるが，その画分中に分子量約

16.000の塩基性蛋白質が高猿度に存在することを

確認した。この蛋白質は GABA受容体の一部，もし

くはその近傍にあって GABA受容結合を制御して

いることも考えられ， この塩基性蛋白質の精製，化

学構造の解明を目指している。

II. 血漿蛋白質の化学構造とその機能

蛋白質の化学構造を解析するために，高速液体ク

ロマトグラフ CHPLC)による二次元クロマトグラ

フィーを開発した。この方法は異なった性質を持つ

2種類の HPLC用カラムを直結し，ペプチドの分離

分析を行うシステムで，高分子量の蛋白質ペプチド

マップの作成，およびペプチドの迅速な分離精製を

容易にするとともに蛋白質の遺伝的変異をペプチ

ド，アミノ酸レベルで解析することを可能にした。ま

た， この方法を用いて血漿蛋白質の構成成分の一つ

で．いまだに機能不明である a1B糖蛋白質の一次

構造を決定した。

a lB（分子量63,000)はアミノ酸残基474個， s-
S結合 5個，グルコサミンを含むオリゴ糖結合部位

4個からなる単ーポリペプチド鎖であった。 alBの

一次構造のコンピュータ分析はこの蛋白質が5個の

ドメインを持つ繰り返し構造をしており． 1個のド

メインは 1組のs-s結合を含むアミノ酸残基約 95
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個からなることを示した。各ドメイン，特に，第3ド

メイン9ま免疫グロフリンの L鎖，およびH鎖のバ

リアプル部位， さらに， T細胞レセプター， MHC,

Thy-1など免疫グロフリ｀／ supergenefamilyとの

類似性を与え，全体の構造は IgA,IgMのレセプ

ター， IgAのSC成分との類似性を示した。これらの

結果は alBの機能を考えるうえで，この蛋白質が

レセプターの一部あるいは免疫系を含む細胞間の認

識機構に関与していることを示唆するものと考えら

れ，蛋白質の化学構造解析が機能を考えるうえで非

常に重要かつ必要であることを示した。

III. 脂肪動員ホルモンとカルモジュリンの作用に

ついて

ラット脂肪細胞を用いて， ACTHとエピネフリン

の脂肪動員作用に及ぽすカルシウムとカルモジュリ

ンの関与について，検討した。細胞浮遊液中のカル

シウムイオンの有無は， ACTHの脂肪動員作用に大

きく影響を与え，非存在下では， ACTHの作用は見

られなかったが，ニヒ゜ネフリンには，そのような影

響は無かった。また， A23187（カルシウムイオノフォ

ア）を用いた実験では，両ホルモンともに脂肪動員

作用に変化は無かったため，第一義的なカルシウム

イオンの作用は無いと考えられる。 W-7とW-5を

用いた実験では，両ホルモンともに明らかな阻害効

果が認められた。しかし，ホルモン低濃度域（また

は，ホルモン非存在的）での脂肪動員には，影響を

認めず，また，高濃度域では，阻害作用が低下する

など，脂肪動員過程の多様性がうかがえた。

カルシウムイオノフォアの結果と考え併せると，

エピネフリンの作用に関してカルモジュリンは，細

胞内カルシウムフ゜ールで充足していると思われ，

ACTHの作用には，カルモジュリソ以外の部分にカ

ルシウムが関与していると考えられ，エピネフリン

と明らかに異なる過程の存在が考えられた。

また， これと別に Fluphenazine-Sepharoseを合

成し， Affinitychromatographyにより， Aleurone

cellから，カルモジュリンを精製した。このカルモ

ジュリ｀ノは，電気泳動的，また分子量的に明らかに

動物由来のものと異なることが示された。

IV. 二次元電気泳動法による分離蛋白パターンの

自動解析システムの開発

ミニコンピュータ制御式マイクロデンシタメータ

を用いて， ミクロスラプゲルニ次元電気泳動法に

よって分離された蛋白質のスポットを計測し，その

データをパーソナルコソピュータを用いて処理し，

スボットの視覚的情報を数値化するシステムを開発

した。また，スボットの数値データを立体的に把握

するため，三次元表示のプログラムも開発した。そ

の結果，今まであいまいな視覚的比較のみに終わっ

ていた二次元電気泳動の分離結果を定量的に扱うこ

とが可能となった。

また，スポットの三次元イメージ（スポットの二

次元的分布と濃度との総合認識）としての対比が容

易となり，スボットの出現・消長や，相対的なスポッ

ト問の視覚的・直感的な比較が容易に認識されるよ

うになった。

（なお， この研究は，文部省科学研究費・試験研究

の補助を受け，第1内科と共同で行ったものであ

る。）
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2) Takahashi, N., Takahashi, Y., Ishioka, N., Blum-
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共同利用研究部

部長 平野 正

教授：平野 正

助教授：桜井 進

助教授：入山啓治

講師：滝上 誠

研究概要

細胞学・遺伝学

分子遺伝学

分子博物学

放射線物理学

共利研は共用研究施設の一部門である。基礎およ

び臨床の研究を推進し，発展をはかるという設立目

的を持ち，昭和56年 12月 1日に創立 100年の記念

事業の一つとして開設された。以来， 4年を経過し

た。さらに，昨年度より遺伝子工学研究室も増設さ

れた。研究者からの研究委託件数も年毎に増加し，そ

の内容もまた多岐にわたり高度化してきている。高

度な研究に対応できるには，教職員がより高度な研

究水準を維持していなければならないという信念を

持って，実施してきた研究内容について紹介する。

（平野正）

〔分析機器室〕

I. 医学に役立つ分析手法の確立

酸化還元機能を示す生体成分は，生命の営みの中

も自動発振することを見いだした。

生体内酸化防止システムのうち水溶性抗酸化剤

（アスコルビン酸，グルタチオン，尿酸）のレベルの

変動と各種分析手法の検討を行い，そのうちのいく

つかを分析手法として確立した。（入山啓治）

〔電子顕微鏡室〕

I. 凍結置換固定法の検討

超薄切片作製のための従来の固定法に代わるもの

として近年，急速凍結による凍結置換固定法が新し

い電子顕微鏡試料の作製法として脚光をあびてき

た。我々は真菌（酵母）を材料としてこの方法につ

いて検討した。酵母は厚い細胞壁をもっため，通常

のグルタルアルデヒド・オスミウム酸固定では細胞

構造の観察は困難であり，また過マンガ｀ノ酸カリウ

ム固定では， リボゾームなどが壊れやすい。これに

対し，凍結置換固定法では，核，液胞， ミトコント

リア， リボゾームなどが明瞭に観察され，膜系はス

ムースで生きている状態に近い細胞構造を保持する

ことが分かった。

で大切な役割を果たしているものが多い。それらを II. B型肝炎ウイルス (HBV)抗原を産生する酵母

高惑度かつ高選択的に定菫分析する手法として の電子顕微鏡観察

HPLC-ED法に注目し，その手法を用いて容易に酸 B型肝炎のワクチンを大量に作るために，阪大細

化される生体成分の定量分析法を確立した。例えば， 胞工学センターの松原謙ー教授らのグループは，組

カテコールアミン，アスコルビン酸，グルタチオソ， み換え DNA技術を用いて， HBV抗原を生産する

尿酸である。 酵母の系を開発した。抗原は単離され，ネガティブ

Raman CTの実現の甚礎研究を続行し， Raman 染色法で観察されている。すなわち，表面抗原は直

スペクトルの変化と白内障の進行とに相関関係のあ 径20-25nm,コア抗原は30-40nmの球形または

ることをつきとめた。 卵形の形態を示すこにが明らかにされている。しか

し，酵母細胞内におけるこれらの抗原の形態と局在

II. プリン代謝系の異常と各種疾患との関係 については，全く解明されていない。この点を明ら

HPLC-ED法により，体液や組織中のヒポキサン かにするために，我々は，コア抗原を大量に生産す

チン，キサンチ‘ノや尿酸の分析を進めたところ，プ る酵母について，凍結置換固定法を用いて電子顕微

リン代謝系の異常は，各種臓器の腫瘍や梗塞の形成 鏡観察を行った。その結果，直径40-70nmの球形

と密接な関係のあることが分かった。 または卵形の中空の粒子の集合体が，細胞内に高頻

度に観察された。これらの粒子は，核，液胞， ミト

III. その他 コンドリア内にはなく，すべて細胞質に存在する。こ

Biochipsを構築するための基礎的研究を行った。 れらの粒子がコア抗原そのものであると考え，その

Na+とK+の間に構成した Langmuir-Blodgett膜 同定を免疫電子顕微鏡法によって追求している。
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III. プラズマ重合膜レプリカ法の応用研究

プラズマ重合膜レプリカ法は，田中らによって開

発された新しい高分解能レプリカ法である。その応

用範囲ぱ広く，金属抽出レプリカ膜の免疫電子顕微

鏡法としての利用， フリーズレプリカ法としての利

用などがある。われわれは， この方法を用い，酵母

プロトプラストの表層抗原， Exfoliativetoxinのヒ

卜培養細胞の形態的変化による作用機作について研

究した。（平野正）

〔アイソトープ研究室〕

I. 液体シンチレーションによる放射能測定法の開

発研究

3H, "Cなど純f3放出体の放射能測定には，液体
シンチレーション測定法が用いられる。しかしなが

ら，生物試料など，調製試料によってはケミルミネッ

センスに起因する偽計数が生じ，大きな誤差要因に

なる。このため，特別な電子回路を用いることなく，

解析的手法により偽計数を除去し，正しい放射能を

決定する方法を開発したが， この方法を実用化する

ために，解析パラメータの決定を容易にするための

燐光試料を考案し，さらに，コンピュークによるデー

タ処理法を確立することにより本法の自動化をは

かった。また，本法をさらに発展させることにより，

単一標識試料だけでなく， 3H-"C二重標識試料の測

定の際のケミルミネッセンス補正も可能であること

を実験的に明らかにした。

II. プドウ球菌遺伝子(SAK遺伝子）のクローニン

グ

ブドウ球菌の線維素溶解性に関与する菌体外酵素

スタフィロキナーゼ (SAK)は，その特異な生物活

性に興味深いものがあるばかりでなく，いわゆる線

溶剤として医療に供し得る十分な可能性をもつ。こ

のための基礎研究として，組み換え DNA技術を用

い， SAK追伝子をプラスミド pBR322または

pUBllOに組み込み，大腸菌，枯草菌およびプドウ球

菌で発現させた。ファージ溶原化変換により産生さ

れるこの酵素はRL-TS(p</,2)株では99.5%が培地

中に分泌されるが，大腸菌C600株では培養上清に

17%，ペリプラスミックに55%，サイトプラスミッ

クに28%存在しており，全体として RL-TS(p</,2) 

株の 35%のSAK産生が得られた。なお，大腸菌に

おいても JM103株中でtacプロモーターを使用し

て発現させると，枯草菌と同程度の SAKが産生さ

れた。（滝上誠）

〔遺伝子工学研究室〕

I. 黄色プドウ球菌Exfoliativetoxin遺伝子のク

ローニングと大腸菌における発現

昨年に引き続いて StaphylococcalScalded Skin 

Syndrom CSSSS)患者由来株主として膿痴疹患者

由来株を用いて本疾患の原因毒素と考えられる表皮

剣脱毒素の理化学的，免疫学的性状の相違点を解明

することを研究テーマの一つとして実験を進めてい

る。患者由来の黄色ブドウ球菌（黄色ブ菌）が産生

する表皮剥脱毒素Staphylococcal exfoliative 

toxin (SET)には 100゚C,20分の加熱で失活しない

耐熱性毒素sETA1, 2, 3, 4と， 60゚C,30分の加熱で

失活する Staphylococcal exfoliative toxin B 

(sETB)があり，両毒素は免疫学的に全く交差反応

を示さないことをすでに報告している。これら sET

はゲル濾過によってその推定分子量は24,000で，そ

の毒性に関して全く共通するにもかかわらず，その

血清型，耐熱性における著しい違いに加えて， sETB

のdisc電気泳動的な単一性に対して sETAは

heterogeneityがあるなど，きわだった性質の違い

が認められる。これらの点を毒素蛋白の構造解析，す

なわち一次構造から解析を進めるため， sET産生黄

色ブ菌の DNAから ET指定領域をクローニング

し，その塩甚配列からアミノ酸配列を推定し，sETA,

sETBの諸性質における特異性を比較検討する実験

を行った。 ETA産生株からフェノール法によって

DNAを抽出し， AluIで消化後， 5-6Kbフラグメン

トを Smalでnickを入れたベクターpUC9にT4

DNA ligaseで連結し，大腸菌C-600に形質転換さ

せ，アンピシリン耐性の 8,000コロニーの transfor-

mantsから ELISAおよび抗sETA血清添加平板培

地による Halo形成法によって sETA産生形質転

換株CETAを選択した。 CETAは産生する cETAの

98%を菌体外に分泌する特性を示し， sETAと免疫

学的にも耐熱性の点でも同一で，またdisc電気泳動

でも sETA同様の 4本の分別帯として泳動する点

においても共通する性質を有している。ベクターに

挿入したパッセンジャーDNAフラグメントは約5.

8Kbであるが，その ETA指定領域を約L7Kbの

フラグメントとし， Ml3を用いたdideoxy法によっ

て塩基配列を決定中である。また易熱性のsETB産

生はplasmid支配であるため， ETB産生黄色ブ菌

から CsClによる遠心分離によって plasmidを分離

し，ETB指定領域のクローニングも行っているが約

1.9 Kb Alu Iフラグメントを pUC9に挿入して大腸

菌C-600に形質転換させ， ELISAによって ETB産
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生 transformantsCETOを選釈し， sETBと比較検

討している。（桜井進）

X. その他

1) 教授平野 正は米国電子顕微鏡学会の Erner-

itus memberに， また IUMSのInter.Cammi. for 

Yeastの日本代表になった。

2) 平野らの展示発表が第 43回米国電子顕微鏡

学会において優秀論文として選ばれた。
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スの補止．第46回応用物理学会学術講演会． 10月．京

都．

19)桜井進．鈴木仁：黄色ブドウ球菌 Exfoliative

toxin遺伝子のクローニングとその解析．第 59回日本

細菌学会総会． 3月．名古屋．

IV.著書

l)人山啓治：単分子膜の項分担執筆．戸田不二緒編：

人上酵素．生体膜デザイン．シーエムシー． 212-

217 (1985) 

V. その他

l)人山啓治：メロシアニン色素集合体の構造と機能に

関する実験的研究．文部省科学研究費補助金「特定研

究：分了集合体の高次組織と機能」研究成果報告書．

217-220 (1986) 

2)平野 正：メンデル追伝学の成立過程を再現．サイ

工‘／ス． 15(9):126-127 0985) 

3) 11.111正視：酵母の表階抗原のプラズマ重合膜金属抽

出レプリカ法による観察とその考察．昭和 60年度文部

省焚励研究 A報告霜．
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実験動物研究部

部長 松葉三千夫

教授：松葉三千夫 比較内分泌学 るものと思われた。

（兼任） b) 内分泌学的検討

講師：岩城隆昌 比較実験動物学 細胞の chol供給系に対して作用機序の異なると

考えられている各種阻害薬を用いACTHのコルチ

研究概要 コイド産生促進 (CG)に利用される mit内および

I. 副腎皮質細胞の種族差に関する研究 mit外chol供給系の大きさと役割を脂肪顆粒の豊

1) Cholesterol供給系について 富なラットおよび脂肪顆粒を欠ぎ，lysosomeの良く

a) 形態学的検討 発達したハムスター遊離副腎皮質細胞を用いて検討

ACTHによる糖質コルチコイド産生促進作用発 した。 ACTHによる CGに利用される基質cholの

現に利用される各種動物の副腎皮質細胞内 choles- 供給源は， aminoglutethimide(cyt. p450sccとchol

terol供給系の大きさと役割に種族差が存在するか のcomplexを阻害）と cycloheximide (ster-

を検討した。 oidogenic protein合成阻害剤）の抑制効果発現時間

副腎皮質束状層細胞での steroidhormone生合成 の差から mit内cholpoolの容量はラットおよびハ

の律速段階はmitochondria(mit)内膜に局在する ムスター遊離副腎皮質細胞共に非常に小さいもの

cholesterol (chol)側鎖切断酵素 (cytochrome （約2分で消費）と推察され，そのほとんどがmit外

p450scc)と基質chol(free chol)との complex形 供給系に依存しているものと思われた。 mit外chol

成速度に依存すると考えられている。この基質chol 供給系としてはラット遊離副腎皮質細胞の場合，

の細胞内供給系としては， mit内およびmit外chol chloroquine (lysosomeに特異的に集積し，

供給系が考えられる。 mit外chol供給系としては， lysosomal enzymeを阻害）による CGの抑制時間

lysosome系，脂肪顆粒からの cholの遊離系 (chol がincubationの初期のみでその後は， W-7 (chol 

ester hydrolaseの活性化による）およびcholのde ester hydrolaseの活性化に関与する calmodulinの

novo合成系が考えられる。そこで各動物（マウス， 阻害薬）でほぽ完全に抑制されたことから最初

ラット，ウサギ，ハムスター ウシ，ブタおよびサ lysosome系からの cholか (incubation開始の約

ル）の副腎皮質束状層細胞の超微細構造を電顕にて 2~6分の間），またその後は脂肪顆粒から遊離され

写真撮影し，これらホルモン産生と関連性の深い たcholが消費されるものと思われた。一方，ハム

organellaの核を除く占有面積の割合を比較検討し スター遊離副腎皮質細胞の場合， incubation開始

た。その結果， lysosomeの占有面積はハムスクーが の1時間まではchloroquineで強く抑制されたこ

7.5%，サルが3%，ウシおよびラットは1.5%であっ と， W-7はラットとは異なりハムスターのCGに影

たが，ウサギ，マウスおよびブタではほとんど観察 響しなかったことからラットより長期にわたって

されなかった。脂肪顆粒の占有面積はウサギ， ラッ lysosome系の cholが利用されるものと思われた。

トおよびサルが20-30%と多く，マウスは 10%と Chol de nova合成阻害剤の一つである ML-236B

中程度， ブタおよびウ・ンは 1~3％と少なかったが， は， ラット遊離副腎皮質細胞の ACTHのCGに対

ハムスターではまった＜観察されなかった。一方， する影響が3時間の incubation実験において認め

mitの占有面積は，ハムスター，ウシ，マウスは28 られなかったが，ハムスター遊離副腎皮質細胞では

~38％と良く発達， ラットおよびブタは22-24% 1時間 incubation以降の ACTHのCGに強く抑制

と中程度，ウサギおよびサルは 11-13%と脂肪顆粒 したことから，ラットとは異なりハムスターでは

の少ない動物にmitの占有面積が多い傾向が見ら lysosome由来の cholが枯渇した後の基質供給系に

れた。これらの観察から ACTHによる糖質コルチ chol de novo合成系が関与するものと考えられた。

コイド産生促進作用発現に利用される副腎皮質細胞 2) Nonspecific Caい channelについて

内chol供給系の大きさと役割には，種族差が存在す Trypsin消化法にて調整したウシ遊離副腎皮質細
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胞にぱ，ACTH,dibutyryl cyclic AMP (db-cAMP) 

およびacetylcholineと関係しなし、nonspecificCa++ 

channelが存在する可能性について報告してきた。

本年度ぱ，Caイオンと高い親和性を持つ蛍光指示薬

の一つである Quin2を用いて細胞内 Caイオンの

変動を直接観察することによりウシ遊離副腎皮質細

胞の nonspecificCa++ channelの存在を明確にしよ

うとした。ウシ遊離副腎皮質細胞ではラットとは異

なり， ACTHや db-cAMPが無くても細胞外Caイ

オンの濃度に依存して cortisol産生と parallelに

細胞内蛍光強度の増加が観察された。この細胞内蛍

光強度の増加は， Ca++ channel阻害剤である ver-

apamilや PY-108-068により強く抑制されたが，細

胞内 Caイオンの遊離阻害剤の TMB-8およびdi-

chlorYosに対する影響が認められなかったことか

ら， Trypsin処理法にて採取したウシ遊離副腎細胞

には， ACTHや db-cAMPに依存しない Ca++

channelが存在する可能性について強く示唆出来

た。この nonspecificCa++ channelは，遊離細胞を

培蓑しても修復されなかったことから，遊離細胞作

成過程で出来た細胞膜上のキズとは考え難く， ウシ

の副腎重量が約30g（左右合計）と大きく，またそ

の細胞問も密で血行性もラットに比べはるかに劣る

ものと思われることから，細胞間情報伝達路である

Gap Junctionと呼ばれるイオン透過性の穴が遊離

細胞を作る過程で露出したものと想定された。

研究業績

I. 原著論文

1) lwaki, T., Noguchi, A. and Sekimoto, T.: 

Sources of extramitochondrial corticoidogenic cho-

lesterol in the adrenal cortex. Jpn. J. Pharmacol. 

38: 207-214 (1985) 

2) lmagawa, A., Noguchi. A. and lwaki, T.: Effect 

of dantrolene on the corticoidogenic response to 

dibutyryl cyclic AMP in the rat, bovine and ham-

ster adrenocortical cells. Jikeikai Med. J. 32: 211-
215 (1985) 

3) Noguchi, A., lwaki, T. and Sekimoto, T.: In-

bitory effect of dichlorvos on ACTH -and dibutyr-

yl cyclic AMP-induced steroidogenesis in 

adrenocortical cells. Jikeikai Med. J. 32: 217-223 
(1985) 

4) Tomita, C., lwaki, T. and Kawamura, M.: Effect 

of chloroquine, W-7, cycloheximide and aminog-

lutethimide on ACTH -induced corticoidogenesis in 

rat adrenocortical cells. Jikeikai Med. J. 32: 641-
647 (1985) 

5) Ohno, Y., lwaki. T. and Kawamura, M.: Ster-

oidogenic cholesterol sources in rat and hamster 

adrenocortical cells. Jikeikai Med. J. 32: 649-655 
(1985) 

III. 学会発表

l)岩城隆昌，野口昭文，大野裕治，関本健人，辻 和男．

川村将弘，松葉三千夫： ACTHの作用機構に関する研

究， ラットおよびハムスターにおける ACTHによる

steroidogenesisの基質cholesterol供給系に関する研

究．第32回日本実験動物学会総会． 9月．奈良．〔Exp.

Anim. 35: 210 0986)〕

2)野口昭文，関本健人，岩城隆昌，大野裕治，辻 和男，

柳橋和利，川村将弘，松業三千夫：ラットおよびハムス

ター副腎皮質細胞における ACTH-induced cor-

ticoidogenesisに対する 4-APP投与の影響．第73回

日本薬理学会関東部会． 10月．東京．〔日薬理誌． 87:

81 (1986)〕

3)川村将弘，野口昭文，大野裕治，関本健人，辻 和男，

岩城隆昌，柳橋和利，松葉三千夫： ACTHの作用機構

に関する研究． SecondmessengerとしてのCa++．第

102回成医会総会． 10月．〔慈恵医大誌． 100・ 

1031 0985)〕
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研 究 室

宇宙医学

教授：井川幸雄 臨床検査医学•生理学

（兼任）

研究概要

I. 高重力に関する研究

従来，当研究室では，重力生理学に関する研究を

行っている。今までは， ヒトの bed rest, water 

immersion, 動物ではラットの懸垂等による特に

hypodynamicsの研究を行ってきた。本年からは，次

のステップとして高重力の研究を始めた。高重力環

境を作るには一般に遠心加速機が用いられる。しか

し，市販の製品は，高価であるとともに材料試験な

どの目的で作られているため，生物実験には加速度

が強すぎることや，数週間以上の連続運転が出来な

いなどの理由で使用不可能である。そこで， 8G以下

で長期間連続運転可能な遠心機を設計・製作した。今

回製作した遠心機は，アーム半径 1m 30cmで

dynamic balanceを良くするために直径 2.6mの

アームを十字に組んだ旋回腕型である。使用した

モーターは， 0.4kw,ギャー比 1/20のギャーモート

ルで，回転数の制御には汎用インバーターを用いた。

この遠心機は，加速度範囲 0~8Gで数週間連続運転

が可能である。今回は，この遠心機を用いて，体重

約200gの雌ラットに， 3,4,5,6Gの遠心加速度

をーGx（背から腹），十Gz（頭から尾），ーGz（尾から

頭）の 3方向に 30分間負荷し，その問の心拍数，血

圧，呼吸数の変化を観察した。心拍数は，自作した

心拍計により心電図の R-R間隔の時間を測定し 1

分当たりの値として記録した。血圧は，外径0.61mm 

のポリエチレソチュープを左総径動脈より大動脈弓

まで挿入し，ストレインゲージ型トランスジュー

サーで平均大動脈血圧を連続記録した。呼吸数は，イ

ンピーダンス法により呼吸曲線を記録し， 1分当た

りのピークの数により求めた。その結果，―Gx方向

の負荷では，心拍数，血圧に変化は見られなかった

が，呼吸数には，増加がみられた。＋Gz方向の負荷

では，心拍数の上昇が見られヒトの 90'head-uptilt 

の反応と一致し，胸郭内血液量の減少が予想される。

呼吸数は， 3,4, 5 Gでは変化が見られないが 6Gで

はわずかに上昇を示した。ーGz方向の負荷では，負

荷直後より呼吸曲線の振幅が減少した。特に6Gで

は呼吸数に高度の低下がみられた。以上の結果より，

3~6G程度の重力負荷では，循環系より呼吸系に影

響が大きく現われるようである。また，重力に対す

る生体の耐性は．ーGx,+Gz, -Gzの順で弱くなる

ことが示された。今回の実験結果より， 5G以下で 30

分間の重力負荷では， ラットに与える致命的な影響

は現われなかったので，次年度は比較的軽度の高重

カ(5G以下）で数週間以上の長期実験を行う予定で

ある。

II. ラットの運動訓練における基礎的研究ーII

先の報告に続いて下記の実験を行った。

l. ラット運動中の酸素摂取量 (Vo2)の測定
この実験は，種々の速度でラットを走らせた場合

の各速度におけるvo2の経過を知ることを目的と
して行った。

用いたラットは 32~34週齢の Wister系の雌 3

匹であり，呼気マスクをつけてトレッドミルでス

ムースに走らせる訓練を終わったものである。すな

わち，これらのラットはマスクを着けて， 24m/min 

の速度で 30分以上走れる能力を持っている。

負荷速度は 24(40),36(60), 48(80), 60(100) m/ 

min (cm/sec)の4種類である。

さらに，速度を一定とし， トレッドミルの領斜を

変えた時のvo2の測定を行った。速度は 24m/min 
で，傾斜は 5,10, 20%の3種類である。なお，以上

の実験で，測定時間はすべて走り始めてから 10分ま

でとした。しかし， 60m/minではラットの走る時間

を5分間とした。呼気は 1分ごとに小型バッグに採

取し， Scholander微量ガス分析器で分析した。

各速度におけるvo2の経過を見ると，運動開始と
同時にVo2li増加を示したが，それらの増加パター
ンには相異がみられた。すなわち，低速では立ち上

がりが緩やかであり，高速になるほど立ち上がりは

急で値も高くなった。また， トレッドミルに傾斜を

つけた場合にも，それぞれのvo2の増加パターンに
違いがみられた。なお，今後例数を増やしてこれ

らの結果を確認し，さらに速度と vo2との関係につ
いても検討する予定である。

2. ラy 卜の最大酸素摂取量 (V02max)測定の試
み

ラットのV02maxを知ることは， ラットの基礎的

-176-



な体力と訓練による体力の変化を知ることになると

考えた。すでに，ラットで測定された V02ma入の報告

もあるが．当研究室のような呼吸マスクを用いて

行った報告はまだ見ていない。また．ラットの

VO,maxの測定法も確立されておらず研究者それぞ

れが独自の方法で行っている。そこで今回（ま． ラッ

トの VO,maxの測定法の確立を試みた。用いたラッ

トは 16-19週齢の Wister系の雄3匹と雌3匹で

ある。

最初の試みとして，（1) ラット運動中のvo2の測
定で得た結果を参考として， トレッドミルの傾斜を

10%にして速度をかえる方法で行った。傾斜をつけ

た理由としては，速度だけで作業負荷を増そうとす

ると，速度が高速となり，危険を伴うという猪飼の

意見に従ったからである。事実，高速で走らせた場

合，ラットは急にスピードについてゆけなくなり，体

を丸めたり， レーンと刺激板の問に後脚が引き込ま

れてしまう。この状態になると， ラットは爪をはが

したり，足を負傷し次回から走れなくなることが多

かった。なお，結果については検討中である。

Ill. 体位変換に関する研究

当研究室では以前より体位変換に関する研究を

行っている。ヒトを用いhead-uptiltを行うと，心

拍数の上昇，収縮期血圧の低下，拡張期血圧の増加

が見られ，その結果として脈圧の減少が起こること

は一般的によく知られ，我々の実験でも同様の結果

を得ている。当研究室では， tilttableを用いた pas-

siveな体位変換により orthostaticreflexが，水浸法

による hypodynamics暴露， 31ATAの高圧環境暴

露により，どのように変化するかを検討して彦た。ま

た， ラットを用いた実験では， 20°,45°, 90゚の head-

upおよびhead-downによる平均大動脈血圧，中心

静脈血圧，心拍数の変化を検討してきた。本年度は，

放射線科・川上憲司助教授と共同で体位変換による

肺機能の変化を，核医学検査， インピーダ‘ノス測定

により検討した。対象は正常人，各種肺機能疾患と

し， tilttableにより passiveに45・head-up,および

45° head-downの体位変換を行った。核医学検査で

は， Kr-8lm,Tc-99m MAAを使用した換気・血流

分布，およびTc-99mRBCによる血流分布につい

て検討した。電気インピーダンス法では，胸壁上に

帯状電極を付け換気と肺動脈波に伴うインピーダン

ス変化の関係について検討した。その結果， 45°

head-upでは 90° head-upほど顕著な反応は示さな

いが，血圧の上昇，心拍数のわずかな増加がみられ

た。1回換気量，心拍出量は有意に減少を示し総末梢

抵抗1ま高値をとった。インピーダンス肺脈波の拡張

期に見られる earlydiastolic peakは， supineposi-

tionより 45'head-downpositionで増高した。 Tc-

99m RBCで測定した肺血液量は， 45'head-down

より 45'head-upでの減少が大きかった。換気量，分

時換気量は，体位変換による変化は見られなかった。

血液ガスは， 45'head-downで有意に減少を示した。

研究業績

I. 原著論文

1) Saiki, H. (St. Marianna Univ.), Saiki, Y. (Saiki 

Inst.), Sudoh, M., Nakaya, M., Shioda, K. and 

Ikawa, S. : Modification of the resting oxygen con-

sumption level of biological and its tissues, during 

prolonged hypodynamics exposure. The Physiolo-

gist. 28: s 73-s 74 U985) 

III. 学会発表

1) Lin, Y.C.••, Arita, H. Cinst. of Basic Med. Sci., 

Univ. of Tsukuba), Sudoh, M., Kuwahira, I.*, Ohta, 

H.*, Saiki, H. (St. Marianna Univ.), Tamaya, S.* 

（・Univ.of Tokai Sch. of Med.), Claybaugh, ].R.** 

(**Univ. of Hawaii John A. Burns Sch. of Med.) 

and Nakayama, H. (Japan Marine Science and 

Technology Center): SEADRAGON VI: Circula-

tory deconditioning during 7-day dry saturation 

dive as 31 ATA. 1985 Joint Conference Undersea 

Med. Society, Annual Scientific Meeting and 10th 

Annual Conference on the Clinical Application of 

Hyperbaric Oxygen. June. Long Beach CA U.S.A. 

[Undersea Biomed. Res. 12: 40 0985)] 

2)川上憲司，森 豊，島田孝夫，須藤正道，井川幸雄，

鈴木政登：体位変換と肺機能．第32回日本臨床病理学

会総会． 9月．松本．〔臨床病理． 33:54 (1985)〕

3)中家優幸，須藤正道，井川幸雄，佐伯 長久（聖マリア

ンナ医大） ：ラットの運動負荷時の心拍数とエネル

ギー代謝の測定．第102回成医会． 10月．東京．〔慈恵

医大誌 100:1046 0985)〕

4) Saiki, H. (St. Marianna Univ.), Nakaya, M., 

Sudoh, M. and Ikawa, S.: Modification of the rest-

ing oxygen consumption level of biological body 

and its tissues, during prolonged hypodynamics 

exposure. 7th Annual Meeting of the !UPS Com-

mission on Gravitational Physiology. Oct. Niagar-

a Falls NY U.S.A.〔ThePhysiologist. 28: s 73-s 74 

(1985)〕

5)富永 滋（順天堂大学医学部），）1|上憲司，須藤正道，

森 豊，布施政好（日本光電・開発室）： Headup & 
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down positionにおけるインピーダンス肺脈波，心拍

出量，肺血液量の変化．第 4回生体電気インピーダンス

研究会． 10月．岡山．

6)須藤正道，井川幸雄，佐伯 長凡聖マリアンナ医大） ： 

高G負荷に伴う心循環系機能の変化．第31回日本宇

宙航空環境医学会総会． 11月．名古屋．〔宇宙航空環境

医学． 22: 71 (1985)〕

医用エンジニアリング

教授：吉村正蔵

（兼任）

助教授：古幡 博

研究概要

内科学（循環器病学）・超音

波医学・脳循環動態・心機

能計測

生体丁学・血行力学・心力

学・超音波医学

I. 脳動脈硬化度の無侵襲的定量的測定法に関する

研究

超音波定量的血流量測定装置 (QFM)による頚動

脈血流量波形を基本にし，これに頸動脈圧波を組み

合わせた頸・脳動脈系シミュレーションモデル・パ

ラメータ推定法による脳動脈硬化度測定法

(Hydraulic Input Impedance Method : HII法）は

ルーチン検査法として確立された。しかし，残され

た問題点として，①精度向上のためのバラメータ

推定手法上の改善，②測定法の改善，③局所硬化

部位の特定化などが挙げられる。①については，既

にソフトウエア開発をおおむね終了しているが，実

際には②の改善が行われないと根本的な改菩は望

めない。すなわち，頸動脈圧脈波，血流波形の無侵

襲測定に関し④圧脈波として通常の脈波による波

形を用いているので，真の頸動脈内圧から歪んだも

のとなっていること，⑤また圧・血流非同時測定の

ため血行動態的に時間ずれがあることが根本的課題

となっていた。この解決を次のように行った。

(1) 無侵辿的血圧波形測定法

血行力学的な研究から，血管径変化波形，すなわ

ち心拍動に伴う径拍動波形が血管内圧波形と酷似し

ていることは， 1960年代 invitro実験で確認されて

いる。 invivoでは， 1983年本 HII法への適用を第一

目的とし， QFMに内蔵した超音波エコー追跡法に

よって，径拍動波形を求め， カテーテル圧波形との

一致を菅原（女子医大），古幡らによって実証されてい

る。これを基に血管径拍動波形を上腕カフ圧で校正

し，頸動脈圧波形とすることを実現した。これによっ

て血管周囲の粘弾性特性による圧波形の歪を除去し

た。ただし，石灰化しているような硬化状態ではこ

の方法に限界があると考えている。

(2) また従来， QFMで血流測定した後脈波計で

圧波形を測定していた。しかし，上記の如<,QFM

内蔵エコー追跡法で圧脈波が血流と同時計測される

ので，問題⑥は解決された。

この方法の妥当性は， 20,40歳代の 2群各 10例
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について測定し，得られた脳動脈硬化度指標が既知

のテータと一致することで確認された。

II. 心ポンプ機能の無侵襲的評価法

1． 心・大血管シミュレーションによる心機能指

標の評価

左室・大動脈のモデルを構築し，左室ポンプ指標

として有用な大動脈最大血流加速度 peakdF/dt，最

大パワー速度peakd(Power)/dt などの後負荷•前

負荷依存性を検討した。その結果，

(1) 後負荷依存性はpeakdF/dtが最も低く，最

大血流速度 Vmaxfまpeakd(Power)/dtより低かっ

た。

(2) 前負荷としての左室拡張末期容積EDVに対

する影響はpeakd(Power)/dtが最も低いものと

なった。

この結果は従来知られている動物実験による生理

学的特性とおおむね一致していた。しかし，それら

は前・後負荷にまったく影響されない心ポンプ指標

ではなく，新指標の探索が必要と思われた。

2. 運動負荷時大動脈最大血流加速度peak(dF/ 

dt)による心予備力の評価

超音波パルスドップラ血流計によって胸骨上にて

測定される大動脈血流波形Fを時問微分した大動

脈血流加速度dF/dtの最大値peak(dF/dt)が左室

ボンプ機能のきわめて有効な評価指標となることは

すでに報告した。さらに最近になって理論的にpeak

dF/dtは血圧波形Pの微分の peakdP/dtと，

peak dF/dt= (1/pwv•d) peak dP/dt 

pwv:大動脈脈波伝搬速度

d:血液密度

の関係にあることが明らかとなっている。したがっ

て，同一個人について，運動負荷を加えたときの

peak dF/dtの変化より，心収縮能の変化が測定可能

である。心疾患者への適用も考慮し，負荷量は50

W・3分と軽度なものとし， peakdF/dtの変化率を

健常群と EF50%以下の IHD群で調べた。周知の

血行力学的応答特性のほか，次の新たな知見を得た。

(1) 健常群では血流速度の増大に伴い， Fパクー

ンが急峻化するのに対し，疾患例では台形パターン

のまま著明な変化を呈さなかった。

(2J peak dF/dtは，健常群で経時的に増加し続

け， 3分時には約50%となるが，疾患群では著明な

増減傾向を示さず，顕著な収縮能の違いをぷした。す

なわち心収縮能の無侵似的予備力評価指標として，

極めて有用なることを確認した。

3. 心機能評価の新指標の提案

無侵襲計測された peakd(Power)/dtは心ポンプ

機能の指標として有用であるが，左室心筋容量で正

規化した方が， より正確な心ポソフ゜機能を反映する

ものとなる。心筋容量を無侵製計測することは極め

て困難であるので，臨床適応可能な方法として心腔

内表面積EDSを超音波断層法で近似的に求め， こ

れでpeakd(Power)/dtを除し，新指標とした。

すなわち， peakd(Power)/dt/EDSを健常例 5

例， EF50%以上と以下の心疾患患者各 5例につい

て調べ，各種心指標と比較した。この結果，一回拍

出量，心拍出量，駆出率， peakd (Power)/ dt, peak 

d (Power) I dt/EDSの順で鑑別能力の高いことが確
認された。（教授退任講演時に報告）。

III. 冠動脈血荒の無侵襲測定

心臓病は脳血管障害を抜き本邦死因の第2位を占

めるに至り，主原因となる冠血流動態の把握は，極

めて重要なものとなりつつある。しかし，その非観

血的把握は困難で，近年発展の目覚ましい超音波パ

ルスドップラ血流計をもちいても，次の理由によっ

てその測定は不可能であった。すなわち，①拍動に

伴って揺動する血管内にサンプルボリュウム CSV)

を留めることが出来ないこと。②かりに連続的に

血管内に留めても，血管とともにSVが揺動するこ

とに伴うドップラ効果を除去する必要があり，その

方法が提案されていないことによる。この問題を解

決するため新たに血管追跡型超音波卜、、ップラ血流計

の開発を行った。この方法は冠動脈血管壁エコーを

基準にし，その動きに合わせて svを移動させるこ
とによって，揺動血管内にSVをとどめる一方，ドッ

プラ検波も壁エコーを起点とする基準パルスを用い

ることによって，上記問題点を解決している。モデ

ル実験にてその有用性を確認し，臨床適用を目指し，

超音波実時間断層装置 (SSH-40B)に血管追跡部を

追加した。現在この新システムによる臨床測定を試

行中である。

IV. 超音波による血球破壊特性

超音波の医学応用の方向として，診断的活用の他

に治療的応用が従来から考えられている。悪性腫瘍

破壊，細胞代謝促進，投薬制御法など将来的な課題

であるが，いまだ臨床適用するにはヒトの超音波物

性に関する基礎的定量的データが不足している。そ

の基礎データの一つとして，赤血球の超音波破壊特

性を調べた。その結果，

(1) 溶血度で破壊の程度を測定すると，照射パ

ワー，照射時間に対し S字状の増加傾向を示した。
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(2) 鮮血に対し，時間がたって老化した血球の方

が破壊されやすかった。

(3) 電子走査顕微鏡によって，血球破壊の形態学

的プロセスをある程度推定することが出来た。

研究業績

I. 原著論文

1. 研究概要IIに関するもの

l)高山和久，真家健一，宮下裕三，高橋郁美，藤崎寿路，

原 正忠，中塚喬之，吉村正蔵，古幡 博：超音波バル

スドプラ血流計を用いた心機能評価 peak d 

(Power)/dt測定の 9児への応用ー．体力医学． 34:

99-112 (1985) 

II. 総説

l)古幡 博：無侵製血管硬化度計測・ンステム．臨床検
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2)鈴木直樹，伊藤幹生：パソコンを用いた各種医用画
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映像情報． 18:170-178 (1986) 

III. 学会発表
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高山和久，高橋郁美，宮下裕三：大動脈血圧・血流波形
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学会大会． 7月．札幌．〔医用電子と生体工学． 23（特
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2)宮下裕三，高橋郁美，高山和久，藤崎寿路，原 正忠，

照屋日出夫，中塚喬之，吉村正蔵，古幡 博：運動負荷
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第102回成医会総会． 10月．東京．〔慈恵医大誌． 100:

1035 (1985)〕

3)宮下裕三，高橋郁美，高山和久，藤崎寿路，原 正忠，

中塚喬之，吉村正蔵，古幡 博：超音波パルスドプラ法

を用いた運動負荷時大動脈血流量加速度dF/dtによ

る心機能評価法．第47回日本超音波医学会． 11月．神

戸．〔第47回日本超音波医学会講演論文集． 12(suppl.
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4)宮下裕三，関 一彦，高橋郁美，高山和久，藤崎寿路，

原 正忠，照屋日出夫，中塚喬之，吉村正蔵，古幡博：

大動脈血流量最大加速度による心予備力の評価．第50

回日本循環器学会総会． 3月．京都．〔Jpn.Circ. J. 50 
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3. 研究概要IIIに関するもの

l)古幡博立石修，会沢治，吉村正蔵，漉尾育弐，

飯沼一浩：血管追跡型超音波パルスドプラ血流計に関

する基礎的検討．第47回日本超音波医学会． 11月．神
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体力医学

教授：米本恭三

（兼任）

助教授：倉田 博

研究概要

リハビリテーション医学・

体力医学

体力医学・運動機構

I. 運動単位に関する研究

l. 単一運動洋位の活動参加の閾値張力と関節角

度の関係

これまでに，内側広筋，外側広筋および大腿直筋

の単一運動単位の活動参加について，膝関節角度と

股関節角度を変化させて閾値張力の変化を検討して

きた。その結果，各運動単位の閾値張力(%MVC) 

の最大値に対する割合は，股関節屈曲位 (90゚）では

膝関節が伸展位の方が内側広筋 (10%/135°, 60%/ 

45゚ ）と外側広筋 (15-25%/135゚， 55%/45゚）では高く，

逆に，大腿直筋 (100%/135°,30-40%/45゚ ）では低

かった。股関節伸展位 (O゚ ）では膝関節伸展位 (45゚）

でのその割合は，内側広筋と外側広筋では高くなり，

逆に，膝関節屈曲位 (135°,120゚ ）で大腿直筋では低

くなった。

そこでさらに，低閾値の運動単位と高閾値の運動

単位について， この点に検討を加えた。この関節角

度変化による運動単位の閾値張力の変化の度合い

は，高閾値のものよりも低閾値のものの方が有意に

大きいことが見いだされた。

これらの成績は，膝関節伸展位での内側広筋と外

側広筋の a運動神経細胞に対する抑制は股関節伸

展位でより強力になり，逆に，大腿直筋では膝関節

屈曲位での抑制が股関節伸展位で減弱するという仮

説を支持するものである。また，低閾値の運動単位

を支配している脊髄 a運動ニューロンは高閾値の

ものよりもより強く関節角度変化の影響を受けてい

ることが推定される。

2. 歩行時の単一運動単位の活動

コイル型の筋内埋入電極を用いて， トレッドミル

歩行中のヒト前腔骨筋単一運動単位の活動電位を記

録した。 5個の単一運動単位がZOm/minから 112

m/minまでの歩行速度で同定できた。歩行中の運動

単位の活動参加順序は速度にかかわらず不規則で

あった。各連動単位の放電頻度は遅い速度よりも速

い速度の方が高かった。しかし， 1ステップ中のスバ

イク数は，バースト期間の減少がより大きいために

減少した。放電間闊が 10ms以下の，おそらく “dou-

blet"と思われるスパイクの出現が認められた。ヒ

トのトレッドミル歩行における前胚骨筋運動単位活

動では，活動参加よりも放電頻度が歩行速度に対す

る制御因子となっているものと考えられる。

II. 体力医学に関する研究

l. ヒトの身体空間知覚能力

これまでに，肩関節，肘関節，指関節と上肢につ

いてヒトの身体空間知覚能力を検討してきた。そこ

でさらに下肢の膝関節について検討を加えた。椅座

した被検者（健康成人男子 10名，女子 10名，計20

名）の大転子，大腿骨外側上顆，外果を結ぶ線上に

関節角度測定装置を装着し，角度目盛りを直続記録

した。被検者は閉眼で，左右同時に角度指示と空間

二等分割を行った。角度指示は． 45°,30°, 60゚， 90゚と

思われる位置で 3回行われた。また，空間二等分割

は．伸展→屈曲→二等分→屈曲→伸展→二等分の順

で 5回繰り返された。どちらも，股関節90゚と 0゚の

時で差異が試された。角度指示： 45°,30°, 60゚，90゚と

伸展側に偏俺する傾向があった（ただし，股関節 0°

で 30゚ 指示の時を除く）。股関節が90゚ から 0゚ に変わ

ることによって，偏椅の中央値が屈曲側に 2°~9゚移

動する。また，股関節〇゜での方が個人差が大であっ

た。空間二等分割：全体的に伸展側へ偏椅する傾向

がみられた（中央値ー9.0--13.5%）。股関節 0゚ にす

ると，伸展側への偏筒がやや小さくなり．個人差が

大きくなった。標準偏差は中央値4.8-6.4%で，股

関節〇゜での方が若干大であった。脚は伸展側での使

用頻度が多いために，そこでは関節角度変化の感覚

の感度が高くなっており，可動範囲内でのその感度

の歪によって，伸展側への大きな偏椅が生じている

ものと思われる。膝関節と股関節は，同時に屈伸す

ることが共同運動パターンとして内在されているの

で，股関節伸展時には，膝関節も伸展しているよう

な錯覚が起こり，それを補償しようとして屈曲側へ

偏椅が移動すると考えられる。

2. 中学生における運動能力と等速性筋力および

有酸素能力

全体の持久力および瞬発力を表わす指標として酸

素摂取量および等速性筋力を用い， 50m走，走り幅

跳び， 1,500m走の成績と比較検討した。被験者は，

中学生男子（陸上競技部 21名，テニス部 13名）1年

10名， 2年 20名， 3年 4名の計34名である。身長は

平均 161.4士6.5cm,体重 49.1士7.0kgであった。測

定項目は最大酸素摂取量，最大換気量およびcybex

IIを用いた最大脚伸展力，屈曲力であり． 30°/sと

180° /sの角速度で測定した。これらの成績と 50m

走走り幅跳び， 1,500m走の成績との相関をみた。

-181-



50m走，走り幅跳びの成績と筋力（体重当たり）の

関係は，伸展力，屈曲力ともに有意な相関がみられ

たが，持久走との問にはみられなかった。また，筋

持久力と 50m走，走り幅跳び，持久走のそれぞれの

成績との問にも有意な相関はみられなかった。 1,500

m走の成績と筋持久力とに相関が認められないこ

とは，最大筋力発揮の回数が20回と少ないことによ

ると思われる。また，最大屈曲力／伸展力(FL/EX.)

と各テストの成績をみると 50m走と 180"/sでの

FL/EX.（左脚）にr= -0.3937 (p < 0.05)という関

係がみられた。50m走および走り幅跳びと最大酸素

摂取量との間には，それぞれ r= --0-5272 (p < 0.02), 

r = 0.6020 (p < 0.01)とし、う関係が認められた。しか

し，体重当たりの最大酸素摂取量とをみると相関は

みられなかった。 1,500m走の成績と最大酸素摂取

量の間には，相関はなかったが (r=-0・1172)，体重

当たりの最大酸素摂取量との問には r=0.6244(p< 

0.01)と有意であった。以上，低い相関係数ながらも，

それぞれの問に有意な相関が認められるものがあっ

た。運動能力に対する特性が中学生のこの時期で見

られ始めているとも考えられる。

3. 等速度運動時の筋活動の一過性減少と酸素摂

取量

一定速度のトレッドミル歩行中に，前腔骨筋，内

側および外側排腹筋，外側広筋，上腕二頭筋から表

面筋電図を，心拍数，呼吸数，換気量，酸素摂取量

と共に測定した。 トレッドミル走， グランド走およ

び片脚バイ、ンクルエルゴメータ運動の開始後数分に

一過性の表面筋電図活動の低下を認めた。この時酸

素摂取量は減少していなかった。しかし， この現象

は片腕エルコメータ運動や腕によるトレッドミル歩

行では見られなかった。脚によるトレッドミル歩行

では内側および外側排腹筋と大腿二頭筋の表面筋電

図活動が運動開始数分で，酸素摂取量の減少なく，一

過性に低下した。これらの現象は高い速度の方が発

現しやすかった。

4. 医科大学学生の全身持久性に対する経年変化

被験者は本学男子および女子学生（昭和 55年～58

年入学者）341名である。全身持久性の指標としてス

テップテストを，入学時の 4月中旬と夏期休業直前

の7月，および翌年の 4月初旬ならびに 7月初旬の

計4回実施した。用いた台の高さは男子 40cm，女子

35 cmで，運動時間を 5分とした。安静時心拍数をと

り，運動直後 10秒から 20秒の心拍数をとった。ま

た，運動後 1,2, 3, 4, 5分から 30秒間心拍数を測定

した。入学時における運動部所属群および無所属群

のステップテストの成績は安静時，運動時および運

動後の回復過程ともに酷似している。その後，運動

後の心拍数の回復がよくなり，特に運動部員では初

年度の 7月に回復力の著しい向上が認められた。そ

してさらに，翌年4月および7月に段階的に心拍数

の回復が向上した。また，運動部非所属群において

も，ステップテスト後の心拍数の回復が程度は少な

いが段階的によくなっているのが見られた。

研究業績

I. 原著論文

l)米本恭三：腰痛のバイオメカニクスー筋電図の面か

ら一．治療学． 15:204-209 (1985) 

2)米本恭三，青木治人，小林一成，吉村正蔵：頸動脈血

流と知的精神機能．総合リハビリテーション．13:259-

263 (1985) 

3)米本恭三，青木治人，河野照茂，小林一成，吉村正蔵：

脳循環動態に関する研究ー加齢ならびに痴呆につい

て． リハビリテーション医学． 22: 175-179 (1985) 

4)倉田 博，小川芳徳，内田ひろみ，米本恭三，原田邦

彦，増田 允：発育期における膝関節角度と筋力．体力

科学． 34(suppl.): 33-37 (1985) 

5) Uchida, H., Kurata, H., Ogawa, Y. and 

Y onemoto, K. : Variations in the two-point thresh-

old on the hand with different limb positions. 

Jikeikai Med. J. 32: 739-743 (1985) 
6)長谷川豪志，小川芳徳，森本 茂，内野欽司，増田

允： H-反射に及ぽす環境温低下の影響．宇宙航空環境

医学． 22:23-30 (1985) 

7)原田邦彦，酒井敏夫：墓礎代謝に及ぽす反復運動負

荷の影響ー（1)ラットの加齢と生涯にわたる長期中等

度運動負荷について一．日本生理誌． 47:207-

212 (1985) 

8)原田邦彦，酒井敏夫：ラットの基礎代謝に及ぽす中

等度な強度による持久的反復運動負荷の影響． 日本生

理誌． 47:213-218 0985) 

9) Ogawa, Y., Kurata, H. and Yonemoto, K.: The 

relation between the discharge patterns and the 

contractile properties of human motor units in 

voluntary isometric contraction. J. Physiol. Soc. 
Japan. 47: 463 (1985) 

10) Kurata, H., Ogawa, Y. and Yonemoto, K.: Varia-

tions in the recruitment force threshold of single 

human motor units with knee and hip joint angles. 

J. Physiol. Soc. Japan. 47: 464 (1985) 
11) Harada, K., Ogawa, Y., Kurata, H. and 

Y onemoto, K.: Is EMG activity constant during at 

various kinds of constant speeds? J. Physiol. Soc. 
Japan. 47: 601 (1985) 

12)内田ひろみ，倉田 博，小川芳徳，米本恭三：ヒトの
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身体空間知党能））ー指関節における空間二等分割，最

小分割ならびに・。］．’、,・識別一．体力科学． 35:22-

30 (1986) 

13) Kurata. H.: Variations in the recruitment force 

threshold of single human motor units with knee 

and hip joint angles. Neuroscience Research. Ner-

adn (suppl. 3) : S 59 (1986) 

14) Ogawa, Y.. Kurata, H. and Yonemoto, K.: Activ・

ity of human single motor units during treadmill 

walking. J. Physiol. Soc. Japan. 48: 334 0986) 
15) Kurata, H., Uchida, H.. Ogawa, Y. and Yo・

nemoto, K. : Personal space perception in human 

extremities. J. Physiol. Soc. Japan. 48: 421 (1986) 

16) Harada, K., Ogawa, Y., Kurata, H. and 

Y onemoto, K. : Is EMG activity constant during at 

various kinds of constant speed? J. Physiol. Soc. 

Japan. 48: 421 (1986) 

II. 総説

1)青木冶人，米本恭三：雑康増進 リハビリの教育，指

導 リハビリテーションのための運動療法．治療． 67:

141-145 (1985) 

III. 学会発表

l)原田邦彦：スポーッ医学における最大酸素摂取量の

測定法．第2[Li]慈忠医人・スボーツ医学研究会． 5月．東

京．

2)柴田繁貴，米本恭ら青木治人．河野照茂，小林一成：

身体空間知覚に関する研究一肘関節について ．第22

回日本リハヒリテーション医学会総会． 6月．宇都宮．

〔第22回日本リハヒリテーション医学会総会プログラ

ム，抄録集． 131(1985)〕

3)小川芳徳，倉田 博．原田邦彦，内田ひろみ，米本恭

三：ヒト運動単位の収縮特性について．第 57回成医会

第三支部例会． 7月．東京．〔慈恵医大誌． 100:

1018 (1985)〕

4)内田ひろみ，介田 博，米本恭：．：ヒトの身体空間知

覚能力 膝関節ー．第 74回日本体力医学会関東地方

会． 7月．筑波．〔｛本））科学． 35:58(、1986)〕

5)河野照茂，米本恭_:_::,青木治人，柴田繁貴，小林一成，

小野寺達之：上肢，下肢の等速性運動の呼吸循環機能

に与える影響について．第 40回日本体力医学会大会．9

月．鳥取．〔体力科学． 34: 338 (1985)〕

6)倉田 博，内田ひろみ．小川芳徳．米本恭三：ひざ関

節角度およびこ関節角度による運動単位の活動参加閾

値変化．第40回II本体力松学会大会． 9月．島取．〔体

カ科学． 34:438 (1985)〕

7)原田邦彦小川芳徳，倉HI 博，米本恭三：等速運動

時の筋放電量は果たして•定であるか (2)．第 40 回 ll

本体力医学会大会． 9月．烏取．〔体力科学． 34:

448 0985)〕

8)小）1|芳徳，倉田 博，米本恭三：歩行時のヒト単一運

動弔位の活動について．第40回日本体）］医学会大会． 9

月．鳥取．〔体力科学． 34:490 (1985)〕

9)北本拓，吉田健，原英喜： EMGバイオフィー

トバ y ク法による筋運動学習効果について．第 40回日

本体力医学会大会． 9月．鳥取．〔体力科学． 34:

499 (1985)〕

10)原田邦彦，時岡 醇，小川芳徳，倉田 博，米本恭二：

医科大学学生の全身持久性に対する経年変化．日本体

育学会第 36回大会． 10月．岐阜．〔日本体育学会第 36

回大会号． 240(1985)〕

11)内田ひろみ，倉田 博，小川芳徳，米本恭三：膝関節

における身体空間知覚能力．第 102回成医会総会． 10

月．東京．〔慈恵医大誌． 100: 1042-1043 (1985)〕

12)内田ひろみ，倉田 博，小川芳徳，米本恭：：：：：上肢の

肢位によるこ点識別閾の変動．第 58回成医会第三支部

例会． 12月．東京．［慈恵医大誌． 101:137-138(1986)] 

13)倉田 博：筋電図からみた筋力．第 4回スボーッ医

学研究会． 12月．東京．

14)小川芳徳，倉田 博，原田邦彦，内田ひろみ，米本恭

三：中学生における運動能力と等速性筋力およひ有酸

素能）J.第76回日本体力医学会関東地方会． 2月．東

京．
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情報処理

教授：酒井敏夫 医学情報学

（兼任）

講師：辻 和男 医学情報学

研究概要

昭和60年4月より情報処理研究室が学内の正式

研究機関として発足した。主な目的は，医学領城に

おける情報学を啓蒙し，自ら情報学分野を開拓する

ことにある。室長は発足と同時に第 2生理学酒井敏

夫教授が兼務された。引き続き 9月に，第 1薬理学

辻 和男講師が専任として研究室所属となった。

研究業績

I. 原著論文

1)辻和男，藤原洋，堀之内幹夫： LANを用いた火

災通報システム．〔病院設備． 28:171-174 (1986)〕

III. 学会発表

1)辻 和男：大学院共通カリキュラムにおける情報学

教育．第5回医療情報学連合大会． 11月．東京．

2)辻和男，藤原洋，堀之内幹夫： LANを用いた火

災通報システム．第14回日本病院設備学会． 10月．東

京．〔病院設備． 28:171-174 0986)〕
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進学課程

人文・社会系

国文学

教授：原田萬三

講師：常盤博子

研究概要

I. 中世紀行文学の研究（原田）

人は異境にあって自己をよりよく見つめる。そし

て本貫にあってはなし得なかった真の自分自身を発

見することがしばしばである。上代以来多くの日本

人が流離の旅の中において，己が寂蓼と天地のそれ

とを照合し，小我に属する寂蓼が救済されるという

体験を多く和歌に託した。叫びは概して散文より匝

戟であった。

今年度は，従来に引き続き「旅」を主題にした作

品を扱ったが，形態を韻文に転じ，記紀歌謡，万葉

集および以後の諸歌集中の闘旅歌，更に「梁塵秘抄」

他の中世歌謡集の関連作品を研究対象とし，古代か

ら中世を経，やがてそれ以後の日本人の自己発現の

過程へと結ぼうとするものである。

II. 平安末期物語に関する研究（常盤）

古代の物語の中には，散逸してしまい今の世に伝

わらぬものが数多くある。『今とりかへはや』の基と

なった『古とりかへばや』もそうした物語の一つで

ある。しかし，散逸物も他の物語，歌集などに残る。

その断片的資料から，多少の内容も伺い知ることが

可能である。当面の研究としてはそうした資料か

ら『古とりかへばや』の復元を試み，また散逸せざ

るを得なかった物語の宿命等も併せ店えてゆきた

し、

゜
研究業績

I. 原著論文

1)常盤博子：『今とりかへ（まやC) の成立年代につし、て．

実践国文学第 28号．（1985)

法 学

教授：赤坂昭二 民事訴訟法・株事法

研究概要

I. 現代型訴訟の特質と問題点

公害訴訟，環境訴訟，消費者訴訟および医療過誤

訴訟など，現代社会が新たに生みだした法的紛争の

訴訟は，複雑化・専門化・巨大化の現象をおび，当

事者対等の原則は破られて，証拠の偏在化，一種の

モデル訴訟化，をきたしている。

新しい酒は，新しい皮袋に盛られなければならな

い。新型訴訟に即した訴訟理論（証明妨害，模索的

証明），審理手続（職務探知主義の介入），紛争処理

方式（裁判上の和解・調停に専門医家が関与），被害

者救済方法（無過失事故による被害の救済・災害保

険制度の導入）など，を総合的に研究中。

II. 医事訴訟上の和解

審理は「和解を，それが駄目なら判決を目指す」と

いうのが裁判官の実務心理といわれる通り，和解へ

のフィード・バック現象が特に顕著なのが損害賠償

事件であり，医事訴訟においても当事者の和解志向

が強く，通常事件 (31.9%）に比べて和解率が高い

(50.9%，判決率 34.0%）のがその特徴の一つである。

審理に時間がかかり，精神的煩わしさが大きいこ

ともその要因であるが，法的判断の困難性・不確実

性が和解率の高い根本的要因であり，不確実性の原

被告間における不均等な酉砂分，原被告の利害状況な

どの社会学的特質を検討して，現代型訴訟の特質と

して，医事訴訟上のモデル判決の波及効が相関的に

和解の高率化を促し，モテル和解の波及効がまた和

解を促進し，判決を形成する過程を解明して，医事

訴訟上のモテル和解事例とその波及効を個別的・類

刑的に研究中。

研究業績

IV.著書

1)赤坂昭二：裁判所が職権で証拠調のできる場合を列

挙し簡単に説明せよ，控訴審において錯誤によりなさ

れた，森の取下，訴の主観的予備的併合．の項分担執箪．

住占 博・桜井孝一編：民事訴訟法「新版」． 日本評論

ti:. 133-134, 330-331, 369-370 (1985) 

V. その他

l) 赤坂昭二：「角栄」少年の改名，妊娠中絶•その経済
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的理由，がん告知裁判，安楽死，承諾なしの舌がん手術 II. 総 説＇

とロボトミ＿，脳死ー死の判定基準，蘇った死者，の項 l)蔵原 惟治： 1984/85年のドイツ演劇．「新劇J.395: 

（コラム）分担執筆．篠塚昭次監修：日常生活の法律百 86-89 (1986) 

科， リーダーズクイシェスト． 128,511, 513, 517, 

518, 524, 526 (1985 J IV.著書

1)白崎嘉昭・．（編注）アーデルベルト・フォ` ノ・シャミッ

ソー「影をなくした男」．郁文堂．（1986)
外国

英

教授：野本浩智

助教授：佐藤尚孝

語系

語 自然科学系

物理学

研究概要については 1984年度と同様なので，再記 教授：藤城敏幸

することを省略する。 助教授：丹羽 宗弘

講師：佐藤幸一

物性理論

医用物理

生物物理学

ドイツ語
研究概要

教授：蔵原惟治 クライスト研究・ドイツ演 I. 数値解法

劇・比較演刺 非線形方程式の近似根をコンピュータを用いて求

講師：白崎嘉昭 19世紀ドイツ詩・小説史 めるとき，計算方法と手順の選択が必要となる。こ

れらと誤差との関係を調べた。

研究概要

I. クライスト研究

Heinrich von Kleistの文学作品を，意識の内部志

向性である状態意識の所産としてとらえ，生存の詩

人である Goetheとは異質なその現代性を研究して

し、る。

II. ドイツ演劇

ドイツ語圏における 1985年度の舞台・浪劇動向の

展望。

III. 比較演劇

各国における演劇論の比較研究と，類似構造によ

る戯曲の比較研究。

IV. 19世紀ドイツ詩・小説史

後期ロマン派以降， ビーダーマイアー，三月革命

期を経てリアリズムに至るドイツ文学の形成過程

を，スイス・オーストリアを含め総体的に把握する。

研究業績

I. 原著論文

l)蔵原惟治：ファーベルとハンドルングーフライ

タークとレッシングの場合．上智大学ドイツ文学論集．

22: 47-60 (1985) 

II. Monte-Carlo法を用いた赤血球による光散乱

の研究

血液の光学特性解析を目的として，光散乱媒質で

ある血液中で起こる， フォトンの多重散乱をシミコ

レートするモ‘ノテカルロモデルについて研究した。

フォトンを散乱する赤血球は非対称形で，光の波

長に比べて十分に大きい。このような粗大粒子の単

一散乱は非等方的であるが，今回は散乱に対する粗

い近似として，等方散乱を用いた。また， フォトン

の強度は，媒質への浸透距離が増すとともに，指数

関数的に減少すると仮定した。

モデルでは，単色の光源から発生したフォトンが，

l)平行平面光散乱媒質に入射して散乱フォトンと

なり，散乱を繰り返して媒質の前方または後方に脱

出するまで， 2)入射，散乱したフォトンが媒質中で

吸収されるまでのフォトンのヒストリーを追跡す

る。これによって得た結果は定性的に実験結果と良

く一致することが確かめられた。

III. リン脂質膜の相転移

モテル生体膜である合成リン脂質膜の相転移に伴

う諸現象のうちで， 1) ミニリン形形成， 2)光学特

性変化， 3) リポソームの可逆的凝集，について研究

している。今年は特に 3)のメカニズムを探る目的で

始めたリボソームの電気泳動実験を進めた。その結
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果． Dipalmitoyllecithinの多重層リポソームの泳動 いる。合成は 10個程度のフラグメントにわけて行

速度が前転移および主転移で顕著に変化することを い．得られた各フラグメントを WSCD-HOBT法に

発見した。 1), 2)についても麻布大．昭和大との共 より縮合し．現在 30個程度のものが得られている。

同研究により．新しい知見が得られている。 併行して各フラグメントの物性を検討中である。

研究業績 研究業績

I. 原著論文 I. 原著論文

1)丹羽宗弘，金井 寛：光散乱の拡散方程式による取 1) Pettit, G.R., Kamano, Y., Herald, C.L. and Toz・

り扱いについて．第24回日本 ME学会大会． 6月．札 awa, M. : Isolation and Structure of Bryostatins 5 

幌．～7. Can. J. Chem. 63: 1204 0985) 

化 学

教授：戸澤満智子 天然物有機化学

助教授：高橋知義 有機合成化学

研究概要

I. プフアジエノリドの反応

ガマ毒成分の強心性ステロイドすなわち C-17/3

位に aーヒ゜ロン環を有するステロイドの反応におい

て． DDQによる酸化反応およびピリジン中 LiBH4

による還元反応を用いて選択的に 5aH系ブフアジ

工ノリドを合成した。反応を Resibufogenin,

Cinobufagin, 14-Dehydrobufalinなどに応用した。

II. こけ虫の成分 (Bryostatin)

さきに抗腫瘍活性物質が単離されたこけ虫

(Bugula neritina)の活性分画について微星成分の

検索を行っている。相模湾（三崎）で採集したもの

はFlorida産， Mexico産のものと同じであるが

California産のものとは主要成分が異なることがわ

かった。

III. アザステロイドの合成

ステロイド骨格に N原子を有するアザステロイ

ドは抗菌活性を示すことがある。最近，われわれは

azidosteroidalketoneのc-c結合の開裂とそれに
つづく閉環反応によってステロイドの A環にN原

子を導入する新方法の開発に成功し， 3種類の A環

azasteroidを合成した。また， azidosteroidalketone

を原料として A環に furazan環が縮合した

anabolic steroidの合成も試みている。

IV. マッコウクジラのミオグロピン (57~96)の合

成

マッコウクジラのミオグロビン中の E,F領域を

含むペプチドフラグメントを液相法により合成して

III. 学会発表

1) Takahashi, T., Saitoh, K. and Satoh, Y.: The 

novel synthesis of [2, 3-c]-oxadiazolosteroid and -

oxadiazoloterpenoid. 30th International Congress 

of Pure and Applied Chemistry. 9月． Manchester.

2)釜野徳明， Drasar,P., Pettit, G.R.，戸澤満智子：新

5aH系Bufadienolideの選択的合成．日本化学会第

51秋季年会． 10月．金沢．

3)釜野徳明， Herald,C.L., Pettit, G.R.,戸澤満智子：

相模湾で採集したコケムシ Bugula neritina L. 

(Bryozoa)からの抗腫瘍活性物質 Bryostatinsの単離

と同定． 日本化学会第51秋季年会． 10月．金沢．

IV.著書

1)戸澤満智子．高橋知義，橋元親夫：化学実験の甚礎，

無機定性分析．容量分析．クロマトグラフィー，有機合

成の各項分担執筆．須賀恭ー・鈴木皓司・戸澤満智子．

編著．化学実験一基礎と応用ー．東京教学社．（1985)

生物学

教授：新津恒良 細胞生物学

助教授：花岡柄雄 細胞生物学

講師：寺坂 治 細胞生物学

研究概要

I. 有糸分裂における紡錘体の微小管構造

有糸分裂細胞各期における微小管(MT)の配向と

微小管集合中心 (MTOC)としての動原体構造との

関連をしらべ，生物界における有糸分裂の共通性と

特殊性について検索している（その結果はまとめて

61年度日本細胞生物学会ワーク・ショップWSで発

表の予定）。

II. 雄性配偶体のクロマチン分化

ここ数年，雄性配偶子のクロマチン分化はその不
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均等分裂に由来し．遠心．低温処理による分裂軸の

転換や不均等分裂の均等分裂化およびカフェイ｀ノ処 婆［ 学：
理による二核細胞形成によって娘細胞核のクロマチ

ン分化が阻止され同程度分散のクロマチンに移行す 教授：衣笠泰生 代数学

ることが明らかになった。裸子植物のマツと被子植 講師：鈴木院之 代数学

物のムラサキッュクサの花粉粒を用いて DNAのメ

チル化阻害剤である 5—アザシチジン (lo-3~10-6

M)処理によって，分裂は本来の不均等分裂であっ

ても，小型娘細胞のクロマチンが分散型に転換でき

ることが明らかになった。この結果小型細胞のクロ

マチンの凝縮性に対して DNAのメチル化が関与し

ていることがぷ唆されている（この結果はまとめて

61年日本植物学会シンボジウムで発表する予定）。

III. ラン科直物雄性配偶体細胞の核小体形成能

ラン科植物のほとんどすべての種で核小体形成能

が保持されていることは前年までに明らかにされ，

報告した。その後， これらの細胞をアクチノマイシ

ンDで処理すると，生殖核では処理後8hr前後で核

小体は消失する。また栄養核では，花粉管発芽直後

から核小体はばらばらに細分割することが明らかに

なった。

IV. 特定．および総合研究

研究概要

I. 統計学研究

kxl分割表による同一性の検定あるいは独立性

の検定ではが—近似が用いられるが， これについて

二つの問題点がある。その一つは，少数例の場合，検

定においては期待度数が 5 以上であればが—近似は

差し支えないとされる従来の通説の具体的な検証。

第二に，が—近似の証明の問題。従来，これは尤度比

などによる一般的定理の適用によってなされるた

め，自由度や近似の度合いが一H瞭然に了解される

というわけにはいかない不満がある。当教室では，こ

の二つの点を問題提起してきたが，現在第二の点に

ついて考究中である。すなわち，多項超幾何分布の

漸近分布としてが—近似を直接に導くとともに，近

似の状態を定式化し，それが眼で見えるような証明

を与えることである。これについては，収束性を直

接に明示することに難しさがあり，研究中である。

特定研究「植物学用語標準化の調査研究（代表者： II. 代数学研究一入環一

沼田 真）」の総括と細胞生物学分野責任者と総合研 入環は，ユニバーサル多項式 P..Pk,j, Q., Q..)を

究「生物教育用語の選定と標準化のための調査研究 用いて抽象的に定義される。有限群の指標環は，フ

（代表者：越田 豊）」とに参画（新津恒良），および ロベニウス作用素とともに，入環構造をなすが，シュ

総合研究「植物における染色体構造とその構築化に アー指数との関連はあきらかでない。それを追求中

関する研究一分子レベルから細胞レベルまで（代表 であるが，当面ユニバーサル多項式の’'相対性＂と

者：岩淵雅樹）」の研究分担（寺坂 治）． その応用について研究している。

研究業績 保健体育

III. 学会発表

1) 寺坂沿新ii¥恒良：マツ花粉内の凝縮性クロマチ 教授：原田 萬三 （兼担）

ンに対する 5-azacytidineの効果． II本植物学会第50 講 師：原田 邦彦 エネルギー代謝・代謝，呼

吸111]大会． 10J]．新尚．

講師：時岡 醇 体育方法・測定評価

IV.著書

l)新津栢良ほか編：実験生物学講座全 17巻（完結：l| 研究概要

麗． I. 体カテストについて
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強靱な体力が要求される医科大学学生は，体力を

向上させるのに最も効果的な時期と考えられる中

学，高校時代にそれを得ることが難しくなってきて

いる現況で医学教育課程の中でそれを獲得する必要

が生じてきている。しかし，現在の医学生の体力が

何如なる水準にあるかの研究は少なく．経時的変化



を追究，検討した研究は無い。したがって， まず医

科大学学生の体力の現状をしっかり把える必要があ

ると考えられた。そこで，保健体育研究室では最大

酸素摂取量と相関関係の高いステップ・テストを主

として実施し，本学学生の全身持久性能力を経時的

に測定しょうと試みた。ステップ・テスト（台高タ

40 cm, i 35 cm, V02 maxとより相関が高いと言
われる運動継続時間： 5分，生山ら， 1972,片岡ら，

1980)は， まず，入学時の 4月中旬と夏季休業直前

の7月，および翌年の 4月中旬ならびに 7月初旬の

計4回実施した。過去 6年間の間の 1年3カ月にわ

たり，いずれの測定も受けている男女学生341名に

ついてまとめてみた。その結果，入学時における無

所属群および運動祁所属群のステップ・テスト時，心

拍数は，安静時，運動時および運動後の回復過程も

ともに酷似していた。しかし，その後の体育実技実

習ならびに運動クラブ活動の実施により運動後の心

拍数の回復がよくなり， とくに，運動部員では初年

度の 7月に回復力の著しい向上が認められた。そし

て， さらに翌年4月および7月に段階的に心拍数の

回復が向上していった。また，運動部に所属しない

学生のステップ・テスト後の心拍数の回復もその程

度は少ないが段階的に向上していった。同一測定時

刻であっても 4月中旬と 7月初旬とでは気温に 10

度以上の差があり，温度と湿度の違いから考えれば

当然7月のステップ・テストの成績が劣るはずであ

る(Brouha,1955)。しかし，体重の経時的変化が3

kg以下の 341名の運動後の心拍数の回復力は向上

した。さらに詳細な分析は現在実施中であるが， 18,

19および越20歳時入学者たちの初年度 4月の成績

に変化が認められないため，本学学生の浪人時代と

高校3年時の活動が同様のものであることが推察さ

れた。

II. 労働生理的研究

一般には筋力と表面電極による筋電図の積分値と

の間には直線関係が認められている (Schrrer, J. 
and Monod, H., 1960)。 トレッドミル上を一定速度

で走行している場合は，一定の体重を一定速度で移

動させているのであるから脚が—•定の））を発揮して

いると考えられる。もしそうであるなら， トレッド

ミル上の一定速度による走行時の表面筋電図の積分

値は疲労が生じるまでは一定であると考えられる。

しかし，幾人かにトレッドミル上で各種の一定速度

（煩斜角度： 5％）で all-outまで走らせると，走行の

主働筋である外側広筋および排腹筋（外側部）の表

面筋電図の積分値が走行開始数分後に著しく減少し

た(1985)。また，拮抗筋である大腿二頭筋および前

径骨筋においても同様な現象が認められた。これら

の現象は， all-outに近づくと筋疲労のためか，筋放

電量の著明な増大が認められた。これらのことが主

慟筋と拮抗筋の協調作用により生じる現象であるな

らば，上肢あるいは下肢のみの運動というようにと，.

んな運動形式の場合でも起こりうると考えられる。

しかし，上肢の運動では，片腕作業（油圧方式によ

る）およびトレッドミル上の腕立歩行のいずれの場

合にもトレッドミル走で認められた下肢筋の走行開

始後数分で生じた筋放電量の低下現象は認められな

かった。また，下肢の運動で油圧方式による自転車

エルゴメーターでは筋放電量の減少は必ずしも生じ

なかった。以上の結果から，走行開始数分後に生じ

る著明な筋放電星の低下現象は，単に主慟筋と拮抗

筋の協調作用ではなく他の要因によることが考えら

れた。

III. 基礎代謝の研究

原田および酒井はラットを用いて，若年時におけ

る8週間の反復負荷や生涯にわたる長期反復運動を

実施し，それが若年時の基礎代謝，あるいは加齢に

伴う基礎代謝の自然低下現象にどの程度影響を与え

るかを追究した。その結果， 1日に 1度の 10-15分

間の中等度の運動負荷により， ラットの走行能力や

代謝活性度は向上させたが，基礎代謝をわずかに上

昇させるのみで有意な変化を与えなかった。また，現

状維持的な週に 1度の反復運動負荷では加齢による

基礎代謝の低下を抑えることはできなかった。 8週

間の鍛練で，基礎代謝に有意な変化を与え得なかっ

た理由として，運動の負荷量が低値であったと考え

た。そこで，今度は前研究と同一負荷強度にて鍛練

の過程で運動時間を漸増する方法をとり基礎代謝に

及ぽす影響を検討した。その結果，（1)持久的トレー

ニングは，走行能力を向上させ，対照群(25m/min 

て53.7士18.8分）の 4.3倍に当たる 232.3士32.8

(mean士S.D.）分走ることができた。 (2)持久的ト

レーニング群の心室筋，骨格筋（前径骨筋，長指伸

筋，ヒラメ筋足底筋右脚排腹筋）および肝臓の

体重当たりの重贔は，持久的鍛練群で高い傾向にあ

り， とくに中問筋および赤筋線維で占められたヒラ

メ筋で有意な増加が認められた (p<0.05)。（3)飽食

条件における骨格筋のグリコーゲン量は，持久的鍛

練群で高く， とくにヒラメ筋および赤色排腹筋で有

意に増加した(p<0.05)。また，肝臓のグリコーケン‘

も持久的鍛練で有意に高く (p<0.02)，対照群の

1. 62倍であった。（4)対照群に比べ，持久的鍛練群
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の酸素消費量，炭酸ガス排出量および基礎代謝は有

意に増大し，基礎代謝量では 23.6%の増大がみられ

た(p<0.02)。これには，心室筋，肝および骨格筋の

組織呼吸の増大の相乗効果によると考えられた。 (5)

持久的鍛練により牌臓の組織呼吸は全く影響を受け

なかった。心室筋はトレーニングにより 18.1%02 

消費蘊が増加し，有意な変化を示した(p<0.05)。肝

臓，腎臓，長指伸筋およびヒラメ筋の 02消費量は有

意な変化ではないが，それぞれ 8.3,8.2, 10.6, 5.7% 

の増加がみられた。

研究業績

I. 原著論文

l)原田邦彦，酒井敏夫：基礎代謝に及ぽす反復運動負

荷の影響ー（1)ラットの加齢と生涯にわたる長期中等

度運動負荷について．日本生理学雑誌． 47(5):207-

212 (1985) 

2)原田邦彦，酒井敏夫：ラットの基礎代謝に及ぽす中

等度な強度による持久的反復運動負荷の影響． 日本生

理学雑誌 47(5): 213-218 (1985) 

3)倉田博小）1|芳徳内田ひろみ，米本恭三原田邦

彦，増田 允：発育期における膝関節角度と筋力．体力

科学． 34(suppl.): 33-38 (1985) 

4)井川幸雄，鈴木政登，塩田正俊，飯島好子，松原 茂，

原田邦彦：痩身児童の血液性状および体力．体力科学．

34(suppl.) : 213-221 (1985) 

III. 学会発表

1)原田邦彦：最大酸素摂取量の測定について．第2回

スポーツ医学研究会． 5月．慈恵医大．

2)原田邦彦，小川芳徳，倉田 博，米本恭三：等速運動

時の筋放電量は果たして一定であるか (2)．体力科学．

34(6) : 488 (1985) 

3)松原 茂，鈴木政登，塩田正俊，飯島好子，原田邦彦，

井川幸雄：るい痩児の体力と血液性状．体力科学．

34(6) : 543 0985) 

4)河野照茂，米本恭三，青木治人，柴田繁貴，小林一成，

倉田 博，小川芳徳，原田邦彦：コエンザイム Q1。の運

動耐容能に及ぽす影響．臨床スボーツ医学第2巻 臨

時増刊号（第6回東日本スボーツ研究会報告集）．文堂

堂． 142-144(1985) 

5)原田邦彦，時岡醇，小川芳徳，倉田博，米本恭三：

医科大学学生の全身持久性に対する経年変化． 日本体

育学会第36回大会号． 240(1985) 

IV.著書

1)酒井敏夫，鈴木一正，矢野久英，鈴木路子，鈴木英久，

原田邦彦，松井秀治，梶原洋子，羽鳥好夫，木村一彦：

保健体育改訂版．一橋出版．（1985)

2)酒井敏夫，矢野久英，鈴木英久，松井秀治，）1|村 毅，

羽鳥好夫，調枝孝治，鈴木路子，生田香明，原田邦彦，

加藤健一，梶原洋子，鈴木一正，木村一彦：図解保健

体育．一橋出版 0985)

3)白岩元，石黒弘，三沢幸雄，時岡醇，今野廣隆：

健康なからだづくりの大学体育．学術図書出版．（1985)

（編集部より） 進学課程長久志本常孝教授は昭和

60年 3月 31日をもって定年退職され，4月1日付名

誉教授の称号を贈られた。なお，引き続き理事を委

嘱され，大学史料室の監督の業務をされることに

なった。
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その他

学内・学外共同研究

学長阿部正和

本学の講座担当教授が他の講座担当教授2名以上 究者と共同して，特定の研究題目の下に行う研究会

と，一つの研究題目の下に共同で研究を推進する場 議に対して会議関係諸経費を補助する制度も昭和

合，申請により若干の研究費を交付する制度が昭和 54年以来発足し，現在までに 23名の教授が助成を

54年に発足し，現在まで 25名の教授に研究費が交 受けている。

付されている。これを学内共同研究と称している。で 以上の二つの研究申請に対する選考ぱ大学院委員

きる限り某礎医学系と臨床医学系の組み合わせが望 会で行っている。昭和60年度の学内・学外共同研究

ましいとされている。 費の補助を受けた教授および研究概要は次のとおり

また，本学の教授が代表者となり，本学以外の研 である。

1. 学内共同研究費交付申請および補助額

研究代表者氏名 所 属 研究題 目 補助額

松葉三千夫教授 第 1薬理学 生態機能調節に果たすCa2十の役割 186万円

林 伸ー教授 栄 養 た子
ポリアミンの動態と機能ならびにその臨

186万円
床医学的応用に関する研究

益田 昭吾教授 第 2細菌学 黄色プドウ球菌の病原性に関する研究 159万円

新村慎人教授 皮府科学 ヒト乳頭腫ウイルスの発癌に関する研究 178万円

研究課題：生体機能調節に果たすCa2十の役割

研究代表者：松葉三千夫

共同研究者：石川 博，酒井敏夫，宮原 正，

他

近年Ca2+が生体機能調節に重要な役割を果たし

ていることを示唆する報告が増加している。本学に

おいても， Ca2十と生体機能の関連性について研究し

ている人々が多い。そこで今回，表記の研究課題で，

186万円の学内共同研究費を交付されたので，第 2

解剖学教室，第2生理学教室，第2内科学教室およ

び，第 1薬理学教室で研究班を組織し研究を行った。

その結果，ラット下垂体LH分泌細胞において， Cal-

modulin阻害薬を用いた機能的，形態学的研究から，

細胞内 Calcium-Calmodulinsystemが作働するこ

とがLH-RHのLH放出促進作用発現に必要であ

ること（第 2解剖学）， ラット心室筋細胞において，

蛍光性 Ca2十指示薬エクオリ｀ノを用いた研究によ

り，強心作用を持つfJ受容体刺激薬は，細胞内

cAMP浪度を高めることにより，細胞内 Ca2十濃度

を上昇し心筋収縮機構に影響を与えること（第 2生

理学），先天性高血圧症ラットのビタミソ D欠乏食

飼下での血清上皮小体ホルモンおよびCa2十の変動

を詳細に検討することにより， Ca2+fi腎近位尿細管

上皮細胞に局在する，ビクミン D活性に影響を与え

る250H-D3―la-hydvoxylaseを活性化すること

（第2内科学），また， ウシ副腎皮質細胞において，

Calmodulin阻害薬を用いた研究により， dibutyryl-

cAMPは，細胞内 calciumstoreからの Ca2十遊離

を促進することにより細胞内 Ca2十濃度を高め，そ

の結果として steroidogenesisが促進される可能性

があること（第 1薬理学）などが示された。今回の

共同研究によって， Ca2+が多くの臓器において，多

彩ではあるが，かつ重要な役割を果たしていること

がより明確にされたと考えられる。

＊
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研究課題：ポリアミンの動態と機能，ならびに 的，臨床的の両面から検討して将来における本菌に

その臨床医学的応用に関する研究 よる感染症に対する有効な対策を知ることをめざし

研究代表者：林伸一 た。

共同研究者：磯貝行秀，永野 允，他

II. 研究概要

I. 研究目的 第2細菌学教室では黄色プドウ球菌CowanI株

プトレッシン，スペルミジン，およびスペルミン から種々の変異株を分離し，これらの変異株の病原

よりなるボリアミンは細胞増殖に必須の脂肪族アミ

ンである。細胞のポリアミン含量，ならびにポリア

ミン合成に関与するオルニチン脱炭酸酵素 (ODC)

は増殖，肥大，あるいは発がんの指標となりうる。本

研究では ODCの調節機序を解明するとともに，が

んや高血圧性心肥大の診断と治療のための指標とし

てポリアミンやODC活性を利用することを目的と

する。

II. 本年度の研究課題

研究内容の概要に関しては各教室の研究概要参

照。

1. ODCの調節機構（栄養学教室）

2. ODC活性を指標とする抗がん剤感受性試験

法の開発（第3内科学教室，栄養学教室）

3. 尿ポリアミンによるがんの診断と治療効果の

判定（第3内科学教室，青戸病院内科学教室）

4. 各種降圧剤による心肥大抑制効果と心筋ポリ

アミン猥度（第 3内科学教室）

5. 姉妹染色体分体交換誘発に対するポリアミン

とポリアミン合成阻害剤の効果（青戸病院内

科学教室）

＊
 

研究課題：黄色ブドウ球菌の病原性に関する研

究

研究代表者：益田 昭吾

共同研究者：本多芳男，室田 景久，他

I． 研究の目的

ペニシリンをはじめとする種々の化学療法剤の導

入以後も黄色プドウ球菌は主な細菌性感染症の原因

菌として臨床諸領域においてさまざまな問題を提起

している。

本菌による感染症を的確に治療するためには，よ

り有効な化学療法剤の開発に加えて，特に将来ます

ますコソプロマイズド・ホストが増加することを考

えると，本菌の生態や本菌に対する宿主の反応性を

詳細に知ることが重要となる。

本共同研究では黄色ブドウ球苗の病原性を基礎

性をマウスに静脈内接種した後の腎における増殖性

を指標に親株と比較検討した。

耳鼻咽喉科学教室では耳鼻咽喉科領域で， しばし

ば問題となる緑膿菌と黄色ブドウ球菌による混合感

染における両茜の病原性の相乗作用を知るために，

緑膿菌にたいする血清の殺茜性に対して黄色フ令ドウ

球菌をあらかじめ培養すると血清の保有していた緑

膿菌に対する殺茜性にいかなる影響をおよぽすかに

ついて検討した。

整形外科学教室では複雑骨折における黄色フ＇ドウ

球菌による感染症が金属副子の存在によっていかな

る修飾をうけるかをマウスを用いた実験的感染症を

作り検討した。

＊
 

研究課題：ヒト乳頭腫ウイルスの発癌に関する

研究

研究代表者：新村員人

共同研究者：大野典也，町田豊平，他

子宮頸癌，陰茎癌，外陰部ボーエン病などの悪性

腫楊細胞中に，高率にヒト乳頭腫ウイルス DNAが

検出されることから， ウイルスによる発癌の問題が

注目されている。

従来こうした DNAの検出は，生の標本からDNA

を抽出し， radioisotopeを用いた Southern blot 

hybridization法によらなければならなかったが，わ

れわれはウイルス性梵費において， ビオチンで標識

した DNA probeを用い，パラフィン切片上で in

situ hybridization法を行うことにより，細胞内のウ

イルス DNAの局在を証明することに成功した。

現在ヒト乳頭腫ウイルスには42の型があり，ある

特定の臨床病型の梵費からは，それぞれに， きまっ

た型のウイルスが分離されることが明らかになって

いる。すなわち尋常性梵贅からは 2,4型，青年性扁

平充賛からは 3,10型，尖圭コンシロームからは 6

型あるいは 11型のウイルスが分離される。われわれ

の行っている insitu hybridization法は，型特異的

な反応であり，それぞれの型の DNAprobeを用い

れば，紀賀組織中のウイルス DNAの局在を知るこ
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とができる。またヒト乳頭腫ウイルス 5型の感染症 るが，多数の症例について， insitu hybridization法

である梵條状表皮発育異常症患者の悪性腫瘍細胞中 を行ったが，腫瘍細胞中のウイルス DNAを証明す

に5型 DNAが存在することもこの方法で証明する ることはできなかった。これは用いた DNAprobe 

ことができた。 に問題があるのかもしれないが，おそらくは細胞中

一方，子宮頸部癌，あるいは外陰部のボーエン病 に含まれる DNAのコピー数が少ないためではない

などからは， 16型あるいぱ 18型 DNAが検出され かと考えている。

2. 学外共同研究費交付申請および補助額

研究者代表氏名 所 属 研究題 目 補助額

馬詰良樹教授 第 1生理学 筋収縮機構の生理学的研究 30万円

磯貝 行秀教授 第 3内科学
赤血球の変形と集合に関する基礎的なら

30万円
びに臨床的研究

本多芳男教授 耳島咽喉科学
真珠腫の成因ならびに新しい分類に関す

30万円
る研究

健康医学センター

昭和60年 7月6日附属病院E棟の竣工を機会に

健康医学七｀ノター（センター長：丸毛英二附属病院

長兼務）が設立された。同センターは，相談部とス

ボーツ外来部の 2部門から成り立っている。相談部

長は池田義雄助教授（第 3内科学），スボーツ外来部

長は大畠 襄教授（形成外科学）が兼務の形で就任

した。

両部の将来の研究方向は，次のとおりである。

相談部は，自動化検診によって得られるデータを

収集・整理し，それを解析して，将来の疾病予防の

センター長 丸毛英

資とする。

スポーツ外来部は，身体的プロフィルとスポーツ

傷害を研究主題とし，各種のスボーツに参加する者

について年齢別に調査研究をすすめる。昭和60年度

後半から昭和61年度にかけては，プロ野球，熟年

サッカーおよび女子サッカーを対象として研究を実

施する。

なお， このセンターからの研究概要，研究業績は

次号 (1986)から載せることとする。
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あとがき

絹集委員長 松田 誠

東京慈恵会医科大学教育・研究年報，第 5号(1985 教育については，講義予定表および実習概要があり

年版）が予定通り刊行されることになりました。執 ます。しかし，これとて，執筆者の熱気のようなも

筆の労をとられた教授各位，並びに編集，校正など のは与えてくれません。教育の場である大学が，同

に関与された方々に心からお礼を申し上げます。 時に研究の場でもある， という必然性を再確認する

本号も，創刊時の基本方針にならって編集された 必要があるかも知れません。

ことは言うまでもありません。年報用の原稿を見て

まず感じますことは，本学が医学研究機関として確 何はともあれ，年報第5号もこのように立派に出

かな歩みを続けていることです。立派な研究業績を 来あがりました。今後は，この年報が忌たんのない

残したいという執筆者の熱気が，直かに伝わってき 提言，評価を受けながら，ますますその歴史的意義

ました。 を高めるよう期待します。なお， この年報の刊行の

創刊時の願いの一つに，本学内部の研究者同士の， ために，変わらない熱意をもって編集に当たれた富

講座問の壁を越えた共同研究の展開がありました。 井武寛常勤顧問および坂戸伯志事務長，土田喜一郎

本号に1ま，この学内共同研究の成果報告を，独立し 課長の両氏に，改めてお礼を申し上げます。

たカラムとして取り上げることが出来ました。 昭和61年8月

現在，年報編集委員会には阿部学長より下記の委

この年報について（個人的に）感じますことは，本 員が委嘱されている。

年報が，教育・研究年報と銘打たれている割には教 編集委員長 松田 誠

育にさかれている頁数が少ないことです。全体の 3 編集委員 石川栄世，宮原 正

パーセントにしか過きません（第4号， 1984年版）。 町田 豊平，小森 亮
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志ポ 弓l

agangl ionosis [ 1 外］ 111
A Agar閉塞法 [ 4 内］ 82 

アデノシンデアミナーゼ [ 1 内］ 67 AGML [ 2 外］ 114

アドリアマイシン ［青内］ 86 Aldose reductase inhibitor [ 3 内］ 78 

アドリアマイシン耐性株細胞 ［栄養］ 32 Ames法 ［公衛］ 55 

アカラジア [ 2 外］ 115 Aminobuty laddehyde ［眼］ 147

5ーアミノアセナフテン ［公衛］ 56 aminoglutethimide ［実動］ 174

4—アミノブチルアルテヒト: (ABAL) ［医化］ 28 ANAE ［小児］ 100

yーアミノ酪酸 ［医化］ 28 ANCHOR病の好中球膜の糖蛋白 ［小児］ 100

アミノ酸 ［三病内］ 91 anterior displacement ［歯］ 161

アミロイドーシス ［皮］ 104 Antimicrobial Removal Device [ 2 内］ 73 

アンボイナ（芋貝） ［衛］ 52 Apert症候群 ［形成］ 131

アンチザイム ［栄養］ 31 AP! (ankle pressure index) [ 1 外］ llO

アンギオテンシン ［臨検］ 63 Arnold Chiali奇形 ［眼］ 147

アポ蛋白 ［青内］ 87 Arterio venous fistula ［三病外］ 120 

アラキドン酸 ［医化］ 29 autoregulation ［脳外］ 128

アラニン ［三病内］ 91 axonstenosis ［形成］ 132

アレルギ一性鼻炎の臨床調究 ［耳贔］ 151 A23187 ［附研］ 167

アリルサルファターゼA [,Jヽ 児］ 99 
アルドース還元酵素阻害剤 ［眼］ 147 B 

アルコール [ 1 内］ 67 バプラー管 ［公衛］ 55 

アルコール肝 ［附研］ 164 ペーチェット病 ［衛］ 52 

アルコール性肝硼変 ［三病内］ 90 ベクロニウム ［麻酔］ 154

アルコール性肝障古 ［三病内］ 91 ベンゼン ［公衛］ 55 

アルトログリポーシス ［形成］ 131 ベンゾ（a)アントラセン ［公衛］ 56 

アルツハイマー型老年痴呆 ［精神］ 95 ベンゾ (a)ピレン ［公衛］ 56 

アセトアルデヒド l!-1•障害 ［三病内］ 91 ベンゾ (e) ピレン ［公衛］ 56 

アスコルビン酸 ［共研］ 169 ベンゾヂアゼピン ［附研］ 166

［眼］ 147 ベラパミル ［公衛］ 55 

アスパラギ‘ノ ［栄養］ 31 ビンクリスチン ［公衛］ 55 

アテローム [ 4 内］ 82 ビタミン B6 ［医化］ 28 

アトピー性皮府炎 ［皮］ 103 ビタミン B6欠乏症 ［医化］ 28 

アトラクリウム ［麻酔］ 154 ピタミン B12 ［青内］ 87 

ビタミン D代謝 [ 2 内］ 72 

悪性固形腫瘍 [ 1 外］ 111 ボクサーの脳損傷 ［脳外］ 128

悪性高熱症 ［麻酔］ 156 プチルグリシジルエーテル ［公衛］ 55 

悪性リンパ腫 ［病理］ 41 プドウ球菌 ［共研］ 170

［脳外］ 128 2. 3ーブタンジオ` ／ 2-モノオキシム [ 1 生］ 23 

IE縮力 [ 1 生］ 23 

培養 [ 1 内］ 67 

accelerated fractionation ［放］ 107 培養試験 ［公衛］ 3-3 -

Acceleration ［産婦］ 139 恥アレルギー ［臨検］ 63 

acetylcholine (ACh) [ 1 薬］ 34 ［麻酔］ 155

acoustic emission ［整形］ 124 恥中隔の発育 ［耳島］ 151

acridine-orange猟光染色 ［衛］ 51 昇腔通気度 ［耳品］ 151

ACTH [ 1 薬］ 34 微少電極 ［麻酔］ 154

［附研］ 167 微小胃癌 ［病理］ 40 

actin ［産姉］ 139 微小循環柄理 ［病理］ 41 

actomyosin ［産婦］ 139 微小管 ［医化］ 29 

adjuvant chemotherapy ［二病外］ ］21 微小管結合蛋l‘l ［医化］ 29 

AFP [ 1 内］ 67 微小血管吻合 ［形成］ 132

AFP産生如Lli，拗 ［泌］ 143 剖検統計 ［病理］ 42 
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膀眺腫瘍 ［泌］ 142 CAPD [ 2 内］ 72 

母乳栄養 [,J、児］ 99 Carrier gas ［公衛］ 55 

傍糸球体装置 ［病理］ 39 Ca取り込み [ 2 生］ 26 

部分肺静脈還流異常症 ［心外］ 136 cDNA [ 2 解］ 18 

部分発作 ［精神］ 95 cDNAのクローニング ［整形］ 124

物理療法 ［ リハ］ 159 CETA ［共研］ 170

病原性因子 [ 2 細］ 49 CETB ［共研］ 170

chemoembolization ［三病外］ 121 

Baseline Fetal Heart Rate ［産婦］ 139 Chlamidiazyme ［泌］ 143

BDM [ 1 生］ 23 chloroquine ［実動］ 174

benzamide ［精神］ 95 CHL細胞 ［公衛］ 55 

B型肝炎 ［共研］ 169 cholesterol (chol) [ 1 薬］ 34 

Biochips ［共研］ 169 Cholesterol ［実動］ 174

Bjork-Shiley弁 ［心外］ 135 chromophobe [ 2 解］ 18 

Bladder implantation法 ［公衛］ 55 c,q ［寄生］ 60 

Borrmann IV型胃癌 ［三病外］ 121 clqレセプクー ［寄生］ 61 

bowel preparation [ 1 外］ llO Cisplatin腎症 ［附研］ 165

Bradykinin [ 2 外］ 114 CNPase活性 ［医化］ 29 

"Bull's eye"法 ［放］ 107 co2依存性 [ 2 薬］ 36 

cot death ［法医］ 57 
C crib death ［法医］ 57 

チロシンリン酸化酵素 [ 3 内］ 78 CT ［放］ 106

チトクローム P-450 ［麻酔］ 156 CW法 ［心外］ 135

チュープリン ［医化］ 29 cyclic AMP CcAMP) [ 1 薬］ 34 

cycloheximide ［実動］ 174

痴呆 ［ リハ］ 158 

地域保健 ［衛］ 51 D 

腸炎ビプリオ ［衛］ 52 ダンピング症状 [ 2 外］ 114

長軸方向の stiffness [ 1 生］ 23 ドノバンリーシュマニア ［寄生］ 60 

直達手術（門九症） [ 2 外］ 115 ドプラー断層 ［心外］ 135

超音波断層法 (us) ［放］ 106

超音波エコー追跡法 [ ME ] 178 唾液腺の培養 ［歯］ 162

超音波バルスドプラー血流計 [ 4 内］ 82 大腸癌 [ 1 外］ llO

[ ME ] 179 [ 2 外］ 114

超音波心筋剌激 ［心外） 134 ［青外］ 118

超音波定量的血流盤測定装置 [ ME ] 178 ［三病外］ 121 

聴性脳幹反応 [ 2 薬］ 37 大腸癌の組織発生 ［病理］ 40 

［精神］ 95 大腸菌 ［共研］ 170

［脳外］ 128 大動脈インピーダンス [ 4 内］ 82 

腸通過時間 ［栄養］ 32 大動脈血流加速度 [ 4 内］ 82 

中耳炎の内耳障轡 ［耳鼻］ 151 大動脈硬化症 ［病理］ 41 

中耳炎遷延化の原因 ［耳 t;i] 150 大動脈最大血流加速度 [ ME ] 179 

中耳の盃細胞 ［耳鼻］ 151 大豆蛋白質 ［栄養］ 32 

中耳真珠腫の成因•発育 ［耳鼻］ 150 男子不妊 ［泌］ 143

中間径フィラメント ［三病内］ 90 脱落膜 ［産婦］ 138

中枢神経系疾患 ［放］ 106 電解式水素血流計 ［眼］ 148

伝音形成資材 ［耳鼻］ 151
Ca2+ [ 1 薬］ 34 動脈血圧第三級動揺波 [ 2 薬］ 36 

Ca+2拮抗薬 [ 2 内］ 73 動脈血酸素分圧 [ 4 内］ 83 

CA 125 ［産婦］ 140 動脈硬化 ［青内］ 87 

CA 15-3 ［三病外］ 120 

［産婦］ 140 Daniel biopsy ［三病外］ 120 

CA 19-9 ［産娼］ 140 Degital Subtraction Angiography ［三病外］ 120 

Ca-ATPase [ 1 解］ 16 delayed primary operation [ 1 外］ 111

Ca++ channel ［実動］ 174 de novo cancer [ 1 外］ llO

calmodulin [ 1 薬］ 34 Depot剤 ［精神］ 95 
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DIC [ 3 内］ 77 Flow-volume曲線 ［臨検］ 63 

Dieulafoy潰瘍 ［三病内］ 90 Fluidotherapy ［ リハ］ 159 

dihydroergotamine [ 2 薬］ 36 Fluorouracil ［産婦］ 139

Disco -malleolar ligament ［歯］ 161 fluosal DA ［整形］ 124

dorsal respiratory group (DRG l [ 2 薬］ 36 Fluphenazine Sepharose ［附研］ 167

doublet ［体力］ 181 Fontan型機能的根治術 ［心外］ 135
Duchenne型筋ジストロフィー症 [ 2 薬］ 37 

Duromedics弁 ［心外］ 135 G 

dynamic CT ［三病内］ 91 ガストリン [ 2 外］ 114
グルカゴン ［栄養］ 31 

E グルタチオン ［三病内］ 91 
エクオリン [ 2 生］ 25 ［共研］ 169
エンドキサン [ 2 細］ 49 グルタミン酸脱炭酸酵素 ［医化］ 28 
エビネフリン ［附研］ 167
エールリッヒ癌細胞 [ 2 細］ 49 外頸動脈血流量 [ 4 内］ 81 
エストロゲン [ 2 解］ 18 外傷性視神経損傷 ［眼］ 146
エストロゲン・レセプター (ER) [ 1 外］ 110 外側糞突筋 ［歯］ 161

外転神経麻痺と蝶形洞癌 ［耳局］ 152

液体シンチレーション測定法 ［共研］ 170 顎骨骨切り術 ［歯］ 161
塩化ビニルモノマー ［公衛］ 55 顎顔面変形 ［形成］ 131
塩化シアヌル酸 ［公衛］ 55 顎顔面補綴 ［歯］ 162

円形脱毛症 ［麻酔］ 155 顎変形症 ［歯］ 161

遠心加速機 ［宇宙］ 176 顎関節腔造影X線連続規格写真撮影 ［歯］ 161

塩素濃度と恥疾患 ［耳鼻］ 151 顎関節症 ［歯］ 161

延髄腫瘍 ［脳外］ 128 顎関節用関節鏡鏡視 ［歯］ 161

癌原性 ［公衛］ 55 

EIA [,Jヽ 児］ 100 顔面骨の成長 ［形成］ 131

ELISA ［寄生］ 60 顔面神経遠心性活動 [ 2 薬］ 36 

Entrapment Neuropathy ［形成］ 132 顔面X線規格写真 ［形成］ 131

epineural suture ［形成］ 131 癌および造血器腫瘍の化学療法 [ 3 内］ 77 
ERCP ［三病外］ 120 癌組織内リンパ球 ［附研］ 165

estrogen recepter ［産婦］ 138 減感作療法 ［皮］ 104

Exfoliative toxin ［共研］ 170

GABA ［医化］ 28 
F ［眼］ 147

ファージ ［臨検］ 64 GABA-BZ-Cl lonophore Complex ［附研］ 166

ファージ・レセプター [ 2 細］ 49 GABA放出機構 ［医化］ 29 

ファージ耐性菌 [ 2 細］ 49 GABA受容体 [ 2 内］ 73 

ファロー四徴症 ［心外］ 135 ［附研］ 166

フェンタニール ［麻酔］ 155 GABAレセプクー ［医化］ 28 

フィプリン糊 ［形成］ 131 Gangliosides [ 3 内］ 78 

フラクチュエーション試験 ［公衛］ 55 Gap junction ［実動］ 175

フローサイトメトリー ［臨検］ 63 Gaucher病 [,Jヽ 児］ 99 
フルオランテン ［公衛］ 56 glucocorticoid (GC) [ 1 薬］ 34 

Glycosylated protein ［産婦］ 139

不完全型心内膜床欠損症 ［心外］ 135 gp52 [ 1 細］ 47 

腹大動脈臓側枝 [ 3 解］ 21 

副腎皮質細胞 [ 1 薬］ 34 H 

［実動］ 174 ハイプリトゞーマ ［寄生］ 60 

副腎皮質刺激ホルモン [ 1 薬］ 34 ハイドロオキシアバクイト ［歯］ 162

腹腔鏡 [ 1 内］ 67 ノ、ロセン肝障害 ［麻酔］ 156

輻湊・開散 ［眼］ 146 へモリジン ［寄生］ 59 

副撓側手根伸筋 [ 1 解］ 15 ヘルメット ［脳外］ 127

不整脈 [ 4 内］ 82 ヒト乳頭腫ウイルス ［皮］ 103

ヒト正常乳腺細胞 [ 1 細］ 46 

Fat storing cell [ 1 内］ 68 
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肺癌 ［三病内］ 91 Hela細胞 ［三．病内］ 91 

肺合併症 [ 1 外］ 110 helper細胞 ［苔病内］ 91 

肺胞マクロファージ ［三病内］ 91 hexamethylene tetramine ［公衛］ 55 

肺換気血流シンチ [ 1 外］ 110 high frequency oscillation (HFO) [ 2 薬］ 36 

肺換気および血流分布 [ 1 外］ 111 Hirschsprung病 [ 1 外］ 111

肺血管外水分量 ［三病外］ 121 Hollow fibre型血液濃縮器 ［心外］ 135

肺機能 ［三病外］ 120 HPLC-ED ［共研］ 169

肺胸郭コンプライアンス分布 [ 1 外］ 111 HPRF法 ［心外］ 135

肺の所属リンパ節 [ 1 解］ 16 H2-receptor antagonist [ 2 外］ 114

肺リンパ系 [ 1 解］ 15 HTC細胞 ［栄養］ 32 

肺小細胞癌 [ 3 内］ 78 hue cancellation法 ［眼］ 147

白血球 [ 2 細］ 50 100 hue test ［眼］ 147

白血球・電気泳動 [ 3 内］ 77 Human tumor clonogenic assay [ 3 内］ 78 

白血球威少状態 [ 2 細］ 49 Huntington病 ［医化］ 28 

白内障水晶体 ［眼］ 147 hyperfractionation ［放］ 107

反回性の経路 [ 1 解］ 16 

反回神経反射電位 [ 2 薬］ 37 

反回神経麻痺の調府 ［耳鼻］ 152 イモガイ剌症 ［衛］ 52 

半骨盤照射法 ［泌］ 143 インフルエンザワクチン [ 2 内］ 73 

反射性咬合カ ［歯］ 161 インスリン [ 1 細］ 47 

発生毒性 ［衛］ 51 インターフェロン [ 1 内］ 67 

発癌実験 [ 2 外］ 114 インターロイキン 2 [ 1 内］ 67 

発癌過程 [ 2 外］ 114 イソプロテレール [ 2 生］ 25 

発達障害 [,Jヽ 児］ 99 
平滑筋 [ 2 生］ 25 胃防禦機構 [ 1 内］ 67 

平均加算法 [ 2 薬］ 36 胃分泌動態 [ 2 外］ 114

平行弾性系 [ 1 生］ 23 一次構造 ［附研］ 166

偏光免疫測定法 ［精神］ 94 一日多分割照射法 ［放］ 107

片頭痛 [ 1 内］ 68 追伝性球状赤血球症 [ 1 外］ lll

非発作時喘息患者 ［臨検］ 63 逍伝子構造解析 [ I」、児］ 99 

肘関節 ［ リハ］ 159 医学の社会的適用 ［衛］ 51 

比較解剖学 [ 1 解］ 15 胃癌 [ 2 外］ 114

光化学療法 ［皮］ 103 ［青外］ 118

光パッチテスト ［皮］ 103 ［三病外］ 121 

非淋菌性尿道炎 ［泌］ 143 鋳型標本 [ 3 解］ 22 

皮質脳波 [ 2 薬］ 36 維持化学療法 ［産婦］ 139

皮質性視覚障害 ［眼］ 147 胃潰瘍 [ 1 内］ 67 

非ステロイド性抗炎症剤 [ 1 内］ 68 閾値張力 ［体力］ 181

牌摘 [ 1 外llll 胃粘膜血流 [ 1 内］ 67 

非特異的感染防御因子 ［泌］ 143 [ 2 外］ 114

ヒト頭蓋後頭部 [ 3 解］ 22 胃接合部の機能 [ 2 外］ 115

牌臓立体構築 ［附研］ 165 胃手術後障害 [ 2 外］ 114

放電頻度 ［体力］ 181 位相関数 [ 2 薬］ 36 

歩行 ［体力］ 181
ホルター心電図 [,Jヽ 児］ 100 Ia抗原 ［寄生］ 59 

放射能測定 ［共研］ 170 IBL様T細胞 ［病理］ 41 

放射線腫瘍免疫 ［放］ 107 ICG ［三病内］ 90 

補体 ［寄生］ 60 lgA腎症 ［小児］ 100
lgE ［寄生］ 60 

Hancock弁 ［心外］ 135 IgE欠損マウス ［寄生］ 60 

HbA ［産婦］ 139 lgE産生細胞 ［寄生］ 60 

HBV抗原 ［共研］ 169 in situハイプリダイゼイション法 [ 1 細］ 47 

hCG-p [ 1 細］ 48 in situ hybridization [ 2 解］ 18 

HCM [ 4 内］ 83 in situ hybridization法 ［皮］ 103
head-down ［宇宙］ 177 y-Interferon ［二病内］ 91 
head-up ［宇宙］ 177 Ionescu-Shiley弁 ［心外］ 135
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k十チャンネル [ 2 生］ 26 
J ケミルミネサンス [ 2 細］ 50 

ジゴキシンの血中樅度 [,Jヽ 児］ 100 ケミルミネッセンス補正 ［共研］ 170

ジモルホラミン/ ［麻酔］ 155 ケノデオキシコール酸 [ 1 内］ 67 
ケラチン [ 2 解］ 18 

自動解析システム ［附研］ 167 コアグラーゼ [ 2 細］ 49 

自動化細胞電気泳動装置 [ 3 内］ 77 コアグラーゼ陰性フ令ドウ球菌 ［臨検］ 64 

自動視野計 ［眼］ 147 コアグラーゼ低産生性変異株 [ 2 細］ 49 

耳管機能 ［耳局］ 150 コア抗原 ［共研］ 169

時間生物学 ［精神］ 95 コヒーレンス [ 2 薬］ 36 

実験的胃潰瘍 [ 3 内］ 78 I型． IV型コラーゲ‘ノ [ 2 解］ 18 

実験的冠動脈血栓症 [ 4 内］ 82 タイプ］Iコラーゲンの自己 ［耳鼻］ 151

実験的急性間質性腎炎 [ 2 内］ 72 コラーゲン自己免疫 ［整形］ 124

実験的心筋梗塞 [ 4 内］ 82 コラーゲン形成 [ 2 外］ 115

実験的停留睾丸 ［泌］ 143 コリンエステラーゼ ［臨検］ 63 

腎動脈塞栓術 ［泌］ 142 コ・トランスフェクション法 [ 1 細］ 46 

腎被膜下移植 [ 2 解］ 18 クラミジア ［泌］ 143

腎イメージング ［泌〕 143 クリセン ［公衛］ 56 

人為低血圧 ［麻酔〕 156 クローニング ［共研］ 170

腎循環 [ 2 内］ 72 
人工関節・人工骨頭 ［整形］ 123 化学療法剤 ［形成］ 132

人工関節の loosening ［整形］ 124 下顎枝矢状分割法 ［歯］ 161

腎交感神経遠心性活動 [ 2 薬］ 36 下行性の経路 [ 1 解］ 16 

人工歯根 ［歯〕 162 解剖実習指針 [ 3 解］ 21 

人工膵臓 [ 3 内］ 77 開心術後 ［麻酔］ 155

蒻麻疹 ［皮］ 104 核磁気共嗚 ［泌］ 143

腎の糖新生 ［泌］ 143 核酸 [ 1 内］ 67 

腎細胞癌 ［病理］ 40 冠動脈血流 [ ME ] 179 

［泌］ 142 冠動脈起始異常 ［法医］ 58 

腎性骨異栄養症 [ 2 内］ 72 肝癌 ［青外］ 118

自律神経学的検討 [ 1 内］ 68 冠循環 [ 4 内］ 82 

自律神経機能検査法 [ 2 内］ 73 肝血流量 ［三病外］ 121 

時差 ［精神］ 95 肝機能障害 ［麻酔］ 155

上部消化管出血 [ 2 外］ 114 肝硬変 ［臨検］ 64 

上皮細胞 ［病理］ 39 [ 1 外］ llO
女子アルコール依存症 ［精神］ 96 環境汚染と鼻アレルギー ［耳鼻］ 151

上腕二頭筋過剰頭 [ 1 解］ 15 肝ミクロソーム CS9) ［公衛］ 55 

十二指腸潰瘍症 [ 3 内］ 78 肝内結石症 [ 2 外］ 115

循環器疾患 ［放］ 106 関連度関数 [ 2 薬］ 36 

循環の中枢性調節神経機構 [ 2 薬］ 37 肝細胞 [ 1 内］ 67 

重力生理学 ［宇宙］ 176 肝細胞癌合併肝硬変症 ［三病内］ 91 

重症筋無力症 [ 2 外］ 115 肝細胞骨格 ［三病内］ 90 

術中超音波断層法 ［心外］ 135 感作赤血球 [ 2 細］ 50 

術前放射線照射 ［三病外］ 121 肝性脳症 ［三病内］ 91 

/3受容体 [ 2 生］ 25 肝腺維化 [ 1 内］ 67 

肝線維症 ［病理］ 40 
K 感染性心内膜炎 ［心外］ 135

カーボンファイバー複合材 ［整形］ 123 関節円板 ［歯］ 161
ガドリニウム ［放］ 106 肝切除 ［三病外］ 121 
カフェイン [ 2 生］ 25 肝切除術 [ 1 外］ 110
カラードプラー ［心外］ 135 関節角度 ［体力］ 181
カルモジュリソ ［附研］ 167 干渉低周波電流 ［整形］ 124
カルシウム代謝 [ 1 解］ 16 肝胆道機能 ［放］ 106
カルシウム依存性中性プロテアーゼ [ 2 薬］ 37 肝通過時間 ［三病内］ 91 
カテコールアミン‘ ［臨検l 63 肝予備能 [ 1 外］ llO

［共研］ 169 肝臓癌 [ 1 外］ llO
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ド垂体前免 [ 2 解］ 18 甚礎代謝 ［栄養］ 32 

ド垂体前鉗器官培簸 [ 2 解］ 18 基底膜 [ 2 解］ 18 

片麻痺 ［ リハ］ 159 基底膜成分 [ 2 解］ 18 

活動参加順序 ［体力］ 181 高ピリルビン血症 ［麻酔］ 155

川崎病 ［病理］ 41 酵母 ［共研］ 169

血中にインスリン抗体 [ 3 内］ 77 好中球 ［寄生］ 60 

頭部郭消術と乳突切除 ［耳鼻］ 151 [,Jヽ 児］ 99 
頭部交惑神経遠心性活動 [ 2 薬］ 36 好塩基斑点赤血球 ［衛］ 51 

経腸栄義 ［三病外］ 121 興附収縮連関機構 [ 2 生］ 25 

頸動脈圧波形 [ 4 内］ 81 ロ蓋骨 ［形成］ 131

経腹直筋ストーマ造設術 [ 1 外］ 110 ロ蓋裂 ［形成］ 131

経腹的食道離断術 [ 1 外］ llO 睾丸胚細胞腫瘍 ［泌］ 142

経皮的督尿管結石摘出術 ［泌〕 143 抗癌剤 ［放］ 107

蛍光抗体法 [ 2 解］ 18 [ 2 外］ 114

系細胞 [ 2 解］ 18 抗がん剤感受性試験 ［栄養l 32 
形質羽人 [ 1 細］ 46 膠原病 ［病理］ 42 

血管外科 ［三病外］ 120 広背筋皮弁 ［三病外］ 120 

血管拡張剤 [ 1 外］ 110 高頻度同期波 [ 2 薬］ 36 

血管径拍動波形 [ ME J 178 甲状腺癌 [ 1 外］ 111

血管新生粒l勺障 ［眼］ 147 甲状腺原発悪性リンパ腫 ［病理］ 42 

血管追跡刑超音波ドプラ血流計 [ ME ] 179 甲状せん機能充進症 [ 4 内］ 81 

血球電顕（象 [ ME ] 180 高重力 ［宇宙］ 176

血球破壊 [ ME ] 179 高カロリー輸液 [ 2 外］ 115

血清無機弗素 ［麻酔］ 156 高カルシウム尿症 [,Jヽ 児］ 100
血清浸透II: ［法医］ 58 抗血小板製剤 [ 1 外］ llO

結石破砕 ［泌］ 143 高血圧 [ 2 内］ 73 

結節性動脈周囲炎 ［三病内］ 90 高血圧自然発症ラット (SHR) [ 2 薬］ 37 

結節性硬化症 ［皮］ 103 呼気ガス分析 ［三病内］ 91 

I(II小板抗体 ［小児］ 99 呼気マスク ［宇宙］ 176

血小板細孔通過性 [ 3 内］ 77 抗コラーゲン抗体 (TypeII抗体） ［小児］ 100

血漿コレステロール低下作用 ［栄養］ 32 ロ腔粘膜病変 ［歯］ 162

血漿蛋白質 ［附研］ 166 航空性中耳炎 ［耳局］ 151

血中モノアミン ［精神］ 95 黒色胆石 [ 1 内］ 68 

血中涙度モニタリング ［精神］ 94 ロ腔修復 ［歯］ 162

血中オステオカルシン猥度 [,Jヽ 児］ 100 呼吸調節の中枢性調節神経機構 [ 2 薬］ 36 

血中 PRL雇 [ 2 解］ 18 呼吸不全 ［三病内］ 91 

ケトン体比 ［三病内］ 91 呼吸反射 [ 2 薬］ 37 

血圧 ［宇宙］ 176 呼吸器疾患 ［放］ 106

血液・脳関門 ［医化］ 28 呼吸曲線 ［宇宙］ 176

［麻酔］ 155 呼吸リズム形成神経機構 [ 2 薬］ 36 

血液レオロジ一 [ 3 内］ 77 呼吸性不整脈 [ 2 生］ 26 

血糖自己測定 [ 3 内］ 77 呼吸性ニューロン [ 2 薬］ 36 

気胞化抑制と耳管 ［耳鼻］ 150 呼吸数 ［宇宙］ 176

奇形 ［放］ 106 鼓膜線維層の変化 ［耳局］ 151

木村病 ［病理］ 40 鼓膜癒着のメカニズム ［耳鼻］ 151

緊張性振動反射 (T.V.R.) ［歯］ 161 肛門括約筋温存手術 ［三病外] 121 

筋皮神経 [ 1 解］ 15 こむらがえり [ 1 内］ 68 

筋ジストロフィーハムスター CUMX,7.1系） 高齢者や障害者のための技術と工夫 ［衛］ 51 

[ 2 薬］ 37 好酸球 ［寄生］ 60 

筋・ンストロフィー症治療薬 (E-64,EST) 好酸球増多 ［寄生］ 60 

[ 2 薬］ 37 交叉性の経路 [ 1 解］ 16 

筋の破格 [ 1 解］ 15 光線過敏症 ［皮］ 103

筋弛緩薬 ［麻酔］ 154 1, 0格子間隔 (dLO) [ 1 生］ 23 

筋小胞（本 [ 2 生］ 26 抗腫瘍単クローン抗体 ［放］ 107

［麻酔］ 156 枯草菌 ［共研］ 170

気腫性肺衣胞 ［三病外］ 120 酵素組織化学 [ 1 解］ 16 
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抗体惑作ラテックス粒子凝集反応 ［寄生］ 59 モノクローナル抗体 ［放］ 107

抗蛍白尿効果 [ 1 内］ 68 [ 1 外］ llO

抗てんかん薬 ［精神］ 94 ［脳外］ 128

後天性色覚異常 ［眼］ 147 モノクローン抗体 ［泌］ 142

喉頭癌の巨大切片 ［耳島］ 151 ムシモール ［附研］ 166

骨動態 ［形成］ 131

骨芽細胞 [ 1 解］ 16 膜性腎症 [ 2 内］ 72 

骨組織 [ 1 解］ 16 慢性呼吸器感染症 ［三病内］ 91 

骨代謝異常 ［精神］ 95 末梢循環動態 ［放］ 106

骨髄移植 ［病理］ 40 末梢血管疾患 [ 1 外］ 110

［小児］ 99 末梢抵抗測定 ［三病外］ 120 

骨髄血輸注療法 [ 2 内］ 73 迷走神経遠心性活動 [ 2 薬］ 36 

骨髄線維症 [ 2 内］ 73 免疫電子顕微鏡 ［共研］ 169

空間知覚 ［リ 9、]159 免疫賦活剤 ［放］ 107

組換え DNA技術 ［共研］ 170 [ 2 外］ 114

屈指症 ［形成］ 131 免疫グロプリン supergenefamily ［附研］ 167

胸部外科 ［三病外］ 120 免疫応答 [ 1 内］ 67 

胸部食道癌 ［三病外］ 120 免疫応答逍伝f ［臨検］ 64 

巨大肺設胞症 ［三病外］ 120 免疫組織化学 [ 2 解］ 18 

巨大糸粒体 ［附研］ 164 免疫抑制 ［寄生］ 59 

境界域高血圧者 ［臨検］ 63 模型人工肺 BOSCM40 ［心外］ 135

胸郭内血流量 ［宇宙］ 176 網膜血管関門 ［医化］ 29 

虚血性心疾患 ［法医］ 59 門充症 [ 2 外］ 115

［三病内］ 92 門脈圧充進 [ 1 外］ llO

強力超音波 [ ME ] 179 門脈循環 [ 1 内］ 67 

橋出血 [ 1 内］ 68 門脈血流量 ［三病内］ 90 

急性非リンバ性白血病 [ 3 内］ 77 森田療法 ［精神］ 94 

急性潰瘍 [ 2 外］ 114 森田神経質 ［精神］ 94 

急性肝炎 ［臨検］ 64 無アルプミンラット [ 1 内］ 67 

無牌症候群 ［心外］ 135
L 無血体外循現 ［心外］ 135

Laminine [ 1 外］ 110 無侵殴定量的血流装懺 ［精神］ 95 

Lipiodol動注療法 ［三病外］ 121 無侵股的血圧波形測定法 [ ME ] 178 

Long Term Variability ［産婦］ 139 無症候性高尿酸血症 [ 2 内］ 73 

y-loop ［歯］ 161

Luxus consumption ［栄養］ 32 MAC ［麻酔］ 155

Lysophosphatidylcholine ［眼］ 147 Mast cellとCholeratoxin [,Jヽ 児］ 100
lysosome ［実動］ 174 4, 4'-methyl-diphenyl di isocyanate ［公衛］ 55 

methylnitrosourea (MNU) ［公衛］ 55 
M microdensitometry ［精神］ 95 

/32マイクログロブリン ［精神］ 95 Micro Trak法 ［泌］ 143

マイクロ波 ［放］ 107 Miniature endplate potential ［麻酔］ 154

マクロファージ ［寄生］ 59 mitochondria (Mit) [ 1 薬］ 34 

マンソン住血吸虫 ［寄生］ 60 ML-236B ［実動］ 174

マウス腎臓 ［栄養］ 31 MMTVウイルス・ゲノム [ 1 細］ 47 

マウス脳 ［栄養］ 31 monoclonal抗体 ［産婦］ 140

2ーメチ Iい 4ークロロフェノキシ酢酸ヒドラジン morphine [ 2 薬］ 36 

［公衛］ 55 MPGN [ 2 内］ 72 
ミニブタ ［麻酔］ 156 MRI ［放］ 106

ミオグロヒン ［法医］ 57 mRNA ［整形］ 124

ミオシンアイソザイム ［青内］ 86 MSLT ［精神］ 95 

ミトコンドリア脳筋症 ［小児］ 99 myosin ［産婦］ 139

モアレ法 [ 3 解］ 22 

モネンシン ［整形］ 124 N 

モノクローナル抗アンチザイム抗体 ［栄養］ 31 ネフローゼ症候群 [,Jヽ 児］ 100
モノクローナル抗休 [ 1 細］ 47 ネズミチフス菌 [ 2 細］ 49 
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5ーニトロアセナフテン ［公衛］ 56 Nippostrongylus ［寄生］ 60 
ヌードマウス ［泌］ 142 nu/nuマウス ［寄生］ 59 
ヌードマウス継代移植系 ［産婦］ 139

゜長岡藩主牧野家人骨 [ 3 解］ 21 オプソニン [ 2 細］ 50 
内服照射試験 ［皮］ 103 オルニチン ［三病内］ 91 

内皮細胞 [ 4 内］ 82 オルニチ‘ノ脱炭酸酵素 (ODC) ［栄養］ 31 

内皮細胞再生 ［形成］ 132

内因性オピオイドペプチド [ 2 薬］ 36 横隔神経遠心性活動 [ 2 薬］ 36 

内視鏡的十二指腸乳頭括約筋切開 ［三病外］ 120 温熱療法 [ 1 内］ 67 

内視鏡的硬化療法 [ 2 外］ 114 ［放］ 107

内視鏡的レーザー [ 2 外］ 114 ［泌］ 142

内視鏡的手術 ［三病外］ 120 ［ リハ］ 159 

粘液分布（胃粘膜） [ 2 外］ 114 音剌激に対する迷走神経反射 ［耳鼻］ 152

粘膜ボテンシャル（胃壁） [ 2 外］ 114 黄色プドウ球菌 [ 2 細］ 49 

熱射病 ［法医］ 58 黄色プドウ球菌の腎定着性 [ 2 細］ 49 

握り母指 ［形成］ 131 黄体 ［産婦］ 138

二次元電気泳動法 ［附研］ 167

二次元脳電図 ［精神］ 95 OCVM ［眼］ 148

二次流れ [ 4 内］ 82 ODCーアンチザイム複合体 ［栄養］ 31 

20歳代大学生の体格 [ 3 解］ 21 ODC分解速度 ［栄養］ 31 

肉芽腫性肺疾患 ［三病内］ 92 ODC-cDNA ［栄養］ 31 

妊卵 ［産婦］ 138 ODC合成速度 ［栄養］ 31 

妊娠細胞 [ 2 解］ 18 ODC-mRNA ［栄養］ 31 

日本人胎児動脈系 [ 3 解］ 21 OKPのコンピューク解析 ［耳鼻］ 151

脳動脈硬化 [ 4 内〕 81 2', 5'-Oligoadenylate Synthetase [ 1 内］ 67 

脳動脈硬化度 [ ME ] 178 onco-gene [ 1 細］ 46 

脳動脈瘤 ［脳外］ 128 orthostatic reflex ［宇宙］ 177

脳波 ［麻酔］ 155 outgrowth [ 2 解］ 18 

炭胞状構造 [ 2 解］ 18 

脳循環動態 ［ リハ］ 158 
p 

脳幹横切断 [ 2 薬］ 36 パソクロニウム ［麻酔］ 154

脳血管性痴呆 ［精神］ 95 パルプアルブミン [ 2 生］ 25 

脳血管障害 [ 1 内］ 68 パッチクランプ法 [ 2 生］ 25 

脳虚血モデル ［脳外］ 128 [ 2 内］ 73 

脳の微細血管 [ 3 解］ 22 パッチテスト ［皮］ 104

脳腫癌 ［脳外］ 128 パワースペクトル分析 [ 2 薬］ 36 

尿中 NAGisozyme [ 2 内］ 72 ペリレン ［公衛］ 56 

尿補正療法 ［麻酔］ 155 ペルオキシダーゼ標識法 ［歯］ 162

尿管鏡 ［泌］ 144 ピレン ［公衛］ 56 

尿酸 ［眼］ 147 ポリアミン ［栄養］ 31 

乳癌 [ 1 外］ 110 ［青内］ 87 

［三病外］ 120 ボリグラフ ［精神］ 94 

乳癌手術後の補助療法 [ 1 外］ 111 プラスミッド ［泌］ 143
入院分裂病者 ［精神］ 96 プラズマ重合膜レプリカ法 ［共研］ 170

乳児の気質 ［小児］ 99 プリン代謝系 ［共研］ 169

乳酸 ［法医］ 58 プリズム眼鏡 ［眼］ 146

乳酸脱水素酵素 ［臨検］ 63 プロゲステロン ［麻酔］ 154

乳頭部癌 ［三病外］ 121 プロラクチン (PRL) [ 2 解］ 18 

乳幼児急死 ［法医］ 57 プロラクチン [ 1 内］ 67 
乳幼児急死症候群 ［法医］ 57 ［産婦］ 139

プロテインA [ 2 細］ 49 
naloxone [ 2 薬］ 36 プロテオグリカン・コア蛋白 mRNA ［整形］ 124
NCF [,Jヽ 児］ 100 プトレッシン ［栄養］ 31 
neuraprax1a ［形成］ 132

NIH3T3細胞 [ 1 細］ 46 PAM染色 [ 2 解］ 18 
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PAS [ 2 解］ 18 ROC曲線 ［放］

Pedoscopeによる屯心点 ［小児］ 99 

P因子 ［三病外］ 121 s 

Plasmalogen [ 4 内〕 81 サプユニット欠損 ［臨検］ 63 

plasmapheresis [ 2 内］ 72 サイクリック AMP [ 2 生］ 25 

plasma pheresis-pulse併用療法 [ 2 内］ 73 サイクリック AMP依存性蛋白リン酸化酵素

premotor neural organization [ 2 薬］ 36 [ 3 内］ 78 

PRL mRNA [ 2 解］ 18 サイクロスポリン [ 3 内］ 77 

progesterone receptor ［産姉］ 138 サーカディアンリズム ［精神］ 95 

promoter（乍用 ［公衛］ 55 サーモグラフ ［小児］ 99 

Prostaglandin E1 [ 3 内］ 78 サルモネラ菌 ［公衛］ 55 

PSVT [ 4 内］ 82 セファロスポリン系抗生剤 ［医化］ 28 

pyrimidine 5'-nucleotidase活性 ［衛］ 52 七クレチン [ 2 外］ 114

シナプス膜 ［医化］ 29 
Q スキンドファイバー [ 1 生］ 23 

QFM [ 4 内］ 81 スペルミ・；；ソ ［栄養］ 31 

［リ 9、]158 スボーツ負荷 ［産婦］ 139

QFM（超音波定量的血流量測定装置） [ 1 外］ llO スポーツ外傷 ［脳外］ 128

Quin 2 [ 1 薬］ 34 ［形成］ 132

スクフィロキナーゼ [ 4 内］ 82 
R ［共研］ 170

ラミニン [ 2 解］ 18 ステップテスト ［体力］ 182

ラトケ腔上皮 [ 2 解］ 18 ステロール排泄 ［栄養］ 32 

ラテックス凝集反応 ［臨検］ 63 ストーマリハビリテーション [ 1 外］ llO

ラット ［宇宙］ 176

ラット坐骨神経 ［形成］ 132 細胞電気泳動試験 [ 3 内］ 77 

レクチン結合パターン ［歯］ 162 細胞外甚質 [ 2 解］ 18 

レーザー ［青外］ ll8 細胞骨格 ［医化］ 29 

レーザー・ドップラー血流計 ［眼］ 148 細胞内情報伝達物質 [ 1 薬］ 34 

レーザーラマン分光法 ［医化］ 29 最大エントロヒ゜ー法 ［眼］ 147

［眼］ 147 最大パワー加速度 [ ME ] 179 

リバータント [ 2 細］ 50 最大酸素摂取量 ［宇宙］ 176

リチウム ［精神］ 95 再発進行乳癌 [ 3 内］ 77 

リドカインの静注（耳鳴治療） ［耳昴］ 151 催胆汁うっ滞因子 [ 1 内］ 67 

リドカインの作用部位 ［耳足］ 151 鎖骨上筋 [ 1 解］ 15 

リンバ管肉腫 ［病理J 40 3次元CT ［形成］ 131

リンパ球 [,Jヽ 児］ 100 三次元像構築 [ ME ] 180 

リンパ球系細胞浸潤 ［放］ 107 三叉神経痛 ［庶酔］ 155

リンバ球刺激試験 CLST) ［精神］ 95 酸性フォスファクーゼ ［寄生］ 60 

リン酸カルシウム系結晶化ガラス ［整形〕 123 酸素摂取批 ［宇宙］ 176

リン酸蛋白 [ 3 内］ 78 ［体力］ 182

リン脂質 [ 4 内］ 81 酸素消費批 ［三病内］ 91 

リボ蛋白 ［青内］ 87 酸素運搬能 ［三病内］ 91 

ロイコジストロフィー症の病因・治療 [,Jヽ 児］ 99 左室容積dv/dt曲線 ［心外〕 135

左室容積時系列曲線 ［心外］ 135

卵巣悪性腫瘍 ［産婦］ 139 殺蟷虫作JIl ［寄生］ 60 

淋菌性尿道炎 ［泌］ 143 成長ホルモン [ 1 細］ 47 

立体構造 [ 1 細］ 47 成長ホルモン (GH) [ 2 解］ 18 

老人外科 [ 2 外］ 115 星状神経節フロ、ノク ［麻酔］ 155

肋間神経移行術 ［整形〕 124 生体計測 [ 3 解］ 21 

緑膿茜 ［寄生］ 59 生体内酸化防止システム ［共研］ 169

脊髄神経硬膜枝 [ 3 解］ 22 

radial stiffness [ 1 生］ 23 脊髄小脳変性症 [ 3 内］ 78 

Ramanスペクトル ［共研］ 169 脊髄腫瘍 ［放］ 106

a-receptor ［泌］ 143 石灰化胆石 [ 1 内］ 68 

Reye症候群 [,Jヽ 児］ 99 赤血球変形能 [ 3 内］ 77 
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尖圭コンジローム ［皮］ 103 心腔内表面積 [ ME ] 179 
[ 1 外］ 110 心内パッチ ［心外］ 136

旋毛虫 ［寄生］ 60 心拍数 ［宇宙］ 176
絨毛性疾患 ［産婦］ 140 新生児の行動 ［小児］ 99 
潜伏性前立腺癌 ［泌］ 143 心剌激伝導系 ［病理］ 41 
染色体異常試験 ［公衛］ 55 心仕事率 [ 4 内］ 82 
先天眼振 ［眼］ 146 身体トレーニング ［臨検］ 63 
先犬性心疾患 ［放］ 106 心予備力 [ ME ] 179 

先天性心疾患の肺血流量分布 [,Jヽ 児］ 100 心臓病集団検診装置 [ 4 内］ 82 
先天性心疾患の位相解析 [,Jヽ 児］ 100 心臓刺激伝導系 ［法医］ 58 
先天性心疾患とカテコラミン血中浪度 [,J、児］ 100 心臓代謝 ［青内］ 86 
接触皮府炎 ［皮］ 104 心臓抑制中枢 [ 2 生］ 26 
脂肪動員ホルモン ［附研］ 167 糸粒体フィラメント ［附研］ 164
脂肪顆粒 ［実動］ 174 視神経脱髄病巣 ［眼］ 147
刺激リンパ球培養上清 [ 3 内］ 77 指伸展反射 ［形成］ 132
歯科インプラト ［歯］ 162 四肢先天奇形 ［形成］ 131

視覚誘発脳波 ［眼］ 147 脂質代謝 ［青内］ 87 

視感度 ［眼］ 147 歯槽骨異常吸収 ［歯］ 162

色視野 ［眼］ 147 身体空間知覚能力 ［体力］ 181

色相識別能 ［眼］ 147 視運動性眼球運動 ［眼］ 146

指屈曲反射 ［形成］ 132 自然発症高血圧ラット (SHR) [ 3 内］ 78 

子宮平滑筋 ［産婦］ 139 ［青内］ 86 

子宮頸癌 ［皮］ 103 初代培養肝細胞 ［栄養］ 31 

子宮内膜 ［産婦］ 138 初代単層培養細胞 [ 2 解］ 18 

子宮腺癌 ［産婦］ 139 衝動性眼球運動 ［眼］ 146

心電図 RR間隔 [ 2 内］ 73 小胞星細胞 [ 2 解］ 18 
[ 3 内］ 77 消泡剤 ［公衛］ 55 

振動反射 ［形成］ 132 消化管ホルモン [ 2 外］ 114

心肥大 ［青内］ 86 消化管生体物質 ［小児］ 99 

心肥大促進因f ［青内］ 86 消化器内視鏡 [ 2 外］ 115

真珠腫上皮細胞の成長・抑制 ［耳昴］ 151 ［三病外］ 120 

真珠腫の分類 ［耳品］ 151 小核試験 ［公衛］ 55 

真珠腫の骨融解 ［耳鼻］ 151 消化性潰瘍 [ 2 外］ 114

真珠腫の手術 ［耳鼻］ 151 食道静脈瘤 [ 1 内］ 67 

真珠腫の定義 ［耳鼻］ 151 [ 1 外］ llO

神経培蓑法 [ 2 内］ 73 ［青外］ 118

神経芽腫 [ 1 外llll ［三病外］ 121 
神経成長囚子 ［皮］ 103 食道静脈瘤合併肝細胞癌 ［三病外］ 121 

神経線維腫症 ［皮］ 103 食道静脈瘤硬化療法 ［三病外］ 120 

神経接合 ［形成］ 131 食道内圧 [ 1 外］ llO
神経周囲浸潤 (RN]) ［三病外］ 121 食物繊維 ［栄養］ 32 
神経組織コラーゲン ［整形］ 124 小児島中隔手術 ［耳島］ 151
神経症 ［精神］ 94 小児急死 ［法医］ 59 

心筋 [ 2 生］ 25 小児の胆道疾患 [ 1 外］ 111

心筋保設 ［心外〕 134 小葉構造 [ 2 解］ 18 

心筋形質膜 ［青内］ 87 終板レセプタ ［麻酔］ 154

心筋内 PHモニクー ［心外］ 134 集学的治療 ［放］ 107
心筋内細小血管症 [ 3 内］ 78 集検 ［三病外］ 120 

心機能 [ 4 内］ 82 出血性胃潰瘍 ［三病内］ 90 
心機能評価 [ 4 内］ 82 出血性ショック ［法医］ 58 
心筋ポリアミン動態 [ 3 内］ 78 縮小手術 ［三病外］ 120 
心筋シンチグラフィ ［放］ 107 腫瘍血管塞栓術 ［放］ 107
心筋症 ［三病内］ 92 腫瘍マーカー ［産婦］ 140
心筋SPECT像 ［放］ 107 ［泌］ 142
心筋代謝 [ 4 内］ 82 僧帽弁口圧較差 ［心外］ 135
進行非ホヽンキンリンバ腫 [ 3 内］ 77 僧帽弁裂隙 ［心外］ 135
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相関分析 [ 2 薬］ 36 胎盤繊毛 ［産婦］ 139

早期離床 [ 1 外］ 111 胎芽（仔）培旋 ［衛］ 51 

側脳室内適用 [ 2 薬］ 37 体位変換 ［宇宙］ 177

側頭骨の気胞化の形成・抑制 ［耳昴］ 150 胎児下垂体 [ 2 解］ 18 

騒音性難聴 ［耳 Q.] 151 胎児心拍数図 ［産婦］ 139

組織構築 [ 2 解］ 18 帯状疱疹後神経痛 ［麻酔］ 155

痩身児童 ［臨検］ 63 体格の時代的推移 [ 3 解］ 21 

創傷治癒 [ 2 外］ 115 大気汚染物質 ［公衛］ 56 

躁うつ病 ［精神］ 95 体腔液 ［臨検］ 63 

膵癌術後放射線療法 ［三病外］ 121 対応度 [ 2 薬］ 36 

膵破裂 ［法医］ 58 多核巨細胞 ［三病内］ 92 

腫眠 ［精神］ 95 多環芳香族炭化水素類 ［公衛］ 56 

睡眠時無呼吸症候群 ［精神］ 95 単一心筋細胞 [ 2 内］ 73 

睡眠覚醒スケジュール障害 ［精神］ 95 胆汁分泌 [ 1 内］ 67 

膵の徴小循環動態 [ 3 内］ 78 単純ヘルペス ［皮］ 103

胆管癌 ［三病外］ 121 

second look operation [ 1 外］ 111 胆淡壁肥厚 ［放］ 106

y-Seminoprotein ［泌］ 142 蛋白質ペプチト～マップ ［附研］ 166

S. epidermidis ［臨検］ 64 炭酸ガスレーザーメス [ 1 外］ llO

Serotonin [ 2 外］ 114 胆石症 [ 1 内］ 68 

sET Al, 2, 3, 4. ［共研］ 170 胆石組成 [ 2 外］ 115

Shiley膜型肺 MZOOO ［心外］ 135 胆石溶解療法 [ 1 内］ 68 

SHR [ 2 内］ 72 単心室症 ［心外］ 135

SIDS ［法医〕 57 多シナプス性反射 ［形成］ 132

SJAマウス ［寄生］ 60 多指症 ［形成］ 131

SJM弁 ［心外］ 135 低肺機能 ［麻酔］ 155

Skeletal relapse ［歯］ 161 低出カレーザー ［麻酔］ 155

Southern blot法 ［皮］ 103 摘出後の頭頚部再建 ［耳鼻］ 151

Spheroid model ［産婦］ 139 鉄欠乏性貧血 ［小児］ 99 

Staphylococcal exfoliative toxin A (ET A) 頭部外偽 ［脳外］ 127

［臨検］ 64 糖負荷試験 ［三病内］ 91 

Staphylococcal exfoliative toxin (sET) 凍結置換固定法 ［共研］ 169

［共研］ 170 凍結超蔀切片法 [ 1 解］ 16 

Staphylococcal exfoliative toxin B (sETB) 凍結切片 [ 2 解］ 18 

［共研］ 170 特発性外リンパ悲 ［耳鼻］ 151

Staphylococcal Scalded Skin Syndorom (ssss) 特発性心筋症 [ 4 内］ 83 

［共研］ 170 特異動的作用 ［栄養］ 32 

stem cell assay ［栄養］ 32 糖尿病 [ 3 内］ 77 

Steroidogenic protein [ 1 薬］ 34 ［青内］ 86 

suppressor細胞 ［三病内］ 91 ［産婦］ 139

S-100蛋白 [ 2 解］ 18 糖尿病ラット ［青内］ 86 

［眼］ 147
T 糖尿病性 Charcot関節 [ 3 内］ 78 

タンパク質 S-H基 ［眼］ 147 糖尿病性合併症 [ 3 内］ 77 

テガフール ［衛］ 51 糖尿病性白内障 ［眼］ 147

てんかん ［精神］ 94 糖尿病性腎不全 [ 2 内］ 72 

てんかん焦点 ［脳外］ 129 糖尿病性細小血管症 ［放］ 107

トキソブラズマ ［寄生］ 59 糖尿病性心臓自律神経障害 [ 3 内］ 77 

トキソプラズマの内膜 ［寄生］ 60 等速度運動 ［体力］ 182

トランスホーマント [ 1 細］ 46 等速性筋力 ［体力］ 181

トレッドミル [ 4 内］ 83 等速性運動 ［ リハ］ 158 

トロボニン [ 2 生］ 25 al/3糖蛋白質 ［附研］ 166

糖転移酵素活性 [ 2 内］ 73 

多発外傷 ［法医］ 58 疼痛閾値 ［麻酔］ 155

多発性脳梗塞 [ 2 内］ 73 突然変異原性 ［公衛］ 55 

多変量解析法 ［脳外］ 128 東洋医学 ［麻酔］ 155
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T細胞表面抗原 ［三病内］ 91 夜尿症 ［小児］ 99 

通電針刺激 ［麻酔］ 155 抑制性マクロファージ ［寄生］ 59 

痛風 [ 2 内］ 73 抑制性T細胞 ［放］ 107

追従性眼球運動 ［眼］ 146 遊離血管柄付き骨移植 ［整形］ 124

遊離脂酸／アセト酢酸比 ［三病内］ 91 

Tamm Horsfall蛋白 ［小児］ 100 有酸素能力 ［体力］ 181

ta urine [ 2 薬］ 37 
99mTc—エロソール ［放］ 107 z 
Tegafur ［産婦］ 139 舌下神経遠心性活動 [ 2 薬］ 36 

Tethered cord syndrome ［脳外］ 129 嬬虫感染 ［寄生］ 60 

thiamylal [ 2 薬］ 36 全人的アプローチ ［衛］ 51 

tilt table ［宇宙］ 177 全血粘度 [ 3 内］ 77 

Tl心筋シンチ [ 2 内］ 74 前立腺潜伏癌 ［病理］ 40 

TMB-8 ［実動］ 175 喘息 ［三病内］ 91 

tri-n -buty I phosphate ［公衛］ 55 前庭性眼球運動 ［眼］ 146

tropomyosin ［産婦］ 139 前腕伸筋 [ 1 解］ 15 

Type Iコラーゲンゲル [ 2 解］ 18 絶対臥褥 ［精神］ 94 

造精障害 ［泌］ 143
u 髄液 ［麻酔］ 154

ウイルス感染 ［法医］ 58 髄液中の微贔アルプミン ［臨検］ 63 

ウイルス性化贅 ［皮］ 103 髄液蛋白 [ 1 内］ 68 

うつ病 ［精神］ 95 

受身皮府アナフィラキシー ［寄生］ 60 

運動負荷 [ 4 内］ 82 

［ リノ、］ 158 

運動負荷試験 ［三病内］ 92 

運動療法 ［ リハ］ 158 

運動処方 ［衛］ 52 

運動単位 ［体力］ 181

右室梗塞 [ 4 内］ 82 

右室流出路拡大術 ［心外］ 135

UFT ［産婦］ 139

uremic neuropathy [ 2 内］ 73 

uremic toxin [ 2 内］ 72 

V 

VCF曲線 ［心外］ 135

VEP ［眼］ 147

verapamil ［実動］ 175

VPC [ 4 内］ 82 

X 

'33Xe法 ［三病内］ 90 
133Xeクリアランス ［放］ 107

Xenon CT法 [ 2 内］ 73 

X線回析法 [ 1 生］ 23 

Y 

ゆりかごの死 ［法医］ 57 

薬物性腎障＇苫 [ 2 内］ 72 

薬剤過敏性間質性腎炎 ［病理〕 41 

薬剤耐性消 ［泌］ 143
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